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  『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」の考察 



 

 



1 問題の所在 1 

序論 
 

1 問題の所在 

仏教の根本的な問題領域は老病死の苦である。その問題が大乗仏教ということの中で受

け止めなおされるとき、一個人が苦しみを越える道ではなく、「衆生と共に」ということ

が菩薩にとっての課題として説かれる。本稿で中心として扱う『大乗荘厳経論』(Mahāyāna-

sūtrālaṃkāra, MSA)においても、最初の第1章第1偈に、次のようにある。 

 

MSABh 1_1 偈文 [L1.1-4, N1_3.5-8]1 

〔大乗の〕意味を知る者は、意味の解説をなすとき、無垢なる言葉と句によっ

て、苦悩からの救済(uttaraṇa)のために、苦悩する人への悲の故に(kāruṇyatas)、そ

れ(悲)よりなる者は〔大乗を荘厳する〕。 

最上乗(uttama-yāna)が説かれた方法である法について、それに趣く諸の衆生に対

して、〔道理と〕結びついたこの上なきに至る(niruttara-gata)五種よりなる意趣

(pañcātmikā arthagati)を示しつつ〔大乗を荘厳する〕。(1_1) 
 

大乗の意味を知るものが、苦悩からの救済のために、苦悩する人への悲の故に最上乗

(uttama-yāna)が説かれた方法について示すということがまず述べられ2、以降様々な論が展

開する。したがって、唯識思想が確立していく過程を研究する上で、論理的な整合性から

要請されるかどうかという視点も重要ではあるが、仏教の根本課題である老病死の苦を

「衆生と共に」乗り越えるという菩薩の課題が、唯識思想の形成にどう関係しているのか

という視点から検討することが重要であると考える。 

 

1.1 苦を滅するという主題 

仏教の根本的な問題領域である老病死の苦悩について、阿含経典にみられる縁起の観察

における表現を確かめておく。 

 

 
1 [L1.1-4, N1_3.5-8] 

arthajño 'rthavibhāvānāṃ prakurute vācā padaiś cāmalair 
duḥkhasyottaraṇāya duḥkhitajane kāruṇyatas tanmayaḥ. 
dharmasyottamayānadeśitavidheḥ sattveṣu tadgāmiṣu 
śliṣṭām arthagatiṃ niruttaragatāṃ pañcātmikāṃ darśayan.(1_1) 

2 世親釈ではさらに、「この上なきに至る」というのは無上乗(anuttara-yāna)に至ることであるという。
anuttara-yāna という表現は『菩薩地』功徳品における bodhisattvasya anuttare saṃyak-saṃbodhi-yāne-
śikṣaṃāṇasyaという表現との関連性が考えられる。 
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SN[2_10.1-10.23, Mahāsakyamunigotama]3 

比丘たちよ、私が覚める以前、未だ正覚していない菩薩であったとき、このような思

いが起こった。  

「実にこの世間は苦難に陥っている。生まれ、老い、死に、去り、生まれる。しかしこ

の苦悩からの出離(nissaraṇa)、老死からの出離を知らない。一体いつ、この苦悩からの出

離、 老死からの出離が知られるのか」と。  

そのわたしに、比丘たちよ、このような思いが起こった。  

「何があるから老死(jarā-maraṇa)があり、何に縁って(paccayā)老死があるのか」と。その

わたしに、比丘たちよ、如理作意(yoniso-manasikāra)にもとづく慧(paññā)による現観

(abhisamaya)が起こった。  

「生(jāti)があるから老死がある。生に縁って老死がある」と。  

 そのわたしに、比丘たちよ、このような思いが起こった。 

「何があるから生があり、何に縁って生があるのか」と。 

そのわたしに、比丘たちよ、如理作意にもとづく慧による現観が起こった。  

「有(bhava)があるから生がある。有に縁って生がある」と。 

…(中略)… 

「渇愛(taṇhā)があるから取がある。渇愛に縁って取がある」と。  

 

このような苦の生起(流転分)の観察が説かれる。一方、苦の消滅(還滅分)の観察においては以

下のようにいわれる。 

 

SN[2_10.27-11.17, Mahāsakyamunigotama] 

「何がないから老死がなく、何の消滅(nirodha)から老死の消滅があるのか」と。  

そのわたしに、比丘たちよ、如理作意にもとづく慧による現観が起こった。 

「生がないから老死がなく、生の消滅から老死の消滅がある」と。  

 そのわたしに、比丘たちよ、このような思いが起こった。 

「何がないから生がなく、有、取、渇愛、受、触、六処、名色、識、諸行がなく、何の

消滅から諸行の消滅があるのか」と。 

 そのわたしに、比丘たちよ、如理作意にもとづく慧による現観が起こった。 

「無明がないから諸行がない。無明の消滅から諸行の消滅がある」と。  

 

 
3 『改訂 大乗の仏道 資料編』(2019) pp. 46-51参照 
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このように、縁起の観察において、無明の消滅、諸行の消滅、と観察し、渇愛の消滅を経て、

生の消滅、老死(苦)の消滅と至る。したがって、老死の苦が滅するとはいかなる事態をいう

のかということが一つの課題である。 

 アビダルマの成立の中で、苦の因である無明や渇愛が、「煩悩」(kleśa)という言葉によって

教義が整理され、苦の生滅を諸法の生滅として議論される。諸法は煩悩との関係で整理さ

れ、煩悩と関係する有漏法、煩悩との関係を離れた無漏法と呼ばれる。一方で一切法は有為

と無為に区別される。もはや法を生じる因をもたない在り方が無為といわれる。『阿毘達磨

倶舎論』(Abhidharmakośabhāṣya, AKBh,『倶舎論』)「界品」において、有為法について説く箇所に

次のようにある。 

 

AKBh 1_7[Pr5.2]4 

それら(有為法)はつまり、世路(adhvan)であり、言語の事態(kathāvastu, 言依)であり、有離

(saniḥsāra)であり、事態をもつもの(savastuka, 有事)である(1_7cd)。 

 

有為法は「事態をもつもの」(savastuka)とされるが、それを「因をもつもの」(sahetukatvā)と

いう意味であると述べられることから、因果によって成立するものが有為ということであ

る。一方、無為は事態をもたないもの(avastuka)であり、因果により形成されたものではない

ものであり、涅槃を表す。 

 『倶舎論』において、この「事態をもたないもの」(avastuka)の意味がさらに議論される

[Pr92.2-94.15]。その際、「存在しない」(nāsti)、「非存在」(asat)について、存在しないのであれ

ば無為は無価値であり、認識もされないではないかという問題が議論される5。有部の立場

では、無為が「事態をもたないもの」であるというのは、上記をふまえて「因をもたない」

という意味であり、自性がないという意味ではなく、無為という自性を得るという6。それ

に対して、経量部とよばれる立場から、無為に自性があるという有部の説を批判し、無為が

「事態をもたないもの」というのは、有(bhāva)が無(abhāva)となることであり、「自性がない」

という意味であるという。このように無為(涅槃)について、何が有り何が無いのかというこ

とが議論される。言い換えれば、真に実在するものは何かという問題である7。 

 
4 [Pr5.2] ta evādhvā kathāvastu saniḥsārāḥ savastukāḥ.(1_7cd) 
5 [Pr93.4] yady asaṃskṛtaṃ nāsty eva, yad uktaṃ bhagavatā, "ye kecid dharmāḥ saṃskṛtā vāsaṃskṛtā vā 
virāgas teṣāṃ agra ākhyāta" iti katham asatām asann agro bhavitum arhati. 
(もし無為がまったく存在しないならば、世尊によって「有為でも無為でも、いかなる諸法の中でも離貪が
第一であるといわれる」と説かれるが、どのようにして非存在(asat)のなかで、非存在が第一となり得るだ
ろうか。) 
6 [Pr93.9] yady asaṃskṛtam abhāvamātraṃ syād ākāśanirvāṇālambanavijñānam asadālambanaṃ syāt.  
(無為がただ非存在であるなら、虚空や涅槃を所縁とする識は、所縁がないことになるだろう。) 
7 拙稿[2015]「初期唯識思想において vastuの概念がもたらした問題̶説一切有部の議論をふまえて『菩薩
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1.2 菩薩の課題と因相(nimitta) 

 瑜伽行唯識学派が依り所とする論書『瑜伽師地論』において、『菩薩地』「真実義品」では、

真実の特徴として次のようにいう。 

 

BBh 1.4[T88.3-4, W39.1-2]8 

さらに、その真実の特徴(lakṣana)とは、確立して、不二として顕されたものと理解すべ

きである。二つとは、有(bhāva)と無(abhāva)とをいう。 

 

真実とは不二、つまり有と無のどちらをも否定する。そしてその「有」と「無」は何を指し

ているかというと、以下のように述べられる。 

 

BBh 1.4[T88.6-89.3, W39.3-17]9 

そのうち「有」(bhāva)とは、仮説の語(prajñapti-vāda)の自性(svabhāva)として確立されたも

のであり、まさにそのように長い間、世間の人によって執着されたものであり、世間の

人にとっての全ての分別(vikalpa)と戯論(prapañca)の根源(mūla)である。それは色のよう

なものである。あるいは受、想、諸行、識のようなものである。あるいは眼、あるいは

耳、鼻、舌、身、意、(中略)、このように見られ、聞かれ、思われ、知られたもの、得ら

れたもの(prāpta)、願われたもの(paryeṣita)、意(manas)によって推測されたもの(anuvitarkita)、

決定されたもの(anuvicārita)、あるいは最終的に涅槃のようなもの、というようなものに

関連する、仮説の語という慣習として認められた(nirūdha)、世間の人にとっての諸法の

自性が有であるといわれる。 

 

BBh 1.4[T89.5-7, W39.18-22]10 

そのうち「無」(abhāva)とは、まさにこの「色」という仮説の語から「涅槃」という仮説

の語に至るまでに関して、事態が無いという性質(nirvastukatā)、因相が無いという性質

(nirnimittatā)、仮説の語の依り所(prajñaptivāda-āśraya)として全く存在しないという性質、

 
地』「真実義品」を考察する」(『佛教学セミナー』101, pp. 66-91)を参照。 
8  [T88.3-4, W39.1-2] tat punas tattvalakṣaṇaṃ vyavasthānato ’dvayaprabhāvitaṃ veditavyam. dvayam 
ucyate bhāvaś cābhāvaś ca. 
9 [T88.6-89.3, W39.3-17] tatra bhāvo yaḥ prajñaptivādasvabhāvo vyavasthāpitas tathaiva ca dīrghakālam 
abhiniviṣṭo lokena. sarvavikalpaprapañcamūlaṃ lokasya tad yathā rūpam iti vā vedanā saṃjñā saṃskārā 
vijñānam iti vā cakṣur iti vā śrotraṃ ghrāṇaṃ jihvā kāyo mana iti vā. ( 中 略 ) yad api tad 
dṛṣṭaśrutamatavijñātaṃ prāptaṃ paryeṣitaṃ manasā 'nuvitarkitam anuvicāritam iti vā. antato yāvan 
nirvāṇam iti vā. ity evaṃ bhāgīyaḥ prajñaptivādanirūdhaḥ svabhāvo dharmāṇāṃ lokasya bhāva ity ucyate. 
10  [T89.5-7, W39.18-22] tatrābhāvo yāsyaiva rūpam iti prajñaptivādasya yāvad antato nirvāṇam iti 
prajñaptivādasya nirvastukatā nirnimittatā prajñaptivādāśrayasya sarveṇa sarvaṃ nāstikatā 
asaṃvidyamānatā. yām āśritya prajñaptivādaḥ na pravartetāyam ucyate 'bhāvaḥ. 
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見出されないという性質(asaṃvidyamānatā)である。それによって仮説の語が生じないよ

うなものが、無といわれる。 

 

このように「有」をまず否定する。仮説という語によって「分別」の問題が取り上げられる。

しかしその一方で「無」を否定する。そしてその無とは、「事態が無いという性質」(nirvastukatā)

「因相が無いという性質」(nirnimittatā)であるといい、仮説の語の依り所(prajñaptivāda-āśraya)

としても全く存在しないことであり、そのような無を否定する。別の箇所ではこのように述

べられる。 

 

BBh 1.4[T113.9-12, W54.17-22]11 

差異の仮説にもとづく如実遍智(yathābhūta-parijñāna)とは何か。菩薩は、差異の仮説につ

いて単なる仮説ということ(prajñaptimātratā)を探求して、「色」などと呼ばれる事態(vastu)

について、差異の仮説を不二の意味の点から見る。その事態は有でもなく無でもない。

言語表現できる本質(abhilāpya-ātman)としては真に実在しないもの(apariniṣpannatva)であ

るから有ではなく、 また言語表現できない本質(nirabhilāpya-ātman)としては存立された

もの(vyavasthitatva)であるから無ではない。 

 

このように『菩薩地』においては、真に実在するものは何かという主題が言語、分別の問題

として取り上げられる。そして、因相(nimitta)を把握し、仮説の語のままに「有る」と見る

見方を否定する一方で、因相の存在を損減することを否定し、否定し得ない事態(vastu)につ

いて言及する。「言語表現できない本質を持つという点で勝義の実在である事態(vastu)を損

減し、決して存在しないと否定する者」を批判し[T98.4-8, W45.13-19]12、「色などの諸法につい

ての〈単なる事態〉を損減しているものにとっては、真実も仮説もなく、この両方も妥当で

はない」[T98.15-99.1, W45.25-46.2]13ともいう。そしてその事態は分別より生じる[T107.7, W50.27]14

という。 

このことは、因相を滅しなければならないといっても、問題にしているのは分別であり、
 

11 [T113.9-12, W54.17-22] viśeṣaprajñaptyeṣaṇāgataṃ yathābhūtaparijñānaṃ katamat. yataś ca bodhisattvo 
viśeṣaprajñaptau prajñaptimātratāṃ paryeṣyaṃ rūpādisaṃjñake vastuni viśeṣaprajñaptim advayārthena 
paśyati na tad vastu bhāvo nābhāvaḥ. abhilāpyenātmanāpariniṣpannatvān na bhāvo na punar abhāvo 
nirabhilāpyenātmanā vyavasthitatvāt. 
12  [T98.4-8, W45.13-19] dvāv imāv asmād dharmavinayāt praṇaṣṭau veditavyau. yaś ca rūpādīnāṃ 
dharmāṇāṃ rūpādikasya vastunaḥ prajñaptivādasvabhāvaṃ svalakṣaṇam asadbhūtasamāropato 
'bhiniviśate. yaś cāpi prajñaptivādanimittādhiṣṭhānaṃ prajñaptivādanimittasaṃniśrayaṃ 
nirabhilāpyātmakatayā paramārthasadbhūtaṃ vastv apavadan nāśayati sarveṇa sarvaṃ nāstīti. 
13  [T98.15-99.1, W45.25-46.2] rūpādīnāṃ dharmānāṃ vastumātram apavadato naiva tattvaṃ nāpi 
prajñaptis tadubhayam etan na yujyate. 
14 [T107.7, W50.27] evam ayam aṣṭavidho vikalpaḥ asya trividhasya vastunaḥ prādurbhāvāya saṃvartate. 
八種の分別は三つの事態の出現をもたらす。 
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現に分別しているという否定しえない事態(vastu)を確かめた上で、その因相(nimitta)を滅す

るということの意味を厳密に確かめているといえる。そして雑染と清浄の根拠は何か、因相

を滅した先に残るものは何か、真に実在するものは何かという、ある種の存在についてさら

に問題にしているともいえる。この事態(vastu)の概念の問題については拙稿[2015]において

考察したが15、その問題は「摂決択分中菩薩地」において展開され、『菩薩地』の課題を引き

継いでいると考えられる『大乗荘厳経論』においても、因相(nimitta)という語によって様々

なことが論じられる。そのような菩薩の課題がどのように展開していくのかということを、

因相を軸として『菩薩地』「真実義品」、「摂決択分中菩薩地」、『解深密経』などについてま

ず整理し、最後に『大乗荘厳経論』について考察したい。 

ここで課題を明確にするために、第 19章「功徳品」において、声聞独覚と菩薩の違いを

説く中で因相(nimitta)と無因相(animitta)ということが述べられる点について、先に少し確か

めておく。第 52偈の世親釈に以下のように述べられる。 

 

MSABh 19_52 世親釈[L169.20-26, N4_48.8-13, 第二部 52.2] 

「異ならないものとして修習されたものである」〔というのは〕、因相(nimitta)と真如

(tatathā)の二つを異ならないものとして見るからである。これによって声聞の無因相

(animitta)よりも菩薩の無因相の方がすぐれていることが明らかにされた。というのは、

彼ら(声聞)は因相と無因相との二つを異なるものと見て、あらゆる因相を思索すること

なく、また無因相の界(dhātu)を思索することによって、無因相に到達(入定)する。しかし

菩薩は、真如と別なものとして因相を見るのではなく、因相がそのまま無因相であると

見るのであり、それ故彼ら(菩薩)のその智は、「異ならないものとして修習されたもの

である。」 

 

このように菩薩にとっては因相(nimitta)と無因相(animitta)の二つは異ならないという。また、

安慧釈においては、因相(nimitta)はつまり流転(saṃsāra, 輪廻)であるといい、また無因相

(animitta)はつまり涅槃であるという。ここで安慧釈は、因相の問題が苦悩する衆生の在り方

である流転の問題であると、より問題を明確に示しているといえる。そして、菩薩は流転も

断じず、涅槃も把握しない方法で修習するという。このことは、ここでは術語として表れて

いないが無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)を指しているといえ、このあと第 62偈では偈文の中

に、術語として「無住処涅槃」の語がみられる。この無住処涅槃の概念は『大乗荘厳経論』

全般にわたってみられるものである。このように、因相と無住処涅槃の語は関連が深く、い

 
15 拙稿[2015]「初期唯識思想において vastu の概念がもたらした問題̶説一切有部の議論をふまえて『菩
薩地』「真実義品」を考察する」(『佛教学セミナー』101, pp. 66-91)を参照。 
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ずれも菩薩の課題にとって重要である。 

また、大乗経典を確かめておく。『八千頌般若経』(Aṣṭasāhasrikā Prajñāpāramitā, ASP)において

は、法は因相(nimitta)によって把握されるものではないといい、「無自性」「空」について述

べられる。その中で因相という表現は多数みられるが、たとえば次のようにいう。 

 

ASP[V5.5-9]16 

そしてこれが菩薩摩訶薩の〈一切法を取得しないこと〉という三昧であり、広大で、尊

敬され、無量であると決定しており、全く声聞・独覚とは共通しない。その一切智者性

もまた取得されないものである。というのは、因相(nimitta)によって把握されるべきも

のでないからである。もし因相によって把握されるべきものであったなら、遊行者シュ

レーニカはこれに信を置かなかっただろう。しかし実際、遊行者シュレーニカは一切智

者の智を確信して、随信行者として限られた智で〔一切智者の智に〕悟入した。  

 

このように述べられ、菩薩が知るべきものは因相によって把握されるべきものでないこと

が述べられる。しかし因相を断滅するということについて、次のようにもいう。 

 

ASP[V176.17-21]17 

世尊はおっしゃった。「スブーティよ、これをあなたはどう思うか。いったい、般若波

羅蜜を行じる菩薩摩訶薩にとって、因相(nimitta)は消滅している(vibhāvita)のか。」スブ

ーティは答えた。「世尊よ、かの菩薩摩訶薩は、『私は菩薩行を行じながら、どのよう

にしてまさにこの世で因相の断滅(prahāṇa)を獲得できるか』と、このようには実践しな

い。それでも、もし彼が獲得するとすれば、一切の仏法を満たしていないから声聞とな

るだろう。これが世尊よ、菩薩摩訶薩の善巧方便である。すなわち、その因相を知るこ

とであり、特徴(lakṣaṇa)〔を知ること〕、しかもその因相を無因相という意味でよく精

通すること(parijaya)をなすことである。 

 

 
16  [V5.5-9] ayaṃ ca bodhisattvasya mahāsattvasya sarvadharmāparigṛhīto nāma samādhir vipulaḥ 
puraskṛtaḥ apramāṇaniyato 'sādhāraṇaḥ, sarvaśrāvakapratyekabuddhaiḥ. sāpi sarvajñatā aparigṛhītā, na hi 
nimittato grahītavyā. sacen nimittato grahītavyā abhaviṣyat, na ceha śreṇikaḥ parivrājakaḥ śraddhām 
alapsyata. tatra hi śreṇikaḥ parivrājakaḥ sarvajñajñāne adhimucya śraddhānusārī prādeśikena 
jñānenāvatīrṇaḥ. 
17  [V176.17-21] bhagavān āha. “tat kiṃ manyase subhūte api nu bodhisattvasya mahāsattvasya 
prajñāpāramitāyāṃ carato nimittaṃ vibhāvitaṃ bhavati.” subhūtir āha. “na sa bhagavan bodhisattvo 
mahāsattva evaṃ prayujyate, katham ahaṃ bodhisattvacaryāṃ carann ihaiva nimittaprahāṇam 
anuprāpnuyām iti. sacet punar anuprāpnuyāt, apratipūrṇaiḥ sarvabuddhadharmaiḥ śrāvako bhavet. etat 
tad bhagavan bodhisattvasya mahāsattvasyopāyakauśalyaṃ yat, tac ca nimittaṃ jānāti, yal lakṣaṇaṃ yan 
nimittam ānimitte ca parijayaṃ karoti.” 
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このように、因相によって把握されるべきものでないということを述べる一方で、菩薩に

おいては、ただ因相を断滅するとは言わず、一切の仏法を満たしていない声聞という在り方

との対比のなかで、「因相を無因相という意味でよく精通する」といい、いかに因相を知る

か、いかに修習するのかということが説かれる。 

このことは、菩薩における「分別」という課題に取り組むにあたり、まず「無因相」とい

うことによってそれを乗り越えようしているといえるが、それをさらに追求して、「無因相」

ということになお残る「分別」の問題を『般若経』は扱っているといえる。この課題が『瑜

伽師地論』や『大乗荘厳経論』においても引き継がれ、上述のような因相をめぐる記述や、

無住処涅槃という語によって、その課題を引き受け、そのなかで唯識思想が展開してきたと

考える。 

以上をふまえ、冒頭でも述べたように、一個人が苦しみを越える道ではなく、「衆生と共

に」という菩薩の課題がどのように唯識思想の形成の背景にある課題と関係をしているの

かということについて、『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」にみられる因相の概念に着目し

て考察したい。それにあたり、まず『大乗荘厳経論』に先行する諸文献の因相の概念を整理

する。次に『大乗荘厳経論』の第 19章以外の各章の因相の概念について確認する。それら

をふまえて、第 19章の中で、とくに因相や無住処涅槃の概念がみられる第 47偈から第 55

偈を中心に考察する。 

 

2 『大乗荘厳経論』について 

本研究で中心に扱う『大乗荘厳経論』(Mahāyānasūtrālaṃkāra, MSA)は、一般に初期唯識思想の

文献として扱われる。章立てが『瑜伽師地論』の中の『菩薩地』と一致しているということ

は既によく知られており、一方がもう一方をもとに制作されたといえる。どちらが先行する

のかという議論はさまざまな研究者による比較研究がなされてきたが、現在、一般に『菩薩

地』にもとづいて『大乗荘厳経論』が制作されたと見なされる18。 

また『大乗荘厳経論』にみられる偈は、『摂大乗論』にかなり多く引用されていることも

よく知られている19。このことは両書が密接な関係にあることを示している。一般に『大乗

荘厳経論』は、体系化された『摂大乗論』に比べて未整理であり、『摂大乗論』の直前の段

階にあるとみなされ、そのため過渡期的な論書と見なされることもある。たしかに『摂大乗

論』は『大乗荘厳経論』を背景として製作されたと考えられるが、どちらが思想としてすぐ

れているかと考えるより、『摂大乗論』は『大乗荘厳経論』をより深く理解することを意図

して編纂されたと考える方がよいだろう。体系化されていないのは『菩薩地』の修行過程を

 
18 宇井[1958]、小谷[1980b]、勝呂[1989] pp. 331-398など参照。 
19 勝呂[1989] p. 398「約 13箇所に約 40の偈が引用されている」 
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踏襲することを優先したからであり、過渡期だからではないとする説もある20。 

 『大乗荘厳経論』はその名の通り「大乗経を荘厳する書」あるいは「経典を荘厳するのが

大乗である」の意味であるが21、思想研究という意味では充分検討されているとはいいがた

い。その理由の一つとして、先述のように章立てが『菩薩地』に一致しているものの、体系

化されておらず、各章としてまとめられた意図や、各章内の項目のつながり、章間の関係性

がわかりにくいという点がある。 

 各章については、以下のとおりである22。サンスクリット原典では全 21 章から構成され

ている。(チベット訳でも 21章であり、漢訳では 24章に分けられる。)  

サンクリット原典 漢訳 

1. mahāyānasiddhyadhikāra(成立大乗品) 1. 縁起品 2. 成宗品 

2. śaraṇagamanādhikāra(帰依品) 3. 帰依品 

3. gotrādhikāra(種姓品) 4. 種姓品 

4. cittotpādādhikāra(発心品) 5. 発心品 

5. pratipattyadhikāra(行品) 6. 二利品 

6. tattvādhikāra(真実品) 7. 真実品 

7. prabhāvādhikāra(威力品)  8. 神通品 

8. paripākādhikāra(成熟品) 9. 成熟品 

9. bodhyadhikāra(菩提品) 10. 菩提品 

10. adhimuktyadhikāra(勝解品) 11. 明信品 

11. dharmaparyeṣtyadhikāra(求法品) 12. 述求品 

12. deśanādhikāra(説法品) 13. 弘法品 

13. pratipattyadhikāra(修行品) 14. 随修品 

14. avavādānuśāsanyadhikāra(教授教誡品) 15. 教授品 

15. upāyasahitakarmādhikāra(方便業伴品) 16. 業伴品 

16. paramitādhikāra(波羅蜜多品) 17. 度摂品 

17. pūjāsevāpramāṇādhikāra(供養親近無量品) 18. 供養品 19. 親近品 20. 梵住品 

18. bodhipakṣādhikāra(菩提分品) 21. 覚分品 

19. guṇādhikāra(功徳品) 22. 功徳品 

20-21. caryāpratiṣṭādhikāra(行建立品) 23. 行住品 24. 敬仏品 

 
20 岩本[2002]p. 2 
21 袴谷憲昭・荒井裕明[1993]の「大乗荘厳経論 解題」における袴谷氏の記述を参照。 
22 章名は勝呂[1989] pp. 332-333に基づいた。 
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2.1 テキストについて 

『大乗荘厳経論』はサンスクリット原典と、そのチベット訳、漢訳が存在する。これらは

kārikā(偈文)の部分と bhāṣya(散文註釈)の部分からなるが、チベット訳には偈文のみのテクス

トがある。サンスクリット原典を扱う場合、基本的に偈文と散文註釈が一体となった

Mahāyānasūtrālaṃkāra-bhāṣya(MSABh)を扱うということになる。 

偈文と散文註釈の作者は別と考えるのが一般的である。そのそれぞれの作者については

様々な伝承や学説がある。波羅頗蜜多羅訳では無著(Asaṅga, 395-470)造とされる。玄奘が伝え

るところによれば偈文は弥勒、註釈は世親(Vasubandhu, 400-480)とされ、チベットの伝承も同

様である。安慧釈によれば註釈は世親とされる。本稿では、弥勒という名で語られる伝承を

もとに説いた説者が事実上の作者である無著であり、それに註釈を施したのが世親である

という説を採用しておく。 

 現存するテキストは、サンクリット原典、チベット訳、漢訳が存在する。前述のように偈

文と註釈から構成されているが、チベット訳には偈だけのテキストも存在する。 

 サンスクリット原典は、現在ネパール写本が九本確認されている。校訂本としては Lévi 

本23、Bagchi 本、Shastri 本、Limaye 本があるが、最初に刊行された Lévi 本が底本にされ

ることが多い。これにもとづいた長尾雅人の校訂及び和訳、註解が出版されており24、本研

究でのテキストはその長尾本にもとづくこととする。 

 これに相当するチベット訳は、一本のみ(p: No. 5527, d: No. 4026)存在する。これに相当する

漢訳は、波羅頗蜜多羅(Prabhākaramitra, 567-633)訳の一本のみ(T1604)存在する。註釈としては、

全章に註釈を施した安慧(Sthiramati, 510-570頃)釈(Sūtrālaṃkāravṛttibhāṣya, SAVBh)、世親釈の復註

である無性(Asvabhāva, 5c 頃)註(Mahāyānasūtrālaṃkāraṭīkā, MSAṬ)がある。安慧釈も世親釈を前提

にしており実質的には復註である。その他部分的なものとして智吉祥、利他賢などによるも

のがある。いずれもチベット訳のみである。 

 

2.2 先行研究 

2.2.1『大乗荘厳経論』の研究 

 『大乗荘厳経論』の主な研究を概観しておく。最初の国訳は、1929 年に出版された、国

訳『大乗荘厳経論』、『国訳一切経』瑜伽部十二(山上曹源訳)25である。それに先立ち 1911年に

は、サンスクリット原典の校訂本を出版した Sylvain Lévi がその校訂本にもとづいたフラ

ンス語訳を出版している26。1958 年と 1961 年に出版された長尾雅人による Index to the 

 
23 Sylvain Lévi[1907] 
24 長尾雅人[2007a][2007b][2009][2011] 
25 山上曹源[1929] 
26 Sylvain Lévi[1911] 
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Mahāyāna-sūtrālaṃkāra Part1, Part227は『大乗荘厳経論』の語彙索引であり唯識文献の研究に

大きな便宜を与えた。1961年の宇井伯寿による『大乗荘厳経論研究』28は、漢訳を上段、サ

ンスクリット原典からの和訳を下段に対応させて示したものが中心の翻訳研究である。 

1979年、1981年には西蔵文典研究会より第 9章「菩提品」に対する安慧釈チベット訳の

校訂本と和訳29がなされている。早島理により 1978年から順次、第 11章「求法品」に対す

る安慧釈チベット訳の校訂本30、1983年には第 6章「真実品」に対する安慧釈、無性註チベ

ット訳校訂本31、1985 年には第 11 章第 1 偈～4 偈のチベット訳の和訳32、1988 年から順次

第 18章「菩提分品」の解読研究33がなされている。 

1983年には袴谷憲昭により第 20-21章無性註の和訳34がなされている。1984年、小谷信千

代による『大乗荘厳経論の研究』は、第 14章「教授教誡品」の訳註を中心に重要な問題を

扱う。1985 年、舟橋尚哉による『ネパール写本対照による大乗荘厳経論の研究』は、ネパ

ール諸写本対照による原典考が第 1、2、3章を中心になされ、第 9章、第 10章の思想研究

がなされている。1986年から順次、下川邊季由により第 11章無性註の和訳35がなされてい

る。 

1993 年にはあらたな国訳として袴谷憲昭・荒井裕明校註による新国訳大蔵経『大乗荘厳

経論』(瑜伽・唯識部)36が出版された。2007年から順次出版された長尾雅人『『大乗荘厳経論』

和訳と註解̶長尾雅人研究ノート̶』は校訂テキスト、和訳、註解を含む論全体にわたる詳

細な研究である。 

2009、2010 年には内藤昭文による第 6 章の研究37、2013 年には、能仁正顕、内藤昭文ら

による第 17章の研究38、2014年には早島慧による第 4章の研究39、岸清香による第 18章の

研究40、2015年には上野隆平による第 20-21章の研究41がある。 

第 19章「功徳品」にとくに着目した研究は多くない。勝呂信静[1989]の中で、「文献成立

からみた『大乗荘厳経論』と『菩薩地』および『摂大乗論』教義の相互比較」として、第 19

 
27 長尾雅人[1958][1961] 
28 宇井伯寿[1961] 
29 西蔵文典研究会[1979][1981] 
30 Hayashima Osamu[1976][1978][1979][1982][1983b] 
31 Hayashima Osamu[1983a] 
32 早島理[1984][1985a] 
33 早島理[1988][1989a][1989b] 
34 袴谷憲昭[1983] 
35 下川邊季由[1984][1985][1986] 
36 袴谷憲昭・荒井裕明[1993] 
37 内藤昭文[2009a][2009b][2010] 
38 龍谷大学仏教文化研究所[2013] 
39 早島慧[2014] 
40 岸清香[2014] 
41 上野隆平[2015] 
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章「功徳品」も含め詳細な比較研究がなされている。高橋晃一[2005]により、四尋思・四如

実智に着目した研究がみられる。第 19章「功徳品」の安慧釈の翻訳研究は少なく、本稿第

二部において、部分的ではあるが安慧釈の翻訳を提示する。 

 

2.2.2 因相(nimitta)についての先行研究 

 因相(nimitta)は阿含、アビダルマ、大乗経典に至るまで広く使われる言葉である。漢訳で
は相、因相、因、チベット訳では མཚན་མ་、%་མཚན་、%་などと訳される。 

この因相については横山紘一[1976]42の詳細な論文がある。ここで、nimittaの原意は大き

くわけて(1)形相(figure, form)と(2)原因(cause, motive)の二つの意味があるという。そして

nimittaの存在性について検討し、「nimittaを依他起自性とみる見解、nimittaを遍計所執自

性とみる見解との二見解にわかれる」とし、nimittaを言説が生じる所依とみる『瑜伽論』

『顕揚聖教論』ではその存在が認められ、『楞伽経』では事物の認識された相貌(saṃsthānā)、

形状(ākṛti)など差別相すなわち事物の lakṣaṇa であるととらえられるとする、二つの見解を

挙げる。そして「あらゆる存在を識の中に包括しようとする唯識思想においては、識の一部

すなわち客観としての識に属するものとしてとらえられるようになり、五法(五事)の一つと

して nimittaが存在の一つの重要な位置を占めるようになった」という。さらに『中辺分別

論』『大乗荘厳経論』などを挙げ、「有為法(阿頼耶識と転識)のすべてを nimitta ととらえる見

解さえも認められる」と指摘する。nimittaが識としてとらえられるようになったという点

は重要な指摘であると考える。 

また先にも取り上げた『大乗荘厳経論』第 19章第 52偈の「真如を諸縁とする智は相(nimitta)

と真如とは異ならないとみる」という箇所について、「これは、虚妄の現象的世界と、真実

の世界とが一つであるという、いわゆる大乗の「真妄交徹」の思想を相と真如との関係にお

いてとらえたもの」とするが、一方で「nimittaは、究極的には我われの煩悩を生じる原因

たるものとして仏教においては否定される」という。 

ここで問題点が一つある。横山[1976]において、nimitta は究極的に否定されるべきもの

であると述べられるが、では上記の『大乗荘厳経論』第 19章の「因相(nimitta)と真如とは異

ならない」という記述をどう読むべきだろうか。横山氏自身が nimittaを依他起性とみる見

解と遍計所執性とみる見解があるとも述べられているのであるから、nimittaがどういう意

味で否定されるのかは慎重に検討する必要があるだろう。 

兵藤一夫[2010]43において、「(1)『解深密経』などでは、因相(nimitta)は雑染な依他起相を示

す語であったが、『大乗荘厳経論』では、遍計所執相を示すものである。(2)『解深密経』な

 
42 横山紘一[1976] pp. 88-111 
43 兵藤一夫[2010] pp. 285-286 
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どでは，円成実相と依他起相の事物(vastu)は唯識であると考えられていないが、『大乗荘厳

経論』では，依他起相は二取(所取・能取)としての顕現を有する虚妄分別であるとされて唯識

無境であることが明言される」と述べる。しかし、『大乗荘厳経論』においても、本稿で後

述するように、例えば第 11章第 15偈の世親釈をはじめとして、基本的に因相は依他起性と

され、上記の横山[1976]も指摘するように、因相をアーラヤ識であるとする箇所もあるから、

必ずしも遍計所執性を表すとはいえない。三性説の用語で押さえるならば、『大乗荘厳経論』

においても、基本的に因相を依他起性として見ており、場合により遍計所執性として見るこ

とがあるとしたほうがよいと筆者は考える。 

 このように因相(nimitta)は多義的であり、訳語を与えるに当たっても注意する必要がある。

「相」「しるし」「表象」などとすると遍計所執性に近いとらえ方になるし、「因」を用いて

「○○因」などとすると依他起性に通ずるようなとらえ方となる。因相には、「結果として

の因相」と「原因としての因相」の大きく分けて二通りの意味があると考えられる。したが

って、本稿では多義的な意味を残すという意味で「因相」を用いることとする。 
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第 1章 『大乗荘厳経論』に先行する諸文献における因相(nimitta)の概念 
 

本章では『大乗荘厳経論』第 19章の考察にあたり、まず『大乗荘厳経論』に先行する諸

文献における因相(nimitta)の概念を確認する。 

 

1 ニカーヤにおける因相(nimitta) 

はじめに初期経典について検討する44。Majjhima-nikāya(MN)と Saṃyutta-Nikāya(SN)の用例

を以下に挙げる。 

 

MN[1_100.13-17]45 

友人たちよ、あたかもおしゃれな若者の男女が、清潔でよく磨かれた鏡にあるいは輝い

ている水鉢に〔映った〕自分の顔の因相(nimitta)を見ながら、もしそこに汚れや染みを

見るなら、汚れや染みを取ろうと努める。 

 

MN[1_180.27-28]46 

彼は、眼によって、色を見て因相(nimitta)を把握せず、付随相を把握しない。(中略)意に

よって法を認知し、因相を把握せず、付随相を把握しない。 

 

SN[4_297. 3-6]47 

無相心解脱とは何か。比丘よ、一切の因相(nimitta)を作意しないことによって無相心三

昧に到達して留まる。これを無相心解脱という。 

 

以上の用例は、いずれも対象をとらえたときの、その対象の特徴、性質を意味していると思

われる。 

一方、次に挙げる箇所では、上記とは異なる意味で因相(nimitta)が用いられていると考え

られる。 

 

 
44 箕浦[1999]に詳しくまとめられており、引用箇所はそれを参考にした。 
45 [1_100.13-17] seyyathāpi āvuso itthī vā puriso va daharo yuvā maṇḍanakajātiko ādāse vā parisuddhe 
pariyodāte acche vā udapatte sakaṃ mukhanimittaṃ paccavekkhamāno sace tattha passati rajaṃ va 
aṅgaṇaṃ. vā tass’ eva rajassa va aṅgaṇassa vā pahānāya vāyamati. 
46  [1_180.27-28] so cakkhunā rūpaṃ disvā na nimittaggāhī hoti nānubyañjanaggāhī; (中略 ) manasā 
dhammaṃ viññāya na nimittaggāhī hoti nānubyañjanaggāhī. 
47 [4_297. 3-6] katamā ca bhante animittā cetovimutti. idha bhante bhikkhu sabbanimittānam amanasikārā 
animittaṃ cotosamāshim upasampajja viharati. ayaṃ vuccati bhante animittā cetovimutti. 



1 ニカーヤにおける因相(nimitta) 15 

SN[5_213.10-21, Uppaṭipāṭikasuttaṃ]48 

比丘らよ、五つの根(indriya)がある。五つとは何か。苦の根、憂いの根、快楽の根、喜

びの根、平静の根である。比丘らよ。比丘は不放逸であり、熱心であり、意欲的である

ことを保っているにもかかわらず、苦の根が生じる。彼は以下のように知る。「私には

この苦の根が生じているのだ。そしてそれ(苦の根)は因相(nimitta)をもち、根源(nidāna)を

もち、行(saṅkhāra)をもち、縁(paccaya)をもつ。しかし、それが因相をもたず、根源をも

たず、行をもたず、縁をもたずに、〔そのような〕苦の根として生じる、そのような状

況はありえない。」彼は、苦の根を知り、苦の根の生起を知り、苦の根の滅(nirodha)を知

る。その場合に生じた苦の根が残りなく滅する(nirujjhati)のであり、そしてそれを知る。 

 

宇井伯寿氏は論文「十二因縁の解釈̶縁起説の意義̶」49の中で、この箇所を十二因縁の趣

意を世界の相依をあきらかにするものであるとし、各支は縁の上に成り立つものであるこ

とを述べるものとして引用する。そしてこのように述べる。 

 

宇井[1925] 

ニミッタは相の意味であり、質料因(upādāna-kāraṇa, prakṛti)に対する動力因(nimitta-

kāraṇa)を示す文字として用いられ、ニダーナは由来因縁などの意味に用いられ十二因縁

の名とせられ、行は相依相関の上に成り立って居るものを指すから、何れも殆ど同じ意

味を表し、縁を有するものの意味を明瞭ならしむるものである。 

 

ここで宇井氏は、因相(nimitta)について、動力因であり、縁を有するものの意味であるとす

るが、以下に挙げるこの箇所のブッダゴーサの解説(Sārattha-ppakāsinī, SNA)もその理解を支持

する。 

 

SNA[241.26]50 

そのうち因相(nimitta)などというのはすべて、まさに縁(paccaya)の同義語である。 

 

 
48  [5_213.10-21, Uppaṭipāṭikasuttaṃ] pañcimāni bhikkhave indriyāni. katamāni pañca. dukkhindriyaṃ 
domanassindriyam sukhindriyaṃ somanassindriyaṃ upekkhindriyaṃ. idha bhikkhave bhikkhuno 
appamattassa ātāpino pahitattassa viharato uppajjati dukkhindriyaṃ. so evaṃ pajānāti uppannaṃ kho me 
idaṃ dukkhindriyaṃ. taṃ ca kho sanimittaṃ sanidānaṃ sasaṅkhāraṃ sappaccayaṃ. tañca animittaṃ 
anidānaṃ asaṅkhāraṃ appaccayaṃ dukkhindriyaṃ uppajjissatīti netaṃ ṭhānaṃ vijjati. so dukkhindriyañ 
ca pajānāti dukkhindriyasamudayañca pajānāti dukkhindriyanirodhañca pajānāti. yattha cuppannaṃ 
dukkhindriyaṃ aparisesaṃ nirujjhati. tañca pajānāti. 
49 宇井[1925] p. 322 
50 [241.26] tattha nimittan ti ādīni sabbāni paccaya-vevacanān eva. 
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このように苦が生みだされる根源、つまり縁起における苦の生起を因相(nimitta)の言葉を用

いて表現しており、因相には何かを生じる根源、はたらきをもつものを意味するといえ、さ

らにいえば縁起に通じる概念であるといえる。 

以上のニカーヤの例からは、横山[1976]も「nimittaには、大きくわけて(1)形相(figure, form) 

と(2)原因(cause, motive)の二つの意味がある」と指摘するように、「とらえた対象の特徴」の

ような「結果としての因相」と、「何かを生じる根源」のような「原因としての因相」の大

きく分けて二通りの意味があるといえる。 

それをふまえた上で、一方で後の文献の文脈の中では、必ずしもその範疇におさまらない

使い方もみられるようになる。そして因相は分別、識、さらにはアーラヤ識と関係して述べ

られる。そのことは唯識思想の展開に深く関係していると考えられる。したがって、因相の

意味については、基本的には二通りの意味に整理しつつ、この二つの範疇に当てはめようと

する見方ではなく、予断を加えずに検討する必要がある。また因相の消滅、無因相の意味に

ついて検討する場合、どういう意味での因相を否定しているかということを意識して読む

べきである。 

 

2 『倶舎論』における因相(nimitta) 

『倶舎論』「界品」では、想(saṃjñā)の定義として次のように述べられる。 

 

AKBh 1_14[Pr10.15-16]51 

想(saṃjñā)とは因相(nimitta)を把握することを本質とする(14cd) 

青・黄、長・短、女・男、友・敵、楽・苦などの 因相(nimitta)を把握すること、それが

想蘊である。 

 

これは前述の、とらえた対象の特徴としての因相(nimitta)にあたるといえる。これに対して

『倶舎論』の安慧釈(Abhidharmakośaṭīkā-tattvārthā-nāma, TA)ではこのように述べる。 

 

TA[pTo215b6-7, dTho181b5]52 

対象(&ལ་ལ་, *viṣaya境)について「因相(མཚན་མ་, *nimitta)を把握する」という場合、因相とは対

象の差異(&ལ་(ི་*ེ་,ག་, *viṣaya-viśeṣa)である。つまり男、女などという所縁を定立する因(.མ་

 
51 [Pr10.15-16] 

saṃjñā nimittodgrahaṇātmikā. (14cd) 
yāvan nīlapītadīrghahrasvastrīpuruṣamitrāmitrasukhaduḥkhādinimittodgrahaṇam asau saṃjñāskandhaḥ. 
52 [pTo215b6-7, dTho181b5] !ལ་ལ་མཚན་མར་འཛ*ན་པའོ་ཞེས་0་བ་ལ། མཚན་མ་ནི་!ལ་5ི་0ེ་6ག་8ེ། 9ེས་པ་དང་<ད་མེད་ལ་སོགས་པའི་དམིགས་པ་=མ་པར་འཇོག་
པའི་?་ཞེས་0་བའི་དོན་ཏོ། ། 
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པར་འཇོག་པའི་%་, *vyavasthā-hetu)という意味である。 

 

ここではまず、「対象について因相を把握する」といい、「因相とは対象の差異である」とい

うことから、因相はとらえた対象の特徴という「結果としての因相」の意味であるといえる。
しかしその一方で、「男、女などという所縁を定立する因(.མ་པར་འཇོག་པའི་%་, *vyavasthā-hetu)」と

いうように、ものごとが生じる因や縁となるもの、「原因としての因相」という意味として

も用いられる。つまりここで安慧は、因相とは、対象をとらえた結果であると同時に、所縁

を定立する原因であり、因相を両義的にとらえていると考えられる。 

 

3 『瑜伽師地論』における因相(nimitta) 

3.1 『菩薩地』「真実義品」における因相(nimitta) 

『菩薩地』「真実義品」については序論で取り上げたが、ここではそれに加え別の箇所を

示す。誤った空性理解について述べられる箇所において、「存在しないものを増益すること」

つまり仮説の言葉が自性として有ると見ることの問題が述べられると同時に、「存在するも

のを損減すること」つまり一切は無であると見る「悪取空」について、以下のように述べら

れる。 

 

BBh 1.4[T98.4-8, W45.13-19]53 

以下の二者は法と律から外れると理解されるべきである。一つには、色をはじめとする

諸法、色をはじめとする事態(vastu)に関する、仮説の語を自性とする自相に、非実在を

増益することにより、執着する者である。また一つには、仮説の語のための因相(nimitta)

という基礎であり、仮説の語のための因相という依り所である、言語表現できない本質

を持つという点で勝義の実在である事態を損減し、決して存在しないと否定する者で

ある。 

 

このように、先述の有と無の否定について、ここでは「仮説の語の自性、すなわち自相に、

非実在を増益することにより、執着する者」という「増益」の否定と、「仮説の語のための

因相(nimitta)という基礎であり、仮説の語のための因相という依り所である、言語表現でき

ない本質を持つという点で勝義の実在である事態(vastu)を損減し、決して存在しないと否定

する者」という「損減」の否定というかたちでも述べられる。 
 

53  [T98.4-8, W45.13-19] dvāv imāv asmād dharmavinayāt praṇaṣṭau veditavyau. yaś ca rūpādīnāṃ 
dharmāṇāṃ rūpādikasya vastunaḥ prajñaptivādasvabhāvaṃ svalakṣaṇam asadbhūtasamāropato 
'bhiniviśate. yaś cāpi prajñaptivādanimittādhiṣṭhānaṃ prajñaptivādanimittasaṃniśrayaṃ 
nirabhilāpyātmakatayā paramārthasadbhūtaṃ vastv apavadan nāśayati sarveṇa sarvaṃ nāstīti. 
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さらに、勝義の実在である事態を述べたあとで、「八種の分別は三つの事態の出現をもた

らす」54という。そしてその分別と分別の所縁である事態は相互の原因となる55という。 

このように、「菩薩地」では因相(nimitta)について、単純に否定するのではなく、なんらか

の否定し得ない事態(vastu)を表現しようとしている。そしてその事態は分別より生じるとい

うのであるから、分別より生じるなんらかの存在として事態を問題にする。したがって、因

相とは分別の「結果としての因相」という意味ではあるが、それを分別の対象として、そこ

から分別が生じるのであるから「原因としての因相」でもある。 

このことについて Schmithausen氏は次のようにいう。 

 

Schmithausen[1976]56 

There are, however, some portions of the Yogācārabhūmi ̶especially the chapters 

Bodhisattvabhūmi and Bodhisattvabhūmiviniścaya̶ where we meet with a kind of 

nominalistic philosophy according to which finite entities are mere denominations 

(prajñaptimātra), or with a theory that considers objects or phenomena (nimitta) to be the 

product of false conceptions or disintegrating mental activities (vikalpa). But just the 

latter doctrine seems to imply that false conception produces things really, and not 

merely as mental images. Only as compared with the absolute 'Suchness' (tathatā), both 

conceptions and their products are unreal. Thus, these theories may be regarded as 

special forms of Mahāyānistic illusionism. They may be stages preparing Yogācarā 

idealism, but they are not yet idealism itself. 

 

このように、この『菩薩地』は唯識思想の準備段階という見方がある。それを支持する根拠

をもっていないのでその結論は保留するとしても、『菩薩地』において菩薩の課題を分別の

問題として主題としているということはできる。それが「摂決択分中菩薩地」に引き継がれ

議論される。 

 

3.2「摂決択分中菩薩地」における因相(nimitta)と三性説 

 「摂決択分中菩薩地」(Viniścayasaṃgrahaṇī, ViSg)では因相(nimitta)は五つの事態(pañca-vastu)に

包摂され、以下のように述べられる。 

 
54  [T108.6, W51.13-15] evam ayam aṣṭavidho vikalpaḥ asya trividhasya vastunaḥ prādurbhāvāya 
saṃvartate. 
55  [T110.10-11, W52.21-24] tac caitad dvayaṃ bhavati samāsataḥ vikalpaś ca vikalpādhiṣṭhānaṃ 
vikalpālambanaṃ ca vastu. tac caitad ubhayam anādikālikaṃ cānyonyahetukaṃ ca veditavyam. 
56 Schmithausen[1976] p. 239 
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ViSg[pZi302b2-3, dZhi287b2]57 

五つの事態(དངོས་པོ་'་, *pañca-vastu)とは何かと問う。因相(%་མཚན་, *nimitta)と名(མིང་, *nāman)と分

別(.མ་པར་5ོག་པ་, *vikalpa)と、真如(དེ་བཞིན་ཉིད་, *tathatā)と正智(ཡང་དག་པའི་ཤེས་པ་, *saṃyag-jñāna)である。 

 

ViSg[pZi302b3, dZhi287b2]58 

因相(nimitta)とは何かと問う。要するに、言語表現(མངོན་པར་བAོད་པ་, *abhilāpana)の言葉の依り

所となった事態(དངོས་པོ་, *vastu)である。 

 

この表現は『菩薩地』「真実義品」において、因相(nimitta)は言語表現の言葉の基礎(adhiṣṭhāna)

であり依り所(saṃniśraya)ということと同様である。 

次にこの因相の存在性について議論される箇所をみておく。 

 

ViSg[pZi303a5-6, dZhi288a4-5]59 

因相(nimitta)は存在するというべきか、存在しないというべきかと問うならば、答える。

存在するというべきである。自性と差別の仮説によって仮説するように、そのように存

在するというべきかと問うならば、答える。そのように存在しないというべきである。
分別の活動領域(=མ་པར་Bོག་པའི་Cོད་!ལ་, *vikalpa-gocara)であるように、そのように存在するとい

うべきかと問うならば、答える。そのように存在するというべきである。 

 

ViSg[pZi303a7-b2, dZhi288a7-b2]60 

因相(nimitta)は言語表現の対象として存在するというべきか、言語表現できない対象と

して存在するというべきかと問うならば、答える。両様に存在するというべきである。

なぜかといえば、言語表現の基礎であり依り所となっているように、そのように、依り

 
57 [pZi302b2-3, dZhi287b2] དངོས་པོ་D་གང་ཞེ་ན། ?་མཚན་དང་། མིང་དང་། =མ་པར་Bོག་པ་དང་། དེ་བཞིན་ཉིད་དང་། ཡང་དག་པའི་ཤེས་པའོ། ། 
玄奘訳[T30.696a1] 云何五事。一相。二名。三分別。四眞如。五正智。 
58 [pZi302b3, dZhi287b2] ?་མཚན་གང་ཞེ་ན། མདོར་བH་ན། མངོན་པར་བAོད་པའི་ཚ*ག་གི་གཞིའི་གནས་I་Jར་པའི་དངོས་པོ་གང་ཡིན་པའོ། ། 
玄奘訳[T30.696a2] 何等爲相。謂若略説所有言談安足處事。 
59 [pZi303a5-6, dZhi288a4-5] ?་མཚན་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འམ་མེད་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། ཡོད་པར་བAོད་པར་0འོ། །ཅི་ངོ་བོ་ཉིད་དང་0ེ་6ག་གདགས་པ་
ལས་འདོགས་པ་ཇི་M་བ་དེ་Mར་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འམ་ཞེ་ན། Kས་པ། དེ་Mར་མེད་པར་བAོད་པར་0འོ། །ཅི་=མ་པར་Bོག་པའི་Cོད་!ལ་ཇི་M་བ་དེ་Mར་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འམ་ཞེ་ན། 
Kས་པ། དེ་Mར་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འོ། 
玄奘訳[T30.696a22-25] 問相當言有耶。當言無耶。答當言是有。問爲如自性差別假立故立如是當言有耶。答
如是當言無。問爲如分別所行境如是當言有耶。答如是當言有。 
60 [pZi303a7-b2, dZhi288a7-b2] ཅི་?་མཚན་བAོད་པའི་དོན་5ིས་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འམ། བAོད་N་མེད་པའི་དོན་5ིས་ཡོད་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། གཉིས་
ཀ་Mར་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འོ། །ཅིའི་Pིར་ཞེ་ན། ཇི་Mར་བAོད་པའི་གཞིའི་གནས་I་Jར་པ་དེ་Mར་གནས་པ་བAོད་པའི་དོན་5ིས་ནི་ཡོད་པར་བAོད་པར་0་ལ། ཇི་Mར་ངོ་བོ་ཉིད་དང་0ེ་6ག་
Q་འདོགས་པ་ཡོངས་I་མ་Rབ་པ་དེ་Mར་ནི་བAོད་N་མེད་པའི་དོན་5ིས་ནི་མེད་པར་བAོད་པར་0་བའི་Pིར་རོ། ། 
玄奘訳[T30.696b1-5] 問此相爲以言説義當言是有。爲以離言説義當言是有。答倶由二義當言是有。 
何以故。若如語言安立足處。如是以言説義當言是有。若如自性差別假立不成就義。如是以離言説義當言是
有。如相名分別亦爾。 
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所である言語表現の対象として存在しているというべきであるが、自性と差別につい
ての仮説は真に実在しないもの(ཡོངས་I་མ་Rབ་, *apariniṣpanna)であるように、そのようには言

語表現できない対象として存在する61というべきであるからである。 

 

以上のように、仮説は真に実在しないもの(apariniṣpanna)であるが、分別の活動領域としては

存在する、という。別の言い方では、言語表現の対象であり、言語表現できないものとして

は存在すると述べられる。ここで因相は直接的に分別とはいわれないが、「分別の活動領域」

と述べられている点は注目すべきである。さらにこのような表現もみられる。 

 

ViSg[pZi303b3, dZhi288b2-4]62 

因相(nimitta)は実有(Sས་I་ཡོད་པ་)というべきか、仮有(བཏགས་པའི་ཡོད་པ་)というべきかと問うならば、

答える。実有である諸行の因相(འN་0ེད་Sས་I་ཡོད་པ་=མས་Tི་མཚན་མ་)は実有というべきである。仮有で

ある諸行の因相は仮有というべきである。存在する因相をもつ諸行もまた二種である。 
 

ここでは因相が実有か仮有かということを問題にする。ここにみられる「実有である諸行の
因相」(འN་0ེད་Sས་I་ཡོད་པ་=མས་Tི་མཚན་མ་)という表現に着目したい。この表現は、『解深密経』や『二万五

千頌般若経』などで表れる〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)という術語を思わせる。འ=་*ེད་>ས་

?་ཡོད་པ་.མས་@ི་མཚན་མ་ というチベット語の表現は、直接的にはサンスクリットの saṃskāra-

nimitta(འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་)という複合語は想定されないかもしれないが、因相が実有か仮有かとい

う問題を「諸行」の実有と仮有の問題として扱っているといえる。このことは『解深密経』

などにみられる「諸行の因相」をめぐる議論と共通の課題を含んでいる可能性がある。この

ことについては、次の第 2 章「諸行の因相(saṃskāra-nimitta)について」において改めて検討

する。 

 因相(nimitta)と分別の関係は次のように述べられる。 

 

 

 

 
61 チベット訳では བAོད་N་མེད་པའི་དོན་5ིས་ནི་མེད་པར་というように、「言語語表現できない対象として存在しない」と
なっているが、玄奘訳「如是以離言説義當言是有」に従って「言語表現できない対象として存在する」と
した。その方が意味も通る。 
62 [pZi303b3, dZhi288b2-4] ?་མཚན་Sས་I་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འམ།བཏགས་པའི་ཡོད་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། འN་0ེད་Sས་I་ཡོད་པ་=མས་Tི་མཚན་མ་ནི་
Sས་I་ཡོད་པར་བAོད་པར་0འོ། །བཏགས་པའི་ཡོད་པ་=མས་Tི་ནི་བཏགས་པའི་ཡོད་པར་བAོད་པར་0་8ེ། ?་མཚན་ཡོད་པར་འN་0ེད་གང་དག་ཡིན་པ་དེ་དག་Tང་=མ་པ་གཉིས་སོ། ། 
玄奘訳[T30.696b7-9] 問相當言實有。當言假有。答實有行中當言實有。假有行中當言假有。有相諸行亦有二
種。 
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ViSg[pZi304a4-5, dZhi289a5]63 

因相(nimitta)は何から生じるというべきかと問うならば、答える。因相から生じるもの

と、前の分別(vikalpa)から生じるものである。 

 

ViSg[pZi304a5-6, dZhi289a6]64 

分別は何から生じるというべきかと問うならば、答える。分別から生じるものと、因相

(nimitta)から生じるものである。 

 

このように、因相は因相自身と分別から生じる。また逆に分別は分別自身と因相が生じるこ

とが述べられる。このことは『菩薩地』において分別より事態が生じるということを受けて

いると考えられる。『菩薩地』と同様、「結果としての因相」と「原因としての因相」の両方

の意味を表していると考えられる。 

また因相と分別の異同について次のように述べられる。 

 

ViSg[p’i2a2-b1, dZi1a3-5]65 

因相(nimitta)と分別は異なるというべきか、異ならないというべきかと問うならば、答

える。どちらともいうべきでない。それはなぜかといえば、どちらとも過失に帰結する

ことになるからである。異なるならば、どのような過失があるかといえば、諸分別は因

相の本質でないことになる。異ならないならば、どのような過失があるかといえば、分

別を離れている諸因相もまた、ただ分別という本質であることになる。 

 

このように因相と分別は異なるのでも異ならないのでもないとする。先ほどは「分別の活動

領域」という表現であったが、ここでは一歩踏み込んで、因相と分別は異ならないというこ

とにまで言及される。 

また、因相と真如(tathatā)の異同について、このように述べられる。 

 
63 [pZi304a4-5, dZhi289a5] ?་མཚན་གང་ལས་རབ་Q་9ེ་བར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། ?་མཚན་ལས་རབ་Q་9ེ་བ་དང་། Uོན་5ི་=མ་པར་Bོག་པ་ལས་རབ་Q་9ེ་བ་ཡིན་
ནོ། ། 
玄奘訳[T30.696b27-28] 問相當言誰所生。答當言相所生及先分別所生。 
64 [pZi304a5-6, dZhi289a6] =མ་པར་Bོག་པ་གང་ལས་རབ་Q་9ེ་བར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། =མ་པར་Bོག་པ་ལས་རབ་Q་9ེ་བ་དང་། ?་མཚན་ལས་རབ་Q་9ེ་བ་ཡིན་
ནོ། ། 
玄奘訳[T30.696b29-c1] 問分別當言誰所生。答當言分別所生及相所生。 
65 [p’i2a2-b1, dZi1a3-5] ?་མཚན་ལས་=མ་པར་Bོག་པ་གཞན་N་བAོད་པར་0འམ། གཞན་མ་ཡིན་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། གཉི་གར་ཡང་བAོད་པར་མི་0འོ། །དེ་ཅིའི་
Pིར་ཞེ་ན། གཉི་གར་ཡང་9ོན་N་ཐལ་བར་འJར་བའི་Pིར་རོ། །གཞན་ཉིད་ཡིན་ན་9ོན་ཅི་ཡོད་ཅེ་ན། =མ་པར་Bོག་པ་=མས་?་མཚན་5ི་བདག་ཉིད་མ་ཡིན་པར་འJར་བའོ། །གཞན་མ་ཡིན་པ་
ཉིད་ཡིན་ན་9ོན་ཅི་ཡོད་ཅེ་ན། =མ་པར་Bོག་པ་དང་བལ་བའི་?་མཚན་=མས་Tང་=མ་པར་Bོག་པའི་བདག་ཉིད་ཁོ་ནར་འJར་བའོ། ། 
玄奘訳[T30.696c4-10] 問相與分別當言異。當言不異。答倶不可説。何以故。倶有過故。異有何過。分別應非
相爲性。不異有何過。離分別外所有諸相應以分別爲性。 
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ViSg[p’i2b1-4, dZi2a1-5]66 

因相(nimitta)と真如は異なるというべきか、異ならないというべきかと問うならば、

答える。どちらともいうべきでない。それはなぜかといえば、どちらも過失に帰結する

ことになるからである。 

異なるならば、どのような過失があるかといえば、因相の勝義は真如とならず、瑜伽

行者は因相によらずに真如を探求することになり、真如を現等覚したときも、因相を現

等覚したことにならない。 

異ならないならば、どのような過失があるかといえば、真如には区別がないように、

すべての因相にも区別がないことになり、因相を知覚したときに真如をも知覚したこ

とになり、真如を知覚しても因相のように清浄ではないことになる。 

 

このように、因相の勝義は真如とならないから異ならないといい、因相は清浄でなく真如は

清浄であるから異なる、という。これは、序論において先に確かめた『大乗荘厳経論』第 19

章における、因相と真如を異なるものと見ないという記述と共通する。このことは、第 4章

「第 19章「功徳品」の考察」において述べる。 

次に三性説との関係についてどのように述べられるかを確かめておく。 

 

ViSg[p’i24a8-b2, dZi22b1-3]67 

三自性と因相(nimitta)・名・分別などの五法のうち、最初の自性(遍計所執性)は、これら五

法のうち、いくつによって包摂されるかと問うならば、答える。何によっても包摂され

ない。第二の自性(依他起性)はいくつによって包摂されるかと問うならば、答える。四つ

(因相・名・分別・正智)によってである。第三の自性(円成実性)はいくつによって包摂される

かと問うならば、答える。一つ(真如)によってである。 

 

 

 
66 [p’i2b1-4, dZi2a1-5] ?་མཚན་ལས་དེ་བཞིན་ཉིད་གཞན་N་བAོད་པར་0འམ། གཞན་མ་ཡིན་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། གཉི་གར་ཡང་བAོད་པར་མི་0འོ། །དེ་ཅིའི་Pིར་
ཞེ་ན། གཉི་གར་ཡང་9ོན་N་འJར་བར་ཐལ་བར་འJར་བའི་Pིར་རོ། །གཞན་ཉིད་ཡིན་ན་9ོན་ཅི་ཡོད་ཅེ་ན། ?་མཚན་5ི་དོན་དམ་པ་ཉིད་དེ་བཞིན་ཉིད་N་མི་འJར་བ་དང་། =ལ་འ0ོར་པ་?་
མཚན་ལ་མི་Mོས་པར་དེ་བཞིན་ཉིད་ཡོངས་I་ཚXལ་བར་འJར་བ་དང་། དེ་བཞིན་ཉིད་མངོན་པར་Sོགས་པར་སངས་Yས་ན་ཡང་?་མཚན་མངོན་པར་Sོགས་པར་སངས་Yས་པར་མི་འJར་
བའོ། །གཞན་མ་ཡིན་པ་ཉིད་ཡིན་ན་9ོན་ཅི་ཡོད་ཅེ་ན། དེ་བཞིན་ཉིད་ལ་0ེ་6ག་མེད་པ་བཞིན་N་?་མཚན་ཐམས་ཅད་ལ་ཡང་0ེ་6ག་མེད་པར་འJར་བ་དང་། ?་མཚན་དམིགས་པ་ན་དེ་བཞིན་
ཉིད་Tང་དམིགས་པར་འJར་བ་དང་། དེ་བཞིན་ཉིད་དམིགས་Tང་?་མཚན་བཞིན་N་=མ་པར་དག་པར་མི་འJར་བ་8ེ། 
玄奘訳[T30.696c10-17] 問相與眞如。當言異當言不異。答倶不可説。何以故。倶有過故。異有何過。諸相之
勝義應非即眞如。又修觀者應捨諸相別求眞如。又於眞如得正覺時。不應於相亦得正覺。不異有何過。如眞
如無差別。一切相亦應無差別。又得相時應得眞如。又得眞如時亦如得相應不清淨。 
67  [p’i24a8-b2, dZi22b1-3] ངོ་བོ་ཉིད་གIམ་དང་?་མཚན་དང་། མིང་དང་མ་པར་Bོག་པ་ལ་སོགས་པ་ཆོས་D་པོ་དག་ལས་ངོ་བོ་ཉིད་དང་པོ་ཆོས་D་པོ་དེ་དག་ལས་N་དག་
གིས་བHས་ཤེ་ན། Kས་པ། གང་གིས་Tང་མ་བHས་སོ། ། ངོ་བོ་ཉིད་གཉིས་པ་N་དག་གིས་བHས་ཤེ་ན། Kས་པ། བཞིས་སོ། ། ངོ་བོ་ཉིད་གIམ་པ་N་དག་གིས་བHས་ཤེ་ན། Kས་པ། གཅིག་གིས་སོ། ། 
玄奘訳[T30.704c23-25] 問三種自性相等五法。初自性。五法中幾所攝。答都非所攝。問第二自性幾所攝。答
四所攝。問第三自性幾所攝。答一所攝。 
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ViSg[p’i26a1-3, dZi24a1-2]68 

遍計所執性は何に依拠しているというべきかと問うならば、答える。三つの事態、つま

り因相(nimitta)と名と分別に〔依拠している〕。依他起性は何に依拠しているというべき

かと問うならば、答える。遍計所執性に対する執着そのものと、自己の等流とに〔依拠

している〕。円成実性は何に依拠しているかと問うならば、〔答える〕。安住せず、依拠

しないというべきである。 

 

ここで注意すべきことは、遍計所執性は因相と名と分別に依拠するとはいうが、遍計所執性

は五法のいずれでもないといっている点である。一方、依他起性が因相などの 4つであると

いう。遍計所執性は存在しないのであり、五法には当てはまらないのである。つまり因相は

依他起性ではあるが、遍計所執性ではないといっている点に注意する必要がある。 

 以上のように、『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」においては、因相(nimitta)は分別との

関係において述べられ、依他起性であるといわれる。また真如との異同についても述べられ

る。したがって、後述する『解深密経』『大乗荘厳経論』での課題は、「摂決択分中菩薩地」

と共通した課題があるといえる。 

  

 
68 [p’i26a1-3, dZi24a1-2] [ན་བBགས་པའི་ངོ་བོ་ཉིད་གང་ལ་བBེན་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ། དངོས་པོ་གIམ་ལ་8ེ། ?་མཚན་དང་མིང་དང་=མ་པར་Bོག་པ་ལའོ། ། 
གཞན་5ི་དབང་གི་ངོ་བོ་ཉིད་གང་ལ་བBེན་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། Kས་པ།[ན་བBགས་པའི་ངོ་བོ་ཉིད་ལ་མངོན་པར་ཞེན་པ་དེ་ཉིད་དང་། བདག་གི་?་1མ]ན་པ་ལའོ། ། ཡོངས་I་Rབ་པའི་ངོ་
བོ་ཉིད་གང་ལ་བBེན་པར་བAོད་པར་0་ཞེ་ན། མི་གནས་པ་དང་། མི་Bེན་པར་བAོད་པར་0འོ། ། 
1. d. ?་མཚན་ 

玄奘訳[T30.705b18-22] 問遍計所執自性當言何所依止。答當言依止三事。謂相名分別。問依他起自性當言何
所依止。答當言即依遍計所執自性執。及自等流。問圓成實自性當言何所依止。答當言無所安住無所依止。 
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第 2章 諸行の因相(saṃskāra-nimitta)について 
 

次に『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」にほぼ引用されるなど深い関係にある『解深密

経』における因相(nimitta)の概念についてみておきたい。 

第 1章において、「摂決択分中菩薩地」では「実有である諸行の因相」(འN་0ེད་Sས་I་ཡོད་པ་=མས་Tི་མཚན་

མ་)という表現がみられることを述べた。そこでは因相(nimitta)は実有か仮有かという問題に

ついて、「諸行」の実有と仮有の問題として扱われていた。『解深密経』においては、諸行と
勝義の異同が問題となり、勝義の意味を確かめる中で〈諸行の因相〉(འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་, *saṃskāra-

nimitta)69という術語が頻出する。この語は、唯識思想の展開に関連してしばしば注目される

『二万五千頌般若経』のいわゆる「弥勒請問章」70と呼ばれる箇所にも頻出する。このよう

に、〈諸行の因相〉という術語は「弥勒請問章」と『解深密経』に共通して頻出し、「摂決択

分中菩薩地」にも「実有である諸行の因相」という句がみられることは、思想的関連が示唆

され、重要であると考えられる。 

そこで、『解深密経』おける因相(nimitta)の概念について整理するにあたり、〈諸行の因相〉

の術語を中心に、「弥勒請問章」、『解深密経』それぞれの用例を検討する71。また、思想的な

位置づけは難しいが、『大乗阿毘達磨雑集論』において〈諸行の因相〉の用例が見出される

ので紹介しておく。 

なお、Hakamaya[1975]により、「弥勒請問章」と『解深密経』との類似性や成立時期の先

行性について論じられており、検討すべきことであるが、本稿では関係を考察する手がかり

として用例を確かめるにとどめる。 

 

 

 

 
69 saṃskāra-nimittaの saṃskāraは『解深密経』において saṃskārāḥと複数で表される「諸行」を表して
いると考えられるため、「諸行の因相」と訳した。「摂決択分中菩薩地」の「実有である諸行の因相」(འN་0ེད་

Sས་I་ཡོད་པ་=མས་Tི་མཚན་མ་)という表現もそれを裏付ける。 
70 「弥勒請問章」については、Hakamaya[1975]、袴谷[1975] [2008]、長尾[1982]pp. 33-41に詳細な記述が
ある。それによると、E. Obermillerにより最初に注目され、山口[1941]は清弁『中観心論註思択炎』所引の
箇所、Lamotte[1935]は『摂大乗論』無性釈の玄奘訳のみに『大般若波羅蜜多経』として引用される箇所と
して指摘し、『般若経』から『解深密経』への歴史的進展における思想的意義に言及された。Conze, Edward 
and Iida, Shintaro[1968]により初めて『二万五千頌般若』サンスクリット写本の中に見出され、校訂が公表
された。チベット訳『一万八千頌般若』第 83品、『二万五千頌般若』第 72品にあたるという。 
71 このことについては、拙稿[2016]「諸行の因相(saṃskāra-nimitta)が唯識思想形成において果たす役割」
(『大谷大学大学院研究紀要』33, pp. 23-51)において述べたが、ここでは加筆修正しつつ再確認する。 
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1『二万五千頌般若経』「弥勒請問章」にみられる諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

1.1 諸行の因相(saṃskāra-nimitta)と言語表現できない界(nirabhilapya dhātu) 

 

BZL[C234.30-34]72 

 このようにいわれたとき、世尊は弥勒菩薩摩訶薩に次のように言った。「偶然に

(āgantukam)『これは色である』という命名が、その〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)であ

る事態(vastu)に対して付加され、乃至、偶然に『これは仏法である』という命名が〔そ

の〈諸行の因相〉に対して〕付加されたのです。 

 というのは弥勒よ、その〈諸行の因相〉である事態(vastu)に対して『色』といい、こ

の名称に対して『色』という同意がおこり、了解、認識がおこるから、また弥勒よ、そ

の方法によって、次のように知るべきです。偶然に『これは色である』乃至『これは仏

法である』という命名が、その〈諸行の因相〉である事態に対して付加されたのである、

と。 

 

BZL[C236.32-41]73 

 〔世尊は言った。〕「弥勒よ、おまえはこの方法によって、次のように知るべきである。

その〈諸行の因相〉である事態は、言語表現できない界と異なるのでもなく、異ならな

いのでもない。ではどうして、言語表現できない界は、そこにおいて『これは色である、

乃至、仏法である』というこの偶然の命名が付加させるような、その〈諸行の因相〉で

ある事態と異なるのでもなく、異ならないのでもないのか。もし弥勒よ、〈諸行の因相〉

である事態と、言語表現できない界が異ならないのであれば、たった今、愚かな凡夫が

完全に涅槃するだろうし、無上正等覚を現等覚するだろう。 

 もし弥勒よ、〈諸行の因相〉である事態と、言語表現できない界が異なるのであれば、

もう、それによってその言語表現できない界を知ることになるその因相をも把握する

ことはできないだろう。」 
 

72 [C234.30-34] evam ukte bhagavān maitreyaṃ bodhisattvaṃ mahāsattvam etad avocat: āgantukam etan 
nāmadheyaṃ prakṣiptaṃ tasmin saṃskāranimitte vastūni yad idaṃ rūpam iti, āgantukam etan 
nāmadheyaṃ prakṣiptaṃ... yad idaṃ yāvad budhadharmā iti. 
 yataś ca maitreya tena saṃskāranimittena vastūni rūpam ity etasmin nāmni rūpam iti saṃpratyayo 
bhavati, pratyayāgamaḥ pratisaṃvedanā, tena ca maitreya paryāyeṇa evaṃ veditavyaṃ: āgantukam etan 
nāmadheyaṃ prakṣiptaṃ tasmin saṃskāranimitte vastūni yad idaṃ rūpam iti... yad idaṃ yāvad 
buddhadharmā iti, 
73  [C236.32-41] [bhagavān āha:] tad anenāpi te maitreya paryāyeṇa evaṃ veditavyaṃ. yat tat 
saṃskāranimittaṃ vastus tan nirabhilapyād dhātor nānyan nāpy ananyan, sacet asmāt saṃskāranimittād 
vastuno nānyā nirabhilapyā dhātur nāpy ananyā, yatra idam āgantukan nāmadheyaṃ prakṣipataṃ yad 
idaṃ rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti, saṃskāranimittāc ced vastunā maitreya nirabhilapyā dhātur 
nānyā syād apīdānīṃ sarvabālapṛthagjanāḥ parinirvāyur anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 
abhisaṃbuddheran.  
 anyaś cen maitreya saṃskāranimittād vastuno nirabhilapyā dhātuḥ syād apīdānīṃ tad api nimittaṃ 
nopalabhyeta.  
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ここで、色などのさまざまな仏教の術語を挙げて、〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)である事

態(vastu)に対して命名が偶然に付加されているといい、〈諸行の因相〉である事態は、言語表

現できない界(nirabhilapya dhātu)と異ならないのでも異なるのでもない、という表現がみられ

る。これは、『菩薩地』「真実義品」において、色などの術語をあげて「有」と「無」につい

て述べ、言語表現されるように存在するのではないが全く存在しないのではないといい、

「言語表現できない自性」(nirabhilāpya-svabhāvatā)「言語表現できない本質を持つという点で

勝義の実在である事態」(nirabhilāpyātmakatayā paramārthasadbhūtaṃ vastu)という表現や、「摂決

択分中菩薩地」において、五つの事態の一つである因相について、「言語表現できない対象

として存在する」という表現など、「事態」「言語表現できない自性」という共通点がみられ

る[序論「1.2 菩薩の課題と因相」、第 1章「3.1 「真実義品」における因相」参照]。「弥勒請問章」では

その「事態」について〈諸行の因相〉という術語で表す。 

 

1.2 諸行の因相(saṃskāra-nimitta)と単なる分別(vikalpamātra) 

次に挙げるのは三性説が表されているとされる箇所であるが、ここにも〈諸行の因相〉

(saṃskāra-nimitta)の術語が見られ、単なる分別(vikalpamātra)と表現される。 

 

BZL[C237.15-22]74 

世尊は言った。「しかし、そうであるならば弥勒よ、その〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)

である事態は単なる分別(vikalpamātra)ではないのか。それに対して『これは色である、

乃至、仏法である』というこの偶然の命名が付加されるのであり、また、単なる分別、

あるいは無分別の界(dhātu)にあるものが、分別を離れているとき、いかなるその存在性

や非存在性を把握されるだろうか。それに対して『これは色である、乃至、仏法である』

というこの偶然の命名が付加されるのである。」  

 

 

 

 

 

 

 
 

74 [C237.15-22] bhagavān āha: na tv evaṃ sati maitreya vikalpamātram etad yad uta saṃskāranimittaṃ 
vastu yatredam āgantukaṃ nāmadheyaṃ prakṣiptaṃ yad idaṃ rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti, 
vikalpamātre vā punas tasya nirvikalpe vā dhātau vartamānasya vikalpeṣv apagateṣu katamā tasya 
vidyamānatā vāvidyamānatā vopalabhyate yatra idam āgantukaṃ nāmadheyaṃ prakṣiptaṃ yad idaṃ 
rūpam iti... yāvad buddhadharmā iti. 
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BZL[C238.9-21]75 

 世尊は言った。「弥勒よ、その〈諸行の因相〉である事態に対して、『色である』とい

う名前、名称、用語、仮説、言説によって、色の自性の性質としての遍計があり、これ

が遍計された色(parikalpita rūpa)であり、乃至、これが遍計された仏法である。」  

 また、その〈諸行の因相〉である事態には、単なる分別という法性(vikalpa-mātra-

dharmatā)としての状態であることがあり、分別に依る言語表現であること(vikalpa-

pratītyābhilapanatā) があり、それ(〈諸行の因相〉である事態)に対して、この色、乃至、仏法

という名前、名称、用語、仮説、言説があり、これが分別された色(vikalpita rūpa)、乃至、

これが分別された仏法である。  

 如来たちが現れても現れなくても、この諸法の法性、法住性、法界は確立しており、

その遍計された色によって、分別された色は常に、常時に、恒に、恒時に無自性であり、

無我、真如、究極の真実であること、これが法性としての色(dharmatā rūpa)、乃至、法性

としての仏法である。  

 

このように、遍計された諸法 (parikalpita rūpa...buddhadharma)、分別された諸法 (vikalpita 

rūpa...buddhadharma)、法性としての諸法(dharmatā rūpa...buddhadharma)という、遍計、分別、

法性の三つの表現があり、これまでの研究において三性説が表されていると指摘されてい

る。ここで〈諸行の因相〉は「単なる分別」(vikalpamātra)や「単なる分別という法性(vikalpa-

mātra-dharmatā)」といわれる。このことは、『菩薩地』「真実義品」において、事態について

「単なる事態」(vastumātra)といわれることとの関係を示唆する表現であるが、「真実義品」

では、分別から事態が生じるとはいうものの、事態が分別そのものであるような表現ではな

く、ここでは『菩薩地』からの思想的な展開がみられると思われる。 

 以上の『二万五千頌般若経』における〈諸行の因相〉の用例をまとめる。 

1. 〈諸行の因相〉である事態(vastu)は、言語表現できない界と異なるのでもなく、異なら

ないのでもない。 

2. 〈諸行の因相〉である事態に対して、名称、概念、用語、仮説、言説によって自性の性

質としての遍計があり、それが遍計された諸法(parikalpita rūpa...buddhadharma)である。 

 
75  [C238.9-21] bhagavān āha: yā maitreya tasmin saṃskāranimitte vastūni rūpam iti 
nāmasaṃjñāsaṃketaprajñaptivyavahāran niśritya rūpasvabhāvatayā parikalpanā idaṃ parikalpitaṃ 
rūpaṃ... yāvad ime parikalpitā buddhadharmāḥ. 
 yā punas tasya saṃskāranimittasya vastuno vikalpamātradharmatāyām avasthānatā 
vikalpapratītyābhilapanatā tatredaṃ nāmasaṃjñāsaṃketaprajñaptivyavahāro rūpam iti... yāvad 
buddhadharmā iti. idaṃ vikalpitaṃ rūpam... ime vikalpitā buddhadharmāḥ. 
 yā utpādād vā tathāgatānām anutpādād vā sthitaiveyaṃ dharmāṇāṃ dharmatā dharmasthititā 
dharmadhātur yat tena parikalpitarūpeṇa tasya vikalpitarūpasya nityaṃ nityakālaṃ dhruvaṃ 
dhruvakālaṃ niḥsvabhāvatā dharmanairātmyaṃ tathatā bhūtakoṭir idaṃ dharmatā-rūpam... ime yāvad 
buddhadharmā. 
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3. 〈諸行の因相〉である事態には、単なる分別のみの法性(vikalpa-mātra-dharmatā)としての

状態という性質があり、分別に依る言語表現という性質(vikalpa-pratītyābhilapanatā)があ

り、それが分別された諸法(vikalpita rūpa...buddhadharma)である。 

4. 分別された諸法において、遍計された諸法が無自性であることが、法性としての諸法

(dharmatā rūpa...buddhadharma)である。 

 

2『解深密経』における諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

2.1 『解深密経』における因相(nimitta)と無因相(animitta) 

 『解深密経』において因相(nimitta)の語が最初にみられるのは「序品」76である。そのとき

世尊は宮殿に住しておられたと始まり、その住処の荘厳が述べられる中で、三解脱門として

以下のようにいわれる。 

 

SNS 0[L31.24]77 

大いなる解脱門である、空であることと無因相(མཚན་མ་མེད་, *animitta, 無相)と、無願とにより

入るのである。 

 

また、「勝義諦相品」（チベット訳第 2章「法涌菩薩の章」78)では以下のように述べられる。 

 

SNS 2[L40.8-13]79 

法涌菩薩よ、さらに勝義は無因相(མཚན་མ་མེད་, *animitta)の領域であると私は説くのであって、

尋思は因相(མཚན་མ་, *nimitta)の領域であって、法涌菩薩よ、それゆえ、その道理によっても

おまえは、このように一切の尋思を超えている性質であるものが勝義であると知るべ

きである。 

 

いずれも無因相(animitta)ということが勝義の性質として述べられる。一方、「勝義諦相品」（チ

ベット訳第 3章「善清浄慧菩薩の章」80)の箇所では以下のように述べられる。 

 
76『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」において『解深密経』が引用されるが、そこにはこの「序品」はみ
られない。 
77 [L31.24] =མ་པར་ཐར་པའི་`ོ་ཆེན་པོ་8ོང་པ་ཉིད་དང་མཚན་མ་མེད་པ་དང་aོན་པ་མེད་པ་ནས་འbག་པ། 
玄奘訳[T16.688b17] 大空無相無願解脱爲所入門。 
78 ཆོས་འཕགསの玄奘訳。Lamotteによる還梵では Dharmodgata。 
79 [L40.8-13] ཆོས་འཕགས་གཞན་ཡང་དོན་དམ་པ་ནི་མཚན་མ་མེད་པའི་Cོད་!ལ་ཡིན་པར་ངས་བཤད་ལ། Bོག་གེ་ནི་མཚན་མའི་Cོད་!ལ་ཡིན་ཏེ། ཆོས་འཕགས་དེའི་Pིར་=མ་dངས་
དེས་Tང་eོད་Tིས་འདི་Mར་Bོག་གེ་ཐམས་ཅད་ལས་ཡང་དག་པར་འདས་པའི་མཚན་ཉིད་གང་ཡིན་པ་ནི་དོན་དམ་པ་ཡིན་པར་རིག་པར་0འོ།  
玄奘訳[T16.689c27-690a1] 復次法涌。我説勝義無相所行。尋思但行有相境界。是故法涌。由此道理當知勝義。
超過一切尋思境相。 
80 fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་དག་の玄奘訳。Lamotteによる還梵では Suviśuddhamati。 
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SNS 3[L44.7-18]81 

善清浄慧菩薩よ、その理由で、真実を見る者達は、〈諸行の因相〉(འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་, *saṃskāra-

nimitta)から離れることなく、まさに離れる(6ལ་བ་)のである。また真実を見る者は、因相の

縛(相縛)から解脱することなく、解脱するのである。また真実を見る者は、麁重の縛(麁

重縛)から解脱することなく、解脱するのである。その二つの縛より解脱するとき、安穏

なる無上涅槃を得ることにもなり、無上正等覚を明らかにもするだろう。 

 

「序品」ではまず三解脱門としての無因相を掲げ、「勝義諦相品」でも勝義を無因相とし

ておさえる。一方、「〈諸行の因相〉を離れることなく離れる、因相の縛を解脱することなく

解脱する」というように、否定と肯定の両方を含んだ表現もあり、勝義について、単に因相

を離れるとするだけではないような記述がみられる。「弥勒請問章」でも、〈諸行の因相〉で

ある事態(vastu)は言語表現できない界(nirabhilapya dhātu)と異ならないのでも異なるのでもな

いというように、〈諸行の因相〉をめぐって否定と肯定の両方を含んだ表現がみられた。こ

のことは『八千頌般若経』において、菩薩は因相の断滅を獲得しようとして実践しない[序論

「1.2 菩薩の課題と因相(nimitta)」を参照]ということや、『菩薩地』や「摂決択分中菩薩地」にお

いても、因相について否定と肯定の両方を含んだ表現があることと、共通した菩薩の課題が

あると考えられる。 

 次に、「一切法相品」（チベット訳第 6章「徳本菩薩の章」82)の次の箇所は、依他起性について

述べられる箇所である。 

 

SNS 6[L61.9-14]83 

徳本菩薩よ、このように、例えば、その場合、眼病の因相(nimitta)である毛髪のもつれ
や蝿やゴマ粒、または青の因相や黄の因相や赤の因相や白の因相が顕現する(gང་བར་Jར་པ་, 

*avabhāsita)が、それと同様に、依他起の性質について考察されるべきである。 

 

 
81  [L44.7-18] fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་དག་གང་གི་Pིར་བདེན་པ་མཐོང་བ་=མས་འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་དང་6ལ་བ་མ་ཡིན་5ི། 6ལ་བ་ཁོ་ན་ཡིན་པ་དང་། བདེན་པ་མཐོང་བ་མཚན་མའི་
འཆིང་བ་ལས་=མ་པར་dོལ་བ་མ་ཡིན་5ི། =མ་པར་dོལ་བ་ཡིན་པ་དང་། བདེན་པ་མཐོང་བ་གནས་ངན་ལེན་5ི་འཆིང་བ་ལས་=མ་པར་dོལ་བ་མ་ཡིན་5ི། =མ་པར་dོལ་བ་དང་། འཆིང་བ་དེ་
གཉིས་ཀ་ལས་=མ་པར་dོལ་ན་Rབ་པ་དང་། བདེ་བ་f་ན་མེད་པའི་Pིར་h་ངན་ལས་འདས་པ་འཐོབ་པར་འJར་བ་དང་། f་ན་མེད་པ་ཡང་དག་པར་Sོགས་པའི་0ང་iབ་མངོན་པར་Sོགས་པར་
འཚང་Y་བར་ཡང་འJར་བ་དེའི་Pིར་འN་0ེད་Tི་མཚན་ཉིད་དང་། དོན་དམ་པའི་མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་ཞེས་0ར་མི་jང་8ེ།  
玄奘訳[T16.690c6-12] 善清淨慧。由於今時非見諦者。於諸行相不能除遣。然能除遣非見諦者。於諸相縛不能
解脱。然能解脱非見諦者。於麁重縛不能解脱。然能解脱以於二障能解脱故。亦能獲得無上方便安隱涅槃。
或有能證阿耨多羅三藐三菩提。 
82 ཡོན་ཏན་འkང་གནས་の玄奘訳。Lamotteによる還梵では Guṇākara。 
83  [L61.9-14] ཡོན་ཏན་འkང་གནས་འདི་M་8ེ་དཔེར་ན། དེ་ཉིད་ལ་རབ་རིབ་Tི་མཚན་མ་l་ཤད་འཛ*ངས་པའམ། mང་མའམ། ཏི་ལ་5ི་འn་འམ། Uོན་པོའི་མཚན་མའམ། སེར་པོའི་
མཚན་མའམ། དམར་པོའི་མཚན་མའམ། དཀར་པོའི་མཚན་མ་gང་བར་Jར་པ་དེ་M་<ར་ནི་གཞན་5ི་དབང་གི་མཚན་ཉིད་N་བM་བར་0འོ། 
玄奘訳[T16.693a27-29] 如眩瞖人眩瞖衆相。或髮毛輪蜂蠅巨勝。或復青黄赤白等相差別現前。依他起相當知
亦爾。 
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このように因相が「顕現する」と述べられ、依他起の性質とされる。このことは先述の「摂

決択分中菩薩地」において、因相が依他起性であるといわれていたことと共通しており、後

に述べる『大乗荘厳経論』においてもそうであり、一貫して因相は依他起性であると述べら

れていることがわかる。 

 次に挙げる「分別瑜伽品」では、因相を除くということについて詳細に述べられる。奢摩

他と毘婆舎那によって除くことの困難な十の因相、奢摩他と毘婆舎那は十地においてどの

ように雑染の障げの対治となすのか、奢摩他と毘婆舎那により除かれるべき二十一の因相

などが説かれるが、その前の箇所である。 

 

SNS 8[L106.13-107.2]84 

世尊よ、奢摩他と毘婆舎那を修している菩薩は、いかなる作意によって、いかなる因
相をどのように除く(=མ་པར་སེལ་བ་)のか。 

マイトレーヤよ、真如を作意することによって、法の因相と意味の因相とを除く。名

称における名称の自性を認識せず、その所依である因相を観察しないことによって除

くのである。名称においてと同様に、句と文とすべての意味においてもそのように知る

べきである。マイトレーヤよ、界にいたるまでにおいても界の自性を認識せず、その所

依である因相を観察しないことによって除くのである。 

世尊よ。真如の意味を了解することにおける因相もまた除くべきか否か。 

マイトレーヤよ、真如の意味を了解することにおいては、因相は存在せず、それが認

識されないなら、そこ(了解すること)において、何か除かれることがあるのか。真如の意

味を了解することによって、法と意味のすべての因相が制されるのであるが、それは何

かによって制されるべきものであると私は言わない。 

 

このように、真如の意味を了解することによって、すべての因相が制されるのであって、真

如の意味を了解するという因相は制すべきようなものではない、という。真如の意味を了解

 
84 [L106.13-107.2] བཅོམ་oན་འདས། 0ང་iབ་སེམས་དཔའ་ཞི་གནས་དང་། pག་མཐོང་`ོམ་པས་ཡིད་ལ་བ5ིད་པ་གང་གིས་མཚན་མ་གང་ཇི་Mར་=མ་པར་སེལ་བར་བ5ིད་ལགས། 
0མས་པ། དེ་བཞིན་ཉིད་ཡིད་ལ་0ེད་པས་ཆོས་Tི་མཚན་མ་དང་། དོན་5ི་མཚན་མ་=མ་པར་སེལ་བར་0ེད་ལ། མིང་ལ་མིང་གི་ངོ་བོ་ཉིད་མི་དམིགས་ཤིང་དེའི་གནས་མཚན་མ་ཡང་དག་པར་Aེས་
I་མི་མཐོང་བས་=མ་པར་སེལ་ལོ། མིང་ལ་ཇི་M་བ་བཞིན་N་ཚ*ག་དང་། ཡི་གེ་དང་། དོན་ཐམས་ཅད་ལའང་དེ་བཞིན་N་རིག་པར་0འོ། །0མས་པ། ཁམས་Tི་བར་ལ་ཁམས་Tི་ངོ་བོ་ཉིད་མི་དམིགས་
ཤིང་། དེའི་གནས་Tི་མཚན་མའང་ཡང་དག་པར་Aེས་I་མི་མཐོང་བས་=མ་པར་སེལ་ལོ། ། 
བཅོམ་oན་འདས། ཅི་ལགས། དེ་བཞིན་ཉིད་Tི་དོན་སོ་སོ་ཡང་དག་པར་རིག་པའི་མཚན་མ་གང་ལགས་པ་དེའང་=མ་པར་སེལ་བར་བ5ིད་ལགས་སམ། 0མས་པ། དེ་བཞིན་ཉིད་Tི་དོན་སོ་སོ་ཡང་
དག་པར་རིག་པ་ལ་ནི་མཚན་མ་མེད་དེ་མི་དམིགས་ན། དེ་ལ་ཅི་ཞིག་=མ་པར་སེལ་བར་འJར་ཏེ། 0མས་པ། དེ་བཞིན་ཉིད་Tི་དོན་སོ་སོ་ཡང་དག་པར་རིག་པས་ནི་ཆོས་དང་དོན་5ི་མཚན་མ་
ཐམས་ཅད་ཟིལ་5ིས་གནོན་5ི །དེ་ནི་གང་གིས་Tང་ཟིལ་5ིས་མནན་པར་0་བ་ཡིན་པར་ང་མི་Kའོ། ། 
玄奘訳[T16.700c17-29] 慈氏菩薩復白佛言。世尊。修奢摩他毘鉢舍那諸菩薩衆。由何作意何等。云何除遣諸
相。佛告慈氏菩薩曰。善男子。由眞如作意除遣法 相及與義相。若於其名及名自性無所得時。亦不觀彼所依
之相。如是除遣。如於其名於句於文。於一切義當知亦爾。乃至於界及界自性無所得時。亦不觀彼所依之相。
如是除遣。世尊。諸所了知眞如義相。此眞如相亦可遣不。善男子。於所了知眞如義中。都無有相亦無所得。
當何所遣。善男子。我説了知眞如義時。能伏一切法義之相。非此了達餘所能伏。 
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することにおいては制すべき因相はないとも読める。 

 

2.2 分別より生じた諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

 『解深密経』において、〈諸行の因相〉(འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་, *saṃskāra-nimitta)という複合語が最初に

みられるのは、「勝義諦相品第二」（チベット訳第 1章「解甚深義密意菩薩の章」85)である。この章

は如理請問菩薩86が解甚深義密意菩薩に対して、勝義について尋ねるところから始まる。 

 

SNS 1[L34.18-21]87 

そのとき、如理請問菩薩は、言語表現できない(*anabhilāpya)ものであり、無二の性質

(*advaya-lakṣaṇa)である勝義(*paramārtha)に関して、解甚深義密意菩薩に尋ねた。 

 

SNS 1[L35.8-13]88 

善男子よ、有為という、それは師が仮説した語句であって、師が仮説した語句が、分別
から生じた言説として言語表現されたもの ([ན་Q་Bོག་པ་ལས་kང་བ་ཐ་rད་N་བAོད་པ་, *parikalpa-

saṃbhavita-vyavahāra-abhilāpya)であり、分別より生じた言説として言語表現されたもの

とは、様々な分別の言説として言語表現されたものであり、まったく真に実在するもの
ではない(གཏན་ཡོངས་I་མ་Rབ་པ་, *atyanta-apariniṣpannatva)から、有為ではないのである。 

 

このように述べられ、「有為」は言語表現されたものであって、真に実在するものとしては

有為でもなく無為でもなく、「無為」も同様に無為でもなく有為でもない、という。また言

語表現について、次のように述べられる。 

 

SNS 1[L35.16-21]89 

言語表現は事態(དངོས་པོ་, *vastu)なしには存在しない。その事態とは何かといえば、聖者達

 
85 དོན་ཟབ་དགོངས་པ་ངེས་པར་འdེལ་の玄奘訳。Lamotte、長澤ともに還梵は Gambhīrārtha-saṃdhinirimocana。 
86 sལ་བཞིན་[ན་འtིས་ の玄奘訳。Lamotte による還梵では Vidhivatparipṛcchaka。長澤[1958]によれば Yoniśo-
paripṛcchakā。 
87 [L34.18-21] དེ་ནས་0ང་iབ་སེམས་དཔའ་sལ་བཞིན་[ན་འtིས་Tིས་བAོད་N་མེད་པ་དང་། གཉིས་I་མེད་པའི་མཚན་ཉིད་དོན་དམ་པ་ལས་བuམས་ཏེ། 0ང་iབ་སེམས་དཔའ་
དོན་ཟབ་དགོངས་པ་ངེས་པར་འdེལ་པ་ལ་tི་བ་tིས་པ། 
玄奘訳[T16.688c19-20] 爾時如理請問菩薩摩訶薩。即於佛前問解甚深義密意菩薩言。 
88 [L35.8-13] རིགས་Tི་<་འNས་0ས་ཞེས་0་བ་དེ་ནི་8ོན་པས་བཏགས་པའི་ཚ*ག་ཡིན་ཏེ། 8ོན་པས་བཏགས་པའི་ཚ*ག་གང་ཡིན་པ་དེ་ནི། [ན་Q་Bོག་པ་ལས་kང་བ་ཐ་rད་N་བAོད་པ་
ཡིན་ལ། [ན་Q་Bོག་པ་ལས་kང་བ་ཐ་rད་N་བAོད་པ་གང་ཡིན་པ་དེ་ནི། [ན་Q་Bོག་པ་g་ཚXགས་Tི་ཐ་rད་N་བAོད་པ་གཏན་ཡོངས་I་མ་Rབ་པའི་Pིར་འNས་0ས་མ་ཡིན་ནོ། 
玄奘訳[T16.688c28-689a3] 善男子。言有爲者。乃是本師假施設句。若是本師假施設句。即是遍計所執言辭所
説。若是遍計所執言辭所説。即是究竟種種遍計言辭所説。不成實故非是有爲。 
89 [L35.16-21] བAོད་པ་ནི་དངོས་པོ་མེད་པ་ཅན་ཡང་མ་ཡིན་ཏེ། དངོས་པོ་དེའང་གང་ཞེ་ན། འཕགས་པ་=མས་Tི་འཕགས་པའི་ཤེས་པ་དང་། འཕགས་པའི་མཐོང་བས་བAོད་N་མེད་
པར་མངོན་པར་Sོགས་པར་སངས་Yས་པ་གང་ཡིན་པ་8ེ། བAོད་N་མེད་པའི་ཆོས་ཉིད་དེ་ཉིད་མངོན་པར་Sོགས་པར་Bོགས་པར་0་བའི་Pིར་འNས་0ས་ཞེས་མིང་N་བཏགས་སོ། 
玄奘訳[T16.689a5-8] 然非無事而有所説。何等爲事。謂諸聖者以聖智聖見離名言故。現等正覺。即於如是離
言法性。爲欲令他現等覺故。假立名想謂之有爲。 
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は聖智と聖見によって言語表現できないものとして現等覚しており、言語表現できな

い法性として現等覚させるために、有為という名称を仮説するのである。 

 

このように言語表現の根拠としての事態(དངོས་པོ་, *vastu)について言及され、聖者達は言語表現

できない法性として現等覚しているという。このことは「弥勒請問章」において「〈諸行の

因相〉である事態と言語表現できない界は異ならない」とされていたことや、『菩薩地』「真

実義品」において展開される「事態」の記述と共通する。 

 その法性について述べられる以下の箇所で、〈諸行の因相〉の語がみられる。 

 

SNS 1[L37.26-38.14]90 

そのうち、愚者の本性をもたず、諦を見て、出世間の聖なる慧を得ており、一切法の言

語表現できない法性を明確に知っている衆生たちは、有為と無為を見たり聞いたりす

るとき、次のように考える。「有為・無為として顕れたもの、これが存在するのではな

く、それに対して有為・無為の想や有為・無為の同義語の想が生じるのであり、分別か
ら生じたものである、この幻術のような〈諸行の因相〉(འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་, *saṃskāra-nimitta)が

存在し、この知を迷乱させることが存在する」と考え、彼らは見たとおり聞いたとおり

にそれについて強く固執し執着して、「これは真実であって、他は虚偽である」という

言説によって仮説するのではなく、そのような意味を知らしめるために言説によって

仮説するのである。それは、彼らによって後に吟味される必要はない。 

 

愚者は有為・無為として顕れたものがそのまま存在すると見る。一方聖者は、有為・無為と

して顕れたものは存在せず、分別から生じた〈諸行の因相〉が存在すると見るという。 

 ここで、分別から生じた〈諸行の因相〉という表現がみられること、言語表現の根拠とし

ての〈諸行の因相〉の存在性について論じられていることに注目する必要がある。このこと

は「菩薩地」において、「分別から生じた事態」と表されることと同様であり、しかもその

事態について、「損減してはならない事態」「勝義の存在としての事態」として存在が強調さ

 
90  [L37.26-38.14] དེ་ལ་སེམས་ཅན་གང་དག་0ིས་པའི་རང་བཞིན་ཅན་མ་ཡིན་པ་བདེན་པ་མཐོང་བ། ཤེས་རབ་འཕགས་པ་འཇིག་Bེན་ལས་འདས་པ་ཐོབ་པ། ཆོས་ཐམས་ཅད་Tི་
བAོད་N་མེད་པའི་ཆོས་ཉིད་མངོན་པར་ཤེས་པ་དེ་དག་ནི་འNས་0ས་དང་། འNས་མ་0ས་དེ་མཐོང་ངམ་ཐོས་ན་འདི་rམ་N་སེམས་ཏེ། འNས་0ས་དང་། འNས་མ་0ས་gང་བ་གང་ཡིན་པ་འདི་
ནི་མེད་Tི། གང་ལ་འNས་0ས་དང་། འNས་མ་0ས་Tི་འN་ཤེས་དང་། འNས་0ས་དང་། འNས་མ་0ས་Tི་=མ་dངས་Tི་འN་ཤེས་འkང་བ། =མ་པར་Bོག་པ་ལས་kང་བ། འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་v་
མ་M་<་འདི་ནི་ཡོད། fོ་=མ་པར་wོངས་པར་0ེད་པ་འདི་ནི་ཡོད་དོ་rམ་N་སེམས་ཤིང་དེ་དག་ཇི་Mར་མཐོང་བ་དང་། ཇི་Mར་ཐོས་པ་བཞིན་N་དེ་ལ་ནན་5ིས་མཆོག་Q་བxང་ཞིང་མངོན་པར་
ཞེན་ནས་འདི་ནི་བདེན་5ི་གཞན་ན་yན་པའོ་ཞེས་Aེས་I་ཐ་rད་མི་འདོགས་Tི། འདི་Mར་དོན་=མ་པར་རིག་པར་0་བའི་Pིར་Aེས་I་ཐ་rད་འདོགས་པར་0ེད་དེ། དེ་ནི་དེ་དག་གིས་Pིས་ཉེ་
བར་བBག་པར་0་མི་དགོས་པ་ཡིན་ནོ། 
玄奘訳[T16.689b20-28] 若有衆生非愚夫類。已見聖諦。已得諸聖出世間慧。於一切法離言法性如實了知。彼
於一切有爲無爲。見已聞已作如是念。此所得者決定無實有爲無爲。然有分別所起行相。猶如幻事迷惑覺慧。
於中發起爲無爲想。或爲無爲差別之想。不如所見不如所聞。堅固執著隨起言説。唯此諦實餘皆癡妄。爲欲
表知如是義故。亦於此中隨起言説。彼於後時不須觀察。 
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れることなどと共通する点がある。一方「弥勒請問章」では、〈諸行の因相〉は「単なる分

別」(vikalpamātra)といわれていた。 

 

2.3 諸行と勝義をめぐる記述と諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

 先に挙げた「〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)を離れることなく離れる」という記述がみら

れた「勝義諦相品」（チベット訳第 3章「善清浄慧菩薩の章」91)では、まず「諸行」と「勝義」は

異なるか異ならないのかという議論がなされる。 

 

SNS 3[L43.3-8]92 

善清浄慧菩薩よ、そのとおりだ。そのとおり、善男子よ、彼らはみな、そのように勝義
が、諸行(འN་0ེད་=མས་, *saṃskārāḥ)と異なっていることと異なっていないことを超えた、微細

な性質であるのを知らず、愚かで、無知で、明瞭でなく、賢明でなく、非如理に入るの

みである。 

 

ここでは「勝義」の性質について、「諸行」と異なっていないとも異なっているともいえな

いといわれる。そして、次にその理由が述べられるところにおいて、〈諸行の因相〉(saṃskāra-

nimitta)という複合語がみられる。 

 

SNS 3[L43.11-28]93 

 それは何故かといえば、善清浄慧菩薩よ、もし諸行の性質と勝義の性質が異なってい

ないならば、それによって、一切の愚かな異生が真実を見る者でもあることになり、た

だ異生のままで、安穏なる無上涅槃を得ることにもなり、無上正等覚を明らかにもする

だろう。 

 
91 fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་དག་の玄奘訳。Lamotteによる還梵では Suviśuddhamati。 
92 [L43.3-8] fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་པར་དག་པ། དེ་དེ་བཞིན་ནོ། །དེ་དེ་བཞིན་ཏེ། རིགས་Tི་<་དེ་དག་ཐམས་ཅད་ནི་འདི་Mར་དོན་དམ་པ་འN་0ེད་=མས་དང་། ཐ་དད་པ་དང་ཐ་དད་པ་
མ་ཡིན་པ་ཉིད་ལས་ཡང་དག་པར་འདས་པའི་མཚན་ཉིད་z་བ་མི་ཤེས་པ། 0ིས་པ་wོངས་པ། མི་གསལ་བ། མི་མཁས་པ། sལ་བཞིན་མ་ཡིན་པར་{གས་པ་ཤ་8ག་ཡིན་ནོ། 
玄奘訳[T16.690b14-17] 爾時世尊告善清淨慧菩薩曰。善男子。如是如是如汝所説。彼諸善男子。愚癡頑鈍不
明不善不如理行。於勝義諦微細甚深。超過諸行一異性相。不能解了。 
93 [L43.11-28] དེ་ཅིའི་Pིར་ཞེ་ན། fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་དག་གལ་ཏེ་འN་0ེད་Tི་མཚན་ཉིད་དང་། དོན་དམ་པའི་ མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མ་ཡིན་པར་Jར་ན་ནི་དེས་ན་0ིས་པ་སོ་སོའི་9ེ་
བོ་ཐམས་ཅད་བདེན་པ་མཐོང་བ་ཡིན་པར་ཡང་འJར། སོ་སོའི་9ེ་བོ་ཁོ་ནར་Jར་བཞིན་N་Rབ་པ་དང་། བདེ་བ་f་ན་མེད་པའི་h་ངན་ལས་འདས་པ་འཐོབ་པར་ཡང་འJར། f་ན་མེད་པ་ཡང་
དག་པར་Sོགས་པའི་0ང་iབ་མངོན་པར་Sོགས་པར་འཚང་Y་བར་ཡང་འJར་རོ། ། 
གལ་ཏེ་འN་0ེད་Tི་མཚན་ཉིད་དང་། དོན་དམ་པའི་མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་ཡིན་པར་Jར་ན་ནི། དེས་ན་བདེན་པ་མཐོང་བ་=མས་Tང་འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་དང་མ་6ལ་བར་འJར། འN་0ེད་Tི་
མཚན་མ་དང་མ་6ལ་བའི་Pིར་བདེན་པ་མཐོང་བ་མཚན་མའི་འཆིང་བ་ལས་=མ་པར་འdོལ་བར་ཡང་མི་འJར། མཚན་མའི་འཆིང་བ་ལས་=མ་པར་མ་dོལ་ན། གནས་ངན་ལེན་5ི་འཆིང་བ་ལས་
Tང་=མ་པར་མ་dོལ་བར་འJར། འཆིང་བ་དེ་གཉིས་ལས་མ་dོལ་ན་བདེན་པ་མཐོང་པས་Rབ་པ་དང་། བདེ་བ་f་ན་མེད་པའི་h་ངན་ལས་འདས་པ་ཐོབ་པའང་མི་འJར། f་ན་མེད་པ་ཡང་དག་
པར་Sོགས་པའི་0ང་iབ་མངོན་པར་Sོགས་པར་འཚང་Y་བར་ཡང་མི་འJར་རོ། 
玄奘訳[T16.690b20-29] 何以故。善清淨慧。若勝義諦相與諸行相都無異者。應於今時一切異生皆已見諦。又
諸異生皆應已得無上方便安隱涅槃。或應已證阿耨多羅三藐三菩提。若勝義諦相與諸行相一向異者。已見諦
者於諸行相應不除遣。若不除遣諸行相者。應於相縛不得解脱。此見諦者於諸相縛不解脱故。於麁重縛亦應
不脱。由於二縛不解脱故。已見諦者應不能得無上方便安隱涅槃。或不應證阿耨多羅三藐三菩提。 
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 もし、諸行の性質と勝義の性質が異なっているのであれば、それによって真実を見た

者たちもまた、〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)を離れないだろう。諸行の因相を離れな

いから、真実を見た者たちは相縛から解脱しないだろう。相縛から解脱しないなら、麁

重縛からも解脱しないだろう。その二つの縛から解脱しないならば、真実を見た者が、

安穏なる無上涅槃を得ることもないだろう。無上正等覚を明らかにすることもないだ

ろう。 

 

この議論において、諸行と勝義が異なっていないのであれば、異生であっても涅槃に入る

し、諸行と勝義が異なっているのであれば、いくら真実を知り勝義に入ったといっても〈諸

行の因相〉を離れたといえない、という。そして前述の「〈諸行の因相〉から離れることな

く、まさに離れる」「因相の縛(相縛)から解脱することなく、解脱する」と述べられる箇所に

つながる。 

 このことに関して、以下の箇所では例を挙げて述べられる。 

 

SNS 3[L46.17-20]94 

このように、たとえば、凝乳において凝乳のなめらかさもまた、凝乳と性質が異なって

いるのではない、あるいは性質が異なっていると設定するのは簡単ではないのである。

このように、たとえば、一切の諸行において無常であることと、一切の有漏において苦

であることと、一切の諸法において無我であることも、それらと性質が異なっているの

ではない、あるいは性質が異なっていると設定するのは簡単ではないのである。 

 

SNS 3[L46.29-47.1]95 

善清浄慧菩薩よ、そのように諸行の性質と勝義の性質も、性質が異なっているのではな

い、あるいは性質が異なっていると設定するのは簡単ではないのである。 

 

この記述は、「凝乳」「一切諸行」「一切有漏」「一切諸法」という経験される事態と、「なめ

らかさ」「無常であること」「苦であること」「無我であること」といった存在のあり方(存在

 
94 [L46.17-20] འདི་M་8ེ་དཔེར་ན། མར་ལ་མར་5ི་rིང་|འང་མར་དང་མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མ་ཡིན་པའམ། མཚན་ཉིད་ཐ་དད་N་གདགས་པར་}་བ་མ་ཡིན་ནོ། ། འདི་M་8ེ་དཔེར་ན། 
འN་0ེད་ཐམས་ཅད་ལ་མི་Bག་པ་ཉིད་དང་། ཟག་པ་དང་བཅས་པ་ཐམས་ཅད་ལ་Hག་བUལ་བ་ཉིད་དང་། ཆོས་ཐམས་ཅད་ལ་གང་བདག་མེད་པ་ཉིད་Tང་དེ་དག་དང་མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མ་
ཡིན་པའམ། མཚན་ཉིད་ཐ་དད་N་གདགས་པར་}་བ་མ་ཡིན་ནོ། 
玄奘訳[T16.691a23-26] 如熟酥上所有醍醐。不易施設與彼熟酥一相異相。又如一切行上無常性。一切有漏法
上苦性。一切法上補特伽羅無我性。不易施設與彼行等一相異相。 
95  [L46.29-47.1] fོ་dོས་ཤིན་Q་=མ་དག་དེ་བཞིན་N་འN་0ེད་Tི་མཚན་ཉིད་དང་། དོན་དམ་པའི་མཚན་ཉིད་Tང་མཚན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མ་ཡིན་པའམ། མཚན་ཉིད་ཐ་དད་N་
གདགས་པར་མི་བཟོད་དོ། 
玄奘訳[T16.691a28-b1] 如是善清淨慧。勝義諦相。不可施設與諸行相一相異相。 
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性)とを一旦区別しつつ、それを「異ならない」ということで、事態を離れて存在はないこと

を示しているといえる。このことをふまえて、「諸行」と「勝義」に関しても、異ならない

とはいえないと述べて明確に区別する一方、「異ならない」ということで、経験される「諸

行」を離れて「勝義」はないということを示しているといえる96。 

このような、〈諸行の因相〉から離れることなく離れるという表現は、「弥勒請問章」でみ

られた、〈諸行の因相〉である事態(vastu)は言語表現できない界(nirabhilapya dhātu)と異ならな

いのでも異なるのでもない、という表現とも共通する課題があると思われる。 

 

2.4 依他起性と諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

 「無自性相品第五」（チベット訳第 7 章「勝義生菩薩の章」）の後半において〈諸行の因相〉

(saṃskāra-nimitta)の語は三性説の用語とともに頻繁に用いられる． 

 

SNS 7[L80.24-81.11]97 

世尊よ、世尊が説かれた意味を私は次のように理解しました。分別の活動領域(Cོད་!ལ་,  

*gocara)であり、遍計所執の性質の依り所(གནས་, *āśraya)である〈諸行の因相〉に対して、

「色蘊」という自性の性質(མཚན་ཉིད་, *lakṣaṇa)や差別の性質として名前(མིང་, nāman)と用語(བ~་, 

*saṃketa)を決定し、「色蘊の生や滅や、色蘊の断や遍智」という自性の性質や差別の性

質として名前と用語を決定すること、それが遍計所執の性質です。それにもとづいて、

世尊は諸法の相無自性を仮説なさいました。 

 
 

96 諸行は基本的には諸行無常であり、厭うべきものとして述べられる。例えば「無自性相品第五」（チベッ
ト訳第 7章「勝義生菩薩の章」)において三無自性が説かれる箇所を挙げておく。生無自性について、諸法
の依他起の性質は他の縁の力によって生じてはいるが、自身によるものではないから生無自性であるとい
われる。その生無自性によって福徳と智慧の資糧が完成するということを述べる箇所で、「諸行」について
以下のように述べられる。 

SNS 7 [L71.16-27] 
勝義生菩薩よ、そこで、最初から善根が生じておらず、障害が清浄になっておらず、相続が成熟して
おらず、勝解が多くなっておらず、福徳と智慧の資糧が完成していない衆生に対して、生無自性に依
って法を説示するのであり、彼らはその法を聞いて縁起している諸行(Bེན་ཅིང་འ6ེལ་པར་འkང་བའི་འN་0ེད་=མས་, 
*pratītyasamutpannāḥ saṃskārāḥ)について無常であると知り、不安定なことであり(མི་བBེན་པ་ཉིད་, 
*adhruvatva)、信頼できないことであり(ཡིད་བBན་N་མི་jང་བ་ཉིད་, *aviśvasanīyatva)、変化する法であること
(འJར་བའི་ཆོས་ཉིད་, *pariṇāmadharmatva)であると知ることによって、一切の諸行から心をおそれさせ厭わ
せる。 

このように、一切の諸行をおそれ厭うということが述べられている。 
97 [L80.24-81.11] བཅོམ་oན་འདས་བཅོམ་oན་འདས་Tིས་བཀའ་�ལ་པའི་དོན་བདག་གིས་འདི་Mར་འཚལ་ཏེ། =མ་པར་Bོག་པའི་Cོད་!ལ་[ན་བBགས་པའི་མཚན་ཉིད་Tི་གནས་
འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་ལ། གxགས་Tི་�ང་པོ་ཞེས་ངོ་བོ་ཉིད་Tི་མཚན་ཉིད་དམ། 0ེ་6ག་གི་མཚན་ཉིད་N་མིང་དང་བ~ར་=མ་པར་བཞག་པ་དང་། གxགས་Tི་�ང་པོ་9ེའོ་ཞེའམ། འགག་གོ་ཞེའམ། 
གxགས་Tི་�ང་པོ་�ང་བ་དང་། ཡོངས་I་ཤེས་པ་ཞེས་ངོ་བོ་ཉིད་Tི་མཚན་ཉིད་དམ། 0ེ་6ག་གི་མཚན་ཉིད་N་མིང་དང་བ~ར་=མ་པར་བཞག་པ་གང་ལགས་པ་དེ་ནི་[ན་བBགས་པའི་མཚན་
ཉིད་ལགས་ཏེ། དེ་ལ་བBེན་ནས་བཅོམ་oན་འདས་ཆོས་=མས་Tི་མཚན་ཉིད་ངོ་བོ་ཉིད་མ་མཆིས་པ་ཉིད་འདོགས་པར་མཛད་ལགས་སོ། 
玄奘訳[T16.696b14-20] 如是我今領解世尊所説義者。若於分別所行遍計所執相。所依行相中假名安立以爲色
蘊。或自性相或差別相。假名安立爲色蘊生爲色蘊滅。及爲色蘊永斷遍知。或自性相或差別相。是名遍計所
執相。世尊。依此施設諸法相無自性性。 
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SNS 7[L81.11-16]98 

分別の活動領域であり、遍計所執の性質の依り所である〈諸行の因相〉、それが依他起

の性質であり、それにもとづいて世尊は、諸法の生無自性と勝義無自性の一部を仮説な

さいました。 

 

SNS 7[L81.16-24]99 

世尊よ、世尊が説かれた意味を私は次のように理解しました。分別の活動領域であり、

遍計所執の性質の依り所であるその同じ〈諸行の因相〉が、その遍計所執の性質として
は真に実在しないもの(ཡོངས་I་མ་Rབ་, *apariniṣpanna)であり、その〔相無〕自性のみについて

無自性であり、法無我であり、真如であり、清浄の所縁であるもの、それが円成実の性

質であり、それにもとづいて世尊は、諸法の勝義無自性の一部を仮説なさいました。 

 

以上のように〈諸行の因相〉は依他起の性質であり「分別の活動領域」であるという記述、

またそれを依り所として遍計所執の性質があるという記述は、「摂決択分中菩薩地」におい

て因相を説明してほぼ同様の表現が見られた[第 1章「3.2「摂決択分中菩薩地」における因相(nimitta)

と三性説」を参照]。その〈諸行の因相〉が遍計所執の性質として真に実在しないもの

(apariniṣpanna)としてあるものが円成実の性質であるという表現も、「摂決択分中菩薩地」と

同様である。 

以上の『解深密経』における〈諸行の因相〉の用例をまとめると次のようになる。 

1. 菩薩は、〈諸行の因相〉から離れることなく、離れる。因相の縛(相縛)から解脱すること

なく、解脱する。 

2. 諸行と勝義が異なっているのであれば、いくら真実を知り勝義に入ったといっても〈諸

行の因相〉を離れたといえない。 

3. 有為・無為として顕れたものは存在しないが、分別から生じた〈諸行の因相〉(幻術に譬

える)が存在し、それに対して有為・無為の想や有為・無為の同義語の想が生じる。言語

表現できない法性を知るものはこのように考えるという。 

 
98  [L81.11-16] =མ་པར་Bོག་པའི་Cོད་!ལ་[ན་བBགས་པའི་མཚན་ཉིད་Tི་གནས་འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་གང་ལགས་པ་དེ་ནི་གཞན་5ི་དབང་གི་མཚན་ཉིད་ལགས་ཏེ། དེ་ལ་བBེན་
ནས་བཅོམ་oན་འདས་ཆོས་=མས་Tི་9ེ་བ་ངོ་བོ་མ་མཆིས་པ་ཉིད་དང་། དོན་དམ་པ་ངོ་བོ་ཉིད་མ་མཆིས་པ་དེ་ཉིད་ལས་གཅིག་Tང་འདོགས་པར་མཛད་ལགས་སོ། 
玄奘訳[T16.696b20-22] 若即分別所行遍計所執相所依行相。是名依他起相。世尊。依此施設諸法生無自性性。
及一分勝義無自性性。 
99  [L81.16-24] བཅོམ་oན་འདས་བཅོམ་oན་འདས་Tིས་བཀའ་�ལ་པའི་དོན་བདག་གིས་འདི་Mར་འཚལ་ཏེ། =མ་པར་Bོག་པའི་Cོད་!ལ་[ན་བBགས་པའི་མཚན་ཉིད་Tི་གནས། 

འN་0ེད་Tི་མཚན་མ་དེ་ཉིད་[ན་བBགས་པའི་མཚན་ཉིད་དེར་ཡོངས་I་མ་Rབ་ཅིང་ངོ་བོ་ཉིད་1དེ་ཁོ་ནས་ངོ་བོ་ཉིད་མ་མཆིས་པ་ཉིད་ཆོས་བདག་མ་མཆིས་པ་དེ་བཞིན་ཉིད་=མ་པར་དག་
པའི་དམིགས་པ་གང་ལགས་པ་དེ་ནི་ཡོངས་I་Rབ་པའི་མཚན་ཉིད་ལགས་ཏེ། དེ་ལ་བBེན་ནས་བཅོམ་oན་འདས་ཆོས་=མས་Tི་དོན་དམ་པའི་ངོ་བོ་ཉིད་མ་མཆིས་པ་དེ་ཉིད་ལས་གཅིག་འདོགས་
པར་མཛད་ལགས་སོ། 1 p/d. ངོ་བོ་ཉིད་མེད།  

玄奘訳[T16.696b23-27] 如是我今領解世尊所説義者。若即於此分別所行遍計所執相所依行相中。由遍計所執
相不成實故。即此自性無自性性。法無我眞如清淨所縁。是名圓成實相。世尊。依此施設一分勝義無自性性。 
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4. 〈諸行の因相〉は分別の活動領域であり、依他起相であり、遍計所執相の依り所である。 
5. 〈諸行の因相〉において、その遍計所執相としては真に実在しないもの(ཡོངས་I་མ་Rབ་, 

apariniṣpanna)であるという点で、円成実相である。 

 

3『大乗阿毘達磨雑集論』にみられる諸行の因相(saṃskāra-nimitta) 

『大乗阿毘達磨雑集論』(Abhidharmasamuccayabhāṣya, ASBh)において、『大乗阿毘達磨集論』

(Abhidharmasamuccaya, AS)に述べられる迷乱(bhrānti)、迷乱の依り所(bhrānti-āśraya)などの六種の

所知について註釈する箇所で、〈諸行の因相〉(saṃskāra-nimitta)の用例がみられる。 

 

ASBh[T136.16-20]100 

そのうち迷乱(bhrānti)とは、能取と所取という執着である。迷乱の依り所(bhrānti-āśraya)

とは、聖なる智の活動領域であり、単なる諸行の因相(saṃskāra-nimitta-mātra)であり、虚

妄分別の本性としてあるが、凡夫たちにはそれについての執着が起こる。不迷乱の依り

所(abhrānti-āśraya)とは、真如であり、無分別智にはそれの基礎となる性質があるからで

ある。 

 

このように、迷乱の依り所について註釈して、聖なる智の活動領域であり、単なる諸行の因

相(saṃskāra-nimitta-mātra)であり、虚妄分別の本性であるという。 

『菩薩地』において「単なる事態」(vastu-mātra)という表現があり、「弥勒請問章」におい

て、〈諸行の因相〉である事態は「単なる分別」(vikalpa-mātra)であるという表現があった。

ここで、「単なる諸行の因相」(saṃskāra-nimitta-mātra)という複合語が見られることは、これら

の文献の関連性を示唆するが、ここでは十分に論じることはできないため、用例を提示する

にとどめる。 

 

4 諸行の因相(saṃskāra-nimitta)についてのまとめ 

『二万五千頌般若経』「弥勒請問章」において、〈諸行の因相〉である事態(vastu)は、言語

表現できない界と異なるのでもなく、異ならないのでもないといわれる。また遍計、分別、

法性という三性説に相当するような内容を述べるにあたり〈諸行の因相〉の術語が見られ、

〈諸行の因相〉は「単なる分別」といわれる。 

 『解深密経』において、諸行と勝義をめぐる議論の中で、〈諸行の因相〉を離れることな

く離れる、因相の縛を解脱することなく解脱する、という表現がみられた。このことは、「弥
 

100  [T136.16-20] tatra bhrāntir grāhyagrāhakābhiniveśaḥ. bhrāntyāśrayo yasminn āryajñānagocare 
saṃskāranimittamātre 'bhūtaparikalpātmake sati bālānāṃ so 'bhiniveśaḥ pravartate. abhrāntyāśrayas 
tathatā, nirvikalpasya jñānasya tadadhiṣṭhānatvāt. 
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勒請問章」において〈諸行の因相〉である事態は、言語表現できない界と異なるのでもなく、

異ならないのでもないという表現と共通する課題があることを示唆する。 

 そしてこの〈諸行の因相〉という表現が「分別」の問題を扱う場面で頻出することは、こ

の問題が「分別」と深く関わっていることを示しているといえる。『解深密経』において〈諸

行の因相〉という複合語として最初にみられるのは第 1章であり、〈諸行の因相〉は「分別

から生じたもの」と述べられる。第 7章でも「分別の活動領域」とされ、依他起の性質とし

て述べられる。『二万五千頌般若経』「弥勒請問章」においては「依他起」の表現はみられな

いが、「単なる分別」(vikalpamātra)と述べられていた。『解深密経』においては、依他起相で

あり分別から生じた〈諸行の因相〉は遍計所執相の依り所であり、その〈諸行の因相〉にお

いて、遍計所執相としては真に実在しないものであるという点で、円成実相であるという。

この〈諸行の因相〉を軸に三相を述べる構図は、「弥勒請問章」においても同様である 

 以上のことをふまえると、勝義とは因相を離れていることだということのみではなく、言

語表現と言語表現できない勝義との両方が成り立つ根拠としての因相を示す中で、因相が

含んでいる「原因としての因相」を強調するかたちで、〈諸行の因相〉という表現がなされ

たと考えることができる。勝義は「諸行」なしには成り立たないのであり、その諸行の内容

を確かめるために〈諸行の因相〉という表現を使いながら、そこに「分別」の課題があるこ

とを浮き彫りにしたといえる。したがって、唯識思想の形成過程において〈諸行の因相〉と

いう表現は重要な役割の一つを果たしていると考えられる。 
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第 3章『大乗荘厳経論』各章における因相(nimitta)の概念 
 

『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」を考察するに先立ち、第 19章以外の各章における因

相(nimitta)の用例について確認しておく。 

 

1 第 1章「成立大乗品」 

第 1 章「成立大乗品」の偈頌および世親釈においては、因相(nimitta)という術語は表れな

い101が、安慧釈においてみられる。第 2偈にみられる「五種よりなる意趣」(pañcātmikā arthagati)

について、安慧釈では五法(pañca-dharma)によって説明する。五法とは、『瑜伽師地論』「摂決

択分中菩薩地」において述べられる、因相(nimitta)、名称(nāman)、分別(vikalpa)、真如(tathatā)、

正智(samyag-jñāna)の五つ(五事 pañca-vastu)である。 

まず「五種よりなる意趣」は冒頭に挙げた第 1偈に説かれるため再掲する。 

 

MSABh 1_1 偈文[L1.1-4, N1_3.5-8](再掲) 

〔大乗の〕意味を知る者は、意味の解説をなすとき、無垢なる言葉と句によっ

て、苦悩からの救済(uttaraṇa)のために、苦悩する人への悲の故に(kāruṇyatas)、そ

れ(悲)よりなる者は〔大乗を荘厳する〕。 

最上乗(uttarama-yāna)が説かれた方法である法について、それに趣く諸の衆生に対

して、〔道理と〕結びついたこの上なきに至る(niruttaragata)五種よりなる意趣

(pañcātmikā arthagati)を示しつつ〔大乗を荘厳する〕。(1_1) 

 

このように、大乗を知るものが、苦悩からの救済のために、苦悩する人への悲の故に示す

ものとして、「五種よりなる意趣」(pañcātmikā arthagati)という。 

その「五種よりなる意趣」について、第2偈の偈文では以下のように譬喩が示されるのみ

であり、世親釈によって列挙されるが、内容は把握しにくい。 

 

 

 

 
101 第 1偈の世親釈には、以下の箇所に nimittaという語が見られる。 

kasminn alaṃkaroti. sattveṣu tadgāmiṣu. nimittasaptamy eṣā mahāyānagāmi-sattva-nimittam ity 
arthaḥ. 
誰に対して荘厳するのか。衆生つまりそれによって向かう者に対してである。目的(nimitta)を示す第
七格であり、大乗によって向かう衆生のために(mahāyāna-gāmi-sattva-nimitta)という意味である。 

このように第七格の意味という文法上の説明において、nimittaの語が見られるが、主題に関連した術語的
な使い方とは異なるため取り上げなかった。 
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MSABh 1_2 偈文・世親釈[L2.1-10, N1_6.16-18, 7.9-11]102 

いま、その五種よりなる意趣を第 2偈によって示す。 

金でつくられたもののように、蓮華が開花するように、飢餓に苦しむ者がよく調

理されたおいしい食事を食べるように、すぐれた文章が理解されたように、宝の

かごが開かれたように、ここに顕かにされたその法は最上の喜びを与える。(1_2) 

この偈によって、五つの譬喩によって、五種の意味を主題としてまさにその法が説かれ

た。1)成立されるべきもの(sādhya)、2)理解されるべきもの(vyutpādya)、3)思惟されるべ

きもの(cintya)、4)思惟されざるべきもの(acintya)、5)証得の対象(adhigama-artha)である真

に実在するもの(pariniṣpanna)であり、各自が内に証すべきもの(pratyātmavedanīya)であり、

菩提分を本質とするものである。それは、この『経の荘厳』によって顕かとなり、最上

の喜びを与える。順次、金でつくられたものなどのように。 

 

このことについて、安慧釈では名称(nāman)、因相(nimitta)、分別(vikalpa)、真如(tathatā)、正智

(samyag-jñāna)の五法(五事)、三性、人我(pudgala)によって説明する。ここで安慧はまず、五法
(五事)を前提にし、因相について、依他起性の所取分(གAང་བའི་ཆ་, grāhya-aṃśa)であるとし、理解

されるべきもの(vyutpādya)であるとする103。『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」に述べられ

るように遍計所執性は五事ではない、ということが前提であるならば、因相は遍計所執性で

はないし、ここでも依他起性であるとはっきり述べられている。この箇所の偈文及び世親釈

には五事は触れられていないが、世親は五事を前提にしていると思われ、因相の概念につい

て、安慧の解釈との大きな異同はないのではないかと考える。 

 

2 第 9章「菩提品」 

2.1 清浄の根拠としての因相(nimitta) 

第 9 章について、本論文では詳細に論じることはできないが、因相(nimitta)について言及

 
102 [L2.1, N1_6.16, 7.9] tām idānīṃ pañcātmikām arthagatiṃ dvitīyena ślokena darśayati.  

ghaṭitam iva suvarṇaṃ vārijaṃ vā vibuddhaṃ sukṛtam iva subhojyaṃ bhujyamānaṃ kṣudhārtaiḥ. 
vidita iva sulekho ratnapeṭeva muktā vivṛta iha sa dharmaḥ prītim agryāṃ dadhāti.(1_2) 

anena ślokena pañcabhir dṛṣṭāntaiḥ sa hi dharmaḥ pañcavidham artham adhikṛtya deśitaḥ sādhyaṃ 
vyutpādyaṃ cintyam acintyaṃ pariniṣpannaṃ cādhigamārthaṃ pratyātmavedanīyaṃ 
bodhipakṣasvabhāvaṃ. so 'nena sūtrālaṃkāreṇa vivṛtaḥ prītim agryāṃ dadhāti. yathākramaṃ 
ghaṭitasuvarṇādivat. 
103 SAVBh [pMi10a2-7, dMi9b2-6] མཚན་མ་ནི་མངོན་པར་བAོད་པའི་བདག་ཉིད་Tི་མིང་དེ་ཉིད་Tི་དངོས་པོ་Bེན་N་Jར་པ་ས་བོན་དང་�་�་ལ་སོགས་པ་Pིའི་གཞན་
5ི་དབང་གི་རང་བཞིན་གxང་བའི་ཆ་ལ་0་8ེ། Pིའི་དངོས་པོ་གང་ལ་1བBེན་ནས་མིང་=མ་པ་g་ཚXགས་འbག་པར་འJར་བའི་Pིར་གཞན་དབང་ལ་མཚན་མ་ཞེས་0འོ། །དངོས་པོ་དེ་ཡང་Bེན་
ཅིང་འ6ེལ་ཏེ་འkང་བའི་རང་གི་སེམས་ལས་gང་བ་ཙམ་N་ཟད་པ་<མ་པ་དང་gམ་<་ལ་སོགས་པར་འཇིག་Bེན་རང་གིས་རིག་པ་8ེ། དེ་ནི་Bེན་འ6ེལ་ཡིན་ནོ་ཞེས་བ8ན་ནས་ཤེས་པར་0་བ་
ཙམ་N་ཟད་དོ། །ཇི་Mར་ཞེ་ན་Pིའི་Bེན་ཅིང་འ6ེལ་ཏེ་འkང་བ་དེ་མངོན་Iམ་N་Jར་ཏེ། རང་གིས་རིག་པས་ན་མངོན་Iམ་N་2gང་བ་དེ་ལ་འཇིག་Bེན་པ་=མས་གཅིག་Q་ཐེ་ཚXམ་9ེ་ཞིང་ཡིད་
གཉིས་ཟབ་མེད་པས་ན་ས་བོན་ལས་�་�  །�་�་ལས་འདབ་མ་ཞེས་0་བ་ལ་སོགས་པའི་`ོ་ནས་ཤེས་པར་0་བ་ཙམ་N་ཟད་དོ། ། དེ་དང་ཆོས་འt་བའི་དཔེ་ནི་པ�ོྨ་Yས་པ་བཞིན་ཞེས་0་8ེ། ཇི་
Mར་ཉི་མའི་འོད་3ཟེར་5ིས་ཁ་0ེ་4བའི་པ�ྨ་ཁ་0ེ་བ་མཐོང་ན་དགའ་བའི་མཆོག་9་བ་དེ་བཞིན་N། Pིའི་དངོས་པོ་=མས་Bེན་ཅིང་འ6ེལ་ཏེ་འkང་བ་ཡིན་པར་5འབད་uོལ་ཆེན་པོ་མེད་པས་
བ8ན་ཏེ། ཤེས་པར་Jར་ན་དགའ་བའི་མཆོག་9ེ་བར་འJར་ཏེ། ཤེས་པར་0་བ་བཤད་ཟིན་ཏོ། །  
1 p. དངོས་པོ་གས་ལ་, 2 p. omits N་, 3 p. omits འོད་, 4 p. Pེ་, 5 p. omits པར་ 
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される箇所について概観しておく。 

 

MSABh 9_4-5 偈文・世親釈[L34.1-12, N1_187.27-188.2,189.1-6]104 

まさにかの仏陀であること(buddhatva)には無二の特徴があり、威徳をもつことについて

二偈がある。 

また、一切法が仏陀であること(buddhatva)であるが、しかしまたいかなる法もない。

それ(仏陀であること)は白法から成るものであるが、しかしそれがそれら(法)によっ

て表現されない。(9_4) 

法という宝の因相(nimitta)であることから、またそれは宝の蔵(ākara)に似ており、良

い穀類の因相(nimitta)であるから、雲に似ている。(9_5) 

「一切法が仏陀であることである」というのは、真如には区別することがないからであ

り、また仏陀であることには、その(真如の)清浄によって顕れるということがあるから

である。「しかしまた」妄想された法の自性をもつものとしては、いかなる法も存在し

ない。また「白法から成るもの」というのは、仏陀であることは波羅蜜などの諸善がそ

の況位として転起するからである。「しかしそれ(仏陀であること)がそれら(法)によって」

説示されないというのは、波羅蜜などは波羅蜜などの況位としては真に存在しないか

らであり、これが「無二の特徴」である。「宝の蔵(ākara)、雲に似ている」ということは、

威徳である。説法という宝がそれにより生起するから、また善なる「穀物」が所化の相

続という畑において育つからである。 

  

MSABh 9_69 偈文・世親釈[L46.24-47.2, N1_253.29-254.3]105 

〔大円鏡智は〕一切智の因相(nimitta)であることから、大きな智の蔵に喩えられる。

またそれは、智の影像を生じるから受用仏であること(saṃbhoga-buddhatā)である。
(9_69) 

またそれら平等性智などの一切の種類の因であることだから、一切智の蔵に喩えられ
 

104 [L34.1-12, N1_187.27-188.2,189.1-6] tasyaiva buddhatvasyādvayalakṣaṇe sānubhāve dvau ślokau. 
sarvadharmaś ca buddhatvaṃ dharmo naiva ca kaścana. 
śukladharmamayaṃ tac ca na ca tais tan nirucyate.(9_4) 
dharmaratnanimittatvāt tac ca ratnākaropamaṃ. 
śubhasasyanimittatvāt tac ca meghopamaṃ mataṃ.(9_5) 

sarvadharmāś ca buddhatvaṃ tathatāyā abhinnatvāt tadviśuddhiprabhāvitatvāc ca buddhatvasya. na ca 
kaścid dharmo 'sti parikalpitena dharmasvabhāvena. śukladharmamayaṃ ca buddhatvaṃ pāramitādīnāṃ 
kuśalānāṃ tadbhāvena parivṛtteḥ. na ca tais tan nirdiśyate pāramitādīnāṃ pāramitādibhāvenāpariniṣpatter 
idam advayalakṣaṇaṃ. ratnākārameghopamatvam anubhāvaḥ. deśanādharmaratnānāṃ tatprabhavatvāt 
kuśalasasyānāṃ cāvaropitatvād vineyasaṃtānakṣetreṣu. 
105 [L46.24-47.2, N1_253.29-254.3] 

sarvajñānanimittatvān mahājñānākaropamaṃ. 
saṃbhogabuddhatā jñānapratibiṃbodayāc ca tat.(9_69) 

teṣāṃ ca samatādijñānānāṃ sarvaprakārāṇāṃ hetutvāt sarvajñānānāṃ ākaropamaṃ. saṃhogabuddhaś ca 
tat jñānapratibiṃbodayāc ca tad ādarśajñānam ity ucyate.   
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る。そしてそれは受用仏であり、また、その智の影像を生じるからそれは大円鏡智とい

われる。 

 

ここでまず、第 4 偈、第 5 偈において、「一切法が仏陀であること(buddhatva)であるが、

しかしまたいかなる法もない」といい、仏陀であることは、法という宝の因相、また良い穀

類の因相という。それを宝の蔵(ākara)、雲と譬えられることから、因相とは原因、根拠を示

しているといえる。したがって仏陀であることは法という宝の因相であるということは、仏

陀であることは法の根拠として表現されている。 

また世親釈では、仏陀であることは、真如の清浄によって顕れるという意味では有である

が、遍計所執性としては無であるという。このことは白法のことについて、繰り返し確かめ

られる。波羅蜜などの諸善がその況位として転起する(有である)が、波羅蜜などは波羅蜜など

の況位としては真に存在しない(無である)という。 

このように因相(nimitta)の語によって、教法の根拠、依り所の存在を確保しつつ、一方で

仏陀であることは、教法が生まれる根源であって、教法自体を有としてみること(遍計所執性)

を問題にする。さらに第 69偈では大円鏡智について一切智の因相であると表現される。つ

まり、この第 9章では、大円鏡智や仏陀であることなど、清浄なるものの根拠を因相という

語で表現することがあることがわかる。 

 

2.2 雑染の根拠としての因相(nimitta) 

一方、同じ第 9章でも、次の箇所は因相(nimitta)の語は分別の意味で使われる。 

 

MSABh 9_80 偈文・世親釈[L48.22-49.2, N1_266.3-7]106 

偉大なることと、長いことと、因相(nimitta)と、自己の精進とを見ている、 

慢心のある菩薩たちには、菩提は遠い、といわれる。(9_80) 

仏陀であることが、「偉大なること」つまり特別な法を備えたものと見る。またそれ（仏

陀であること）を証得するために「長い時間」〔を要する〕と見る。また因相(nimitta)つ

まり心の所縁を見る。また我々は「自己」に「精進」があり、すでに精進を起こしはじ

め、仏陀であることに到るだろうと〔見る〕。そういう彼らは、このように「慢心があ

る菩薩たち」であり、認得があるから、菩提は遠いといわれる。 
 

106 [L48.22-49.2, N1_266.3-7] 
paśyatāṃ gurutvaṃ dīrghaṃ nimittaṃ vīryam ātmanaḥ. 
mānināṃ bodhisattvānāṃ dūrebodhir nirucyate.(9_80) 

ye ca gurutvaṃ buddhatvaṃ paśyanti adbhutadharmayuktaṃ. dīrghaṃ ca kālaṃ paśyanti 
tatsamudāgamāya. nimittaṃ ca paśyanti cittālambanaṃ. ātmanaś ca vīryaṃ vayam ārabdhavīryā 
buddhatvaṃ prāpsyāma iti. teṣām evaṃ mānināṃ bodhisattvānām aupalaṃbhikatvāt dūre bodhir 
nirucyate. 
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ここでは、慢心がある菩薩はどのような菩薩かということを述べる中で、因相を見ることを

挙げ、因相とは心の所縁であると註釈される。さらに次の第 81偈では「これらすべては単

なる分別(kalpanāmātra)である」という。 

 このように、清浄なるものの根拠を因相(nimitta)と述べると同時に、分別を因相と述べる。

次の第 11章などで述べられるように、迷乱という雑染の根拠も因相という語で押さえる。

つまり雑染の根拠も清浄の根拠もおなじ因相という語で表すのである。したがってその因

相がアーラヤ識といわれ、そのアーラヤ識が転じて智を得るということに展開していく素

地が、こういう因相の使われ方にあると考えられる。 

 

3 第 11章「求法品」 

3.1 依他起性としての因相(nimitta) 

第 11章の幻術の譬喩についてはしばしば論じられるが107、本稿では詳細に考察すること

はできない。因相(nimitta)について言及される箇所について概観しておくにとどめる。まず

第 15偈～第 17偈の偈文のみ確認する。 

 

MSABh 11_15 偈文[L59.2-4, N2_59.10-12]108 

真実(tattva)について、幻術(māyā)の譬喩性を探究して、十五偈がある。 

幻術(māyā)のように、虚妄分別(abhūta-parikalpa)は説明される。 

幻術でつくられたもの(māyā-kṛta)のように、二つの迷乱(dvaya-bhrānti)は説明され

る。(11_15)  

 

MSABh 11_16 偈文[L59.9-10, N2_60.32-33]109 

そこにおいて(二つの迷乱において)、それの有(tad-bhāva, 二つの迷乱の有)はないように、

そのように勝義は認められる。しかし、それが認得されるように、そのように世俗

の真理性は〔認得される〕。(11_16) 
 

 

 

 
107 長尾[1941], 兵藤[1992], 兵藤[2010] pp. 346-359, 本村[2012]などを参照。 
108 [L59.2-4, N2_59.10-12] tattve māyopamatāparyeṣṭau pañcadaśa ślokāḥ. 

yathā māyā tathābhūtaparikalpo nirucyate. 
yathā māyākṛtaṃ tadvat dvayabhrāntir nirucyate.(11_15) 

109 [L59.9-10, N2_60.32-33] 
yathā tasmin na tadbhāvaḥ paramārthas tatheṣyate. 
yathā tasyopalabdhis tu tathā saṃvṛtisatyatā. (11_16) 
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MSABh 11_17 偈文[L 59.14-5, N2_61.27-28]110 

それの無(tadabhāva, 二つの迷乱の無)において、それの因相(tan-nimitta, 二つの迷乱の因

相)の明瞭な姿(vyakti)が認得されるように、そのように、転依において、虚妄分別が

認得される。(11.17) 

 

これらの偈文(k)のみをまず整理すると、以下のようになる。 

 

1)虚妄分別〈幻術〉と二つの迷乱(所取・能取)〈幻術でつくられたもの〉(k15)について 

2)二つの迷乱(所取・能取)が実際に有るとみることが世俗の真理(k16) 

3)二つの迷乱(所取・能取)が実際には無いとみることが勝義であり(k16)、迷乱の因相(nimitta)の

明瞭な姿を見ることが転依において虚妄分別をみること(k17) 

 

ここで偈文に三性説の用語はみられないが、1)が依他起性、2)が遍計所執性、3)が円成実性

にあたると考えられる。次に世親釈を確認する。 

 

MSABh 11_15 世親釈[L59.5-8, N2_59.10-13]111 

「幻術のように」とは、呪文がかけられて、木片や土塊が迷乱の因相(nimitta)となるよ

うに、「虚妄分別」である依他起性の様相(ākāra)は知られるべきである。 

「幻術でつくられたもののように」とは、その幻術において象や馬や黄金などの様相

(ākṛti)がそれの有として顕現する(pratibhāsitā)ように、その虚妄分別において「二つの迷

乱」が所取(grāhya)と能取(grāhaka)として顕現することである遍計所執性の様相(ākāra)は

知られるべきである。 

 

MSABh 11_16 世親釈[L59.11-13, N2_60.33-61.2]112 

「そこに、それの有はないように」つまり、幻術でつくられたものにおいて、象とい

うものなどとして無(hastitvādy-abhāva)であるように、そのようにその依他起性において

「勝義は認められる」つまり妄想された二つの特徴は無い(abhāva)のである。その幻術

 
110 [L 59.14-5, N2_61.27-28] 

tadabhāve yathā vyaktis tannimittasya labhyate, 
tathāśrayaparāvṛttāv asatkalpasya labhyate. (11_17) 

111  [L59.5-8, N2_59.10-13] yathā māyā mantraparigṛhītaṃ bhrāntinimittaṃ kāṣṭhaloṣṭādikaṃ 
tathābhūtaparikalpaḥ paratantraḥ svabhāvākāro veditavyaḥ. yathā māyākṛtaṃ tasyāṃ māyāyāṃ 
hastyaśvasuvarṇādy ākṛtis tadbhāvena pratibhāsitā tathā tasminn abhūtaparikalpe dvayabhrāntir 
grāhyagrāhakatvena pratibhāsitā parikalpitasvabhāvākārā veditavyā. 
112  [L59.11-13, N2_60.33-61.2] yathā tasmin na tadbhāvo māyākṛte hastitvādyabhāvas tathā tasmin 
paratantre paramārtha iṣyate parikalpitasya dvayalakṣaṇasyābhāvaḥ. yathā tasya māyākrtasya 
hastyādibhāvenopalabdhiḥ tathābhūtaparikalpasya saṃvṛtisatyatopalbdhiḥ. 
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でつくられたものが、象などとして「有る」(bhāva)と「認識されるように」、そのよう

に虚妄分別が認識されることが「世俗の真理性」である。 

 

MSABh 11_17 世親釈[L59.16-17, N2_61.29-30]113 

幻術でつくられたものの「無において」、それの「因相(nimitta)」つまり木片などの「明

瞭な姿」が、真の対象として認得されるように、「そのように、転依において」、二つの

迷乱が無となるから、虚妄分別が真の対象として認得される。 

 

ここで、木片、象などの譬喩がみられるが、譬喩を中心に整理すると混乱する可能性がある

ので、譬喩は〈 〉に入れておく。偈文のみで整理した上記の 1)2)3)に、世親釈(Bh)を対応

させると以下のようになる。 

 

1)虚妄分別〈幻術〉と二つの迷乱(所取・能取)〈幻術でつくられたもの〉(k15) 

(Bh15)虚妄分別は依他起性であり、迷乱の因相(nimitta)〈木片など〉である 

2)二つの迷乱が実際に有るとみることが世俗の真理(k16) 

(Bh15)二つの迷乱〈幻術でつくられたもの〉とは、虚妄分別(依他起性)において所取と能取〈象

などの ākṛti, ག5གས་〉として顕現することであり、遍計所執性である。 

(Bh16)虚妄分別(依他起性)〈幻術でつくられたもの〉において、二つの迷乱(所取と能取)が実際

に有る〈象などとして有る〉と見ることが世俗の真理である。 

3)二つの迷乱が実際には無いとみることが勝義であり(k16)、迷乱の因相の明瞭な姿を見るこ

とが転依において虚妄分別をみること(k17) 

(Bh16)虚妄分別(依他起性)において、二つの迷乱(所取と能取)は実際には無いとみること〈幻

術でつくられたものにおいて象などとして無いとみること〉が勝義である。 

(Bh17)迷乱の因相〈木片など〉の明瞭な姿を真の対象としてみることが、転依において虚

妄分別(依他起性)を真の対象としてみること。 

 

ここで安慧釈を挙げて世親釈と比較検討すべきであるが、本稿の主題ではないため、安慧釈

(SA)114の要約を挙げて対応させるにとどめる。 

 

 

 
113 [L59.16-17, N2_61.29-30] yathā māyākṛtasyābhāve tasya nimittasya kāṣṭhādikasya vyaktir bhūtārtha 
upalabhyate tathāśrayaparāvṛttau dvayabhrāntyabhāvād abhūtaparikalpasya bhūto 'rtha upalabhyate. 
114 SAVBh [pMi194b2-195b7, dMi175a2-176a4] 
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1)虚妄分別〈幻術〉と二つの迷乱〈幻術でつくられたもの〉(k15) 

(Bh15)虚妄分別は依他起性であり、迷乱の因相〈木片など〉である 

(SA15)虚妄分別は依他起性であり、迷乱の因相〈木片など〉である 

 

2)二つの迷乱が実際に有るとみることが世俗の真理(k16) 

(Bh15)二つの迷乱〈幻術でつくられたもの〉とは、虚妄分別(依他起性)において所取と能取〈象
などの ākṛti, གxགས་〉として顕現することであり、遍計所執性である。 

(SA15)二つの迷乱〈幻術でつくられたもの〉とは、虚妄分別(依他起性)において所取と能取〈象
などの ད0ིབས་〉として顕現することであり、遍計所執性である。 

(Bh16)虚妄分別(依他起性)〈幻術でつくられたもの〉において、二つの迷乱(所取と能取)が実際

に有る〈象などとして有る〉と見ることが世俗の真理である。 

(SA16)虚妄分別(依他起性)〈木片など〉において、二つの迷乱(所取と能取)が実際に有る〈象

などとして有る〉と見ることが世俗の真理である。 

3)二つの迷乱が実際には無いとみることが勝義であり(k16)、迷乱の因相の明瞭な姿を見るこ

とが転依において虚妄分別をみること(k17) 

(Bh16)虚妄分別(依他起性)において、二つの迷乱(所取と能取)は実際には無いとみること〈幻

術でつくられたものにおいて象などとして無いとみること〉が勝義である。 

(SA16)虚妄分別(依他起性)において、二つの迷乱(所取と能取)は実際には無いとみること〈木

片において象などとして無いとみること〉が勝義である。 

(Bh17)迷乱の因相〈木片など〉の明瞭な姿を真の対象としてみることが、転依において虚

妄分別(依他起性)を真の対象としてみること。 

 

世親と安慧の立場の違いは議論となることがあり115、また後の時代に論じられることとな

る有相唯識と無相唯識の違いと結び付けられることがある。有相唯識は、所取能取として顕

現する行相(ākāra)を依他起性とみる世親の立場であり、無相唯識は、所取能取として顕現す

る行相(ākāra)を遍計所執性としてみる安慧の立場であると説明される116。 

 しかし、ここではその立場の違いは明白でないと思われる。譬喩には違いがあるため混乱

するが、譬喩を除いて整理すると両者ともに、虚妄分別が依他起性であり、迷乱の因相

(nimitta)であり、またそれが二つの迷乱(所取と能取)であると述べるし、その二つの迷乱が実

際に有るとみることを遍計所執性だと述べているにすぎず、所取能取として顕現する行相

が依他起性か遍計所執性か、ということを議論していない。譬喩について詳細に論じること

 
115 兵藤[1992] 
116 沖[1982]、兵藤[2001] 
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はできないが、少なくともここでは、因相(nimitta)の語が虚妄分別と関連づけて述べられて

いるとはいえるだろう。 

 

3.2 因相の識象(nimitta-vijñapti) 

 また、「因相の識象」(nimitta-vijñapti)という複合語の用例がみられる。 

 

MSABh 11_24 偈文・世親釈[L60.24-61.2, N2_70.2-5]117 

迷乱の因相(nimitta)と迷乱は、色の識象(rūpa-vijñapti)と非色の識象とであると認め

られる。 

〔前者は〕無いのだから、またもう一方(後者)も存在しないだろう。(11_24) 

「色の迷乱」についての、因相の識象(nimitta-vijñapti)が、「色の識象」と考えられ、「色」

と呼ばれる。しかしその「色の迷乱」は、「非色の識象」である。「色の識象」というも

のは無いのだから、もう一方の「非色の識象」もまた存在しない。因が無いからである。 

 

この第 24偈では、「因相の識象」(nimitta-vijñapti)とは色の識象(rūpa-vijñapti)であるという。こ

こで因相(nimitta)を識象(vijñapti)と表現している。さらに安慧釈によれば、それは五根・五境

であるという。また「迷乱」については非色の識象であるといい、五識であるという118。つ

まり五根・五境(迷乱の因相)〈所取〉と五識(迷乱)〈能取〉の関係が述べられ、その両者を識象

という語で表現していることになる。 

第 15 偈～第 17 偈では、虚妄分別が依他起性であり、迷乱の因相であり、二つの迷乱(所

取・能取)であるような記述であった。したがって、迷乱の因相は、所取・能取を包括した虚

妄分別全体を表していた。しかしここでは所取のみに限定して迷乱の因相といい、所取・能

取を包括するような語として、あらたに識象という表現が出ている。 

 

3.3 遍計所執性としての因相(nimitta) 

 一方で、次のように、因相が遍計所執性として述べられている例もある。 

 

 

 
117 [L60.24-61.2, N2_70.2-5] 

bhrānter nimittaṃ bhrāntiś ca rūpavijñaptir iṣyate. 
arūpiṇī ca vijñaptir abhāvāt syān na cetarā(11_24) 

rūpabhrānter yā nimittavijñaptiḥ sā rūpavijñaptir iṣyate rūpākhyā. sā tu rūpabhrāntir arūpiṇī vijñaptiḥ. 
abhāvād rūpavijñapter itarāpi na syād arūpiṇī vijñaptiḥ. kāraṇābhāvāt. 
118 SAVBh [pMi198a5-b4, dMi178a6-b6] 
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MSABh 11_38 偈文[L64.13-14, N2_89.19-20]119  

言葉のとおりの対象の概念(yathā-jalpa-artha-saṃjñā)の因相(nimitta)とその習気と、またそ

こから対象が顕現すること(artha-vikhyā)が、遍計所執相である。(11_38) 

 

MSABh 11_39 偈文[L64.21-22, N2_91.8-9]120  

名称と対象のとおりに(yathā-nāma-artha)、対象と名称が顕現する場合、まさに正しくな

い分別の因相(asaṃkalpa-nimitta)が遍計所執相である。(11_39) 

 

ここで、対象の顕現を因相(nimitta)といい、遍計所執性であるといわれている。これは第

15～17 偈のように虚妄分別である因相は依他起性であって、因相のとおりに有ると見るこ

とが遍計所執性であるといわれることと異なる表現である。『大乗荘厳経論』において因相

(nimitta)が遍計所執性とされる例もあることがわかる。 

しかしこのことは、『菩薩地』や「摂決択分中菩薩地」において、遍計所執性は因相(nimitta)

と名と分別に依拠するとはいうが、遍計所執性は五法のいずれでもない[第 1 章「3.2「摂決択

分中菩薩地」における因相(nimitta)と三性説」を参照]といわれていたこととも合わない。このよう

に『大乗荘厳経論』において因相は、依他起性とも遍計所執性とも表現され、虚妄分別全体

を指すこともあれば、対象の顕現を指すこともあることがわかる。そのことが因相の意味を

確かめることを困難にしている。 

 

4 因相(nimitta)の概念についてのまとめ 

以上、『大乗荘厳経論』以前の諸文献、及びこれから考察する第 19章以外の『大乗荘厳経

論』の各章における、因相(nimitta)の概念についてみてきた。 

阿含以来の用例としては「とらえた対象の特徴」のような「結果としての因相」の意味と、

苦が生みだされる根源となる「原因としての因相」の意味を確認した。 

また、『菩薩地』においては、言語表現によってとらえられた特徴としての因相と、その

言語表現の原因としての因相の意味がみられ、因相から分別が生じ、分別から因相が生じる

という表現で、因相は分別の原因と結果の両方を表していた。 

『解深密経』や『瑜伽師地論』「摂決択分中菩薩地」では、その因相が依他起性と表現さ

れ、分別そのものであるような表現もみられる。とくに『解深密経』では、〈諸行の因相〉

 
119 [L64.13-14, N2_89.19-20] 

yathājalpārthasaṃjñāyā nimittaṃ tasya vāsanā,  
tasmād apy arthavikhyānaṃ parikalpitalakṣaṇaṃ.(11_38) 

120 [L64.21-22, N2_91.8-9] 
yathānāmārtham arthasya nāmnaḥ prakhyānatā ca yā,  
asaṃkalpanimittaṃ hi parikalpitalakṣaṇaṃ.(11_39) 
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(saṃskāra-nimitta)という表現で、依他起性であり分別の活動領域といわれ、「摂決択分中菩薩

地」では因相と分別は異ならないと述べられていた。因相が依他起性と表現されることにつ

いては、阿含において縁(paccaya)の同義語として使われる例があることをふまえても妥当で

あるといえる。因相に「諸行」という語を加えた〈諸行の因相〉という語は、縁起的存在と

しての因相を強調した表現と考えることができる。 

 『大乗荘厳経論』においてもそれは引き継がれており、基本的に因相は依他起性であり虚

妄分別であるとされる。しかし一部において遍計所執性とされる例もある。一方で清浄なる

ものの原因も因相と表現され、雑染と清浄の両方を成り立たせる根拠として因相の語が使

われていた。このことはアーラヤ識という概念が要請される背景となっている可能性が考

えられる。以上をふまえて第 19章「功徳品」の考察に入りたい。 
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第 4章 第 19章「功徳品」の考察 
 

第 19章「功徳品」全体の構成は、『菩薩地』「菩薩功徳品」と比較し、内容は異なるとこ

ろも多いが、構成されている小項目はほぼ『菩薩地』「菩薩功徳品」にしたがっている。本

稿で主に扱うのは、如実遍智(yathābhūta-parijñāna, 如実知, 如実智)について述べられる箇所で

ある。この前には、仮説の建立(仮建立、施設建立 prajñapti-vyavasthāna)として教法の仮説の建

立(法仮建立)、真実の仮説の建立(諦仮建立)、道理の仮説の建立(道理仮建立)、乗の仮説の建立(乗

仮建立)が挙げられ、その次にあたる箇所であるが、この流れも『菩薩地』「菩薩功徳品」と

同様である。 

第 47偈で四種の考察(paryeṣaṇā, 尋思, 求知)とし、1)名称の考察(nāmaparyeṣaṇā名求)、2)事態

の考察(vastuparyeṣaṇā, 物求)、3)自性の仮説の考察(svabhāva-prajñapti-paryeṣaṇā, 自性求)、4)区別

の仮説の考察(viśeṣa-prajñapti-paryeṣaṇā, 差別求)が挙げられる[第二部 47.1参照]。 

次の第 48偈からは如実遍智について 10偈があるといい(実際は 8偈)、第 48偈において四

種の如実遍智として、1)名称の探求に関するもの(nāma-paryeṣaṇāgata, 縁名如実知, 名尋思所引如

実智)、2)事態の探求に関するもの(vastuparyeṣaṇāgata, 縁物如実知, 事尋思所引如実智)、3)自性の仮

説の探求に関するもの(svabhāvaprajñaptiparyeṣaṇāgata, 縁自性如実知, 自性仮立尋思所引如実智)、4)

区別の仮説の探求に関するもの(viśeṣaprajñaptiparyeṣaṇāgata, 縁差別如実知, 差別仮立尋思所引如

実智)が述べられる[第二部 48.1参照]。『菩薩地』「菩薩功徳品」では「真実義品の如し」と述べ

られるのみで詳細は述べられない。 

安慧釈ではこの箇所について、勝解行地(མོས་པ་7ོད་པའི་ས, adhimukti-caryā-bhūmi)において、名称と

事態と自性と区別を考察したならば(四尋思)、初地(ས་དང་པོ, prathama bhūmi, ādibhūmi)において如

実遍智が生じることが述べられる[第二部 48.3.1.1参照]。さらに「すべての地において〔如実遍

智が〕生じる」[第二部 48.3.1.3参照]というから、ここでは勝解行地から十地の菩薩に至るまで

の課題を扱っていると考えられる。 

その次の偈である第 49偈において、第 19章では最初に因相(nimitta)の語がみられる。 

 

1 三つの因相(nimitta)について 

 

MSABh 19_49 偈文[L169.3-4, N4_43.19-20, 第二部 49.1] 

束縛するもの(bandhana, 能縛)は、まさに住処(pratiṣṭhā, 住持)と受用(bhoga)と種子

(bīja)の因相(nimitta)である。一方、依り所を伴う心心所(citta-caitta)は、ここに種子

を伴って束縛される(bandhyante, 所縛)。(19_49) 
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ここにまず、住処の因相(pratiṣṭhā-nimitta, 住持因)、受用の因相(bhoga-nimitta, 受用因)、種子の因

相(bīja-nimitta, 種子因)という三種の因相(nimitta)が述べられる。この複合語については、袴谷

[1979]にもすでに指摘されているように、無性註に複合語の解釈がなされている121。そこで

は住処の因相と種子の因相は karmadhāraya、受用の因相は tatpuruṣaであると述べられて

いる。したがって、これにしたがって意味をとって翻訳すれば、「住処という因相」「受用

にとっての因相」「種子という因相」ということになる。世親釈では、 

 

MSABh 19_49 世親釈[L169.5-8, N4_43.21-23, 第二部 49.2] 

そのうち、「住処という因相(pratiṣṭhā-nimitta)」とは器世間(bhājana-loka)である。「受用

にとっての因相(bhoga-nimitta)」とは色などの五境（色・声・香・味・触）である。「種子

という因相(bīja-nimitta)」とは、それら（住処と受用）の種子であるアーラヤ識(ālaya-vijñāna)

である。ここにおいて、つまり三種の因相において、依り所を伴う(sāśraya)心・心所は

束縛される。またそれら（住処と受用）の種子であるアーラヤ識も〔束縛される〕。さら

にいえば、依り所とは眼など〔六根〕であると知るべきである。 

 

となっている。住処の因相(pratiṣṭhā-nimitta)は器世間であるというから、住処がすなわち因相

である。それにより「住処という因相」と karmadhārayaの意味で訳すことができる。受用

の因相(bhoga-nimitta)、は五境であるというから、「受用にとっての因相」という tatpuruṣa

の意味である。種子の因相(bīja-nimitta)はアーラヤ識であるというから、「種子という因相」

karmadhārayaの解釈で矛盾しない。 

 

1.1 pratiṣṭhā-bhoga-bījaと類似する表現 

この三語と類似する表現が『中辺分別論』や『大乗荘厳経論』の他の章にみられる。まず、

『中辺分別論』第 3章「真実品」には以下のように述べられる。 

 

MAVBh 3_22[N48.6-10]122  

仮説を伴い原因を伴う(saprajñapti-sahetukā)因相 (nimitta)の点から、対象を伴う

(sārtha)寂静の点から、最後のものが説かれた。(3_22) 

〔最後のものとは〕有為と無為とである。そのうち「仮説を伴うもの(saprajñapti)」とは、

 
121 MSAṬ [pBi180a1-a7, dBi160b4-161a2] 
122 [N48.6-10] 

saprajñapti-sahetukāt, 
nimittāt praśamāt sārthāt paścimaṃ samudāhṛtam. (3_22) 

saṃskṛtāsaṃskṛtaṃ. tatra saprajñaptir nāma-kāyādayaḥ. hetur bījasaṃgṛhītam ālaya-vijñānam. nimittaṃ 
pratiṣṭhā-deha-bhoga-saṃgṛhītam, pravṛtti-vijñāna-saṃgṛhītaś ca mana-udgraha-vikalpaḥ. 
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名称の集合などである。「原因(hetu)」とは種子として包摂されるアーラヤ識である。「因

相(nimitta)」というのは、住処(pratiṣṭhā)・身体(deha)・受用(bhoga)として包摂される〔ア

ーラヤ識〕であり、また転識として包摂される意(manas)・取(udgraha)・分別(vikalpa)であ

る。 

 

このように、『中辺分別論』第 3章「真実品」第 22偈の世親釈に pratiṣṭhā-deha-bhogaの

語がみられる。有為について説明して「仮説と原因を伴う因相(nimitta)」といい、その因相

(nimitta)とは、住処(pratiṣṭhā)・身体(deha)・受用(bhoga)として包摂されるアーラヤ識と、意(manas, 

末那識)・取(udgraha, 前五識)・分別(vikalpa, 意識)であるという。 

この六項目は、『大乗荘厳経論』第 9章「菩提品」に相当する語句がみられる。第 41偈か

ら、転回の区分(parāvṛtti-bheda)によって自在性の区分を示すといって、転依について述べら

れるが、そこに「住処(pratiṣṭhā)の転回」(9_45)、「五根(indriya)の転回」(9_41)、「対象(artha)の

転回」(9_43)、「意(manas)の転回」(9_42)、「取(udgraha)の転回」(9_43)、「分別(vikalpa)の転回」

(9_44)という六項目がみられ、上記の六項目と類似している123。 

同じく『大乗荘厳経論』第 11章「求法品」第 40偈124に、この六項目に相当する語句がみ

られる。虚妄分別である依他起性について、三種・三種の顕現(trividha-trividha-ābhāsa)といい、

世親釈において、所取の三種として「場所としての顕現(pada-ābhāsa)」、「対象としての顕現

(artha-ābhāsa)」「身体としての顕現(deha-ābhāsa)」といい、能取の三種として「意としての顕

現(manas-ābhāsa)」「取としての顕現(udgraha-ābhāsa)」「分別としての顕現(vikalpa-ābhāsa)」を挙

げる。同章第 44偈では前三種(pada-artha-deha)は複合語として表され、第 45偈では後ろ三種

が複合語ではないがまとまってみられる。 

以上について表にまとめると次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 
123 他に愛欲(mithuna)の転回、虚空の想(ākāśasaṃjñā)の転回を加えて八つの転回が述べられる。 
124 [L64.27-65.5, N2_92.32-93.3] 

trividhatrividhābhāso grāhyagrāhakalakṣaṇaḥ. 
abhūtaparikalpo hi paratantrasya lakṣaṇaṃ.(11_40) 

trividhas trividhaś cābhāso 'syeti trividhatrividhābhāsaḥ. tatra trividhābhāsaḥ 1)padābhāso 2)'rthābhāso 
3)dehābhāsaś ca. punas trividhābhāso 1)mana2)udgraha3)vikalpābhāsaḥ. mano yat kliṣṭaṃ sarvadā. 
udgrahaḥ pañca vijñānakāyāḥ. vikalpo manovijñānaṃ. tatra prathamas trividhābhāso grāhyalakṣaṇaḥ. 
dvitīyo grāhakalakṣaṇaḥ. ity ayam abhūtaparikalpaḥ paratantrasya lakṣaṇaṃ. 
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典拠 『中辺分別論』第 3章 『大乗荘厳経論』第 9章 『大乗荘厳経論』第 11章 『大乗荘厳経論』第 19章 

主題 有為、因相(nimitta) 転回(parāvṛtti) 所取・能取の顕現 能縛(因相)・所縛 

 住処(pratiṣṭhā) 住処(pratiṣṭhā) 場所(pada) 住処(pratiṣṭhā)  

 受用(bhoga) 対象(artha) 対象(artha)  受用(bhoga) 

 身体(deha)  五根(indriya) 身体(deha) 種子(bīja) 

 意(manas) 意(manas) 意(manas) 心・心所(citta-caitta)̶ 

 取(udgraha) 取(udgraha) 取(udgraha)  

 分別(vikalpa) 分別(vikalpa) 分別(vikalpa)  

 

以上をふまえて、第 19章で取り上げられる住処、受用、種子の因相についてまず検討する。 

 

1.2 住処という因相(pratiṣṭhā-nimitta)について 

世親釈において住処の因相(pratiṣṭhā-nimitta)は器世間であるというが、安慧釈ではこのよ

うに説明する。 

 

SAVBh 19_49 安慧釈 
[第二部 49.3.1.1] そのうち「住処という因相」(pratiṣṭhā-nimitta)とは、器世間(:ོད་;ི་འཇིག་=ེན་, 

*bhājanaloka)である。因相(nimitta)と境(&ལ་, *viṣaya)というのは同じ意味であるから、器世

間とはアーラヤ識(@ན་གཞི་Bམ་པར་ཤེས་པ་, *ālayavijñāna)による所縁の境であるから、器世間のことを

住処という因相といわれる。それゆえ三十論などでも、アーラヤ識は住処を識知するも

の(གནས་Bམ་པར་རིག་པ་, *sthāna-vijñaptika)であると説かれる。 

 

[第二部 49.3.1.2] どのように束縛されるか。住処という因相の習気と、受用にとっての

因相の習気をアーラヤ〔識〕において蓄積することによって習気が断じられず、つまり

習気をともなっているかぎり解脱はないから、このように束縛される。 

 

[第二部 49.3.2] 「そのうち住処という因相とは器世間である」という場合、「住処」と

は器世間についていうのであり、それら(器世間)はまさにアーラヤにとっての住処であ

るから、住処という因相といわれる。 
 

このように安慧釈では、「住処という因相」(pratiṣṭhā-nimitta)は器世間でありアーラヤ識の所

縁の境であるとされる。またアーラヤ識は住処を識知するもの(གནས་Bམ་པར་རིག་པ་, sthāna-vijñaptika)で

所取 

能取 

能縛 

所縛 
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あると、『唯識三十論』をあげて解説する125。 

一方、『大乗荘厳経論』第 9章「菩提品」第 45偈では、住処の転依について、以下のよう

に述べられる。 

 

MSABh 9_45 偈文・世親釈[L41.19-22, N1_230.11-13]126 

住処(pratiṣṭhā)が転回したとき(parāvṛttau)最高の自在性(vibhutva)が得られる。無垢

の場所において、諸仏には無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)がある。(9_45) 

住処が転回したとき、無漏の界において、諸仏には無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)とい

う最高の自在性が得られる。 

 

このように住処(pratiṣṭhā)が転回したときには、諸仏には「無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)」と

いう最高の自在性が得られるという。この住処(pratiṣṭhā)を説明して、安慧釈では、「アーラ

ヤ識と、その所縁の境である器世間、大地とをいう。アーラヤ識は善・不善の習気の住処と

なり、身体と受用と住処もまた、同じ阿頼耶識がそのように顕現するから、アーラヤ〔識〕

を住処という」とある。ここで安慧は、「住処」の二つの意味を示している。一つは「アー

ラヤ識の所縁の境である器世間」という意味と、もう一つは「アーラヤ識という習気の住処」

という意味である。 

第 19章では、「住処という因相」(pratiṣṭhā-nimitta)という語によって、前者のみ表している

ようである。そして、後者は「種子という因相」(bīja-nimitta)と別の因相によって説明してい

るといえる。世親釈では、「種子という因相(bīja-nimitta)とは、それら(住処と受用)の種子であ

るアーラヤ識(ālaya-vijñāna)である」と述べられている。安慧釈でも次のように述べられる。 
 

 

 
125 TrBh [L18.14,21] 

vipāko mananākhyaś ca vijñaptir viṣayasya ca, 
tatrālayākhyaṃ vijñānaṃ vipākaḥ sarvabījakaṃ.(k2) 

玄奘訳[T31.60a29,b4] 
謂異熟思量 及了別境識 
初阿頼耶識 異熟一切種 

TrBh [L19.9,29] 
asaṃviditakopādi-sthāna-vijñaptikañ ca tat, 
sadā sparśa-manaskāra-vit-saṃjñā-cetanānvitaṃ.(k3) 

玄奘訳[T31.60b5,b6] 
不可知執受 處了常與觸  
作意受想思 相應唯捨受 

126 [L41.19-22, N1_230.11-13] 
pratiṣṭhāyāḥ parāvṛttau vibhutvaṃ labhyate paraṃ. 
apratiṣṭhitanirvāṇaṃ buddhānām amale pade.(9_45) 

pratiṣṭhāparāvṛttāv apratiṣṭhitanirvāṇaṃ paramaṃ vibhutvaṃ labhyate buddhānām anāsrave dhātau. 
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SAVBh 19_49 安慧釈  

[第二部 49.3.1.1] 「種子という因相」(bīja-nimitta)とは、アーラヤ識のことをいう。アー
ラヤ識とは、住処と受用などの因相の沈澱したものである習気(བག་ཆགས་, *vāsanā)の依り所

というから、種子という因相といわれるのである。 

 

以上をまとめると、「住処」(pratiṣṭhā)という語には「アーラヤ識の境(器世間)」の意味と、

習気の依り所となる「アーラヤ識自体」の意味がある。第 19章では前者について「住処と

いう因相」(pratiṣṭhā-nimitta)といい、後者について「種子という因相」(bīja-nimitta)と表されて

いるといえる。したがって前者の「住処という因相」は識のはたらきの結果顕れたものであ

り、「結果としての因相」、後者の「種子という因相」(bīja-nimitta)は識の生じる原因となるか

ら「原因としての因相」を表しているといえる。「種子という因相」については後に述べる。 

この「住処という因相」という語で表される「器世間」は、如実遍智が述べられる一連の

偈の最後である第 55偈の世親釈において、仏土清浄に関連して述べられる。このことは後

に考察する。 

 

1.3 受用にとっての因相(bhoga-nimitta)について 

世親釈において、「受用にとっての因相(bhoga-nimitta)」とは色などの五境(色・声・香・味・

触)であるとされる。安慧釈は、受用と受用にとっての因相(nimitta)を次のように説明する。 

 

SAVBh 19_49 安慧釈 

[第二部 49.3.1.1]「受用」とは、眼識から意識までの六識のことを受用という。六識の因

相つまり境とは、色・声・香・味・触の五境である。 

 

第 9 章「菩提品」において、「受用」はたびたび取り上げられる。第 9 章第 43 偈では、

取(udgraha)の転依について述べられる箇所にこのように述べられる。 

 

MSABh 9_43 偈文・世親釈[L41.11-14, N1_229.1-4]127 

対象を伴う(sārtha)取(udgraha)が転回したとき、最高の自在性が得られる。土を清浄

にすること(kṣetra-śuddhi)において、欲するままに受用(bhoga)を示現するからであ

る。(9_43) 
 

127 [L41.11-14, N1_229.1-4] 
sārthodgrahaparāvṛttau vibhutvaṃ labhyate paraṃ. 
kṣetraśuddhau yathākāmaṃ bhogasaṃdarśanāya hi.(9_43) 

arthaparāvṛttau udgrahaparāvṛttau ca kṣetraviśuddhivibhutvaṃ paramaṃ labhyate yena yathākāmaṃ 
bhogasaṃdarśanam karoti. 
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対象が転回したとき、また取が転回したとき、最高の、土を清浄にする自在性(kṣetra-

viśuddhi-vibhutva)が得られる。それによって、欲するままに受用を示現する。 

 

このように取(udgraha)の転依について説明して、仏土を清浄にすることにおいて欲するまま

に受用を示現すると述べられる。安慧釈では、「対象を伴う取」ということについて、「対象」

とは六境、「取」は五識であるといわれる。また五識が不浄である時は、眼識は色を見て色

を受用することしかできないが、清浄となり転依したとき、「五識によってその仏土に不死

(བFད་Gི་, amṛta, 甘露)の池や如意樹などのさまざまな受用を示現する」128という。 

 また第 9章では「受用」の語は、第 60、61偈で「受用身」、第 69偈では「受用仏」とし

て表現される。 

 

MSABh 9_60 偈文・世親釈[L45.2-7, N1_245.27-246.1]129 

仏身の区別について七つの偈がある。 

自性と受用とまた変化身がある。というのは、諸仏には身体の区別があるからであ

る。最初のものは〔あとの〕二つの依り所である。(9_60) 

諸仏には三種の身体がある。自性身(svābhāvika)とは転依(āśraya-parāvṛtti)を特質とする法

身である。受用身(sāṃbhogika)とは、それによって、諸の衆会で法の受用(dharma-saṃbhoga)

をなす。変化身(nairmāṇika)とは、それによって、化作をもって衆生利益をなす。 

 

MSABh 9_61 偈文・世親釈[L45.8-11, N1_246.21-24]130 

一切の界において、受用〔身〕は異なっている。取り囲む大衆という点で、土(kṣetra)

という点で、名称という点で、身体という点で、法の受用と実行という点で。(9_61) 

その中で、受用身は、一切の界において、集会と、名称と、身体と法の受用と行為によ

って異なっている。 

 

 
128  SAVbh [pMi143a5-7, dMi127b4-6] =མ་པར་ཤེས་པ་Dའི་ཚXགས་མ་དག་པའི་Nས་ན་ནི་མིག་གི་=མ་པར་ཤེས་པས་Tང་གxགས་ལ་དམིགས་ཤིང་གxགས་ལ་
ལོངས་Cོད་0ེད་པ་ཙམ་ལས་མི་�ས་ཏེ། སོ་སོའི་!ལ་ཉི་ཚ�་ལ་འbག་པ་ཙམ་ལས་pག་པར་མི་�ས་པ་ལས་ནམ་དག་8ེ་གནས་Jར་པ་ན་=མ་པར་ཤེས་པ་D་ལ་སངས་Yས་Tི་ཞིང་དེ་དག་ན་བNད་
uིའི་Sིང་དང་། དཔག་བསམ་5ི་ཤིང་ལ་སོགས་པའི་ལོངས་Cོད་=མ་པ་g་ཚXགས་8ོན་ཏེ། འཛ*ན་པ་གཞན་N་Jར་པ་ལས་ནི་འ0ོར་པའི་མཆོག་ཐོབ་པར་འJར་རོ། ། 
129 [L45.2-7, N1_245.27-246.1] buddhakāyavibhāge sapta ślokāḥ. 
 svābhāviko 'tha sāṃbhogyaḥ kāyo nairmāṇiko 'paraḥ. 
 kāyabhedā hi buddhānāṃ prathamas tu dvayāśrayaḥ.(9_60) 
trividhaḥ kāyo buddhānāṃ. svābhāviko dharmakāya āśrayaparāvṛttilakṣaṇaḥ. sāṃbhogiko yena 
parṣanmaṇḍaleṣu dharmasaṃbhogaṃ karoti. nairmāṇiko yena nirmāṇena sattvārthaṃ karoti. 
130 [L45.8-11, N1_246.21-24] 
 sarvadhātuṣu sāṃbhogyo bhinno gaṇaparigrahaiḥ. 
 kṣetraiś ca nāmabhiḥ kāyair dharmasaṃbhoga-ceṣṭitaiḥ.(9_61) 
tatra sāṃbhogikaḥ sarvalokadhātuṣu parṣanmaṇḍala-buddhakṣetra-nāma-śarīra-dharmasaṃbhoga-
kriyābhir bhinnaḥ. 
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MSABh 9_69 偈文・世親釈[L46.24-47.2, N1_253.29-254.3](再掲) 

〔大円鏡智は〕一切智の因相(nimitta)であることから、大きな智の蔵に喩えられる。

またそれは、智の影像を生じるから受用仏であること(saṃbhoga-buddhatā)である。
(9_69) 

またそれら平等性智などの一切の種類の因であることだから、一切智の蔵に喩えられ

る。そしてそれは受用仏であり、また、その智の影像を生じるからそれは大円鏡智とい

われる。 

 

「受用」(bhoga)の語は saṃbhoga, upabhoga などに置き換えられる場合もある。袴谷

[1979]では、「bhoga は、一般的にいえば、動詞 BHUJ から派生した名詞で、精神的および

肉体的享受そのものを意味すると共に、その主体が享受する対象物さえも含意する。

MSA(Bh)の用例でもやはり同様の幅があるが、精神的享受を指す場合は、偈中の bhoga が

saṃbhoga や upabhoga に置き換えられる場合が多い。逆に bhoga が自己の享受する所有

物の意味に用いられる場合は、MSABh でも bhoga がそのまま使用されているように見受

けられる」という。 

第 9 章第 43 偈では、この「受用」は、「対象」(六境)や「取」(五識)と関わることであり、

また転依したとき最高の自在性が得られ、土を清浄にすると述べられていた。また第 60、

61偈における「受用身」も「土」(kṣetra)に関わることであり、「受用」と「土を清浄にする

こと」は関係が深い。「受用」ということが「受用としての因相」というかたちで「住処と

いう因相」とともに第 19章で取り上げられる理由と関係していると考える。このことは後

に考察する。 

次に、第 9章第 61偈の安慧釈によれば、「染汚意が転依して平等性智となり、意識が転

依して妙観察智となり、諸の〔十〕地の菩薩に法の大きな受用をなさしめるものを受用身と

いう」131とあり、染汚意や第六意識の転依と関わるものとされる。さらに第 69偈では大円

鏡智を説明して受用仏ということが述べられるから、アーラヤ識との関連も示唆される。し

たがって、受用は必ずしも六境、五識にだけ関わるのではなく、六識、染汚意、アーラヤ識

とも関わる広い概念であることがわかる。 

それをふまえて第 19章における「受用」について確かめると、世親釈では「受用にとっ

ての因相」は五境といい、安慧釈ではさらに、「受用」は六識であるという。第 9章で対象

と取の転回によって欲するままに受用を示現するという場合の「対象」は六境、「取」は五

識といわれていたから、そのまま重ならないところもあるが、おおむね「受用にとっての因

相」は識の対象であり、五境あるいは六境をさす。 
 

131 SAVBh [pMi152a7, dMi135b7] 
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したがって、「住処という因相」にしても「受用にとっての因相」にしても、対象として

の器世間、対象としての五境を表しており、識がはたらいた結果顕れているものであり、

「結果としての因相」にあたるといえる。また、住処と受用という語はいずれも仏土清浄に

関連する語であることはあまり指摘されておらず、本章「4 仏土清浄について」において考

察する。 

 

1.4 種子という因相(bīja-nimitta)について 
すでに述べたように、「住処という因相」や「受用としての因相」が、対象としての因相

を述べている一方、「種子という因相」の概念は趣が異なる。種子の意味からすれば、原因

としての因相といえる。ここで世親釈では、「種子という因相(bīja-nimitta)とは、それら（住

処と受用）の種子であるアーラヤ識(ālaya-vijñāna)である」という。『中辺分別論』第 3章「真

実品」の世親釈で因相(nimitta)をアーラヤ識としていたが、『大乗荘厳経論』世親釈におい

て、因相(nimitta)に対して直接的にアーラヤ識と言及しているのは、おそらくここが最初で

はないかと考えられる。因相(nimitta)の語は、とらえる対象という意味と同時に、アーラヤ

識と関わりをもつことがわかる。第 19章で世親釈がアーラヤ識というのは、ここと第 51偈

で「麁重の集積」(dauṣṭḥulya-kāya)をアーラヤ識という箇所132と、第 76偈で心(citta)・意(manas)・

識(vijñāna)を説明して、心(citta)とはアーラヤ識であるという箇所133のみである。 

 

2 声聞独覚と菩薩の差異 

以上のように、三つの因相(nimitta)について述べられる第 49偈から、ひきつづき第 54偈

まで因相(nimitta)について論が展開される。ここでは特に声聞独覚と菩薩の違いを主題とし

ていると考えられる。 

 

2.1 人我の因相と法の因相の消滅 

第 50偈においては、まず因相(nimitta)を「現前に立てられた因相」と「自ら立っている因

相」の二つに分けて示す。それについて世親釈では次のようにいう。 

 

MSABh 19_50 世親釈[L169.11-17, N4_45.18-25, 第二部 50.2] 

そのうち、「現前に立てられた因相」とは、聞・思・修の実践により所縁とされたもの

であり、妄想されたものである。「自ら立っている〔因相〕」とは、本来所縁となって

いるものであり、努力せずに妄想されたものである。 

 
132 [第二部 51.2] 参照 
133 [W174.13-17, N4_77.1-5] 参照 
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このように述べたのち、因相(nimitta)の対治について次のようにいう。 

 

その両者には順序がある。というのは、立てられた〔因相の消滅〕が先にあり、自ら立

っている〔因相の消滅〕が後である。その場合、四顛倒を伴った人我の因相(pudgala-

nimitta)を消滅させている(vibhāvayan)行者は、声聞の菩提か独覚の菩提を獲得する。すべ

ての法の因相を消滅させているものは大菩提〔を獲得する〕。これによって、如実遍智

が、どのように束縛を遍智して解脱を導くのか、それが明らかにされた。 

 

声聞独覚の菩提は、四顛倒を伴った人我の因相(pudgala-nimitta)を消滅させている行者が得る

とする。それに対して菩薩は、すべての法の因相(sarva-dharma-nimitta)を消滅させ、大菩提

(mahābodhi)を得るとする。 

 

2.2 消滅の意味 

この「消滅させる」134の意味をどのように考えるかが問題である。第 50偈の世親釈では、

vibhāvana(消滅)を説明して、vigama(消え去ること) 、anālambanībhāva(所縁にならないこと)、

akalpana(分別しないこと)と説明している。安慧釈では繰り返し「空として消滅させる」とい

う。	

 次に第 51 偈では、「滅」(kṣaya)ということについて述べられる。偈文と世親釈において、

それぞれ次のようにいう。 

 

MSABh 19_51 偈文[L169.18-19, N4_47.3-4, 第二部 51.1] 

真如を所縁とし、二取を離れており、麁重(dauṣṭḥulya)の集積を直接知(pratyakṣa, 現

量)する智が、それを滅するために(tat-kṣaye)、智者たちにはあると考えられる。 
 

 
134 ここで「消滅させる」と訳した vibhāvayanについて、小谷[1980]の補註 1に詳細に検討されている。
vi√bhūの causativeであり、to think of, to aware of, see, observe minutelyを意味し、漢訳でも「観察」と
訳されることもあるが、玄奘訳は「不分別」とされている。またチベット訳では =མ་པར་འཇིག་པ་であり、「破壊」
を意味する。偈や註釈の意味からすると、観察する仕方、あるいは観察内容を、より具体的に表現するた
めに採用された訳語ではないかと指摘している。また長尾[1987]は『摂大乗論』3.6 の注(p. 27, 注 2)にて、
bhūの使役相に認識するの意があり、vi-はその否定とみて、「分別しない」と訳したとする。『大乗荘厳経
論』のチベット訳にも言及し、「rnam bśig naすなわち「止滅せしむる」というのは生起(saṃbhava)の反対
語として破壊(vibhava)の語があるなどに徴して、「存在せしめない」と理解しうるだろう」と述べ、分別し
ないという偈の内容と抵触しないとしている。	
冒頭に挙げた『八千頌般若経』にも vi√bhūを使った表現がある。 

tat kiṃ manyase subhūte api nu bodhisattvasya mahāsattvasya prajñāpāramitāyāṃ carato nimittaṃ 
vibhāvitaṃ bhavati. （スブーティよ、これをあなたはどう思うか。いったい、般若波羅蜜を行じる菩薩摩
訶薩にとって、因相(nimitta)は消滅しているのか）というように、vibhāvitaという表現を用いている。 
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MSABh 19_51 世親釈[L169.20-23, N4_47.5-8, 第二部 51.2] 

これ（この偈）によって、どのように、三つの自性を遍智することによって、依他起性

を滅するために〔智が〕起こるのかが明らかにされた。「真如を所縁とする」ことによ

り、円成実性を遍智し、「二取を離れる」ことにより、遍計所執〔性〕〔を遍智し〕、

「麁重の集積を直接知する」ことにより、依他起〔性〕〔を遍智する〕。まさにその麁

重の集積であるアーラヤ識を滅するために〔智が〕起こる。「それを滅するため」と

は、その滅を目的としてということである。 

 

このように、三つの自性(円成実性、遍計所執性、依他起性)を遍智すること(parijñāna)によって、

依他起性であるアーラヤ識を滅するという。このことについて、安慧釈では以下のように述

べる。 

 

SAVBh 19_51 安慧釈 

[第二部 51.3.1.4] 「それを滅するため、〔智が〕智者たちにはあると考えられる」とい

うのは、このように、菩薩は三つの特質を直接知するから、アーラヤ識である依他起相

について、煩悩〔障〕と所知障を何もかも滅し清浄にして、解脱を得ることになると考

えられるという意味である。 
 

[第二部 51.3.2] 「麁重の集積を直接知することにより」という場合、麁重の集積とは、

煩悩〔障〕と所知障のことをいう。アーラヤ識はすべての顛倒の因であると知るならば、

依他起相を直接知することになるという意味である。 

「それを滅するために」などというのは、麁重の集積であるアーラヤ識における煩悩

〔障〕と所知障を滅するために、三つの特質を直接知するという意味である。三つの特

質を直接知するならば、アーラヤ識における随眠の存在を滅することよって、解脱を得

ることになるという意味である。 

 

この安慧釈においては、依他起性やアーラヤ識を滅するといっても、それは麁重の集積であ

る煩悩障と所知障を滅することであるといい、さらに随眠を滅する、ともいう。そしてそれ

は、世親釈では三つの自性を遍智することによってもたらされるといい、さらに安慧釈では

「遍智すること」は「直接知すること」(pratyakṣa)という意味であるという。 

まとめれば、三性を遍智、直接知することにより、煩悩障・所知障の消滅がもたらされる

ことが、依他起性やアーラヤ識の消滅であるということであり、それがまた因相(nimitta)の

消滅であるという。 
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2.3 因相(nimitta)と無因相(animitta)は異ならない 

ここまで因相(nimitta)の消滅ということが述べられてきた。因相(nimitta)を消滅することが

無因相(animitta)であると考えられそうであるが、第 52 偈では単にそのようには言わず、菩

薩は因相(nimitta)と無因相(animitta)は異ならないものとして修習するという。 

 

 MSABh 19_52 偈文[L169.18-19, N4_48.6-7, 第二部 52.1] 

真如(tatathā)を所縁とする智は、異ならないもの(anānātva)として修習されたもので

ある。 

存在する〔対象〕と存在しない対象についての直接知であり、また分別から自在で

あるといわれる。(19_52) 
 

この「異ならないもの(anānātva)」というのは、菩薩にとっては因相(nimitta)と無因相(animitta)

の二つが異ならないものであることを、世親釈において以下のように述べられる。 

 

MSABh 19_52 世親釈[L169.20-26, N4_48.8-13, 第二部 52.2] 

「異ならないものとして修習されたものである」〔というのは〕、因相(nimitta)と真如

(tatathā)の二つを異ならないものとして見るからである。これによって声聞の無因相

(animitta)よりも菩薩の無因相の方がすぐれていることが明らかにされた。というのは、

彼ら(声聞)は因相と無因相との二つを異なるものと見て、あらゆる因相を思索すること

なく、また無因相の界(dhātu)を思索することによって、無因相に到達する。しかし菩薩

たちは、真如と別なものとして因相を見るのではなく、因相がそのまま無因相であると

見るのであり、それゆえ彼ら(菩薩)のその智は、「異ならないものとして修習されたもの

である」。また「存在する対象」である真如について、また「存在しない対象」である

因相について「直接知であり、また分別から自在であるといわれる」〔というのは〕分

別のとおりにあらゆる対象が成立しているから、分別から自在であることが得られて

いるからである。 

 

菩薩は、真如と別なものとして因相を見るのではなく、因相がそのまま無因相であると見る

という。さらに安慧釈では、以下のように註釈される。 

 

SAVBh 19_52 安慧釈 

[第二部 52.3.1.1] その場合、聖声聞らもまた四顛倒を伴う人我は空であると知る正智を

修習するから、聖声聞には正智がある。聖声聞には正智があるが、菩薩たちに正智があ
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ることとのどんな違いがあるのかと問うから、正智の違いを示そうとして、「真如を所

縁とする智は、異ならないものとして修習されたものである」などという。 

 この偈によって、声聞たちの無因相についての修習より、菩薩たちの無因相について

の修習がすぐれていることを示している。どのようにかと問う。聖声聞たちは、因相と

無因相の二つを異なるものと修習する。そのうち、因相というのは、流転(འཁོར་བ་, *saṃsāra, 

生死, 輪廻)についていう。無因相というのは、涅槃(I་ངན་ལས་འདས་པ་ nirvāṇa)についていう。 

 

安慧釈では、因相は流転(輪廻)であり、無因相は涅槃であるとまず押さえる。そして声聞独

覚と菩薩は、その修習の仕方が異なるという。 

 
SAVBh 19_52 安慧釈  

[第二部 52.3.1.2] 〔声聞は〕流転については、生と老などの苦を伴うから、非寂静の本

性として作意する。涅槃については、一切の苦を断じているから、寂静の特質として作

意する。流転は断じようと欲して、涅槃は直接知しようと欲する。 

 

[第二部 52.3.1.3] そのうち、「真如を所縁とする智」というのは、諸法の自性としては

涅槃の特質をもつものとして、〔つまり〕所縁を空性において見る智についていう。つ

まり菩薩たちは、因相つまり流転と、真如を所縁とする智つまり涅槃の二つは、違いが

なく一味であると見ることによって、流転の空性が涅槃であると修習するのであり、声

聞の無因相についての修習よりもすぐれているのである。 

 

このように、声聞独覚の場合、流転は断じようとして、涅槃は直接知しようとするが、菩薩

の場合は、因相つまり流転と涅槃の二つに違いが無く一味であると見るという。流転の空性

が涅槃であるともいう。これは流転にも住せず、涅槃にも住しないという「無住処涅槃」の

概念に通じる。実際この後第 62 偈の偈文においてその語が表れるし、この「無住処涅槃」

の語で表される課題は『大乗荘厳経論』全体にわたって通底していると考えられる[4.4 無住

処涅槃について を参照]。 

 このことは菩薩にとって重要な課題である。一切法の因相を消滅することが菩薩の大菩

提であるという第 50偈の表現をさらに展開し、因相を消滅するということについて、因相

は流転であり、流転とは別に涅槃があるのではなく、流転を知り尽くすことが涅槃であると

いうのである。流転を知り尽くすということは、あらゆる苦悩を知り尽くすということであ

り、一切衆生と苦悩を共にするという菩薩の課題に対する応答であるといえる。その菩薩の

課題に対して、無因相において行じるということがもつ問題を、「声聞独覚の無因相」と「菩
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薩の無因相」の違いというかたちであきらかにしようとしているといえる。 

 

2.4 積極的な自在性 

因相と無因相を「異ならないものとして修習されたもの」といったあとで、第 52偈の後

半では、「存在する〔対象〕と存在しない対象についての直接知」であるというように、「直

接知」(pratyakṣa)という語で因相と無因相が異ならないということを確かめる。また「また

分別から自在である」ともいう。このことについて安慧釈では次のようにいう。 

 

SAVBh 19_52 安慧釈 

[第二部 52.3.1.6] そのうち、「存在すること」とは、円成実相である法界についていう。

法界を直接知したならば、存在することを直接知したという。 

 そのうち、「存在しないこと」とは、所取と能取の遍計所執の因相についていう。遍

計所執は自性はなく、また直接知したならば、存在しないことを直接知するという。 

 

[第二部 52.3.2.4] 「存在する対象である真如について」という場合、真如とは空性につ

いていうのであり、空性は存在する対象であると直接知して見るという意味である。 

 「存在しない対象である因相ついて直接知し」という場合、因相とは所取と能取など

であり、所取能取の諸因相は存在しない特質であると直接知して見るという意味であ

る。 

 

[第二部 52.3.2.5] どのように「分別のとおりにあらゆる対象が成立している」か、とい

う場合、このように、存在しない対象も直接知する。存在する対象も直接知する。何ら

かの考えたことそれぞれが、そのとおりに成立することになる。それゆえ「分別から自

在であることが得られる」という。 

 

存在する対象も、存在しない対象も直接知する、という。これはそれぞれ円成実性と遍計所

執性、真如と因相、と言い換えて繰り返しいわれる。そしてそれが分別から自在であるとい

うことであるという。 

次の第 53偈では、諸菩薩には真実が現れて非真実は〔現れ〕ない(tattvam eva khyāti nātattvam)

といい、非真実(因相)は「現れない」という。安慧釈においては、菩薩に真実が現れるとい

うことについて、存在する法が心に現れて、それを「見る」といい、と存在しない法は心に

現れないという。この「現れる」(√khyā)と「見る」(མཐོང་, *√paś)が問題である。 

 第 54偈は「転依」について述べる偈であるが、そこでは「現れる」ということについて
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次のようにいう。 

 

MSABh 19_54 偈文[L170.9-10, N4_50.24-25, 第二部 54.1] 

存在しない対象(因相)と存在する対象(真如)との二つには、現れないことと現れる

こととがあると知るべきである。 

これが、依り所の転回であり解脱である。欲するままになせるのだから。(19_54) 

 

MSABh 19_54 世親釈[L170.11-14, N4_50.26-51.1, 第二部 54.2] 

「存在しない対象」つまり因相が「現れないこと」と、「存在する対象」つまり真如が

「現れること」が転依(āśraya-parāvṛtti)であると知るべきである。というのは、それ(転依)

によって、それ(因相)が現れないことと〔真如が〕現れることがあるからである。そし

てまさにそれが、「解脱」であると知るべきである。なぜか。「欲するままになせるのだ

から」。というのはその時、自立するものとなる。自己の心において自在である。まさ

に本来的に因相は起こらないから。 

 

第 54偈において、菩薩には因相は現れず、真如が現れるという。では、第 52偈において因

相と無因相は異ならないといいながら、因相は現れず、真如が現れるとはどういうことであ

ろうか。 

次に挙げる第 54偈の安慧釈は、そのことを確かめようとしているといえる。 

 

SAVBh 19_54 安慧釈 

[第二部 54.3.1.1] 菩薩たちには、存在する対象が心において現れて〔それが〕見られる

のであって、存在しない対象である諸因相は心において現れず見られないと知るべき

であるという意味である。 

 

菩薩には、存在しない対象である因相は心において現れず見られないという。その一方で次

のようにもいう。 

 

[第二部 54.3.1.2] 空性つまり存在する法が見られて、因相つまり存在しない法が見られ
るそのとき、依他起相においてアーラヤ識という依り所(གནས་)が他のものに転回するとい

われる。 

 

この「見られる」は「見られない」の間違いではないかとも考えられるが、その次の箇所に
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はこのようにある。 

 

[第二部 54.3.1.2] その依り所を転回するとき、心において自在を得る。つまり事態(དངོས་པོ་, 

*vastu)が何であるかを見ても、貪と瞋の束縛は起こらずに為すから、解脱するといわれ

る。 

 

[第二部 54.3.2.1] 「なぜか。欲するままになせるのだから」という場合、存在と非存在

の対象を見ることについて、なぜ解脱というのかと問う。そのとき、欲するままになせ

るから解脱であるといわれる 

 

[第二部 54.3.2.2] 空性である存在する対象を見ることによっても、因相などの存在しな

い対象を見ることによっても、心に自在を得る。 

 

このように、事態や非存在の対象、因相を「見る」ことによっても心に自在を得るという表

現がみられる。この「見る」という語は、例えば前述の第 9章第 80偈のように、「因相(nimitta)

と、自己の精進とを見ている(√paś)、慢心のある菩薩たち」というように基本的には否定的

な意味で用いられ、同偈の無性註では「見る」とは慢心の同義語であるとまでいわれるが、

ここでは見ても自在である、という。このことは、因相を所縁とせず束縛されないというこ

とより、さらに積極的な自在性が述べられているといえる。 

言い換えれば、苦悩から離れることで自在を得るような「無因相」なのではなく、苦悩の

中においても自在であるような「無因相」ということである。「無因相」ということがもつ

自在性の限界について、声聞独覚の無因相と菩薩の無因相の違いというかたちで確かめて

いるといえる。その中で、苦悩を離れるような涅槃ではなく、あらゆる苦悩を知り尽くす涅

槃であるというのであり、あらゆる苦悩を知り尽くすということは、一切衆生と苦悩を共に

するということでもある。 

このことは、このあと第 63偈において、第六地までの菩薩は因相において行じ、第七地

において無因相において行じるが、第八地ではさらに無功用において行じるという、「無因

相」を越えた「無功用」が述べられるところで、「無住処涅槃」の術語がみられるが、その

ことと関係することである。 

このように「無因相」の内容を確かめるなかで、流転を捨てて涅槃を得るのでなく、流転

を如実遍智することが涅槃であるというように、流転を離れないということが強調されて

いるのである。それをここでは因相の語によって確かめている。因相が現れないということ

だけであれば、因相には否定される側面としての意味しかないが、因相と無因相は異ならな
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いと表現することは、そこに否定しえない因相の意味、離れずに知るべき意味を強調してい

るともいえる。転依ということを検討する上で、そのことが重要である。転依という場合の

「依」(āśraya)、つまり依り所(因相の肯定面)は何であり、それが転ずる(因相の否定面)とはどう

いう意味なのか、という点から考察する必要がある。そのことをふまえて、次に転依につい

ての記述を確かめていきたい。 

 

3 転依について 

3.1『摂大乗論』の記述との比較 

『大乗荘厳経論』第 19章第 54偈において「転依」は、因相が現れず真如が現れる、とい

う表現であった。一方、第 53 偈と第 54 偈がそのまま引用されている『摂大乗論』

(Mahāyānasaṃgraha, MSg)第 9章を確かめると、そこでは同じく「転依」と「無住処涅槃」につ

いて述べられている。そこでは依他起性を「汚染分」と「清浄分」に分けて次のようにいう。 

 

MSg 9.1 

菩薩たちの断除(prahāṇa)は、止まらないという涅槃(無住涅槃)である。それを定義づける

ならば、およそ汚染を捨離する(parityāga)とともに、輪廻は捨離しない〔という二つの〕

ことへの依り所があり、すなわち依り所の転回(転依)なるものがあることである。その

中で、「輪廻」というのは、汚染分に属するかの他に依る実存であり、「涅槃」とは清浄

分に属する同じ〔他に依る実存〕である。〔この二つのことへの〕依り所があるとは、

これら二分あるものとしての他に依る実存そのものである。〔依り所の〕転回とは、他

に依る実存が、それ自体に対する対治が起こされたとき、汚染分であることを停止して

(nivṛtti, vyāvṛtti)、清浄分に転回することである。(長尾雅人訳, 長尾[1987] pp. 298-299) 

 

このように依他起性を「汚染分」と「清浄分」に分ける。涅槃といっても流転(輪廻)の自己

とは別のところに起こる事態ではなく、同じ依他起性なる自己の上に起こる事態なのであ

るから、「輪廻は捨離しない」という。そして同じ依他起性において、汚染分としての依他

起性が清浄分に転回した依他起性となるという表現をとる。汚染分と清浄分と分け、どちら

も依他起性であるということで、流転と涅槃は同じ依他起なる自己の上の事態であるとい

う依他起性の肯定面をより明確に表現しつつ、しかし汚染分から清浄分に転回するという

否定面も表しているといえる。 

 

3.2『大乗荘厳経論』における転依 

『大乗荘厳経論』第 19章第 54偈では、因相が現れず真如が現れる、と述べられるのみで
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あるが、その因相について「住処という因相」「受用にとっての因相」「種子という因相」の

三つが述べられていた。この住処、受用、種子ということと転依ということは、他の章にお

いて転依について述べられる箇所をみると関係が深いことがわかる。 

他の章において転依について述べられる箇所は複数みられるが、第 19 章の他に第 6 章

「真実品」、第 9章「菩提品」、第 11章「求法品」、第 14章「教授教誡品」、第 16章「波羅

蜜多品」などにみられる135。 

第 9章「菩提品」では、前述のように第 41偈から、転回の区分(parāvṛtti-bheda)によって自

在性の区分を示すといって、転依について述べられるが、そこに「住処(pratiṣṭhā)の転回」

(9_45)、「五根(indriya)の転回」(9_41)、「対象(artha)の転回」(9_43)、「意(manas)の転回」(9_42)、

「取(udgraha)の転回」(9_43)、「分別(vikalpa)の転回」(9_44)という六項目が挙げられる。その

「住処(pratiṣṭhā)の転回」についてはこのように述べられていた[本章「1.2 住処という因相

(pratiṣṭhā-nimitta)について」を参照]。 

 

MSABh 9_45 偈文・世親釈[L41.19-22, N1_230.11-13](再掲) 

住処(pratiṣṭhā)が転回したとき(parāvṛttau)最高の自在性(vibhutva)が得られる。無垢

の場所において、諸仏には無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)がある。(9_45) 

住処が転回したとき、無漏の界において、諸仏には無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)とい

う最高の自在性が得られる。 

 

この偈の安慧釈では、住処とはアーラヤ識と、その所縁の境である器世間というから、住処

が転回するとは、アーラヤ識、もしくはアーラヤ識の境である器世間が転回するということ

である。第 49偈世親釈でも「住処という因相」は器世間であるといわれていた。この住処、

器世間ということは、第 55 偈の世親釈において仏土清浄とともに述べられる。第 48 偈か

らはじまる如実遍智についての一連の偈の中で、なぜ仏土清浄ということが述べられるの

かについては次項で考察するが、如実遍智ということとそれによる転依、そして無住処涅槃

ということと関係が深いと考えられる。 

 同じく第 9 章第 43 偈では、受用の対象の転回について述べられていた[本章「1.3 受用にと

っての因相(bhoga-nimitta)について」を参照]。ここに再度引いておく。 

 

 
135 高崎[1960]によると parivṛtti と parāvṛtti を区別するべきであると述べられる。実際『大乗荘厳経論』
においてこの二種の表記があり、区別して読むべきであると思われる。第 6章は parivṛttiのみ、第 9章、
第 11章は両者、第 16章は parivṛttiのみ第 19章は parāvṛttiのみが見られる。『菩薩地』では parivṛttiの
みがみられる。このことは詳細に検討すべきであるが、本稿ではそのことについて十分に検討することは
できないので、別稿に譲ることとする。 
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MSABh 9_43 偈文・世親釈[L41.11-14, N1_229.1-4](再掲) 

対象を伴う(sārtha)取(udgraha)が転回したとき、最高の自在性が得られる。土を清浄

にすること(kṣetra-śuddhi)において、欲するままに受用(bhoga)を示現するからであ

る。(9_43) 

対象が転回したとき、また取が転回したとき、最高の、土を清浄にする自在性(kṣetra-

viśuddhi-vibhutva)が得られる。それによって、欲するままに受用を示現する。 

 

このように受用ということもまた、仏土清浄と関わることがわかる。 

 次に第 11章「求法品」第 44偈には「種子の転回」(bīja-parāvṛtti)が述べられる。 

 

MSABh 11_44 偈文・世親釈[L66.1-7, N2_100.27-31]136 

解脱を考察して六偈がある。 

場所(pada)と対象(artha)と身体(deha)という顕現が転回することが無漏界であり、 

種子(bīja)が転回することによる。またそれは遍行の依り所(sarvatraga-āśraya)であ

る。(11_44)  

「種子の転回することによる」とは、アーラヤ識の転回することによる。「場所と対象

と身体という顕現」つまり諸識が「転回することが無漏界」つまり解脱である。またそ

れは「遍行の依り所」つまり声聞独覚にも行きわたる。 

 

このように場所(pada)と対象(artha)と身体(deha)という顕現が転回するという三つを挙げ、こ

れら三つの転回は「種子の転回」によるといい、種子の転回とはアーラヤ識の転回であると

述べられる。第 19章における住処(pratiṣṭhā)という因相、受用(bhoga)にとっての因相にあた

る語は、先に確かめたとおり、第 9章では住処(pratiṣṭhā)、対象(artha)、第 11章では場所(pada)

と対象(artha)に相当すると考えられるが、いずれも転回に関わる語であることがわかる。そ

して第 11章で種子の転回によるとされた、その種子を第 19章では「種子の因相」として述

べられる。 

 第 11 章において、「場所と対象と身体の転回」ではなく、「場所と対象と身体の顕現
、、

(nirbhāsa)の
、
転回」という。住処(pratiṣṭhā)という因相、受用(bhoga)にとっての因相も、それぞ

れアーラヤ識の対象である器世間、受用の対象としての五境であったから、いずれも対象と

 
136 [L66.1-7, N2_100.27-31] vimuktiparyeṣṭu ṣaṭ ślokāḥ. 
 pada-artha-deha-nirbhāsa parāvṛttir anāsravaḥ. 
 dhātur bīja-parāvṛtteḥ sa ca sarvatraga-āśrayaḥ. (11_44) 
bīja-parāvṛtter ity ālayavijñāna-parāvṛttitaḥ. 
pada-artha-deha-nirbhāsānāṃ vijñānānāṃ parāvṛttir anāsravo dhātur  
vimuktiḥ. sa ca sarvatraga-āśrayaḥ śrāvaka-pratyekabuddha-gataḥ. 
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して顕現したものであるといえ、ここでの「因相」ということは「顕現」の意味に近い。つ

まり分別の結果としての因相であり、その転回とは因相が現れないことであるという第 54

偈の表現は、対象として顕現しないことであると理解できる。 

しかし「種子」については、第 11章でも世親釈において、種子の転回はアーラヤ識の転

回であるとされ、第 19章でも「種子としての因相」はアーラヤ識であるといわれているか

ら、「顕現」ということはそのまま当てはまりにくい。むしろその顕現の根拠であり、原因

としての因相である。根拠であり流転する主体(依他起性)であるから現れなくなるというよ

りは、その主体を離れずに在り方が変わるという表現が要請される。そのことを『摂大乗論』

では依他起性において汚染分が清浄分に転じるという表現で表していたが、『大乗荘厳経論』

第 54偈の偈文や世親釈では、そのことは明確には表現されていない。安慧釈では、「依他起

相においてアーラヤ識という依り所が他のものに転回する」とその点を明確にしている。 

 

4 仏土清浄について 

第 19章「功徳品」の如実遍智についての一連の偈の中で、因相と無因相、転依というこ

とについての記述を確かめてきたが、その最後の第 55偈において「仏土清浄」(buddha-kṣetra-

pariśuddhi)ということに言及される。 

 

MSABh 19_55 偈文[L170.15-16, N4_52.9-10, 第二部 55.1] 

相互に同じ種類のものとして大いなる対象(artha)が、あらゆる点で現れている。 

〔それは〕障げを為すものである。それ故、遍智して断じるべきである。 
 

MSABh 19_55 世親釈[L170.17-20, N4_52.11-13, 第二部 55.2] 

これは、土を清浄にする方法(kṣetra-pariśodhana-upāya)としての如実遍智である。「大

いなる対象」とは器世間であり、相互に起こっている、つまりこれがそれと同じである、

というように「同じ種類のものとして現れている」。そして、そのように現れているか

ら、仏土を清浄にすること(buddha-kṣetra-pariśuddhi)に対して「障げを為すもの」となる。

「それ故」障げを為すものと「遍智して」そのように現れているものを「断じるべきで

ある」。 
 

このように、仏土を清浄にすることを障げるような器世間の現れについて遍智するという。

仏土を清浄にする智ということが語られる。 

安慧釈では、器世間がどのように現れるかということについて、次のように述べられる。 
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SAVBh 19_55 安慧釈 

[第二部 55.3.1.1] いま、一つの偈によって、どのような方法で仏土(སངས་Cས་@ི་ཞིང་, buddha-

kṣetra)が清浄になるのか、仏土清浄の方法をあきらかにするために、「大いなる対象

(artha)が、あらゆる点で現れている」などという。大いなるの語は、器世間である大地

のことをいう。あらゆる時に、刹那においても、アーラヤ識から、大地のようなものと

しての現れが生じるとき、心からそのようなものとして現れるかぎり、そのかぎりは、

大地もまた谷やいばらや石などがあり不浄なものとして現れ、金などの宝の色をもっ

て現れないから、仏土を清浄にするための障害となる。 

 

[第二部 55.3.2] 「それ故、障げを為すものと遍智して」という場合、心に大地のような

存在が現れて、存在するという執着がある限り、その限りは仏土を清浄にすることに対

して妨げとなると知って、存在するという執着を断じるべきである。それについて存在

するという執着を断じて、仏土が水晶などの色の特質をもって心に現れることになる

のである。 

 

このように、アーラヤ識の現れとしての器世間が、いばらのような不浄なものから、水晶の

ような仏土に転ずるというように、仏土清浄の障げとなるような現れを断ずるということ

からさらに踏み込んで、輝きをもった仏土が現れるという、仏土の荘厳ともいうべき表現が

みられる。このことが如実遍智を述べる一連の偈の最後に説かれている。 

ではなぜここで仏土清浄ということに言及する必要があったのか。そのことを考察する

にあたり、他章において「仏土清浄」に言及する箇所を確かめておきたい。 

第 7章「威力品」第 7偈において、智の自在性ということと、仏土清浄のことが述べられ

ている。 

 

MSABh 7_7 偈文・世親釈[L26.14-27.2, N1_150.1-6]137 

土を清浄にするはたらき(kṣetra-pariśuddhi-karma)に関して一偈がある。 

〔仏陀は〕智の自在性(jñāna-vaśitva)によって、〔衆生の〕欲するままを説くため

に、土を清浄にする。 

仏陀の名がないところにおいては、仏陀の名を聞かせることにより、彼ら(衆生)を
 

137 [L26.14-27.2, N1_150.1-6] kṣetrapariśuddhikarma ārabhya ślokaḥ. 
 jñānavaśitvāt samupaiti śuddhiṃ kṣetraṃ yathākāmanidarśanāya. 
 abuddhanāmeṣu ca buddhanāmasaṃśrāvaṇāt tān kṣipate 'nyadhātau. (7_7) 
dvividhayā pariśodhanayā. bhājanapariśodhanayā jñānavaśitvād yatheṣṭaṃ 
sphaṭikavaidūryādimayabuddhakṣetrasaṃdarśanataḥ. sattvapariśodhanayā ca buddhanāmavirahiteṣu 
lokadhātūṣūpapannānāṃ sattvānāṃ buddhanāmasaṃśrāvaṇayā prasādaṃ  
grāhayitvā tadavirahiteṣu lokadhātuṣūpapādanāt. 
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別の界に送る。(7_7) 

二種の清浄により、つまり〔一つには〕器世間の清浄により、「智の自在性によって」、

求めるままに、水晶や瑠璃などからなる仏土を見せるからである。また、〔二つには〕

衆生〔世間〕の清浄により、仏陀の名を欠いている界に生まれた衆生たちに、仏陀の名

を聞かせることにより、信(prasāda)を得させて、それ(仏陀の名)の欠くことのない界に生

まれさせる(upapādana)からである。 

 

このように述べられ、「智の自在性」によって、水晶や瑠璃などからなる仏土を見せるとい

うことが述べられる。また、ここでは器世間の清浄だけではなく、衆生世間の清浄というに

も言及され、信(prasāda)を得させて仏陀の名を欠くことのない界に生まれさせるという。こ

こに仏土に生まれるということが表されており、そのことの意味は仏陀の名を聞くことで

あるというのである。言い換えれば仏陀を仏陀として仰ぐということであり仏陀にまみえ

ることである。そしてその仏陀にまみえた者（仏陀の名を聞いた者）が、智の自在性によっ

て信を得るという。菩薩道の歩みにおいて、仏土において仏の名を聞くということの重要性

を指摘している138。 

このように如実遍智ということの背景に「仏土清浄」という課題があり、それにもとづい

て器世間のことが述べられていることを第 7 章と第 19 章に共通して見出すことができる。

このことをふまえると、第 19 章の論の構成として、第 48 偈から如実遍智についての記述

がはじまり、そのなかの第 49偈で、器世間ということを「住処という因相」と表現してい

たことは、仏土清浄という課題を背景とした上で述べられていると考えることができる。 

このことは、三つの因相のうちの「受用にとっての因相」についても同様に考えられる。

なぜなら、すでに確かめたように、第 9章第 43偈では、対象と取が転回したとき、土を清

浄にする自在性が得られ、欲するままに受用を示現するといい、第 9章第 61偈で、受用身

は諸の衆会で法の受用をなすということが述べられていた[第 4 章 「1.3 受用にとっての因相」 

を参照]。このように仏土清浄ということは「受用」ということと関わることがらである。ま

た第 17 章「供養親近無量品」第 13 偈では、善知識に師事することを区別して八項目をあ

げ、そのうち土(kṣetra)について説明して、次のように述べられる。 

 
138章名の対応する『菩薩地』「威力品」には、表現は少し異なるが、仏土においてその名を持つ如来を明示
するというように、如来の名について述べられている。 
[W59.20-60.4] tatra vidarśanaṃ yathā sukhopaniṣaṇṇādy-āgatāyāḥ śramaṇa-brāhmaṇa-śrāvaka-
bodhisattva-deva-nāga-yakṣāsura-garuḍa-kinnara-mahoragāyāḥ parṣadaḥ tathāgato vā bodhisattvo vā 
apāyān api vidarśayaty adhaḥ. deva-manuṣyān api vidarśayaty ūrdhvaṃ. tadanyāni ca buddha-kṣetrāṇi 
vidarśayati. teṣu ca buddha-bodhisattvān yāvad gaṅgā-nadī-vālikā-samāny api buddha-kṣetrāṇy atikramya 
yena nāmnā saṃśabditaṃ bhavati buddha-kṣetraṃ. tatra ca buddhakṣetre yan-nāmako bhavati tathāgataḥ. 
tac ca buddha-kṣetraṃ darśayati tañ ca tathāgatam. tac ca nāma vyapadiśati tasya ca. tato 'py arvāg 
vidarśaṃyati vyapadiśati tato 'pi pareṇa yatkāmaṃ yāvatkāmaṃ. 



第 4章 第 19章「功徳品」の考察 72 

MSABh 17_13 偈文・世親釈[L120.13-15, N3_120.13-15]139 

無量の衆生を成熟させるためであり、清浄なる土を清浄にするためである(17_13)。 

という二種が、その師事の土である。無量の衆生と清浄なる仏土である。法を聴聞して、

彼ら(衆生)に〔法を〕根づかせる。そこ(仏土)に住することによって。 

 

このように菩薩が法を聴聞し、衆生を成熟させることが、土を清浄にすることでもあるとい

う。個人的な解脱ではなく、衆生と共に法を聴聞し衆生を成熟させるという、自利利他円満

ということが表されている。このことは法を聴聞するという菩薩の「受用」が衆生の成熟に

なるということができ、受用身が諸の衆会で法の受用をなすとする第 9章第 61偈の表現と

も関連する。 

以上のように、仏土清浄ということは『大乗荘厳経論』全体にわたってみられるが140、「住

処」や「受用」ということは仏土清浄と関連が深いことがわかる。第 48偈から始まる如実

遍智の記述のはじめの段階で三つの因相(住処、受用、種子)のことに言及されることは、仏土

清浄という課題を背景としていると考えることができる。そう考えると、如実遍智の記述の

最後にある、やや唐突にみえる仏土清浄が述べられることも自然な構成であるといえる。 

 

5 無住処涅槃について 

5.1 摂大乗と無住処涅槃 

そして「仏土清浄」ということが、「無因相」のもつ問題を越えた「無住処涅槃」という

ことと共に述べられる。第 19章「功徳品」において「無住処涅槃」は、概念として第 52偈

などにみられることは前述したが、「無住処涅槃」という術語として最初にみられるのは、

如実遍智が述べられた後、「摂大乗」が述べられる第 61-62 偈である。大乗を包摂すること

を弁別して二偈があると言い、次の十項目を挙げる。 

 

MSABh 19_61-62 偈文[L171.20-23, N4_57.31-58.3, 第二部 61-62.1] 

大乗を包摂することを弁別して二偈がある。 

1)種姓(gotra)と、2)法への勝解(dharma-adhimukti)と、3)心を発すこと(cittasya-

utpādana)と、4)布施などの実践と、5)決定に入ること(nyāma-avakrānti)と(19_61)、 

 
139 [L120.13-15, N3_120.13-15] 

sattvān ameyān paripācanāya kṣetrasya śuddhasya ca sādhanāya.(17_13) 
iti dvividhhaṃ kṣetraṃ tatsevāyāḥ. aprameyāś ca sattvāḥ pariśudḍhaṃ ca buddḥakṣetraṃ. ḍharmaṃ 
śrutvā yeṣu pratiṣṭhāpanāt. yatra ca sthitena. 
140 ここに引用した以外に、偈文において仏土清浄にかかわる表現がみられるのは、第 11 章「求法品」第
45偈において、意と取と分別が転回するとき、土について自在性があるという表現、第 20-21章「行建立
品」第 13 偈において、無因相においてもまた無功用に土を清浄にすることがあるという表現などがある。 
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6)諸衆生の成熟と、7)土(kṣetra)を清浄にすること(viśodhana)と、8)無住処涅槃

(apratiṣṭhita-nirvāṇa)と、9)すぐれた菩提と、10)示現(darśana)とである。(19_62) 

 

ここに「土を清浄にすること」とともに「無住処涅槃」の語がみられる。また、世親釈、安

慧釈において次のように註釈される。 

 

MSABh 19_61-62 世親釈[L171.24-172.2, N4_58.10-13, 第二部 61-62.2] 

土を清浄にすること(kṣetra-pariśodhana)と、無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)とは、不退転

(avinivartanīya)の三種の地(八地以上)においてである。 
 

MSABh 19_61-62 安慧釈 

[第二部 61-62.3.1.2] 「土を清浄にすることと、無住処涅槃と」という場合、これによっ

て不退転(Lིར་མི་Mོག་པ་, avinivartanīya)の地、八、九、十地おいて仏土清浄と無住処涅槃の道に住

するという。これが七つめの法である。その仏土清浄においては、器世間が玻璃や金な

どの色として現れるという。無住処涅槃の道は、智慧と慈悲の二つである。慈悲によっ

て流転を捨てることなく、ただ涅槃側のみに住しないのである。菩薩は衆生の為に流転

に住しても、智慧の力によって、流転の過失に覆われないならば、流転に住しない。 
 

このように、「仏土清浄」と「無住処涅槃」とは、いずれも不退転の三種の地、つまり第八

地以上においてであるとされる。 

 摂大乗について、『大乗荘厳経論』第 9章「功徳品」においては、「仏土清浄」と「無住

処涅槃」を含めた十項目が挙げられるが、章名が対応する『菩薩地』「菩薩功徳品」におい

て摂大乗が述べられる箇所では、まったく異なる 8項目があげられ、「仏土清浄」「無住処

涅槃」の語はみられない141。 

 

 
141 『菩薩地』「菩薩功徳品」には「摂大乗」について、次のような八項目が挙げられる。 
[W298.3-14] aṣṭāv ime dharmāḥ sarvasya mahāyānasya saṃgrahāya saṃvartante. 1)bodhisattva-piṭaka-
deśanā. (菩薩蔵の説示)2)tasminn eva ca bodhisattva-piṭake yā sarva-dhama-tattvārtha-saṃprakāśanā. (真
実義の顕示)3) tasminn eva bodhisattva-piṭake yā buddha-bodhisattvānām acintyā paramodārā prabhāva-
saṃprakāśanā. (不可思議最勝広大なる威力の顕示)4)tasya ca yad yoniśaḥ-śravaṇam(如理に聴聞すること) 
/ 5)yoniśaś-cintā-pūrvakam adhyāśayopagamanaṃ. (すぐれた意欲) 6) adhyāśayopagamana-pūrvaṃkaś ca 
bhāvanākāra-praveśaḥ (修習の行相に入ること )7)bhāvanākāra-praveśa-pūrvikā ca bhāvanā-phala-
pariniṣpattiḥ. ( 修 習 の 結 果 を 達 成 す る こ と )8)taśyā eva bhāvanā-phala-pariniṣpatter atyanta-
nairyāṇikatā(究竟して出離すること). evaṃ hi bodhisattvāḥ śikṣamāṇā anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 
abhisaṃbudhthante. 
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5.2 『大乗荘厳経論』における無住処涅槃の用例 

ここで『大乗荘厳経論』の他の章における「無住処涅槃」の用例を確かめておく。 

第 2 章「帰依品」第 1 偈、帰依の区別を要略する一偈において、四種の意味の区別とし

て、「遍行の意味」(sarvatraga-artha, 遍義)「領納の意味」(abhyupagama-artha, 勇猛義)「証得の意

味」(adhigama-artha, 得果義)「卓越の意味」(abhibhava-artha, 不及義)といい、この四種の意味の

区別によって、上乗(agra-yāna)において三宝に帰依するものは、諸の帰依者のなかの最上な

るものであるという。つまり大乗における三宝への帰依に四種の意味があるといい、第 2偈

から第 10偈までそのことが説かれる。そのうち、「遍行の意味」について述べる第 3偈と、

「証得の意味」について述べる第 9偈において、無住処涅槃を示唆する表現がみられる。 

 

MSABh 2_3 偈文[L9.9-13, N1_49.30-50.1]142 

上述のことに関して、遍行の意味について一偈がある。 

 一切衆生を救うために修行するものは、乗についても智についても一切にわた

り巧みさを備えている。 

 涅槃において、流転と寂滅とは一味であるとする者が智者であり、まさに彼がこ

のように遍行者であると知るべきである。(2_3) 
 

MSABh 2_9 偈文[pPhi143b2-b8, dPhi136a1-a6]143 

証得の意味について一偈がある。 

福徳の集まりと、三界における尊き者と、境涯(Dིད་པ་, *bhava, 有)の楽しみと、 

苦の大きな集まりの寂滅と、最高の智慧の楽しみと、 

大いなる法の最高の集まりである恒常なる身、つまり善の蓄積と、習気の断と、境
涯と寂滅からの解脱(�ིད་དང་ཞི་ལས་=མ་པར་dོལ་བ་)を得るのである。(2_9) 

 

さらにこの第 9偈の世親釈において、「境涯と寂滅からの解脱」を説明して、「流転にも涅槃
にも住しない(འཁོར་བ་དང་h་ངན་ལས་འདས་པ་དག་ལ་མི་གནས་པ)のであるから、境涯と寂滅の両方からの解脱を得

 
142 [L9.9-13, N1_49.30-50.1] 
pūrvādhikṛte sarvatragārthe ślokaḥ. 

sarvān sattvāṃs tārayituṃ yaḥ pratipanno yāne jñāne sarvagate kauśalyayuktaḥ. 
yo nirvāṇe saṃsṛtiśāntyekaraso 'sau jñeyo dhīmān eṣa hi sarvatraga evaṃ. (2_3) 

143 この箇所はサンスクリットのテキストが欠けている箇所である。チベット訳を示す。 
[pPhi143b2-b3, dPhi136a1-a2] Bོགས་པའི་དོན་N་ཚ*གས་I་བཅད་པ།  

བསོད་ནམས་�ང་ཆེན་�ིད་གIམ་f་མ་�ིད་པའི་བདེ་བ་དང་།   
Hག་བUལ་�ང་པོ་ཆེན་པོ་རབ་ཞི་fོ་མཆོག་བདེ་བ་དང་། ། 
ཆོས་མང་�ང་པོ་མཆོག་རབ་Bག་པའི་�་8ེ་དགེ་བའི་ཚXགས། ། 
བག་ཆགས་བ�ོག་ཅིང་�ིད་དང་ཞི་ལས་=མ་པར་dོལ་བ་འཐོབ། ། 
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る。」144という。 

このように第 2章では、どのような者に対して帰依するかといえば、流転と涅槃とは一味

であるとする遍行の者(2_3)であり、難行を受け容れる者であり(2_4-8)、境涯と寂滅からの解

脱を得る者であり(2_9)、善根が卓越している者である(2_10)という。このように無住処涅槃

に対する帰依ということが、第 2章という論のはじめの段階で語られている。 

第 6章「真実品」では、「無住処涅槃」の術語はみられないが、第 5偈において、偈文で

「寂静と生の間に何も別なるものはない」といい、世親釈では「流転と涅槃とは何も異なる

ものはない」145といわれ、その次の偈から『摂大乗論』第 3章にも現観の偈として引用され

る勝義智についての記述が始まる。 

第 9章「菩提品」では、転依について述べられる一連の箇所のうち、前述の住処の転回が

述べられる第 45偈で「無住処涅槃」の術語がみられる[本章「1.2 住処という因相(pratiṣṭhā-nimitta)

について」「3 転依について」を参照]。また、平等性智が述べられる第 70偈では次のようにいう。 

 

MSABh 9_70 偈文・世親釈[L47.3-6, N1_254.30-255.3]146 

衆生についての平等性智は、修習が清浄であることによると考えられる。 

無住処寂静に入ることが、平等性智であるとみとめられる。(9_70) 

衆生に対する平等性智は、菩薩が現観するとき獲得されるが、その平等性智は、修習が

清浄であることにより、菩提を得た者が無住処涅槃に悟入することであると認められ

る。 

 

以上のように第 9章では、住処が転回したときにおいて、また平等性智において無住処涅槃

が述べられる。 

第 17章「供養親近無量品」においても、四無量について述べられる第 27偈で、「汚染さ

れることなく衆生利益のために流転を捨て去られることはない」147といわれる。また、悲

(karuṇā)について述べられる一連の偈の中の第 32偈において、以下のように流転にも涅槃に

も住しないということが述べられる。 

 

 

 
144 [pPhi143b7-8, dPhi136a5] འཁོར་བ་དང་h་ངན་ལས་འདས་པ་དག་ལ་མི་གནས་པའི་Pིར་�ིད་དང་ཞི་བ་དག་ལས་=མ་པར་dོལ་བ་འཐོབ་8ེ། 
145 [L23.18-24, N1_132.17-21] 
146  sattveṣu samatājñānaṃ bhāvanāśuddhito mataṃ. 
 apratiṣṭhaśamāviṣṭaṃ samatājñānam iṣyate.(9_70) 
yad bodhisattvenābhisamayakāle sattveṣu samatājñānaṃ pratilabdhaṃ tad bhāvanāśuddhito 
bodhiprāptasyāpratiṣṭhitanirvāṇe niviṣṭaṃ samatājñānam iṣyate. 
147 [L123.23, N3_142.18] akliṣṭaḥ saṃsāraṃ sattvārthaṃ no ca santyajati 
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MSABh 17_32 偈文・世親釈[L124.23-125.2, N3_148.28-149.2]148 

流転にも涅槃にも住しないことについて一偈がある。 

流転に属するものはみな、苦を本性とすることと、また無我であることを知って、

悲あるものであり(kāruṇika)すぐれた智慧あるものは、厭離に近づかず、また諸の

過失によって煩わされない。(17_32) 

流転をすべて如実に遍智して、菩薩は悲あるものであるから厭離に近づかない。すぐ

れた智慧あるものであるから諸の過失によって煩わされない。このように順次、涅槃に

住することなく、流転にも住することがない。 

 

このように流転に対して如実遍智するが、菩薩は悲あるものであるから、流転を厭離しない

ということが述べられる。このように第 17章においてすでに、流転に対する如実遍智とい

うことが無住処涅槃ということと関連して述べられており、第 19章と共通する表現である

といえる。 

  以上のように、「仏土清浄」「無住処涅槃」ということは第 19章以外でも「智」「転依」

ということとともに述べられていることがわかる。『大乗荘厳経論』は『摂大乗論』のよう

に系統立てて前から順に説明するというかたちではなく、各章が互いに連関し合い、「仏土

清浄」「無住処涅槃」などというテーマを共有しつつ、各章それぞれが固有の課題で論を再

構築していると考えられる。第 19章「功徳品」でも、「仏土清浄」「無住処涅槃」という

ことについてはすでに述べられていることを前提にしつつ、無因相(animitta)を課題として再

構築しているといえる。 

 

6 菩薩の十地と因相 

6.1 五種の菩薩 

このように「仏土清浄」「無住処涅槃」ということが、菩薩の十地における第八地以上の

不退転の地における事態として述べられるが、その菩薩の十地について、第 19章では第 63

偈において五種の菩薩が挙げられ、因相、無因相と関連づけて述べられる。 
 

MSABh 19_63偈文[L102.1-5, N4_60.29-61.1, 第二部 63.1] 

菩薩を区分して十偈がある。 

 
148 [L124.23-125.2, N3_148.28-149.2] apratiṣṭhitasaṃsāranirvāṇatve ślokaḥ. 
 vijñāya saṃsāragataṃ samagraṃ duḥkhātmakaṃ caiva nirātmakaṃ ca, 
 nodvegam āyāti na cāpi doṣaiḥ prabādhyate kāruṇiko 'grabuddhiḥ. (17_32) 
sarvaṃ saṃsāraṃ yathābhūtaṃ parijñāya bodhisattvo nodvegam āyāti kāruṇikatvāt. na doṣair bādhyate 
'grabuddhitvāt. evaṃ na nirvāṇe pratiṣṭhito bhavati na saṃsāre yathākramaṃ. 
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第一は勝解をもつもの (ādhimokṣika)、他は清浄なすぐれた意欲をもつもの

(śuddhādhyāśayika)、因相において〔行じるもの〕と、無因相において行じるものと、

また無造作において(anabhisaṃskrte)行じるもの。 

諸菩薩はすべての諸地におけるこれら五者であると知るべきである。(19_63) 

 

MSABh 19_63世親釈[L102.6-7, N4_61.2-61.3, 第二部 63.2] 

そのうち因相において行じるものとは、第二をはじめとして第六に至るまでの諸地に

おいてである。無因相において行じるとは、第七〔地〕においてである。無造作におい

て行じるものは、その後(第八地以降)である。残りは意味が明瞭である。 

 

このように、第二地から第六地までは因相において行じるもの、第七地は無因相において行

じるもの、そして第八地以降は無造作において行じるものと述べられる。安慧釈ではさらに

詳細に述べられるが、基本的な枠組みは同様である。したがって、前述の第 61-62偈とこの

第 63偈によれば、第八地以降における仏土清浄と無住処涅槃は、因相において行じること

と無因相において行じることを越えて、「無造作において」(anabhisaṃskrte, 無作)行じるもの

におけることがらであることがわかる。この五種の菩薩は、『摂大乗論』第五章(MSg 5.6)に、

全く同じ五種が挙げられる。 

 

6.2 『大乗荘厳経論』における五種菩薩に類似する表現 

五種の菩薩という構造に類似するものとして、第 4章「発心品」第 2偈には、発心につい

て説明して、1)勝解(adhimokṣa)、2)清浄なすぐれた意欲(śuddhādhyāśayika)、3)異熟なるもの

(vaipākyo)、4)障害を断除したもの(āvaraṇavarjita)を挙げるが、そこでは因相(nimitta)には触れ

られない149。 

第 18章「菩提分品」第 41偈の世親釈には、第七地は無因相(animitta)であること、第八地

は無功用(anābhoga)であることが述べられる。同章第 68偈には、通暁(prativedha)、出離(niryāṇa)、

無因相(animitta)、無為(asaṃskṛta)が挙げられ、世親釈ではそれぞれ初地、第六地まで、第七

地、第八地以降とされる。 

第 20-21章「行建立品」第 13偈の世親釈では、第八地において、無造作に無因相に住す

ること(nirabhisaṃskāra-animitta-vihāritva)から、無因相について無功用であり、仏土を清浄にす

ると述べられる。 

 
149 MSABh 4_2 
 [L14.4-6, N86.33-87.3] cittotpādaprabhede ślokaḥ. 
 cittotpādo 'dhimokṣo 'sau śuddhādhyāśayiko 'paraḥ. 
 vaipākyo bhūmiṣu matas tathāvaraṇavarjitaḥ.(4_2) 
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6.3 『菩薩地』における五種菩薩に類似する表現 

 一方『菩薩地』を確かめると、同じ章名の「菩薩功徳品」には、上述の五種とは異なり、

十種の菩薩として、1)種姓に住すること(gotra-sthaḥ, 住種姓) 2)趣入すること (avatīrṇaḥ, 已趣入) 

3)清浄でない意欲(aśuddhāśayaḥ, 未浄意楽) 4)清浄な意欲(śuddhāśayaḥ, 已浄意楽) 5)成熟してい

ないこと(aparipakvaḥ, 未成熟) 6)成熟すること(paripakvaḥ, 已成熟) 7)決定に落ち着いていない

こと(aniyati-patitaḥ, 未堕決定) 8)niyati-patitaḥ (決定に落ち着いていること, 已堕決定) 9)一生補処

(eka-jāti-pratibaddhaḥ, 一生所繫) 10)最後有(caramabhavikaś)150が挙げられる。 

『菩薩地』「成熟品」には六種菩薩として、1)勝解行地に住する(adhimukticaryā-bhūmi-sthita, 

勝解行菩薩)、2)清浄なすぐれた意欲の地に住する(śuddhy-ādhyāśaya-bhūmi-sthita, 浄勝意楽菩薩)、

3)実践を行じる地に住する(caryā-pratipatti-bhūmi-sthita, 行正行菩薩)、4)決定地に住する(niyata-

bhūmi-sthita, 堕決定菩薩)、5)決定して実践を行じる地に住する(niyata-caryā-pratipatti-bhūmi-sthita, 

決定行正行菩薩)、6)究竟に到達する地に住する(niṣṭhā-gamana-bhūmi-sthito, 到究竟菩薩)という六

種を挙げる151。 

『菩薩地』「地品」は今の六種に「種姓地」を加えた七種菩薩として、1)種姓地(gotra-bhūmi) 

2)勝解行地(adhimukticaryā-bhūmi)、3)清浄なすぐれた意欲の地 (śuddhādhyāśaya-bhūmi, 浄勝意

楽地) 4)実践を行じる地(caryā-pratipatti-bhūmi, 行正行地)、5)決定地(niyata bhūmi)、6)決定して実

践を行じる地  (niyata-caryā-pratipatti-bhūmi, 決定行地)、7)究竟に到達する地(niṣṭhā-gamana-

bhūmi, 到究竟地)という七種を挙げる。またここでは、決定地について無功用(anābhoga)に無

因相(nirnimitta)に住するとある152。この決定地が第八地にあたるが、ここでは術語として無

住処涅槃はみられない。 

 このように、『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」における菩薩の十地についての記述につ

いて、章名が対応する『菩薩地』「菩薩功徳品」には、清浄意欲以外に共通する点がほとん

 
150 BBh 1.18 [W298.15-19] ke punas te bodhisattvāḥ. ya evaṃ śikṣamāṇā anuttarāṃ samyaksaṃbodhim 
abhisaṃbudhyante. te samāsato daśavidhā veditavyāḥ. 1)gotra-sthaḥ 2)avatīrṇaḥ 3)aśuddhāśayaḥ 
4)śuddhāśayaḥ 5)aparipakvaḥ 6)paripakvaḥ 7)aniyati-patitaḥ 8)niyati-patitaḥ 9)eka-jāti-pratibaddhaḥ 
10)caramabhavikaś ceti.  
151 BBh 1.6 [W84.21-85.4] 
tatra paripācakāḥ pudgalāḥ katame. samāsataḥ ṣaṭ bodhisattvāḥ ṣaṭsu bodhisattva-bhūmiṣu vyavasthitāḥ 
sattvān paripācayanti. adhimukti-caryā-bhūmi-sthito bodhisattvo 'dhimukti-cārī. śuddhy-ādhyāśaya-
bhūmi-sthito bodhisattvaḥ śuddhy-ādhyāśayaḥ. caryā-pratipatti-bhūmi-sthito bodhisattvaḥ caryā-
pratipannaḥ. niyata-bhūmi-sthito bodhisattvo niyata-patitaḥ. niyata-caryā-pratipatti-bhūmi-sthito 
bodhisattvo niyata-caryā-pratipannaḥ. niṣṭhā-gamana-bhūmi-sthito bodhisattvo niṣṭhā-gataḥ. 
152 BBh 3.3 [W367.1-16] 
eṣu yathā-varṇiteṣu trayodaśasu vihāreṣu anugatāḥ sapta bhūmayo veditavyāḥ. ṣaḍ bodhisattva-bhūmayaḥ. 
ekā vyāmiśrā bodhisattva-tāthāgatī-bhūmiḥ. gotra-bhūmiḥ. abhimukti-caryā-bhūmiḥ śuddhādhyāśaya-
bhūmiś caryā-pratipatti-bhūmiḥ niyatā bhūmiḥ. niyata-caryā-bhūmiḥ. niṣṭhā-gamana-bhūmiś ca. itīmāḥ 
sapta bodhisattva-bhūmayaḥ. āsāṃ paścimā vyāmiśrā. tatra gotra-vihāro 'dhimukti-caryā-vihāraś ca dve 
bhūmī. pramudito vihāraḥ śuddhādhyāśaya-bhūmiḥ. adhiśīlādhicitta-vihārau trayaś cādhiprajña-vihārāḥ 
sābhogaś ca nirnimitto vihāraḥ caryā-pratipatti-bhūmiḥ. anābhogo nirnimitto vihāraḥ niyatā bhūmiḥ. 
tasyāṃ bhūmau bodhisattvaḥ tṛtīya-niyati-pāta-patito bhavati. pratisaṃvid-vihāro niyata-caryā-bhūmiḥ. 
paramo vihāraḥ tāthāgataś ca niṣṭhā-gamana-bhūmiḥ. tāthāgatasya punar vihārasya bhūmeś ca paścān 
nirdeśo bhaviṣyati buddha-dharma-pratiṣṭhā-paṭale. 
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ど見出せず、無住処涅槃についても述べられていない。他の章の類似する表現に目を向けれ

ば、勝解行地、清浄意欲、無因相、無功用ということは『菩薩地』にもみられるが、無住処

涅槃については述べられていない153。したがって、『菩薩地』以来述べられていた因相、無

因相において行じるものを越えた無功用において行じるということを、流転にも涅槃にも

住しない「無住処涅槃」という語で押さえるということが、第 19章「功徳品」の如実遍智

についての一連の偈の主題であると考えられる。 

 

  

 
153 「無住処涅槃」については『菩薩地』全体にわたって術語としては現れない。『仏土清浄』については
『菩薩地』「自利利他品」「威力品」「住品」などに見られる。『十地経』においては、第八地において仏土清
浄、無功用について述べられるが、そこでも「無住処涅槃」は術語としては見られない。 
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結論 
 

『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」の如実遍智についての一連の偈について、因相や無

住処涅槃、仏土清浄といった概念をふまえつつ確かめてきた。如実遍智に先立って述べられ

る四尋思は、安慧釈によれば勝解行地のことがらであり、四如実遍智は初地以降のことがら

であるといわれていた。そして最初に能縛・所縛として住処、受用、種子の因相(nimitta)が

述べられ、次に現前に立てられた因相、自ら立っている因相の二種の因相の消滅が述べられ

た。このように因相と因相の消滅が述べられたあとで、菩薩にとっては因相と無因相は異な

らないといわれるところや転依が述べられるところでは無住処涅槃の概念がみられ、最後

は仏土清浄について言及される。無住処涅槃や仏土清浄ということは、第 19章までの他の

章ですでに住処、受用、種子ということと関連して述べられており、はじめにこの三つの因

相が挙げられたことは、無住処涅槃や仏土清浄を背景としていると考えられた。またこの無

住処涅槃、仏土清浄ということは後に第 61、62偈で述べられる摂大乗についての十種にお

いて、第八地のことがらとして述べられていた。以上のような構成は、第 63偈で述べられ

る五種の菩薩(勝解をもつもの(ādhimokṣika)、清浄なすぐれた意欲をもつもの(śuddhādhyāśayika)、因相

において行じるもの、無因相において行じるもの、無造作(anabhisaṃskrta)において行じるもの)に沿って

いると考えられる。以上をふまえて、次に思想的な点から考察する。 

第 19 章で如実遍智を述べ始める最初の第 48 偈において「すべての利益を成就するため

に」といい、そのことを安慧釈でも自利利他の成就であるというから、「如実遍智」という

ことは、もとより自身の苦の滅のみならず、衆生と共にという課題をもっている。『大乗荘

厳経論』第 1章第 1偈から「苦悩する衆生への悲の故に」とあるように、「悲」(karuṇā)の故

に衆生の苦悩を離れないということが大乗の大前提の課題である。 

そして如実遍智を述べる最後の偈では「仏土清浄」ということが述べられていた。この仏

土清浄についての記述を確かめていくと、第 7 章第 7 偈にみられたように、智の自在性に

よって水晶や瑠璃などからなる仏土を見せ、仏陀の名を聞かせ、衆生は仏陀の名の欠くこと

のない界に生まれるとあった。衆生の側からすれば、仏陀の名を聞き帰依するというのは仏

道の歩みの出発点であり、仏陀の側からすれば、不退転において仏土で衆生に仏陀の名を聞

かせるという仏道の成就である。このような仏道の出発点と仏道の成就が同時に成り立つ

のはいかなる場所かということが仏土清浄ということの課題であるといえる。 

それは器世間の在り方の問題という点からは、「住処という因相」という語で確かめる内

容であるし、そこで何を経験するのかという点では「受用にとっての因相」という語で確か

める内容であるといえる。住処と受用の因相が仏土清浄の課題を背景に持っていることの

意味を、そのようにとらえることができると考える。 
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器世間については、第 49偈には「住処という因相」として現れた器世間に束縛されると

いうことや、第 55偈には仏土を清浄にすることを障げるような器世間の現れについて述べ

られ、遍智して断じるべきであるといわれていた。この断じるということは現れないという

ことであるというが、安慧釈においては、仏土清浄の障げとなるような現れを断ずるという

ことからさらに踏み込んで、「仏土が水晶などの色の特質をもって心に現れる」というよう

に、輝きをもった仏土が現れるということをいう。第 54偈で存在しない対象と存在する対

象との二つには現れないことと現れることが転依であるといっており、この第 55偈安慧釈

の表現は、転依によって器世間の在り方がどのように変わるのかということを述べている

といえる。 

識という点では「受用」ということが問題となる。仏土における受用ということは、仏道

の出発点と仏道の成就が同時に成り立つような経験の内容であるといえる。第 19章におい

て、受用にとっての因相は識の対象である五境であり、それに束縛されることが述べられ

る。一方、第 9章第 43偈ではその対象が転回し最高の自在性が得られ、土を清浄にするこ

とにおいて欲するままに受用を示現する、と述べられていた。また第 9章第 60偈にみられ

たように、受用身は諸の衆会で法の受用をなすということや、第 17章第 13偈のように、菩

薩は仏土において法を聴聞し、衆生の成熟とともに仏土が清浄になるといわれていた。この

ような表現は、衆生と共にある受用とはいかなることか、ということが課題となっていると

いえる。 

そのように、衆生と仏陀の同時性を課題とするために「無住処涅槃」の術語が『大乗荘厳

経論』において要請されたという可能性を考える。第 2章「帰依品」において、第 3偈、第

9 偈にみられたように、帰依という点からすでに無住処涅槃ということが述べられていた。

第 9章第 45偈では、住処の転回におけることがらとして、「無住処涅槃」が術語として表

されていた。第 17章第 32偈世親釈には「流転をすべて如実に遍智して、菩薩は悲あるもの

であるから厭離に近づかない。すぐれた智慧あるものであるから諸の過失によって煩わさ

れない」といわれ、智と悲の点から無住処涅槃が述べられていた。そして第 19章第 60、61

偈では、摂大乗についての十項目の中に、因相、無因相を越えた第八地において、無功用に

行じるものについてのことがらとして述べられていた。因相を断じ、無因相を求めるような

声聞独覚の在り方は、流転を厭い、流転を離れられない在り方を厭うという点で、あらゆる

点で自在であるとはいえないということを問題としているといえる。また流転を離れた自

己と流転を離れられない他者とを分ける在り方であり、衆生と仏陀の同時性を障げること

を問題にしている。そのような問題に対して、菩薩は「厭う」のではなく「悲」(karunā)、悲

しむということで応えている。流転を悲しむから、涅槃に住せず、流転を離れない。しかし

また智があるから、流転に住せず、涅槃を離れない。このように無住処涅槃の概念は、因相
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を滅するということにおける菩薩の課題を背景にしていると考えられる。 

章名が対応する『菩薩地』「菩薩功徳品」にも如実遍智が説かれるが、無住処涅槃につい

ては述べられない。「菩薩功徳品」では「真実義品」の如しと示されるだけであり、『菩薩

地』「真実義品」も同様に無住処涅槃については述べられない。如実遍智に関して、事態

(vastu)に対する仮説の語という存在しないものを「有る」とみる増益と、言語表現の根拠で

ある事態をまったく「無い」とみる損減の両方を否定し、「ただ事態のみ」をみるという言

い方で、否定し得ない「事態」ということを問題にしており、流転を離れないという無住処

涅槃の課題と通ずる部分はあるともいえる。しかし、『大乗荘厳経論』においてみられる、

流転にも涅槃にも住しない無住処涅槃という概念は、「衆生」ということをより強く意識し

たものであり、『菩薩地』から展開しているといえる。したがって『大乗荘厳経論』第 19

章「功徳品」では、同じ如実遍智ということを、無住処涅槃という課題をもって論じなおし

ていると考えられる。 

智によって因相(流転)を断じるという否定面では、因相のとおり「有る」と見ることが遍

計所執性であり、識が対象を把握したことによって現れる「結果としての因相」が否定され

ている。一方、無住処涅槃という概念で述べられるような、悲によって離れない流転の事実

という肯定面では、縁起的存在として因相、つまり依他起性であり識が起こる「原因として

の因相」があるという否定し得ない事実を如実遍智するという点が強調されるといえる。転

依ということが意味することは、その事実としての因相(流転)を離れて無因相(涅槃)を求める

のではなく、その事実をそのまま涅槃とみるという。したがって、その「原因としての因相」

があるという事実を識という点からとらえるとき、その識を離れずに意味が変わる、すなわ

ち識が智に変わるということをいうためには、離れない識をなんらかの形で表現すること

が要請される。そこで雑染と清浄の両方の原因としての識、縁起的存在の根拠となる縁識、

つまりアーラヤ識が要請されるという可能性を考える。これまで確かめたように因相とい

う語は、依他起性にあたるような縁起的な存在を意味する概念を含み、また雑染の根拠とし

ての因相だけではなく、清浄の根拠としての因相として述べられていた。『中辺分別論』で

「因相」をアーラヤ識といい、『大乗荘厳経論』第 19章で「種子という因相」をアーラヤ

識と言い表すのは、無住処涅槃という課題の中で、如実遍智すべき因相の内容をアーラヤ識

という概念を用いて確かめるということが背景にあると考えられる。 

以上より『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」における如実遍智の一連の記述は、因相を

滅するということの内容を無住処涅槃の観点からより厳密に確かめ、論じたものであると

考えられる。さらにその無住処涅槃ということの背景には、仏陀と衆生の同時性がどこでど

のように成り立つのかという仏土清浄という課題があるからこそ、住処や受用という仏土

に関わりの深い術語を取り上げて因相を論じ、如実遍智の一連の偈の最後において仏土清
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浄について言及されていると考える。唯識思想における「因相」の概念の変遷や、如実遍智

について『菩薩地』から『大乗荘厳経論』への展開を、菩薩にとっての課題という点から考

察した研究は少ないため、本研究において提示した。 

しかし、本論では唯識の修道体系としての五道の構築という観点からは考察できていな

い。また、Aramaki[2010]において『菩薩地』の旧層と新層に分類し、また龍谷大学仏教文

化研究所[2013]の序説などにおいて、瑜伽師地論系統と弥勒系統と区別してそれぞれの思想

展開について比較検討がなされているが、そのことに基づいた考察は本論では行っていな

い。したがって、『菩薩地』と『大乗荘厳経論』との思想展開において、無住処涅槃の概念

の有無がいかなる意味をもつのか、そこにアーラヤ識の概念はいかに関連しているかにつ

いてさらに検討を進めたいが、そのためには、これらの先行研究を十分に検討、整理したう

えで言及する必要があり、今後の課題としたい。 

ただし、唯識思想の展開を検討する上で、論理的整合性からの要請や、奢摩他毘婆舎那の

中で発見されるようなものではないような、菩薩の課題、大乗仏教の課題という視点から考

察した研究は少なく、今後そのような視点からも検討することが必要であると考える。 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二部  
『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」テキストと現代語訳 
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『大乗荘厳経論』 第 19章「功徳品」(第 47偈～第 63偈) シノプシス 
 

第 47偈 四種の考察 

47.1 偈文 

47.2 世親釈 

47.3 安慧釈 

47.3.1 偈文の註釈 

47.3.1.1 四種の考察 

47.3.1.2 名称と事態 

47.3.1.3 自性と区別 

47.3.2 世親釈の註釈 

 

第 48偈 四如実遍智 

48.1 偈文 

48.2 世親釈 

48.3 安慧釈 

48.3.1 偈文の註釈  

48.3.1.1 如実遍智についての総論 

48.3.1.1 如実遍智についての総論 

48.3.1.3 如実遍智と菩薩の十地 

 

第 49偈 三つの因相 

49.1 偈文 

49.2 世親釈 

49.3 安慧釈 

49.3.1 偈文の註釈 

49.3.1.1 能縛について 

49.3.1.2 所縛について 

49.3.2 世親釈の註釈 

 

第 50偈 因相の修習 

50.1 偈文 

50.2 世親釈 
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50.3 安慧釈 

50.3.1 偈文の註釈 

50.3.1.1 二種の因相 

50.3.1.2 因相の修習のしかた 

50.3.2 世親釈の註釈 

50.3.2.1 二種の因相 

50.3.2.2 因相の修習のしかた 

50.3.2.3 三偈(第 48、49、50偈)の要約 

 

第 51偈 智のはたらき 

51.1 偈文 

51.2 世親釈 

51.3 安慧釈 

51.3.1 偈文の註釈 

51.3.1.1 真如について 

51.3.1.2 二取について 

51.3.1.3 麁重の集積について 

51.3.1.4 三性の直接知 

51.3.2 世親釈の註釈 

 

第 52偈 因相と無因相 

52.1 偈文 

52.2 世親釈 

52.3 安慧釈 

52.3.1 偈文の註釈 

52.3.1.1 声聞と菩薩の正智の違い 

52.3.1.2 声聞の修習のしかた 

52.3.1.3 菩薩の修習のしかた 

52.3.1.4 流転の空性が涅槃である教証(『無尽意経』引用) 

52.3.1.5 菩薩は声聞よりどのようにすぐれているか 

52.3.1.6 存在と非存在 

52.3.2世親釈の註釈 

52.3.2.1 流転の空性が涅槃である 
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52.3.2.2 声聞の修習のしかた  

52.3.2.3 菩薩の修習のしかた  

52.3.2.4 存在と非存在 

52.3.2.5 分別から自在であること 

 

第 53偈 真実と非真実 

53.1 偈文 

53.2 世親釈 

53.3 安慧釈 

53.3.1 偈文の註釈 

53.3.1.1 生死即涅槃に対する反論と答え 

53.3.1.2 凡夫はどのように真実が覆われているか  

53.3.1.3 菩薩にはどのように真実が現れるか  

53.3.2 世親釈の註釈 

 

第 54偈 転依 

54.1 偈文 

54.2 世親釈 

54.3 安慧釈 

54.3.1 偈文の註釈 

54.3.1.1 対象について 

54.3.1.2 転依について 

54.3.2 世親釈の註釈 

54.3.2.1 解脱について 

54.3.2.2 自在について 

 

第 55偈 仏土清浄 

55.1 偈文 

55.2 世親釈 

55.3 安慧釈 

55.3.1 偈文の註釈 

55.3.1.1 仏土清浄の障害 

55.3.1.2 障害の理由に対する反論 
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55.3.1.3 仏土清浄の方法 

55.3.2 世親釈の註釈 

 

(第 56-60偈 中略) 

 

第 61-62偈 摂大乗 

61-62.1 偈文 

61-62.2 世親釈 

61-62.3 安慧釈 

61-62.3.1 偈文の註釈 

61-62.3.1.1 大乗について 

61-62.3.1.2 八種の法 

 

第 63偈 五種の菩薩 

63.1 偈文 

63.2 世親釈 

63.3 安慧釈 

63.3.1 偈文の註釈 

63.3.1.1 徳について 

63.3.1.2 五種の菩薩について 

63.3.1.3 第一の菩薩 勝解をもつもの 

63.3.1.4 第二の菩薩 清浄なすぐれた意欲をもつもの 

63.3.1.5 第三の菩薩 因相において行じるもの 

63.3.1.6 第四の菩薩 無因相において行じるもの 

63.3.1.7 第五の菩薩 無造作において行じるもの 
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第 47偈 四種の考察 
47.1 偈文 [L168.16-18, N4_41.4-6] 

paryeṣaṇāvibhāge ślokaḥ. 

āgantukatvaparyeṣā anyonyaṃ nāmavastunoḥ, 

prajñapter dvividhasyātra tanmātratvasya caiṣaṇā.(19_47)154 

 

チベット訳 [pPhi270b2-270b3, dPhi245a6-245a7] 

ཡོངས་I་ཚXལ་བའི་=མ་པར་ད0ེ་བའི་ཚ*གས་I་བཅད་པ།  

  མིང་དང་དངོས་དག་ཕན་sན་N། །�ོ155་<ར་བ་ནི་ཉིད་N་བཙལ། ། 

  འདོགས་པ་=མ་པ་གཉིས་པོ་འདིར། །དེ་ཙམ་ཉིད་N་ཚXལ་བའོ།  

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c4-c6] 

次説菩薩四種求知。偈曰 

名物互爲客 二性倶是假          

二別不可得 是名四求義 

 

47.2 世親釈 [L168.20-25, N4_41.7-11] 

caturvidhā paryeṣaṇā dharmāṇāṃ, nāma-paryeṣaṇā, vastu-paryeṣaṇā, svabhāva-prajñapti-

paryeṣaṇā, viśeṣa-prajñapti-paryeṣaṇā ca. tatra nāmno vastuny āgantukatva-paryeṣaṇā 

nāma-paryeṣaṇā veditavyā. vastuno nāmny āgantukatva-paryeṣaṇā vastu-paryeṣaṇā 

veditavyā. tad-ubhayābhisambandhe svabhāva-viśeṣa-prajñaptyoḥ prajñaptimātratva-

paryeṣaṇā svabhāva-viśeṣa-prajñapti-paryeṣaṇā veditavyā. 

 

 

 
154 『摂大乗論』第三章(入所知相分第四)に同じ偈がある。 
MSg 3.16 チベット訳 [N2_67] 

མིང་དང་དངོས་གཉིས་ཕན་sན་N། །�ོ་<ར་ཡིན་པར་ཡོངས་I་བཙལ། ། 
བཏགས་པ་=མ་པ་གཉིས་པོ་ལ། །དེ་ཙམ་ཉིད་N་བཙལ་བར་0། ། 

MSg 3.16 玄奘訳 [T1594.31.143b29] 
名事互爲客 其性應尋思 
於二亦當推 唯量及唯假  

MSg 3.16 世親釈 真諦訳 [T1595.31.210c04] 
名義互爲客 菩薩應尋思     
應觀二唯量 及彼二假説 

155 p. fོ་ 
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チベット訳 [pPhi270b3-270b6, dPhi245a7-245b2] 

ཆོས་=མས་ལ་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་ནི་=མ་པ་བཞི་8ོ། །མིང་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་དང་། །དངོས་པོ་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་དང་། །ངོ་བོ་ཉིད་གདགས་པ་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་དང་། eད་པར་གདགས་ [d245b] 

བ་ཡོངས་I་ཆོལ་བའོ། །དེ་ལ་དངོས་པོ་ལ་མིངས་�ོ་<ར་བ་ཉིད་N་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་ནི་མིངས་ཡོངས་I་ཚXལ་0་ཡིན་པར་རིག་པར་0འོ། །མིང་ལ་དངོས་པོ་�ོ་<ར་བ་ཉིད་N་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་

ནི་དངོས་པོ་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་ཡིན་པར་རིག་པར་0འོ། །དེ་གཉིས་འ6ེལ་པ་ལ་ངོ་བོ་ཉིད་དང་eད་པར་འདོགས་པ་དང་གདས་པ་ཙམ་N་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་ནི། ངོ་བོ་ཉིད་དང་eད་པར་

འདོགས་པ་ཡོངས་I་ཆོལ་0ིན་པར་རིག་པར་0འོ།  

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c7-c13] 

釋曰。諸菩薩四種求諸法。一名求。二物求。三自性求。四差別求。名求者。推名於物是客。此謂名求。

物求者。推物於名是客。此謂物求。自性求者。推名自性及物自性知倶是假。此謂自性求。差別求者。推

名差別及物差別。知倶空故悉不可得。此謂差別求。説四求已。 

 

47.3 安慧釈 [pTsi239b4-241b6, dTsi206a5-207b5] 

47.3.1 偈文の註釈 

47.3.1.1 四種の考察 
ཡངོས་?་ཚEལ་བ་.མ་པར་ད*ེ་བ་ལ་ཚFགས་?་བཅད་པ་(paryeṣaṇāvibhāge ślokaḥ)ཞེས་*་བ་ལ། དེ་Jར་.མ་པར་གཞག་པ་བཤད་པ་.མ་པ་བཞི་

ལ་མཁས་པ་དེ། ཇི་Jར་ཚFག་གི་Lོ་ནས་སེམས་ཅན་ལ་ཆོས་Mོན་པར་མཁས་པ་དེ་བཞིན་=་བདག་ཉིད་@ི་སེམས་@ིས་ 156 @ང་། ཆོས་@ི་མཚན་ཉིད་གང་ཡིན་པ་ 157 ཚEལ་

ཞིང་ཤེས་པར་*ེད་དེ། དེ་བས་ན་ཆོས་.མ་པ་བཞིའི་ མཚན་ཉདི་ཚEལ་བ་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅིག་གིས་བMན་ཏོ158། ། 

དེ་ལ་ཆོས་.མ་པ་བཞིའི་ཚEལ་བ་ནི་མིང་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་། དངོས་པོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་། རང་བཞིན་བཏགས་པ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་། Oད་པར་=་བཏགས་

པ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་Mེ། ཡོངས་?་ [d206b] ཚEལ་བ་འདི་དག་ནི་མོས་པ་Pོད་པའི་སའི་=ས་ན། ཚEལ་བར་*ེད་པར་159རིག་པར་*འོ། ། 

    

47.3.1.2 名称と事態 
མིང་དང་དངོས་པོ་ཕན་Rན་=་Sོ་Tར་=་འUང་བ་ཚEལ་བ་Mེ་(āgantukatvaparyeṣā anyonyaṃ nāmavastunoḥ)ཞསེ་*་བ་ལ་མིང་ནི་

གང་གིས་Tམ་པ་ཞེ་འམ། Vམ་T་ཞེས་Wོད་པར་*ེད་པ་ལ་མིང་ཞསེ་*འོ། ། དངོས་པོ་ནི་Tམ་པ་J་Tར་X་Yགས་?་Zང་བ་དང་Vམ་T་J་Tར་བགོར་160 Zང་བ་བWོད་

པར་*་བའི་ཆོས་ལ་དངོས་པོ་ཞེས་*་Mེ། འདི་Jར་Tམ་པ་ལ་སོགས་པ་X་Yགས་?་Zང་བའི་དངོས་པོ་ལ་མིང་Tམ་པ་ཞེས་ [p240a] བཏགས་པ་ནི་མིང་ཉིད་Tམ་པའི་རང་

བཞིན་མ་ཡིན་(ི  །མིང་ཐམས་ཅད་Sོ་Tར་=་བཏགས་ཤིང་ལོགས་ཤིག་ན་བ\་བ]ན་ཙམ་=་བཏགས་པ་ཡིན་པར་ཤེས་པ་ནི། མིང་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། ། 

མིང་ཐམས་ཅད་Sོ་Tར་=་ཡིན་པར་ཅི་མངོན་ཞེ་ན། གལ་ཏེ་མིང་Sོ་Tར་བ་མ་ཡིན་(ི  །Tམ་པ་ཉིད་@ི་རང་བཞིན་ཡནི་ན་ནི། མེ་དང་ཚ་བ་ཉིད་རང་བཞིན་གཅིག་

པས་མེ་མེད་པར་*ས་ན་ཚ་བ་ཡང་མེད་པར་འ_ོ་བ་དེ་བཞིན་=་Tམ་པ་བཅག་Mེ་མེད་པར་*ས་ནས་ 161 མིང་ཡང་མེད་པར་འ`ར་བའི་རིགས་ན། Tམ་པ་བཅག་@ང་

མིང་མེད་པར་མི་འ`ར་(ི  །མིང་aི་ན་ཡོད་པ་དང་། b་cིན་162ཤི་Mེ་མེད་@ང་b་cིན་(ི་མིང་ཡང་མདེ་པར་མི་འ`ར་(ི  །མིང་aི་ན་ཡོད་པས་ན། མིང་དང་དངོས་པོ་

 
156 d. omits Tིས་ 
157 p. བ་ 
158 p. པའོ་ 
159 p. པ་ 
160 p. བ`ོར་ 
161 p. ན། 
162 p. pས་0ིན་ 
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རང་བཞིན་གཅིག་པ་མ་ཡིན་ནོ། ། 

འདི་Jར་Tམ་པ་ཞེས་*་བའི་མིང་ལ། Jོ་dམ་པོ་163eེ་སེང་སེང་པོ་X་Yགས་?་Zང་=་མ་བཏགས་པ་ཡང་Sོ་Tར་དང་། བ]ན་མ་ཙམ་=་བཏགས་པ་ཡིན་པར་ཤེས་

ན་དངོས་པོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*་Mེ། དོན་=་ན་Tམ་པའི་དངོས་པོ་ཡང་Tམ་པའི་མིང་དང་། རང་བཞིན་མི་གཅིག་པར་ཤེས་པའོ། ། 

Tམ་པའི་དངོས་པོ་དང་། མིང་གཉིས་ཇི་Jར་རང་བཞིན་མི་གཅིག་ཅེ་ན། གལ་ཏེ་མིང་དང་དངོས་པོ་གཉིས་རང་བཞིན་གཅིག་ན་ནི། མིང་མེད་པར་*ས་པས་དངོས་པོ་

ཉིད་@ང་མེད་པར་འ`ར་བའི་eོན་=་འ`ར་ཏེ། དཔེར་ན་རབ་f་མ་Uང་བའི་=ས་ན་Oིམ་ན་གནས་པའི་མིང་བཏགས་པ་ལས་རབ་f་Uང་བའི་=ས་ན་Oིམ་ན་གནས་

པའི་མིང་མེད་པར་*ས་པ་དང་། དངོས་པོ་ཡང་མེད་པར་འ`ར་བའི་རིགས་ན། [d207a] མིང་མེད་པར་*ས་@ང་དངོས་པོ་aི་ན་ཡདོ་པས་ན། མིང་དང་དངོས་པོ་གཉིས་

གཅིག་པ་མ་ཡིན་ནོ། ། 

 

47.3.1.3 自性と区別 
བཏགས་པ་.མ་པ་གཉིས་པོ་འདི། །དེ་ཙམ་ཉིད་=་ཚEལ་བའོ། །(prajñapter dvividhasyātra tanmātratvasya caiṣaṇā)ཞསེ་*་བ་ལ་འདི་

Jར་Wོད་པར་*ེད་པའི་མིང་དང་། བWདོ་པར་*་བའ་ིTམ་པ་ལ་སགོས་164པའ་ིདངསོ་པ་ོགཉསི་ཕན་Rན་ནས་འ,ལེ་ [p240b] པ་ལ165། རང་བཞནི་=་བཏགས་པ་དང་། 

Oད་པར་=་བཏགས་སོ། ། 

 དེ་ལ་རང་བཞིན་=་བཏགས་པ་ནི། ས་D་བའི་མཚན་ཉིད་བཏགས་པ་དང་། X་གཤེར་བའི་མཚན་ཉིད་བཏགས་པ་དང་། ཐོགས་པ་དང་བཅས་པའ་ིaིར་གAགས་ཞེས་

བཏགས་པ་དང་། kོང་བའི་བདག་ཉིད་@ི་aིར་ཚEར་བ་ཞེས་བཏགས་པ་Mེ། དེ་Jར་ཆོས་.མས་@ི་རང་གི་མཚན་ཉིད་སོ་སོར་བཏགས་པ་དེ་དག་@ང་བཏགས་པ་ཙམ་=་

ཡོད་པར་ཟད་@ི། ས་D་བའི་མཚན་ཉིད་དང་། X་གཤེར་བའི་མཚན་ཉིད་=་ mབ་པ་མེད་པར་ཤེས་ན་རང་བཞིན་=་བཏགས་པ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། ། 

དེ་Jར་རང་གི་མཚན་ཉིད་=་བཏགས་པའི་ཆོས་དེ་དག་ཉིད་ལ་ཡང་མི་5ག་པ་དང་། nག་བoལ་བ་དང་། ཟག་པ་དང་བཅས་པ་དང་། ཟག་པ་མེད་པ་དང་། འ=ས་

*ས་དང་འ=ས་མ་*ས་དང་། གAགས་ཅན་དང་། གAགས་མེད་པ་དང་། འདོད་པའི་ཁམས་?་གཏོགས་པ་དང་། གAགས་མེད་པའི་ཁམས་?་གཏོགས་པ་ལ་སོགས་པ་ནི་

Oད་པར་=་བཏགས་པ་ཞེས་*་Mེ། Oད་པར་=་བཏགས་པ་དེ་དག་@ང་མིང་ཙམ་ཚFག་ཙམ་=་ཟད་@ི་རང་བཞིན་ཡོད་པ་མ་ཡིན་པར་ཤེས་པ་ན1ི66། Oད་པར་=་བཏགས་

པ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། ། 

 

47.3.2 世親釈の註釈 
དེ་ལ་དངོས་པོ་ལ་མིང་Sོ་Tར་ཡིན་པར་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ནི་ 167 (nāmno vastuni āgantukatvaparyeṣaṇā)ཞསེ་*་བ་ལ་དངོས་པོ་Tམ་པ་ལ་

སོགས་པའོ། །མིང་ནི་Tམ་པ་ཞེས་*་བའི་ཚFག་Mེ། Tམ་པའི་དངོས་པོ་ལ་Tམ་པ་ཞེས་*་བའི་མིང་བཏགས་པ་འདི་མིང་ཉིད་Tམ་པའི་རང་བཞིན་མ་ཡིན་( ི །p་ཐབས་དང་། 

p་དགས་?་བཏགས་པར་ཟད་དེ་ཞེས་ཚEལ་ཞིང་ཤེས་པ་ནི་མིང་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། །  

མིང་ལ་དངོས་པོ་Sོ་Tར་བ་ཡིན་པར་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་(vastuno nāmny āgantukatvaparyeṣaṇā)ཞསེ་*་བ་ [d207b] ལ། མིང་ནི་Tམ་པ་ཞེས་

*་བའི་ཚFག་ལ་*་Mེ། ཚFག་འདིས་བWོད་པར་*་བའི་དངོས་པོ་ཡང་168X་Yགས་?་Zང་བའི་Tམ་པ་Mེ། Tམ་པ་ཞེས་*་བའི་Wོད་པར་*ེད་པའི་མིང་ལ། Tམ་པ་ཞེས་*་བ་

Wོད་པར་*ེད་པའི་དངོས་པོ་བཏགས་པ་ཡང་Sོ་Tར་དང་p་ཐབས་?་ [p241a] བཏགས་པར་ཟད་@ི། མིང་དང་དངོས་པོ་གཉིས་རང་བཞིན་མི་གཅིག་པར་ཚEལ་བ་ནི། 

དངོས་པོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། ། 

 
163 p. ། 
164 d. ། ། 
165 p. ལས་ 
166 d. ན་ 
167 p. ། 
168 p. ། 
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གང་གཉི་ག་མངནོ་པར་འ,ེལ་པ་ལ་རང་བཞིན་དང་Oད་པར་=་བཏགས་པ་(adubhayābhisambandhe 

svabhāvaviśeṣaprajñaptyoḥ)ཞསེ་*་བ་ལ། གཉི་ག་མངོན་པར་འ,ེལ་བ་ནི། Wོད་པར་*ེད་པའི་མིང་དང་། བWོད་169པར་*ེད་པའི་དངོས་པོ་གཉིས་འ,ེལ་

པ་Mེ། དེ་གཉིས་འ,ེལ་པ་ལས་D་བ་ལ་སོགས་པའི་ཆོས་@ི་རང་གི་མཚན་ཉིད་=་བཏགས་པ་དང་། eེ་བ་དང་འཇིག་པ་ལ་སོགས་པ་Pིའི་མཚན་ཉིད་=་བཏགས་པ་གཉིས་

@ང་བཏགས་པ་ཙམ་=་ཡོད་པར་ཟད་@ི། རང་གི་མཚན་ཉིད་@ང་རང་བཞིན་=་mབ་པ་མེད་པར་ཤེས་པ་ནི། རང་ག་ིངོ་བོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། །  Pིའི་མཚན་ཉིད་

@ང་བཏགས་པ་ཙམ་=་ཟད་@ི་རང་བཞིན་ཡོད་པ་མ་ཡིན་པར་ཤེས་པ་ནི་Oད་པར་=་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་ཞེས་*འོ། ། 

མདོ་rེ་Cན་བམ་པོ་བ=ན་པའི་བཤད་པ་>ོགས་སོ། ། 

 

第 48偈 四如実遍智 
48.1 偈文 [L168.24-27, N4_42.26-28] 

yathābhūta-parijñāna-vibhāge daśa ślokāḥ. 

sarvasyānupalambhāc ca bhūtajñānaṃ caturvidhaṃ, 

sarvārthasiddhyai dhīrāṇāṃ sarvabhūmiṣu jāyate.(19_48) 

 

チベット訳 [pPhi270b5-b6, dPhi245b2-245b3] 

ཡང་དག་པ་ཇི་M་བ་བཞིན་ཡོངས་I་ཤེས་པ་=མ་པར་ད0ེ་བའི་ཚ*གས་I་བཅད་པ་བYད་དེ།  

ཐམས་ཅད་དམིགས་I་མེད་པའི་Pིར། །ཡང་དག་ཡེ་ཤེས་=མ་པ་བཞི། ། 

ས་=མས་[ན་ལ་བBན་པ་ཡི། །དོན་[ན་Rབ་པར་0ེད་པར་འJར། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c13-c15] 

次分別四如實知。偈曰 

眞智有四種 名等不可得 

二利爲大業 成在諸地中 

 

48.2 世親釈 [L168.28-169.2, N4_42.29-43.1] 

caturvidhaṃ yathābhūta-parijñānaṃ dharmāṇāṃ nāma-paryeṣaṇāgataṃ, vastu-

paryeṣaṇāgataṃ, svabhāva-prajñapti-paryeṣaṇāgataṃ, viśeṣa-prajñapti-paryeṣaṇāgataṃ ca. 

tac ca sarvasyāsya nāmādikasyānuplambhād veditavyaṃ. uttarārdhena yathābhūta-

parijñānasya karmaṇāṃ māhātmyaṃ darśayati. 

 

チベット訳 [pPhi270b6-271a1, dPhi245b3-245b4]  

ཆོས་=མས་ཡང་དག་པ་ཇི་M་བ་བཞིན་N་ཤེས་པ་ནི་=མ་པར་བཞིན་8ེ། མིང་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་དང་oན་པ་8ེ། དངོས་པོ་ཡོངས་I་ཚXགས་པ་དང་oན་པ་དང་། ངོ་བོ་ཉིད་དང་eད་པར་N་

 
169 d. Aོད་ 
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འདོགས་པ་ཡོངས་I་ཚXལ་བ་དང་oན་པའོ། ། དེ་ཡང་མིངས་ལ་སོགས་པ་འདི་དག་ཐམས་ཅད་མི་དམིགས་པ་ལས་རིག་པར་0་8ེ། Pེད་འོག་མས་ནི་ཡང་དག་པར་ཇི་M་བ་བཞིན་ཡོངས་I་

ཤེས་པ་ནི་ཆེ་བའི་བདག་ཉིད་དང་ལས་Tིས་8ོན་ཏོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c16-c20] 

釋曰。諸菩薩於諸法有四種如實知。一縁名如實知。二縁物如實知。三縁自性如實知。 

四縁差別如實知。如實知者。由知一切名等皆不可得故。二利爲大業成在諸地中者。諸菩薩於諸地中起自

利利他大事。 

 

48.3 安慧釈 [pTsi241a4-241b8, dTsi207b5-208b1] 

48.3.1 偈文の註釈 

48.3.1.1 如実遍智についての総論 
ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཡོངས་?་ཤེས་པ་.མ་པར་ད*ེ་བའི་ཚFགས་?་བཅད་པ་བsའ་ོ(yathābhūta-parijñāna vibhāge daśa 

ślokāḥ)ཞེས་*་བ་ལ། དེ་Jར་མོས་པ་Pོད་པའི་སར་མིང་དང་དངོས་པོ་དང་། རང་བཞིན་དང་Oད་པར་.མས་ཡོངས་?་བཙལ་ན། ས་དང་པོར་མིང་དང་དངོས་པོ་དང་

རང་བཞིན་དང་Oད་པར་.མས་Mོང་པ་ཉིད་@ི་མཚན་ཉིད་=་ཡོངས་?་ཤེས་པར་འ`ར་ཏེ། དེ་བས་ན་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་ཚFགས་?་བཅད་པ་བsས་

བMན་ཏོ། །  

ཐམས་ཅད་དམིགས་?་མེད་པའི་aིར། །ཡང་དག་ཤེས་པ་.མ་པ་བཞ།ི །(sarvasyānupalaṃbhāc ca bhūtajñānaṃ caturvidhaṃ)ཞེས་*་

བ་ལ་སོགས་པ་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅིག་གིས་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་བཞིའི་མཚན་ཉིད་དང་ལས་@ི་བདག་ཉིད་ཆེན་པོ་བMན་ཏོ། །དེ་ལ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་

བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་བཞི་ནི། མིང་ 170  [d208a] ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་དང་། དངོས་པོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་

དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་དང་།རང་ [p241b] བཞིན་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་དང་། Oད་པར་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་

tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཡོངས་?་ཤེས་པའོ། ། 

 

48.3.1.1 如実遍智についての総論 
དེ་ལ་མིང་ཐམས་ཅད་དངོས་པོ་མེད་ཅིང་Mོང་པ་ལ་དམིགས་?་མེད་པར་ཤེས་ན། མིང་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་ཞེས་*འོ། ། 

Tམ་པ་ལ་སོགས་པའི་དངོས་པོ་ཐམས་ཅད་@ང་རང་བཞིན་མེད་ཅིང་Mོང་ལ་དམིགས་?་མེད་པར་ཤེས་ན། དངོས་པོ་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་

བ་བཞིན་=་ཡོངས་?་ཤེས་པ་ཞེས་*འོ། ། 

སའི་རང་གི་མཚན་ཉིད་D་བ་ལ་སོགས་པ་རང་གི་མཚན་ཉིད་ཐམས་ཅད་རང་བཞིན་མེད་ཅིང་Mོང་ལ་དམིགས་?་མེད་པར་ཤེས་ན། རང་བཞིན་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་

tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་ཞེས་*འོ། ། 

ང་འགག་པ་ལ་སོགས་པའི་ཆོས་.མས་@ང་རང་བཞིན་མེད་ཅིང་Mོང་ལ་དམིགས་?་མེད་པར་ཤེས་ན། Oད་པར་ཡོངས་?་ཚEལ་བ་དང་tན་པ་ཡང་དག་པ་ཇི་Jན་བ་

བཞིན་=་ཤེས་པ་ཞེས་*་Mེ། དེ་Jར་ཚFགས་བཅད་aེད་@ིས་ནི་ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པའི་མཚན་ཉིད་བMན་ཏོ། ། 

 

 
170 d. ། ། 
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48.3.1.3 如実遍智と菩薩の十地 
བMན་པ་ཐམས་ཅད་དོན་uབ་aིར། ས་vན་=་ནི་eེ་བར་*ེད། །171(sarvārthasiddhyai dhīrāṇāṃ sarvabhūmiṣu jāyate)172ཅེས་*་བ་

ལ། ས་དང་པོ་ནས་བwམས་ཏེ་ས་བs་མན་ཆད་ལ་ས་vན་ཞེས་ 173 *་Mེ། བMན་པ་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་ས་བs་ཐམས་ཅད་=་བདག་དང་གཞན་(ི་དོན་བuབ་

པར་*་བའི་aིར། ཡང་དག་པའི་ཤེས་བཞི་eེ་བར་*ེད་ཅིང་དེ་དག་ལ་Lོམ་པར་*ེད་དེ། ། 

ཚFགས་174བཅད་འོག་མ་aེད་@ིས་ནི་ཡང་དག་པའི་ཤེས་པའི་ལས་@ི་བདག་ཉིད་ཆེ་བ་བMན་ཏོ། ། 

དེ་Jར་ས་དང་པོར་ཆོས་ཐམས་ཅད་བདག་མེད་པར་ཤེས་པའི་ཡེ་ཤེས་དེ་བཅིངས་པ་ཐམས་ཅད་ལས་ད_ོལ་བར་*་བའི་ཐབས་ཡིན་ཏེ། དེས་བཅིངས་པ་ཐམས་ཅད་ 

[d208b] ལས་_ོལ་བར་*ེད་དོ། ། 

 

第 49偈 三つの因相 
49.1 偈文 [L169.3-4, N4_43.19-20] 

pratiṣṭhābhogabījaṃ hi nimittaṃ bandhanasya hi. 

sāśrayāś cittacaitās tu bandhyante 'tra sabījakāḥ.(19_49) 

 

チベット訳 [pPhi271a1-a2, dPhi245b4-b5] 

འཆིར་བ་ཡི་ནི་Bེན་དག་དང་། ། ལོངས་Cོད་ས་བོན་?་མཚན་འདིར། ། 

སེམས་དང་སེམས་ལས་kང་བ་=མས། །Bེན་བཅས་ས་བོན་བཅས་ཏེ་བཅིངས། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c23-654a4] 

偈曰 

住持及受用 種子合三因     

依止及心法 亦種爲彼縛 

 

49.2 世親釈 [L169.5-8, N4_43.21-23] 

tatra pratiṣṭhā-nimittaṃ bhājanalokaḥ. bhoga-nimittaṃ pañca rūpādayo viṣayāḥ. bīja-

nimittaṃ yat teṣāṃ bījam ālayavijñānaṃ. atra trividhe nimitte sāśrayāś cittacaittā badhyante. 

yac ca teṣāṃ bījam ālayavijñānaṃ. āśrayāḥ punaś cakṣur ādayo veditavyāḥ. 

 

チベット訳 [pPhi271a2-a3, dPhi245b5-b6] 

དེ་ལ་Bེན་5ི་?་མཚན་ནི་gོད་Tི་འཇིག་Bེན་ནོ། །ལོངས་Cོད་Tི་?་མཚན་ནི་གxགས་ལ་སོགས་པ་!ལ་Dའོ། །ས་བོན་5ི་?་མཚན་ནི། དེ་དག་གིས་ས་བོན་[ན་གཞི་=མ་པར་ཤེས་པ་གང་ཡིན་

 
171 p. omits ། ། 
172 偈文のチベット訳は ས་=མས་[ན་ལ་བBན་པ་ཡི། །དོན་[ན་Rབ་པར་0ེད་པར་འJར། ། 
173 p. ཅེས་ 
174 p. ཚ*ག་ 



49.3 安慧釈 [pTsi241b8-242b6, dTsi208b1-209a5] 97 

པ་8ེ། ?་མཚན་=མ་པ་གIམ་པོ་འདིར་སེམས་དང་སེམས་ལས་kང་བ་Bེན་དང་བཅས་པ་=མས་དང་། དེ་དག་གིས་བོན་[ན་གཞི་=མ་པར་ཤེས་པ་གང་ཡིན་པ་ཡང་བཅིངས་སོ། །Bེན་ནི་

མིག་ལ་སོག་པ་ཡིན་པར་རིག་པར་0འོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.653c24-654a4] 

釋曰。三因者。一住持因。二受用因。三種子因。住持因者謂器世界。受用因者謂五欲境界。種子因者謂

阿梨耶識。由此識是内外諸法種子因故。此三因如繩即是能縛。問此縛縛何等物。答依止及心法。亦種爲

彼縛所縛亦有三種。一依止。二心法。三阿梨耶識。問依止是何等。答是眼等六根。問阿梨耶識是何等。

答是三界内外諸法種子。此中但有阿梨耶識可縛。無人我可縛。此名如實知繋縛。 

 

49.3 安慧釈 [pTsi241b8-242b6, dTsi208b1-209a5] 

49.3.1 偈文の註釈 

49.3.1.1 能縛について 
དེ་ལ་བཅངིས་པ་175 [p242a] གང་ཡིན་པ་དང་། དེས་གང་བཅིངས་པ་ཤེས་པར་*་བའི་aིར། གནས་དང་ལོངས་Pོད་ས་བོན་(ི  ། །མཚན་མ་དག་གིས་བཅིངས་པ་

དང་176(pratiṣṭhābhogabījaṃ hi nimittaṃ bandhanasya hi)། །ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་xོས་ཏེ། དེ་ལ་བཅིངས་པ་ནི་གནས་@ི་མཚན་མ་དང་། 

ལོངས་Pོད་@ི་མཚན་མ་དང་། ས་བོན་(ི་མཚན་མའོ། ། 
དེ་ལ་གནས་@ི་མཚན་མ་ནི་Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་ཏེ། མཚན་མ་དང་&ལ་ཞེས་*་བ་དག་དོན་གཅིག་པས་Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་ནི་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པས་དམིགས་

པར་*་བའི་&ལ་ཡིན་པའི་aིར་177Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་ལ་གནས་@ི་མཚན་མ་ཞེས་*འོ། །དེའི་aིར་?མ་s་བའི་བMན་བཅོས་ལ་སོགས་པ་ལས་@ང་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་

པ་ནི་གནས་.མ་པར་རིག་པར་བཤད་དོ། ། 

ལོངས་Pོད་ནི་མིག་གི་.མ་པར་ཤེས་པ་ནས་ཡིད་@ི་.མ་པར་ཤེས་པའི་བར་=། .མ་པར་ཤེས་པ་yག་ལ་ནི་ལོངས་Pོད་ཅེས་*་Mེ། .མ་པར་ཤེས་པ་yག་གི་མཚན་མ་

དང་&ལ་ནི་གAགས་དང་། z་དང་། {ི་དང་། རོ་དང་། རེག་*་Mེ་&ལ་|འོ། ། 

ས་བོན་(ི་མཚན་མ་ནི་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ལ་*་M།ེ vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ནི་གནས་དང་ལོངས་Pོད་ལ་སོགས་པའི་མཚན་མའི་བག་ལ་ཞ་བ་དང་། བག་

ཆགས་@ི་གཞི་*ེད་པའི་aིར། ས་བོན་(ི་མཚན་མ་ཞེས་*་Mེ། བཅིང་བ་དེ་ག?མ་(ིས་བཅིངས་སོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། 

 

49.3.1.2 所縛について 
དེས་གང་བཅིངས་ཤེ་ན་དེའི་aིར། 5ེན་བཅས་སེམས་དང་སེམས་ལས་Uང་བ་དག།(sāśrayāś cittacaittā)ཅེས་*་བ་xོས་ཏེ། གོང་མའི་178བཅིངས་པ་དེས་ནི་

5ེན་དང་སེམས་དང་སེམས་ལས་Uང་བ་ག?མ་བཅིངས་སོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

དེ་ལ་5ེན་(ི་zས་ནི་མིག་གི་དབང་པོ་ནས་ཡིད་@ི་དབང་པོའི་བར་=། དབང་པོ་yག་དང་བཅས་པའི་}ས་ལ་*་Mེ། དོན་=་ན་གAགས་@་ི~ང་པོ་ལ་*འོ། །ཡིད་@ི་

དབང་པོ་ཡང་འདིའི་�བས་?་ཉོན་མོངས་པའི་ཡིད་ལ་*འོ། ། 

སེམས་@ི་zས་ནི་.མ་པར་ཤེས་པ་བCད་ལ་*་Mེ། ~ང་པོ་|འི་ནང་ནས་ [p242b] .མ་པར་ཤེས་པའི་~ང་པོ་ལ་*འོ། ། 

 
175 p. བཅིངས་པ་ལ་བཅིངས་པ་ 
176 偈文のチベット訳は འཆིར་བ་ཡི་ནི་Bེན་དག་དང་། །ལོངས་Cོད་ས་བོན་?་མཚན་འདིར། 
177 p. !ལ་ཡིན་པར་0་བའི་ 
178 p. གོང་མ་ 
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སེམས་ལས་Uང་བའི་zས་ནི་ཚEར་བའི་~ང་པོ་དང་། འ=་ཤེས་@ི་~ང་པོའི་གཉིས་དང་། རེག་པ་དང་ [d209a] །།ཡིད་ལ་*ེད་པ་ལ་སོགས་པ་སེམས་ལས་Uང་བ་|་བs་

w་གཅིག་ལ་*་Mེ། དོན་=་བཤད་པའི་བཅིང་བ་དེས་~ང་པོ་|་བཅིངས་སོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

གང་=་བཅིངས་ཇི་Jར་བཅིངས་ཤེ་ན། དེའི་aིར། འདིར་ནི་ས་བོན་tན་པས་བཅིངས། །(bandhyante 'tra sabījakāḥ)ཞེས་xསོ་ཏེ།གང་=་བཅིངས་ཤེ་ན། 

ཁམས་ག?མ་འདིར་བཅིངས་སོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

ཇི་Jར་བཅིངས་ཤེ་ན། གནས་@ི་མཚན་མའི་བག་ཆགས་དང་། ལོངས་Pོད་@ི་མཚན་མའི་བག་ཆགས་vན་གཞི་ལ་བསགས་པས་ཇི་Dིད་=་བག་ཆགས་མ་�ངས་ཏེ། 

བག་ཆགས་དང་tན་པ་དེ་Dིད་=་ཐར་པ་མེད་པས་ན་དེ་Jར་བཅིངས་སོ། ། 

 

49.3.2 世親釈の註釈 
དེ་ལ་གནས་@་ིམཚན་མ་ནི་Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་ཏོ་(tatra pratiṣṭhānimittaṃ bhājanalokaḥ)ཞེས་*་བ་ལ་གནས་ནི་Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་ལ་*་Mེ། དེ་

དག་ཉིད་vན་གཞིའི་གནས་ཡིན་པས་ན་གནས་@ི་མཚན་མ་ཞེས་*འོ། ། 

ལོངས་Pོད་@ི་མཚན་མ་ནི་(bhoganimittaṃ)ཞེས་*་བ་ལ། ལོངས་Pདོ་ནི་མིག་གི་.མ་པར་ཤེས་པ་ནས་ཡིད་@ི་.མ་པར་ཤེས་པ་yག་ལ་*་Mེ། དེ་དག་གི་

མཚན་མ་དང་&ལ་ནི་གAགས་ནས་རེག་*འི་བར་=་|འོ། ། 

གང་དེ་དག་གི་ས་བོན་ནི་(yat teṣāṃ bījam)ཞེས་*་བ་ལ། གནས་དང་ལོངས་Pོད་གཉིས་@ི་ས་བོན་(ི་མཚན་མ་དང་གཞིར་`ར་པ་ནི་vན་གཞི་.མ་ 

[209a5] པར་ཤེས་པ་Mེ། vན་གཞ་ིནི་ཆོས་ཐམས་ཅད་@ི་ས་བོན་(ི་5ེན་*ེད་པའི་aིར་རོ། ། 

 

第 50偈 因相の修習 
50.1 偈文 [L169.9-10, N4_45.16-17] 

purataḥ sthāpitaṃ yac ca nimittaṃ yat sthitaṃ svayaṃ. 

sarvaṃ vibhāvayan dhīmān labhate bodhim uttamāṃ.(19_50)179 

 

チベット訳 [pPhi271a3, dPhi245b6-b7] 

མNན་བཞག་མཚན་མ་གང་ཡིན་དང་། བདག་ཉིད་འNག་པ་གང་ཡིན་པ། ། 

ཐམས་ཅད་=མ་འཇིག་fོ་oན་5ིས། །0ང་iབ་མཆོག་ནི་ཐོབ་པར་འJར། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a4-a6] 

偈曰 

 
179 『摂大乗論』第三章(入所知相分第四)に同じ偈がある。 
MSg 3.6 チベット訳 [N2_61] 

མཚན་མ་གང་ཞིག་མNན་བཞག་དང་། །གང་ཡང་བདག་ཉིད་གནས་པ་=མས། ། 
[ན་ལ་fོ་oན་མི་Bོག་ན། །0ང་iབ་དམ་པ་འཐོབ་པར་འJར། ། 

MSg 3.6 玄奘訳 [T1594.31.142c12-13] 
現前自然住 安立一切相     
智者不分別 得最上菩提 

MSg 3.6 世親釈 真諦訳 [T1595.31.202b12-13] 
現住及安立 一切相思惟 
智人不分別 故得無上覺 
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  安相在心前 及以自然住 

  一切倶觀察 至得大菩提 

 

50.2 世親釈 [L169.11-17, N4_45.18-25] 

 evam akalpayan evaṃkramād iti vaktavyam. tatra purataḥ sthāpitaḥ nimittaṃ yac 

chruta-cinṭā-bhāvanā-prayogenālambanīkṛtaṃ parikalpitaṃ. sthitaṃ svayam eva yat 

prakṛty ālambanībhūtam ayatnaparikalpitaṃ. tasya vibhāvanā vigamo 'nālambanībhāvaḥ 

akalpanā. 

tadupāyo nimitta-pratipakṣaḥ. tac cobhayaṃ kramād bhavati. pūrvaṃ hi sthāpitasya 

paścāt svayaṃ sthāpitasya. tatra caturviparyāsānugataṃ pudgala-nimittaṃ vibhāvayan 

yogī śrāvakabodhiṃ pratyekabodhiṃ vā labhate. sarvadharma-nimittaṃ vibhāvayan 

mahābodhiṃ. etena yathā bandhaṃ parijñāya mokṣāya saṃvartate yathābhūtaṃ 

parijñānaṃ tat paridīpitaṃ. 

 

チベット訳 [pPhi271a3-271b1, dPhi245b7-246a3] 

 དེ་Mར་མི་Bོག་པ་རིམ་པ་དེ་M་<ས་ཞེས་བAོད་པར་0་8ེ། དེ་ལ་མNན་N་བཞག་པའི་མཚན་མ་ནི། ཐོས་པ་དང་བསམ་པ་དང་བ`ོམ་པའི་�ོར་བས་དམིགས་པར་0ས་པའི་ 

[d246a] །།[ན་བBགས་པ་གང་ཡིན་པའོ། །བདག་ཉིད་འNག་པ་ནི་རང་བཞིན་5ིས་དམིགས་པར་འJར་5ི  །འབད་པས་[ན་བBགས་པ་མ་ཡིན་པ་གང་ཡིན་པའོ། །དེ་=མ་པར་འཇིག་པ་ནི་

འ6ལ་བ་8ེ། དམིགས་པ་མེད་པའི་ངོ་བོའི། ། 

 དེའི་ཐབས་ནི་མཚན་མའི་གཉེན་པོ་=མ་པར་མི་Bོག་པའོ། །དེ་གཉི་ག་ཡང་རིམ་5ིས་འkང་8ེ། Uར་ནི་གཞག་པ་ལའོ། །Pིས་ནི་བདག་ཉིད་འNག་པ་ལའོ། །དེ་ལ་Pིན་ཅི་ལོག་བཞི་དང་

oན་པའི་གང་ཟག་གི་མཚན་མ་=མ་པར་འཇིག་པའི་=ལ་འ0ོར་བས་ནི་ཉན་ཐོས་Tི་0ང་iབ་བམ། རང་སངས་Yས་Tི་0ང་iབ་འཐོབ་བོ། །ཆོས་ཐམས་ཅད་Tི་མཚན་མ་=མ་པར་འཇིག་པས་

ནི་0ང་iབ་ཆེན་པོ་འཐོབ་8ེ། འདིས་ནི་ཡང་དག་པ་ཇི་M་བ་བཞིན་ཡོངས་I་ཤེས་པས་འཆིང་བ་ [p271b] ཇི་Mར་ཡོངས་I་ཤེས་ན་ཐར་པར་འJར་བ་དེ་བ8ན་ཏོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a7-a17] 

 釋曰。安相在心前者。安相謂聞思修慧方便。人所縁起分別故。名安相及以自然住者。彼相謂自性現

前。非分別故名自然住。一切倶觀察者。彼二所縁非所縁體。無分別故。 

 以此方便爲諸相對治。彼二應次第觀察。謂先觀安相。後觀自然住相。此二皆非縁體。彼起四倒即得隨

滅。至得大菩提者。若修行人但觀察人相。唯得聲聞縁覺菩提。若觀察一切法相即得無上菩提。如是隨其

所縛而得解脱此名如實知解脱。問此解脱由何所知由何所盡。 
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50.3 安慧釈 [pTsi242b6-244a8, dTsi209a5-210b6] 

50.3.1 偈文の註釈 

50.3.1.1 二種の因相 
ཆོས180་གང་ཤེས་ཤིང་བLོམས་པས་བཅིངས་པ་ལས་ཐར་པར་འ`ར་བའི་ཐབས་བMན་པའི་aིར། མཚན་མ་མ=ན་=་གང་བཞག་པ181། ། 

བདག་ཉིད་@ིས་ནི་གང་གནས་པ། །བ5ེན་པས་ཐམས་ཅད་.མ་བཤིག་ན། །*ང་Xབ་མཆོག་ནི་]ེད་པར་འ`ར(labhate bodhim uttamāṃ)། །ཞེས་*་བ་

xོས་ཏེ། 

མཚན་མ་མ=ན་=་གང་བཞག་པ(purataḥ sthāpitaṃ yac)། །182ཞེས་*་བ་ལ་183ནི་གང་oོན་མཉན་པ་དང་བསམ་པ་དང་བLོམ་པ་ལ་སོགས་པའི་cོར་

བ་ལ་བ5ེན་ནས། .ལ་འ*ོར་པས་འ�ལ་=་ [p243a] བམ་པ་དང་བoོས་པ་དང་ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པའི་མཚན་མ་མ=ན་=་བསམས་ཤིང་བ5གས་ཏེ་གཞག་པ་ནི་མཚན་

མ་མ=ན་=་བཞག་པ་ཞེས་*འོ། ། 

གང་འ�ལ་=་བསམས་ཏེ་གཞག་པ་ནི་མ་ཡིན་(ི།སེམས་ཅན་.མས་འཁོར་བ་ཐོག་མ་མེད་པའི་=ས་ནས་བzིམས་ཤིང་འབད་མི་དགོས་པས་Tམ་པ་དང་ [d209b] 

Vམ་T་ལ་སོགས་པ་རང་གི་ངང་གིས་སེམས་ལ་Vང་བ་ནི། བདག་ཉིད་@ིས་གང་གནས་པ་(yat sthitaṃ svayaṃ)ཞེས་*་M།ེ *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་བ5ན་པ་

.མས་@ིས་མ=ན་=་བཞག་པའི་184མཚན་མ་དང་། བདག་ཉིད་@ིས་གནས་པའི་མཚན་མ་གཉིས་བཤིག་Mེ། Mོང་པར་དམིགས་?་མེད་པའི་མཚན་ཉིད་=་*ས་ནས། དེ་ལ་

ཡོད་པའི་ངོ་བོར་5གོ་པའི་Rལ་=་བLོམས་ན། *ང་Xབ་ཐོབ་པ་དང་། *ང་Xབ་མཆོག་ཐོབ་པར་འ`ར་རོ་ཞེས་*་བའ་ིདོན་ཏོ། ། 

 

50.3.1.2 因相の修習のしかた 
དེ་ལ་བLོམ་པའི་རིམ་པ་ཡང་དང་པོ་ནི་མ=ན་=་གཞག་པའི་མཚན་ཉིད་Mོང་པར་བཤིག་Mེ། བLོམ་པ་དེ་Mོང་པར་བཤིག་པ་ 185 དང་དེའི་འོག་f་བདག་ཉིད་@ིས་

གནས་པའི་དངོས་པོ་.མས་Mོང་པར་བཤིག་Mེ།186ཇི་Jར་ཞེ་ན་འདི་Jར་བམ་པ་དང་། བoོས་པ་187ལ་སོགས་པ་འདི་དག་སེམས་དང་སེམས་ལས་Uང་བ་ལ། Vང་བ་ཙམ་

=་ཟད་@ི་རང་བཞིན་=་mབ་པར་ཡོད་པ་མ་ཡིན་པ་དེ་བཞིན་=། Tམ་པ་དང་Vམ་T་ལ་སོགས་པ་འདི་དག་@ང་སེམས་དང་སེམས་ལས་Uང་བ་ལ་Vང་བར་ཟད་@ི། རང་

བཞིན་(ིས་mབ་པར་ཡོད་པ་མ་ཡིན་ནོ་ཞེས་དེ་Jར་བLོམ་མོ། ། 

དེ་ལ་ཉན་ཐོས་དང་རང་སངས་Cས་@ིས་5ག་པ་དང་། གཙང་བ་དང་བདག་དང་བདེ་བ་དང་tན་པའི་གང་ཟག་Mོང་པར་བཤིག་Mེ་བLོམས་ན་ནི་ 188 ཉན་ཐོས་@ི་

*ང་Xབ་དང་། རང་སངས་Cས་@ི་*ང་Xབ་ཐོབ་པོ། ། 

*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་@ིས་གང་ཟག་དང་ཆོས་གཉིས་Mོང་པར་བཤིག་Mེ་189བLོམས་ན་ནི་p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་མཆགོ་འཐོབ་པར་འ`ར་རོ། ། 

 

 
180 p. ངཆོས་ 
181 p. དང་ 
182 p. omits ། 
183 p. omits ལ་ 
184 p. བ{གས་པའི་ 
185 p. བཤིགས་པ་ 
186 d. omits ། 
187 p. Uོས་པ་ 
188 p. adds ། 
189 p. adds ། 
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50.3.2 世親釈の註釈 

50.3.2.1 二種の因相 
དེ་བཞིན་=་མི་5ོག་པ་དེ་J་T་རིམ་(ིས་190�་བར་*འོ་(evam akalpayan evaṃkramād iti vaktavyam)ཞེས་*་བ་ནི་ [p243b] མ=ན་=་

གཞག་པའི་མཚན་མ་དང་tན་པ་བདག་ཉིད་གནས་པའི་མཚན་མ་གཉིས་ལ་བLོམ་པའི་རིམ་པ་ཡང་། དང་པོར་མ=ན་=་གཞག་པའི་མཚན་མ་ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པ་Mོང་

པར་བཤིག་ནས་དེ་ལ་མི་5ོག་པར་*འོ། །དེ་ནས་Tམ་པ་ལ་སོགས་པ་བདག་ཉིད་གནས་པའི་མཚན་མ་Mོང་པར་བཤིག་Mེ། དེ་ལ་མི་5ོག་པར་*འོ། ། 

 གང་མཉན་པ་དང་བསམ་པ་དང་(śruta-cinṭā)། །ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ལ་མ=ན་=་གཞག་པའི་མཚན་མ་ཞེས་*་བའི་དོན་འཆད་དེ། མ=ན་=་ 

[d210a] 191 གཞག་པའི་མཚན་མ་ཞེས་*་བ་ནི་གང་.ལ་འ*ོར་བས་མཉན་པ་དང་བསམ་པ་དང་བLོམ་པའི་ཏིང་ངེ་འཛFན་(ི་&ལ་ལ་*་Mེ། ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པའི་

མཚན་མ་ཉིད་འ�ལ་=་སེམས་@ིས་བ5གས་ཏེ་གཞག་པའོ། ། 

  རང་བཞིན་ལ་གནས་པར་`ར་ཅིང་(prakṛty ālambanībhūtam)ཞེས་*་བ་ལ། བདག་ཉིད་གནས་པ་ནི་གང་འ�ལ་=་བསམས་ཏེ་མ=ན་=་གཞག་པ་ནི་

མ་ཡིན་(ི་192འཁོར་བ་ཐོག་མ་མེད་པའི་=ས་ནས་བzིམས་ཤིང་འབད་མི་དགོས་པར་སེམས་ལ་རང་གི་ངང་གིས་Vང་བ་Mེ། གང་Tམ་པ་ལ་སོགས་པ་རང་བཞིན་(ི་སེམས་

@ིས་བ5གས་ཏེ། སེམས་ལས་aི་རོལ་=་ཡོད་པ་J་Tར་Vང་བའོ། ། 

 

50.3.2.2 因相の修習のしかた 
དེ་ལ་བཤིག་པ་ནི་ཡོད་པའི་དངོས་པོ་ལས་,ལ་བ་.མ་པར་མི་5ོག་པ་Mེ་ 193 (tasya vibhāvanā vigamo 'nālambanībhāvaḥ 

akalpanā)ཞེས་*་བ་ལ་དེ་གཉིས་Mོང་པར་བཤིག་པའི་ཐབས་ནི་མ=ན་=་གཞག་པའི་མཚན་མ་དང་རང་བཞནི་ལ་གནས་པ་གཉིས་སེམས་ལ་Vང་བ་དང་,ལ་ཞིང་། 

སེམས་ལ་མི་Vང་བར་*་བ་ནས། དེ་ལ་ཡོད་པར་5ོག་པ་�ངས་ཏེ། མི་5ོག་པའི་Rལ་=་བLོམ་པ་ནི་གཞག་པ་ཞེས་*འོ། ། 

དེའི་ཐབས་ནི་མཚན་མའི་གཉེན་པོའོ་ 194 (tadupāyo nimittapratipakṣaḥ)ཞེས་*་བ་ལ་Mོང་པར་བཤིག་ནས་མི་5ོག་པའི་Rལ་=་བLོམ་པ་ཉིད་

མཚན་མར་འཛFན་པ་ཐམས་ཅད་མེད་ཅིང་འཇིག་པར་*ེད་པའི་ཐབས་ཡིན་ནོ། ། 

མ=ན་=་གཞག་པ་དང་། aིར་བདག་ཉིད་གནས་པ་ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ལ་ད་ེགཉིས་Mོང་པར་བLོམ་པའི་རིམ་པ་ནི་དང་པོ་ཉིད་=་མ=ན་=་གཞག་པའི་མཚན་ མ་

ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པ་Mོང་ [p244a] པར་བཤིག་Mེ།195ཇི་Jར་བཤིག་ཅེ་ན། ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པ་Vང་བ་འདི་དག་སེམས་ལ་Vང་བ་ཙམ་=་ཟད་@ི་ཡང་དག་པར་ཡོད་པ་

མ་ཡིན་ནོ་ཞེས་གཞིག་གོ  ། ། 

Tམ་པ་ལ་སོགས་པ་བདག་ཉིད་@ིས་196གནས་པ་.མས་Mོང་པར་བཤིག་Mེ། ཇི་Jར་བཤིག་ཅེ་ན་Mེ། ཇི་Jར་ཀེང་Zས་ལ་སོགས་པ་སེམས་ལ་Vང་བར་ཟད་@ི་197རང་

བཞིན་ཡོད་པ་མ་ཡིན་པ་དེ་བཞིན་=་Tམ་པ་ལ་སོགས་པ་འདི་དག་@ང་སེམས་ལ་Vང་བར་ 198 ཟད་@ི། རང་བཞིན་ཡོད་པ་མ་ཡིན་ནོ་ཞེས་དེ་དེ་ལ་aིན་ཅི་ལོག་བཞི་ 

[d210b] དང་tན་པའི་གང་ཟག་གི་མཚན་མ་.མ་པར་འཇིག་པའི་.ལ་འ*ོར་ཅན་ནོ་(tatra caturviparyāsānugataṃ pudgala-nimittaṃ 

vibhāvayan yogi)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ལ་5ག་པ་དང་།199 བདེ་བ་དང་། གཙང་བ་དང་། བདག་དང་tན་པའི་གང་ཟག་ལ་ཡོད་པར་འཛFན་པ་200Mོང་པར་

 
190 p. རིམས་I་ 
191 d. adds ། ། 
192 p. adds ། 
193 p. adds ། 
194 p. adds ། 
195 d. omits ། 
196 p. Tི་ 
197 p. adds ། 
198 d. adds མ་ 
199 p. omits ། 
200 p. adds ། 
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བཞིག་ནས་བLོམ་པའི་.ལ་འ*ོར་པས་ནི། ཉན་ཐོས་@ི་*ང་Xབ་དང་། རང་སངས་Cས་@ི་*ང་Xབ་ཐོབ་པར་འ`ར་རོ། ། 

ཆོས་ཐམས་ཅད་@ི་མཚན་མ་.མ་པར་འཇིག་པ་ནི་*ང་Xབ་ཆེན་པོར་རོ་(sarvadharma-nimittaṃ vibhāvayan mahābodhiṃ)ཞེས་*་བ་

ལ། གང་ཟག་གི་མཚན་མ་དང་། ཆོས་@ི་མཚན་མ་གཉིས་Mོང་པར་བཤིག་ནས་བLོམ་པའི་.ལ་འ*ོར་པས་ནི་ [210b3] p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་འཐོབ་པོ་ཞེས་*་བའི་

དོན་ཏོ། ། 

 

50.3.2.3 三偈(第 48、49、50偈)の要約 

དེ་དག་གིས་ཇི་J་Tར་བཅིངས་པ་ཡོངས་?་ཤེས་པར་ཐལ་བར་ 201 འ`ར་བ་དང་། ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་ཡོངས་?་ཤེས་པ་དེ་དག་བMན་ཏོ་ 202 (etena 

yathā bandhaṃ parijñāya mokṣāya saṃvartate yathābhūtaṃ parijñānaṃ tat paridīpitaṃ)ཞེས་*་བ་ལ། གོང་203=་

ཚFགས་?་བཅད་པ་ག?མ་བཤད་པའི་བnས་པའི་དོན་ནི། ཇི་J་Tས་སེམས་ཅན་ཡོངས་?་བཅིངས་པ་ཤེས་པ་དང་། ཡོངས་?་བཅིངས་པ་ཤེས་པ་ནས། གང་གིས་བཅིངས་པ་

ལས་ཐར་པར་འ`ར་བ་ཤེས་པ་དང་། ཡང་དག་པ་ཇི་J་བཞིན་=་ཤེས་པའི་མཚན་ཉིད་གང་ཡིན་པ་Mེ། དོན་དེ་ག?མ་བMན་ཏོ། ། 

ད་ེལ།204གནས་དང་ལངོས་Pདོ་ས་བནོ་(།ི །(pratiṣṭhābhogabījaṃ[19_49])ཞསེ་*་བ་ལ་སགོས་པ་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅགི་གསི་ན་ིབཅིངས་པ་གང་

ཡིན་པ་ཤེས་པ་བMན་ཏོ།  

མཚན་མ་མ=ན་=་གཞག་པ་དང་། །(purataḥ sthāpitaṃ yac ca nimittaṃ[19_50])ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པའི་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅིག་གིས་ནི་

གང་ཡོངས་?་ཤེས་པས་ཐར་བར་འ`ར་བའི་ཐབས་བMན་ཏོ། ། 
དང་པོ་ཚFགས་?་བཅད་པ། ཐམས་ཅད་དམིགས་པ་མེད་པའི་aིར། །(sarvasyānupalambhāc[19_48])ཞེས་*་བའི་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅིག་གིས་ནི་

ཡང་དག་པ་ཇི་J་བ་བཞིན་=་ཤེས་པ་གང་ཡིན་པ་བMན་ཏོ། ། 

 

第 51偈 智のはたらき 
51.1 偈文 [L169.18-19, N4_47.3-4] 

tathatālambanaṃ jñānaṃ dvayagrāha-vivarjitaṃ, 

dauṣṭhulya-kāya-pratyakṣaṃ tatkṣaye dhīmatāṃ mataṃ.(19_51) 

 

チベット訳 [pPhi271b1, dPhi246a3-a4]  

དེ་བཞིན་ཉིད་དམིགས་ཤེས་པ་དང་། གཉིས་I་འཛ*ན་པ་=མ་�ངས་དང་། ། 

གནས་ངན་ལེན་�ས་མངོན་Iམ་པ། །fོ་oན་དེ་ཟད་0ེད་པར་འདོད། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a17-a19] 

偈曰 

若智縁眞如 遠離彼二執     

亦知熏聚因 依他性即盡 
 

201 p. omits ཐལ་བར་ 
202 p. adds ། 
203 d. གང་ 
204 p. omits ། 
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51.2 世親釈 [L169.20-23, N4_47.5-8] 

etena yathā svabhāvatraya-parijñānāt paratantra-svabhāva-kṣayāya saṃvartate, tat 

paridīpitaṃ. tathatālambanatvena pariniṣpannaṃ svabhāvaṃ parijñāya, dvaya-grāha-

vivarjitatvena kalpitaṃ, dauṣṭhulya-kāya-pratyakṣatvena paratantraṃ. tasyaiva kṣayāya 

saṃvartate dauṣṭhulya-kāyasyālayavijñānasya. tatkṣayārthaṃ tatkṣaye. 

 

チベット訳 [pPhi271b1-271b4, dPhi246a4-a6] 

འདིས་ནི་ངོ་བོ་ཉིད་གIམ་ཇི་Mར་ཡོངས་I་ཤེས་པས་གཞན་5ི་དབང་གི་ངོ་བོ་ཉིད་ཟད་པར་འJར་བ་དེ་ཡོངས་I་བ8ན་ཏེ། །དེ་བཞིན་ཉིད་ལ་དམིགས་ལ་ཉིད་Tིས་ཡོངས་I་Rབ་པ་ངོ་བོ་ 

[246a5] ཉིད་ཡོངས་I་ཤེས་པ་དང་། གཉིས་I་འཛ*ན་པ་=མ་པར་�ངས་པ་ཉིད་Tིས་[ན་བBགས་པ་དང་། གནས་ངན་ལེན་5ི་�ས་མངོན་Iམ་པ་ཉིད་Tིས་གཞན་5ི་དབང་ཡོངས་I་ཤེས་

པས་གནས་ངན་ལེན་5ི་�ས་[ན་གཞི་=མ་པར་ཤེས་པ་གཞན་5ི་དབང་དེ་ཉིད་ཟད་པར་འJར་རོ། །དེ་ཟད་ [246a6] པར་0ེད་པ་ནི་དེ་ཟད་པའི་ཆེད་Nའོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a20-a24] 

釋曰。若具知三性即盡依他性。若智縁眞如者。是知眞實性。遠離彼二執者。是知分別性。亦知熏聚因者。

是知依他性。依他性即盡者。由知三性即熏習聚盡。熏習聚者。謂阿梨耶識問此盡有何功徳。 

 

51.3 安慧釈 [pTsi244b2-245a3, dTsi210b7-211b1] 

51.3.1 偈文の註釈 

51.3.1.1 真如について 
205མཚན་ཉིད་ག?མ་ཡོངས་?་ཤེས་པས་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ལ་ཉོན་མོངས་པ་དང་། ཤེས་*འི་zིབ་པའི་བག་ཆགས་ཡོད་པ་�ངས་ནས་ཐར་བར་འ`ར་བ་དེ་

བMན་པའི་aིར།དེ་བཞིན་ཉིད་དམིགས་ཡེ་ཤེས་@ིས། །(tathatālambanaṃ jñānaṃ)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་xོས་སོ། ། [d211a] དེ་ལ་དེ་བཞིན་ཉིད་ནི་Mོང་པ་

ཉིད་ཆོས་@ི་ད*ིངས་ལ་*་Mེ། Mོང་པ་ཉིད་ལ་དམིགས་པའི་ཡེ་ཤེས་@ིས་ནི་ཡོངས་?་>ོགས་པའི་མཚན་ཉིད་མངོན་?མ་=་*ེད་དོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

51.3.1.2 二取について 
གAང་བ་གཉིས་ནི་.མ་པར་�ངས། །(dvaya-grāha-vivarjitaṃ)ཞེས་*་བ་ལ་གAང་པ་གཉིས་ན་ིགAང་འཛFན་གཉིས་སམ་vན་=་བ5གས་པའི་

གང་ཟག་དང་། vན་བ5གས་@ི་ཆོས་གཉིས་རི་བངོ་གི་�་བཞིན་=་མཚན་ཉིད་མེད་པར་ཤེས་ན་vན་=་བ5གས་པའི་མཚན་ཉིད་མངོན་?མ་=་*ེད་དོ་ཞེས་*་བའི་དོན་

ཏོ། ། 

 

51.3.1.3 麁重の集積について 
གནས་ངན་ལེན་ཚEགས་མངོན་?མ་དང་། །(dauṣṭhulya-kāya-pratyakṣaṃ)ཞེས་*་བ་ལ་གནས་ངན་ལེན་(ི་ཚEགས་ནི་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་

པ་ཉོན་མོངས་པ་དང་ཤེས་*འི་zིབ་པ་དང་བཅས་པ་ལ་*་Mེ། vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ནི་ཉོན་མོངས་པ་དང་། ཤེས་*འི་zིབ་པ་ཐམས་ཅད་@ི་5ེན་=་`ར་པ་aིན་ཅི་

ལོག་f་.མ་པར་5ོག་པ་.མས་@ི་གནས་ཡིན་ནོ་ཞེས་ཤེས་ན། གཞན་(ི་དབང་མངོན་?མ་=་འ`ར་རོ། ། 

 
205 p. adds དེ་ 
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51.3.1.4 三性の直接知 
བ5ན་པ་དེ་དག་ཟད་པར་འདོད། ། 206 (tatkṣaye dhīmatāṃ mataṃ)ཅེས་*་བ་ལ། དེ་Jར་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་མཚན་ཉིད་ག?མ་མངོན་

?མ་=་*ས་ན 207 ། vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་གཞན་(ི་དབང་གི་མཚན་ཉིད་ལ་ཉོན་མོངས་པ་དང་། ཤེས་*འི་zིབ་པ་ཅི་ཡོད་པ་ཟད་ཅིང་དག་ནས་ཐར་པ་ཐོབ་པར་

འ`ར་ཞིང་འདོད་དོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

51.3.2 世親釈の註釈 
གནས་ངན་ལེན་(ི་ཚEགས་མངོན་?མ་ [p245a] པའི་aིར་(dauṣṭhulya-kāya-pratyakṣatvena)ཞེས་*་བ་ལ། གནས་ངན་ལེན་(ི་ཚEགས་ནི་

ཉོན་མོངས་པ་དང་ཤེས་*འི་zིབ་པ་ལ་*་Mེ། vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ནི་aིན་ཅི་ལོག་ཐམས་ཅད་@ི་%་ཡིན་ནོ་ཞེས་ཤེས་ན། གཞན་(ི་དབང་ག་ིམཚན་ཉིད་མངོན་?མ་

=་འ`ར་རོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

དེ་ཉིད་ཟད་པར་*་བ་ནི་(tasyaiva kṣayāya)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ལ་གནས་ངན་ལེན་(ི་ཚEགས་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ལ་ཉོན་མོངས་པ་དང་

ཤེས་*འི་zིབ་པ་ཟད་པར་*་བའི་aིར་མཚན་ཉིད་ག?མ་4མངོན་?མ་=་*འོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། །མཚན་ཉིད་ག?མ་མངོན་?མ་=་*ས་ན། vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་

ལ་བག་ལ་ཉལ་ཡོད་པ་ཟད་པར་`ར་ནས་ཐར་པ་འཐོབ་པར་ [d211b] འ`ར་རོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

第 52偈 因相と無因相 
52.1 偈文 [L169.18-19, N4_48.6-7] 

tathatālambanaṃ jñānam anānākārabhāvitaṃ. 

sadasattārthe pratyakṣaṃ vikalpavibhu cocyate.(19_52) 

 

チベット訳 [pPhi271b4-b5, dPhi246a6]  

དེ་བཞིན་ཉིད་དམིགས་ཡེ་ཤེས་ནི། །=མ་པར་ཐ་དད་མེད་བ`ོམས་ཤིང་། ། 

ཡོད་དང་མེད་དོན་མངོན་Iམ་པ། །=མ་Bོག་དབང་འ0ོར་ཉིད་ཅེས་0། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a25-a26] 

縁彼眞如智 觀察無異相     

有非有現見 想作自在成 

 

52.2 世親釈 [L169.20-26, N4_48.8-13] 

anānākārabhāvitaṃ nimitta-tathatayor anānātvadarśanāt. etena śrāvakānimittād 

bodhisattvānimittasya viśeṣaḥ paridīpitaḥ. te hi nimittānimittayor nānātvaṃ paśyantaḥ, 

sarvanimittānām amanasikārād animittasya ca dhātor manasikārād animittaṃ 

samāpadyante. bodhisattvās tu tathatāvyatirekeṇa nimittam apaśyanto nimittam 

 
206 p. omits ། ། 
207 p.ནས་ 
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evānimittaṃ paśyanty, atas teṣāṃ tajjñānam anānākārabhāvitaṃ. sattārthe ca tathatāyām 

asattārthe ca nimitte pratyakṣaṃ vikalpavibhu cocyate, vikalpavibhutva lābhād 

yathāvikalpaṃ sarvārtha-samṛddhitaḥ. 

 

チベット訳 [pPhi271b5-272a1, dPhi246a6-247b2] 

=མ་པ་ཐ་དད་པ་མེད་པ་བ`ོམ་ 208 པ་ནི་མཚན་མ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་དག་ཐ་མི་དད་པ་ཉིད་N་མཐོང་བའི་Pིར་རོ། །འདིས་ནི་ཉན་ཐོས་Tི་མཚན་མ་མེད་པ་ལས་0ང་iབ་སེམས་དཔའི་

མཚན་མ་མེད་པ་eད་�གས་209པར་ཡོངས་I་བ8ན་ཏེ། །དེ་དག་ནི་མཚན་མ་དང་མཚན་མ་མེད་པ་དག་ཐ་དད་པ་ཉིད་N་མཐོང་བས་མཚན་མ་ཐམས་ཅད་ཡིད་ལ་མི་0ེད་པ་དང་། མཚན་

མ་མེད་པའི་0ིངས་ཡིད་ལ་0ེད་པའི་`ོ་ནས་མཚན་མ་ [d246b] མེད་པ་ལ་rོམས་པར་འbག་གོ། །0ང་iབ་སེམས་དཔའ་=མས་ནི་དེ་བཞིན་ཉིང་ལས་མ་གཏོགས་པའི་མཚན་མ་མ་མཐོང་

བས་མཚན་མ་ཉིད་210མཚན་མ་མེད་པར་མཐོང་8ེ། དེའི་Pིར་དེ་དག་གི་ཡེ་ཤེས་དེ་ནི་=མ་པ་ཐ་དད་པ་མེད་པར་བ`ོམ་པ་ཡིན་ནོ། །ཡོད་པའི་དོན་དེ་བཞིན་ཉིད་དང་མེད་པའི་དོན་མཆན་

མ་མངོན་Iམ་པ་8ེ་=མ་པར་Bོག་པ་ཇི་M་བ་བཞིན་དོན་ཐམས་ཅད་Rབ་པའི་`ོ་ནས་=མ་པར་Bོག་པ་ལ་དབང་འ0ོར་པ་ཉིད་ཐོབ་པའི་Pིར། =མ་པར་Bོག་པ་ལ་དབང་འ0ོར་པ་ཉིད་ཅེས་ 

[p272a] 0འོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654a27-b07] 

釋曰。觀察無異相者。別相及如無差別見故。此説二乘與菩薩差別。二乘相及無相差別而見。如是見已悉

捨於相。於無相界起作意縁入無相三昧。菩薩則不爾。於眞如外不見別有諸相。於無相界亦見無相。由菩

薩智無種種相修故。有非有現見者。有名眞如境界。非有名相境界。皆現見故。想作自在成者。謂欲作神

通等事一切皆由憶想分別而成。此是如實知利益。 

 

52.3 安慧釈 [pTsi245a4-246b8, dTsi211b1-213a4] 

52.3.1 偈文の註釈 

52.3.1.1 声聞と菩薩の正智の違い 
དེ་ལ་འཕགས་པ་ཉན་ཐོས་.མས་@ིས་@ང་aིན་ཅི་ལོག་བཞི་དང་tན་པའི་གང་ཟག་Mོང་པར་ཤེས་པའི་ཡང་དག་པའི་ཡེ་ཤེས་བLོམས་པས་ན། འཕགས་པ་

ཉན་ཐོས་ལ་ཡང་དག་པའི་ཡེ་ཤེས་ཡོད་དེ། འཕགས་པ་ཉན་ཐོས་ལ་ཡང་དག་པའི་ཡེ་ཤེས་ཡོད་པ་དང་། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་ལ་ཡང་དག་པའི་ཡེ་ཤེས་ཡོད་པར་

Oད་པར་ཅི་ཡོད་ཅེ་ན། ཡང་དག་པའི་ཡེ་ཤེས་@ི་Oད་པར་བMན་པའི་aིར། དེ་བཞིན་མི་དམིགས་ཡེ་ཤེས་ནི། .མ་པ་ཐ་དད་མེད་བLོམས་

པས། །(tathatālambanaṃ jñānam anānākārabhāvitaṃ)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་xོས་ཏེ། 

ཚFགས་?་བཅད་པ་འདིས། ཉན་ཐོས་.མས་མཚན་མ་མེད་པ་ལ་བLམོ་པ་བས། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་དག་མཚན་མ་མེད་པ་བLོམ་པ་Oད་�གས་པ་Mོན་ཏེ། ཇི་

J་ཞེ་ན། འཕགས་པ་ཉན་ཐོས་.མས་@ིས་ནི་མཚན་མ་དང་མཚན་མ་མེད་པ་གཉིས་ཐ་དད་པ་བLོམ་Mེ། དེ་ལ་མཚན་མ་ཞེས་*་བ་ནི་འཁོར་བ་ལ་*འོ། །མཚན་མ་མེད་པ་

ཞེས་*་བ་ནི་k་ངན་ལས་འདས་པ་ལ་*་Mེ། 

 

 
208 p. བ`ོམས་ 
209 p. {གས་ 
210 p. omits མཚན་མ་ཉིད་ 
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52.3.1.2 声聞の修習のしかた 
འཁོར་བ་ལ་ནི་eེ་བ་དང་། �་བ་ལ་སོགས་པའི་nག་བoལ་དང་བཅས་པས། མ་ཞི་བའི་རང་བཞིན་=་ཡིད་ལ་*ེད། k་ངན་ལས་འདས་པ་ལ་ནི་nག་བoལ་

ཐམས་ཅད་�ངས་པས་ཞི་བའི་མཚན་ཉིད་=་ཡིད་ [p245b] ལ་*ེད། འཁོར་བ་ནི་�ོང་བར་འདོད། k་ངན་ལས་འདས་པ་ནི་མངོན་?མ་=་*་བར་འདོད་དོ། ། 

 

52.3.1.3 菩薩の修習のしかた 
དེ་ལ་དེ་བཞིན་ཉིད་ལ་དམིགས་པའི་ཡེ་ཤེས་(tathatālambanaṃ jñānam)ཤསེ་*་བ་ནི་ཆོས་.མས་རང་བཞིན་(ིས་k་ངན་ལས་འདས་པའི་

མཚན་ཉིད་=་དམིགས་པ་Mོང་པ་ཉིད་ལ་J་བ་ཡེ་ཤེས་ལ་*་Mེ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་@སི་ནི་མཚན་མ་Mེ། འཁོར་བ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་ལ་དམིགས་པའི་ཡེ་ཤེས་ཏེ་

k་ངན་ལས་འདས་པ་གཉིས་ཐ་དད་པ་མེད་ཅིང་རོ་གཅིག་པར་མཐོང་ནས་འཁོར་བའི་Mོང་པ་ཉིད་k་ངན་ལས་འདས་པ་ཡིན་ནོ་ཞེས་བLོམས་ན། ཉན་ཐོས་མཚན་མ་མདེ་

པར་བLོམས་པ་བས་Oད་�གས་སོ། ། 

 

52.3.1.4 流転の空性が涅槃である教証(『無尽意経』引用) 

དེ་བས་ན་འཕགས་པ་pོ་_ོས་མི་ [d212a] ཟད་པའི་མདོ་ལས་@ང་ཆསོ་@ི་ད*ིངས་དང་། འཁོར་བའི་ཁམས་དང་k་ངན་ལས་འདས་པའི་ད*ིངས་དེ་ནི་

མRངས་སོ། །ཆོས་@ི་ད*ིངས་དང་སེམས་ཅན་(ི་ཁམས་དང་ཆོས་ཐམས་ཅད་@ི་ཁམས་དེ་ནི་མRངས་ས།ོ །ཅའིི་aིར་མRངས་ཤེ་ན། Mོང་པ་ཉིད་=་མRངས་པས་ན་དེ་ན་ི

མRངས་སོ་ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ག?ངས་སོ། ། 

 

52.3.1.5 菩薩は声聞よりどのようにすぐれているか 
དེ་Jར་མཚན་མ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མེད་པར་བLོམས་པས་ཇི་Jར་ན་ཉན་ཐོས་ལ་སོགས་པའི་མཚན་མ་མེད་པར་བLོམ་པ་བས། Oད་�གས་ཤེ་ན། 

ཡོད་མེད་དོན་ནི་མངོན་?མ་=། །.མ་པར་5ོག་ལས་འ*ོར་ཅེས་*211(sadasattārthe pratyakṣaṃ vikalpavibhu cocyate)212ཞསེ་xོས་ཏེ། 

མཚན་མ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་ཐ་མི་དད་པར་བLོམས་པས་ན། ཡོད་པའི་དོན་@ང་མངོན་?མ་=་`ར་ལ། མེད་པའི་དོན་@ང་མངོན་?མ་=་`ར་ཏེ། དེ་Jར་`ར་པས། སེམས་

ཅན་(ིས་གང་དང་གང་བསམས་ཤིང་ཇི་དང།213ཇི་Jར་བསམས་པ།214 དེ་དང་དེ་དག་དེ་བཞིན་=་འmབ་པར་འ`ར་ཏེ། ནམ་མཁའ་Mོང་པ་ལས་ཡོ་*ད་@ི་ཆར་འབབ་

པར་འ`ར་ཅིག་ཅེས་བསམས་ན་ཡང་། ཡོ་*ད་@ི་ཆར་འབབ་པར་འ`ར་བས་.མ་པར་5ོག་པ་ལས་ཐམས་ཅད་འ*ོར་པ་(vikalpavibhu cocyate)ཞསེ་*་Mེ། 

དེ་བས་ན་ཉན་ཐོས་@ི་མཚན་མ་མེད་པ་བས། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་མཚན་ [p246a] མ་མེད་པར་བLོམ་པ་Oད་�གས་པ་ཡིན་ནོ། ། 

 

52.3.1.6 存在と非存在 
དེ་ལ་ཡདོ་པ་ནི་ཡོངས་?་mབ་པའི་མཚན་ཉིད་@ི་ཆོས་@ི་ད*ིངས་ལ་*་Mེ། ཆོས་@ི་ད*ིངས་མངོན་?མ་=་`ར་པས་ན་ཡོད་པ་མངོན་?མ་=་`ར་པ་ཞསེ་

*འོ། ། 

དེ་ལ་མེད་པ་ནི་གAང་བ་དང་འཛFན་པ་vན་བ5གས་@ི་མཚན་མ་ལ་*་Mེ། vན་བ5གས་རང་བཞིན་མེད་པ་ཡང་མངོན་?མ་=་`ར་པས་ན། མེད་པ་མངནོ་

?མ་པ་ཞེས་*འོ། ། 

 

 
211 d. ཞེས་0་ 
212 d. adds ། ། 
213 d. omits ། 
214 d. omits ། 
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52.3.2世親釈の註釈 

52.3.2.1 流転の空性が涅槃である 
མཚན་མ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མེད་པ་མཐོང་བའི་aིར་ཏེ་(nimitta-tathatayor anānātvadarśanāt)ཞསེ་*་བ་ལ། མཚན་མ་ནི་

འཁོར་བའི་ཆོས་ལ་*འོ། །དེ་བཞིན་ཉིད་ནི་ཆོས་ཐམས་ཅད་རང་བཞིན་(ིས་k་ངན་ལས་འདས་པའི་མཚན་ཉིད་Mོང་པ་ཉིད་ལ་*་Mེ། འཁོར་བ་དང་k་ངན་ལས་འདས་པ་

གཉིས་རང་ [d212b] བཞིན་གཅིག་པར་མཐོང་བས་ན་མཚན་མ་དང་དེ་བཞིན་ཉིད་ཐ་དད་པ་མེད་པར་མཐོང་བ་ཞེས་*་Mེ། དོན་=་འཁོར་བ་དང་རང་བཞིན་(ིས་Mོང་

པ་གང་ཡིན་པ་དེ་ཉིད་k་ངན་ལས་འདས་པ་ཡིན་(ི  །k་ངན་ལས་འདས་པ་ཞེས་*་བ་ཡང་འཁོར་བའི་Mོང་པ་ཉདི་ལ་མ་གཏོགས་པར་215ལོགས་ཤིག་ན་ཡོད་པ་མ་ཡིན་

པར་མཐོང་བའོ། །དེ་བས་ན་*ང་Xབ་སེམས་དཔའི་མཚན་མ་མེད་པ་བLོམ་པ་ནི། ཉན་ཐོས་@ི་མཚན་མ་མེད་པ་བLོམ་པ་བས་Oད་�གས་པ་ཡིན་ནོ། ། 

ཇི་Jར་Oད་�གས་པ་བMན་པའི་aིར་རོ། ། 

 

52.3.2.2 声聞の修習のしかた  
ད་ེདག་ག་ིམཚན་མ་དང་། མཚན་མ་མདེ་པ་ཐ་དད་པར་མཐངོ་ནས། མཚན་མ་ཐམས་ཅད་ཡདི་ལ་མ་ི*དེ་པ་དང་། མཚན་མ་མདེ་པའ་ི216ད*ངིས་ཡདི་ལ་*དེ་

པས་(te hi nimittānimittayor nānātvaṃ paśyantaḥ, sarvanimittānām amanasikārād animittasya ca dhātor 

manasikārād)ཞསེ་*་བ་Mེ། ཉན་ཐོས་དེ་དག་གིས་ནི་217མཚན་མ་Mེ་འཁོར་བ་དང་། མཚན་མ་མེད་པ་Mེ། k་ངན་ལས་འདས་པ་གཉིས་ཐ་དད་པར་མཐོང་Mེ། ཇི་

Jར་ཐ་དད་པར་མཐོང་ཞེ་ན། འཁོར་བ་ནི་eེ་བ་དང་�་བ་ལ་སོགས་པའི་nག་བoལ་.མ་པ་V་ཚEགས་དང་tན་བས་མ་ཞི་བའི་རང་བཞིན་=་མཐོང་ལ། k་ངན་ལས་

འདས་པ་ནི་eེ་བ་དང་�་བ་ལ་སོགས་པའི་nག་བoལ་ [p246b] .མས་�ངས་པས་ཞི་བའི་རང་བཞིན་=་མཐོང་Mེ། དེ་བས་ན་འཁོར་བ་ནི་�ོང་འདོད་པས་ཡིད་ལ་*ེད་ལ། 

218k་ངན་ལས་འདས་པའི་219མངོན་=་*་བར་འདོད་པས། k་ངན་ལས་འདས་པའི་ད*ིངས་ནི་ཡིད་ལ་*ེད་དོ། ། 

 

52.3.2.3 菩薩の修習のしかた  
*ང་Xབ་སེམས་དཔས་ནི་དེ་བཞིན་ཉིད་ལས་གཞན་=་མཚན་མ་མ་མཐོང་བས། མཚན་ཉིད་མེད་པར་མཐོང་Mེ་(bodhisattvās tu tathatā-

vyatirekeṇa nimittam apaśyanto nimittam evānimittaṃ paśyanty)ཞེས་*་བ་ལ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་@ིས་ནི་དེ་བཞིན་ཉིད་

Mོང་པ་ཉིད་ལ་མ་5ོགས་པའི་ 220 མཚན་མ་ཞེས་*་བ། འཁོར་བའི་ཆོས་ལོགས་ཤིག་ན་ཡོད་པར་མ་མཐོང་Mེ། མཚན་མ་Mེ་འཁོར་བ་ཉིད་Mོང་པ་ཉིད་@་ིརང་བཞིན་=་

མཐོང་ནས། འཁོར་བ་དང་k་ངན་ལས་འདས་པ་གཉིས་རོ་གཅིག་པར་མཐོང་བའི་aིར། འཁོར་བ་ཡང་མི་�ོང་ལ། k་ངན་ལས་འདས་པ་ཡང་མི་ལེན་པའི་Rལ་=་བLམོས་

ཏེ། དེ་བས་ན་འཁོར་བ་དང་k་ངན་ལས་འདས་པ་ཐ་དད་པ་ [d213a] མེད་པར་བLོམ་པའི་aིར། ཉན་ཐསོ་མཚན་མ་མེད་པ་བLོམ་པ་དང་། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་

མཚན་མ་མེད་པ་བLོམ་པ་ལ་*ེ་,ག་ཡོད་དོ། ། 

 

52.3.2.4 存在と非存在 
དེ་བཞིན་ཉིད་ཡོད་པའི་དོན་དང་། །(sattārthe ca tathatāyām)ཞེས་*་བ་ལ། དེ་བཞིན་ཉིད་ནི་Mོང་པ་ཉིད་ལ་*་Mེ། Mོང་པ་ཉིད་ནི་ཡོད་པའི་དོན་

=་ མངོན་?མ་=་མཐོང་ངོ་ཞསེ་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 
215 p. གཏོག་པར་ 
216 p. པར་  
217 p. adds ། 
218 p. omits ། 
219 p. པ་ནི་ 
220 p. གBོགས་པའི་ 
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མཚན་མ་མེད་པའི་དནོ་ལ་མངོན་?མ་=་`ར་པ་M།ེ(asattārthe ca nimitte pratyakṣaṃ)ཞེས་*་བ་ལ་མཚན་མ་ནི་གAང་བ་དང་། འཛFན་པ་

ལ་སོགས་པ་Mེ། གAང་འཛFན་མཚན་མ་.མས་ནི་མེད་པའི་མཚན་ཉིད་ཡིན་པ་མངོན་?མ་=་མཐོང་ངོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

52.3.2.5 分別から自在であること 
ཇི་Jར་.མ་པར་བ5གས་པ་བཞིན་=་དནོ་ཐམས་ཅད་འ*ོར་པའི་aིར་རོ་(yathāvikalpaṃ sarvārtha-samṛddhitaḥ)ཞསེ་*་བ་ནི་དེ་

Jར་མེད་པའི་དོན་@ང་མངོན་?མ་=་`ར། ཡོད་པའི་དོན་@ང་མངོན་?མ་=་`ར། གང་དང་གང་བསམས་པ་.མས་དེ་བཞིན་=་mབ་པར་འ`ར་ཏེ། དེ་བས་ན་.མ་པར་

5ོག་པ་ལས་འ*ོར་པ་]ེད་པ་(vikalpavibhutva lābhād, .མ་པར་5ོག་པ་ལ་དབང་འ*ོར་པ་ཉིད་ཐོབ་པ) ཞེས་*འོ། ། 
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53.1 偈文 [L169.18-19, N4_48.6-7] 
tattvaṃ saṃchādya bālānām atattvaṃ khyāti sarvataḥ. 

tattvaṃ tu bodhisattvānāṃ sarvataḥ khyāty apāsya tat.(19_53)221 

 

チベット訳 [pPhi272a1, dPhi246b2-b3] 

0ིས་པ་ཡང་དག་ཉིད་བ�ིབས་ནས། ཡང་དག་མ་ཡིན་[ན་Q་gང་། ། 

0ང་iབ་སེམས་དཔའ་དེ་བསལ་222ནས། །ཡང་དག་ཉིད་ནི་[ན་Q་gང་། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b6-b8] 

問凡夫及菩薩二見云何顯示。 

覆實見不實 應知是凡夫     

見實覆不實 如是名菩薩 

 

53.2 世親釈 [L169.20-26, N4_48.8-13] 

etena yathā bālānāṃ svarasenātattvam eva khyāti nimittaṃ na tattvaṃ tathatā, evaṃ 

bodhisattvānāṃ svarasena tattvam eva khyāti nātattvam ity upadarśitaṃ. 

 
221 『摂大乗論』第九章(果断分第十)に同じ偈がある。 
MSg 9.3 チベット訳 [N2_103] 
0ིས་པ་=མས་ལ་ཡང་དག་བ�ིབས། །ཡང་དག་མ་ཡིན་[ན་Q་gད། ། 
དེ་བསལ་1ཡང་དག་ཐམས་ཅད་N། ། 0ང་iབ་སེམས་དཔའ་=མས་ལ་gང་། །  
1 d. བ#ལ་ 
MSg 9.3 玄奘訳 [T1594.31.149a09-a10] 
諸凡夫覆眞 一向顯虚妄  
諸菩薩捨妄 一向顯眞實 
MSg 9.3 世親釈 真諦訳 [T1595.31.248c29-249b14] 
於凡夫覆眞 於彼顯虚妄  
於菩薩一向 捨虚顯眞實 
222 p. གསལ་ 
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チベット訳 [pPhi272a1-a3, dPhi246b3-b4] 

འདིས་ནི་ཇི་Mར་0ིས་པ་=མས་ལས་རང་གི་ངང་གིས་ཡང་དག་པ་མ་ཡིན་པ་མཚན་མ་ཁོ་ན་gང་གོ །ཡང་དག་པ་ཇི་བཞིན་ཉིད་ནི་མ་ཡིན་པ་དང་། དེ་བཞིན་N་0ང་iབ་སེམས་དཔའ་=མས་

ལ་རང་གི་ངང་གིས་ཡང་དག་པ་ཁོ་ན་gག་གི  །ཡང་ [246b4] དག་པ་མ་ཡིན་པ་ནི་མ་ཡིན་ནོ་ཞེས་0་བར་ཉི་བར་བ8ན་ཏོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b10-b12] 

釋曰。凡夫無功用不見眞如見不眞實相。菩薩無功用見眞如不見不眞實相。問已知差別。云何轉依及得解

脱。 

 

53.3 安慧釈 [pTsi246b8-247a8, dTsi213a4-213b3] 

53.3.1 偈文の註釈 

53.3.1.1 生死即涅槃に対する反論と答え 
བ�ལ་བ། 223 གལ་ཏེ་འཁོར་བ་ནི་k་ངན་ལས་འདས་པའི་རང་བཞིན་ཡིན་ན། སེམས་ [p247a1] ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་k་ངན་ལས་འདས་པ་ཡོད་པས། སེམས་

ཅན་ཐམས་ཅད་@ིས་k་ངན་ལས་འདས་224པ་མཐོང་བར་རིགས་ན། ཅིའི་aིར་མ་མཐོང་�མ་པ་ལ་།225  དེའི་aིར།226  �ས་པ་དག་ན་ིཡང་དག་བzིབས། །ཡང་དག་མ་

ཡིན་vན་=་Vང་(tattvaṃ saṃchādya bālānām atattvaṃ khyāti sarvataḥ)། །ཞེས་*་བ་xོས་ཏེ།  

 

53.3.1.2 凡夫はどのように真実が覆われているか 
འདི་Jར་འཁོར་བ་ཉིད་k་ངན་ལས་འདས་པའི་རང་བཞིན་ཡིན་ཡང་། *ིས་པ་སོ་སོའི་eེ་བོ་དག་བདག་དང་ཆོས་?་མངོན་བར་ཆགས་པའི་བག་ཆགས་@ི་

227zིབ་228པས་ཡང་དག་པར་བzིབས་ཏེ། Mོང་པ་ཉིད་ལ་ཡོད་པའི་ཆོས་མ་མཐོང་ལ། ཡང་དག་པ་མ་ཡིན་པ་གAང་བ་དང་།229འཛFན་པའི་ཆོས་མེད་པ་.མས་ནི། སེམས་

ལ་Vང་ཞིང་མཐོང་Mེ་།230དཔེར་ན། མི་ཤེས་པས་བzིབས་པས། ཐག་པ་ཡོད་པ་ནི་མི་མཐོང་ལ། ཐག་པ་ལ་�ལ་(ི་རང་བཞིན་ [213a7] མེད་པའི་�ལ་མཐོང་བ་J་Tའོ། ། 

 

53.3.1.3 菩薩にはどのように真実が現れるか 
ཡང་དག་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ། །དེ་བསལ་ནས་ནི་ཐམས་ཅད་Vང་། །(tattvaṃ tu bodhisattvānāṃ sarvataḥ khyāty apāsya 

tat)ཞསེ་*་བ་ལ་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་ནི་གང་ཟག་དང་། ཆོས་?་མངོན་བར་ཆགས་པ་མེད་པས། ཡང་དག་པ་Mོང་པ་ཉིད་ཡོད་པའི་ཆོས་ནི་སེམས་ [d213b] ལ་

Vང་ཞིང་མཐོང་ལ། ཡང་དག་པ་མ་ཡིན་པ་གAང་བ་དང་། འཛFན་པ་J་T་ནི་བསལ་ནས་སེམས་ལ་མི་Vང་Mེ། དཔེར་ན་231oས་པ་དང་,ལ་བའི་མིས་232ཐག་པ་ཡོད་པ་

ནི་མཐོང་ལ་�ལ་མེད་པ་ནི་མི་མཐོང་བ་བཞིན་ནོ། ། 

 
223 p. omits ། 
224 d. omits འདས་ 
225 d. omits ། 
226 p. omits ། 
227 p. Tིས་ 
228 p. བ�ིབས་   
229 p. omits ། 
230 d. omits ། 
231 p. adds ། 
232 p. adds ། 
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53.3.2 世親釈の註釈 
རང་གི་ངང་གིས་(svarasena)ཞསེ་*་བ་ལ། *ིས་པ་.མས་ལ་ནི་གAང་བ་དང་། འཛFན་པ་ལ་སོགས་པའི་མེད་པའི་ཆོས་ནི་བzིམ་མི་དགོས་པར་སེམས་ལ་

Vང་ངོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

རང་གི་ངང་གི་ཡང་དག་པ་ཉིད་Vང་།(svarasena tattvam eva khyāti,རང་གི་ངང་གིས་ཡང་དག་པ་ཁོ་ན་) ཞེས་*་བ་ལ། *ང་Xབ་སེམས་

དཔའ་.མས་ལ་ནི་233Mོང་པ་ཉིད་@ི་ཆོས་སམེས་ལ་བzིམ་མི་དགོས་པར་Vང་ཞིང་མཐོང་ངོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

第 54偈 転依 
54.1 偈文 [L170.9-10, N4_50.24-25] 

akhyānakhyānatā jñeyā asadarthasadarthayoḥ. 

āśrayasya parāvṛttir mokṣo 'sau kāmacārataḥ.(19_54)234 

 

チベット訳 [pPhi272a3, dPhi246b4] 

དོན་མེད་པ་དད་དོན་ཡོང་དག། །མི་gང་gང་བ་ཉིད་ཤེས་0། ། 

དེ་ནི་གནས་གཞན་Jར་པ་8ེ། འདོད་ད�ར་Cོད་Pིར་ཐར་པ་ཡིན། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b12-b14] 

問已知差別。云何轉依及得解脱。偈曰 

不見見應知 無義有義境 

轉依及解脱 以得自在故 

 

54.2 世親釈 [L170.11-14, N4_50.26-51.1] 

asadarthasya nimittasyākhyānatā sadarthasya tathatāyāḥ khyānatā āśrayaparāvṛttir 

veditavyā. tayā hi tadakhyānaṃ khyānaṃ ca. saiva ca mokṣo veditavyaḥ. kiṃ kāraṇaṃ. 

kāmacārataḥ. tadā hi svatantro bhavati svacittavaśavartī prakṛtyaiva nimittāsamudācārāt. 

 

 

 
233 p. adds ། 
234『摂大乗論』第九章(果断分第十)に同じ偈がある。 
MSg 9.3 チベット訳 [N2_103] 
དོན་མེད་པ་དང་དོན་ཡོད་པ། ། མི་gང་gང་བར་ཤེས་པར་0། །  
གནས་ནི་གཞན་N་Jར་པ་དེ། ། འདོད་ད�ར་?་Pིར་ཐར་པ་ཡིན། །  
MSg 9.3 玄奘訳 [T1594.31.149a11-a12] 
應知顯不顯 眞義非眞義 
轉依即解脱 隨欲自在行 
MSg 9.3 世親釈 真諦訳 [T1595.31.248c29-249b14] 
不顯現顯現 虚妄及眞實 
是菩薩轉依 解脱如意故 
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チベット訳 [pPhi272a3-a5, dPhi246b4-b5] 

དོན་མེད་པ་མཚན་མ་མི་gང་བ་ཉིད་དང་། དོན་ཡོད་པ་དེ་བཞིན་ཉིད་gང་བ་ཉིད་ནི་གནས་གཞན་དི་Jར་པ་ཡིན་ [246b5] པར་རིག་པར་0་8ེ། དེ235་དེ་དག་མི་gང་བ་ཉིད་དང་gང་

བ་ཡིན་ནོ། །དེ་ཉིད་ཐར་པ་ཡིན་པར་ཡང་རིག་པར་0འོ། །ཅིའི་Pིར་ཞེ་ན། འདོད་ད�ར་Cོད་པའི་Pིར་ཏེ། དེའི་ཚ�་རང་དབང་N་འJར་ཞིང་རང་བཞིན་5ིས་མཚན་མ་[ན་Q་མི་Cོད་པའི་Pིར་

རང་གི་སེམས་ལ་དབང་བvར་བར་འJར་རོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b15-b20] 

釋曰。無義境界謂諸相。此即不見。有義境界謂眞如。此即見。如是説名轉依。見所執境界無體。及見眞

如有體。如是説名解脱。何以故。以得自在故。自在者。謂隨自意轉自然不行諸境界。如經説。若有相則

被縛。若被縛則無解脱。不行一切境界即是解脱。 

 

54.3 安慧釈 [pTsi247a8-248a2, dTsi213b3-214a4] 

54.3.1 偈文の註釈 

54.3.1.1 対象について 
འཕགས་པ་.མས་ལ་Mོང་པ་ཉིད་Vང་གི  །མཚན་མ་མི་Vང་ངོ་ཞེས་བMན་པའི་དོན་དེ་ཉིད་བuབ་པའི་aིར། མི་Vང་བ་དང་Vང་ [p247b] བ་ནི། ། 

ཡོད་མེད་དོན་=་རིག་པར་*། །236(akhyānakhyānatā jñeyā asadarthasadarthayoḥ)ཞསེ་*་བ་ལ་སོགས་པ་xོས་ཏེ། ཡོད་པའི་དོན་

ནི་Mོང་པ་ ཉིད་ལ་237མེད་པའི་དོན་ནི་གAང་འཛFན་(ི་མཚན་མ་.མས་ཏེ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་@ིས་ཡོད་པའི་དོན་ནི་སེམས་ལ་Vང་ཞིང་མཐོང་ལ། མེད་པའི་

དོན་མཚན་མ་.མས་ནི་སེམས་ལ་མི་Vང་ཞིང་མི་མཐོང་བར་རིག་པར་*འོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

54.3.1.2 転依について 
གནས་@ང་ཤིན་f་འཕོས་པ་Mེ། །དེ་ནི་ཐར་པ་འདོད་བཞིན་Pོད། །238(āśrayasya parāvṛttir mokṣo 'sau kāmacārataḥ)ཅསེ་*་བ་ལ། 

གང་གི་ཚ�་Mོང་པ་ཉིད་ཡོད་པའི་ཆོས་@ང་མཐོང་། མཚན་མ་Mེ་མེད་པའི་ཆོས་@ང་མཐོང་ལ། དེའི་ཚ�་ན་གཞན་(ི་དབང་གི་མཚན་ཉིད་=་vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ། 

གནས་གཞན་=་`ར་པ་ཞེས་*་Mེ། གནས་གཞན་=་`ར་པ་དེ་ཉིད་ལ་ཐར་པ་དང་k་ངན་ལས་འདས་པ་ཞེས་*་བ་ཡང་གནས་གཞན་=་`ར་པ་ཉིད་ལ་*་བ་ཡིན་པར་

རིག་པར་*འོ། །  

ཅིའི་aིར་གནས་གཞན་=་`ར་པ་ཐར་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། དཔེར་ན་eེ་བོ་ལ་ལ་ཞིག་བཅིངས་པ་ལས་ཐར་པ་239ན། ཇི་དགར་Pོད་པ་དེ་བཞིན་=། །གནས་གཞན་

=་`ར་པ་240དེའི་ཚ�། སེམས་ལ་དབང་ཐོབ་Mེ། དངོས་པོ་གང་མཐོང་ཡང་།241ཆགས་པ་དང་ཞེ་rང་གི་འཆིང་བ་མི་འUང་བར་Pོད་པས་ན་ཐར་བ་ཞེས་*འོ། ། 

 

 
235 p. དེས་ 
236 p. omits ། །   
237 p. adds ། 
238 p. omits ། ། 
239 p. omits པ 
240 p. པའི་   
241 p. omits ། 
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54.3.2 世親釈の註釈 

54.3.2.1 解脱について 
དེས་ནི་མི་Vང་བ་དང་Vང་བ་དེ་ཉིད་ཐར་པར་རིག་པར་*འོ་(tayā hi tad ākhyānaṃ khyānaṃ ca. saiva ca mokṣo 

veditavyaḥ)ཞསེ་*་བ་ལ། Mོང་པ་ཉིད་མཐོང་ [d214a] 242 བ་དང་།་མཚན་མ་.མས་མི་མཐོང་བའི་སེམས་]ེད་པ་ཉིད་ཐར་པ་དང་། k་ངན་ལས་འདས་པ་ཡིན་

པས་རིག་པར་*འོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

ཅིའི་aིར་ཞེ་ན། འདོད་པ་བཞིན་Pོད་པའི་aིར་ཏེ།(kiṃ kāraṇaṃ. kāmacārataḥ)ཞསེ་*་བ་ལ། ཡོད་མེད་@ི་དོན་=་མཐོང་བ་དེ་ལ། ཅིའི་aིར་

ཐར་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། དེའི་ཚ�་ཇི་དགར་འདོད་པ་བཞིན་=་Pོད་པས་ན་ཐར་པ་ཞེས་*འོ། ། 

 

54.3.2.2 自在について 
ཇི་དགར་འདོད་བཞིན་=་Pོད་ 243 པའི་དོན་བMན་པའི་aིར། དེ་རང་དབང་ཐོབ་པས་རང་གི་སེམས་ལ་དབང་*ེད་པས། རང་བཞིན་(ིས་ 244 མཚན་མ་མི་

འUང་བའི་aིར་རོ་(tadā hi svatantro bhavati svacittavaśavartī prakṛtyaiva nimittāsamudācārāt)ཞསེ་xོས་ཏེ། ཇི་Dིད་=་

སེམས་ལ་མཚན་མ་ འUང་བ་དེ་Dིད་=་འཆིང་བ་ཡིན་ནོ། ། 

ནམ་Mོང་པ་ཉིད་ཡོད་པའི་དོན་ [p248a] མཐོང་བ་དང་མཚན་མ་ལ་སོགས་པ་མེད་པའི་དོན་མཐོང་བ་ནས245། སེམས་ལ་དབང་ཐོབ་Mེ། ཆགས་པ་དང་ཞེ་rང་

ལ་སོགས་པ་གང་གི་དབང་=་ཡང་མི་འ`ར་ཞིང་། སེམས་ནམ་མཁའ་བཞིན་=་གནས་པའི་མཚན་མ་བཅིང་ལ་སེམས་གང་ལ་ཡང་མི་འUང་བའི་aིར་དེའི་ཚ�་ཐར་པ་ཞེས་

*འོ། ། 

 

第 55偈 仏土清浄 
55.1 偈文 [L170.15-16, N4_52.9-10] 

anyonyaṃ tulyajātīyāḥ khyāty arthaḥ sarvato mahān. 

antarāyakaras tasmāt parijñāyainam utsṛjet.(19_55) 

 

チベット訳 [pPhi272a5, dPhi246b6] 

དོན་ཆེན་=མ་པ་ཐམས་ཅད་N། །གཞན་དང་གཞན་རིགས་མ]ན་gང་བ། ། 

བར་ཆད་0ེད་ཡིན་དེ་M་བས། །ཡོངས་ཤེས་0ས་ནས་དེ་�ངས་ངོ་། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b21-23] 

問云何如實知淨土方便。偈曰 

衆生同一種 地境皆普見 

此即淨土障 應知亦應捨 

 
242 d. adds ། །  
243 p. adds པ་ 
244 p. 5ི་ 
245 p. ན་ 
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55.2 世親釈 [L170.17-20, N4_52.11-13] 

idaṃ kṣetrapariśodhanopāya-yathābhūtaparijñānaṃ. bhājanaloko 'rtho mahān anyonyo 

vartamānas tulyajātīyaḥ khyāti sa evāyam iti. sa caivaṃ khyānād antarāyakaro bhavati 

buddhakṣetrapariśuddhaye. tasmād antarāyakaraṃ parijñāyainam utsṛjed evaṃ khyātaṃ. 

 

チベット訳 [pPhi272a5-a8, dPhi246b6-b7] 

འདི་ནི་ཞིང་ཡོངས་I་�ོང་བའི་ཐབས་ཡང་དག་པ་ཇི་M་བ་བཞིན་ཡོངས་I་ཤེས་པ་ཡིན་ནོ། །དོན་ཆེན་པོ་ནི་gིད་Tི་འཇིག་Bེན་ཏེ། །གཞན་དང་གཞན་འkང་བ་ནི་དེ་ཉིད་འདི་ཡིན་ནོ་ཞེས་0་

བར་རིགས་མ]ན་པར་gང་ངོ་། །དེ་ནི་དེ་Mར་gང་བས་སངས་Yས་Tི་ཞིང་ཡོངས་I་དག་པར་0་བ་ལ་བར་ཆད་0ེད་པར་འJར་ཏེ། །དེ་M་བས་ན་བར་ཆད་0ེད་པར་ཡོངས་I་ཤེས་པར་0ས་ནས་

དེ་Mར་gགས་བ་དེ་�ང་བར་0འོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654b24-29] 

釋曰。衆生同一種地境皆普見者。器世界是大境界。一切衆生同見一種類。皆言此是大地故。此即淨土障

者。由作此見即與淨土方便而爲障礙。應知亦應捨者。菩薩知此想爲障礙已。即應勤捨此想。是名對治。

已説菩薩四種如實知。 

 

55.3 安慧釈 [p248a2-248b5, d214a4-214b6] 

55.3.1 偈文の註釈 

55.3.1.1 仏土清浄の障害 
ད་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཅིག་གིས་ཐབས་གང་གིས་སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་དག་པར་འ`ར་བའི་སངས་Cས་@ི་ཞིང་དག་པར་*་བའི་ཐབས་བMན་པའི་

aིར།246 ཐམས་ཅད་ཆེན་པོར་དོན་Vང་ན། །བར་ཆད་འ`ར་(khyāty arthaḥ sarvato mahān)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་xོས་ཏེ། ཆེན་པོའི་zས་ནི་Vོད་@ི་

འཇིག་5ེན་ས་གཞི་ཆེན་པོ་ལ་*་Mེ། =ས་ཐམས་ཅད་�ད་ཅིག་མ་རེ་རེ་ལ་ཡང་ 247 vན་གཞི་.མ་པར་ཤེས་པ་ལས་ས་གཞི་ཆེན་པོ་J་Tར་Vང་བར་འ`ར་ན། ཇི་Dིད་=་

སེམས་ལས་དེ་Dིད་=་Vང་བ་ཡོད་པ་ད་ེDིད་=་ས་གཞི་ཆེན་པོ་ཡང་ངམ་_ོག་དང་ཚ�ར་མ་དང་(ོ་མོ་ལ་སོགས་པ་ཡོད་པར་མ་དག་པར་Vང་གི །གསེར་ལ་སོགས་པ་རིན་པོ་

ཆེའི་ཁ་དོག་f་མི་Vང་བས་ན། སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་cང་བར་*་བ་ལ་བར་=་གཅོད་པ་ཡིན་ནོ། ། 

 

55.3.1.2 障害の理由に対する反論 
བ�ལ་བ་གལ་ཏེ་ས་གཞི་ཆེན་པོ་འདི་�ད་ཅིག་མ་རེ་རེ་ལ་སེམས་ལ་Vང་བ་ཡིན་ན། སེམས་ཅན་.མས་ཅིའི་aིར་འདི་�མ་=། ཁར་སང་oར་མཐོང་བའི་ས་གཞི་ཉིད་

བདག་གིས་དི་248རིང་ཡང་མཐོང་ངོ་�མ་པའི་pོ་eེ་བར་འ`ར་ཞེས་�ོལ་བ་ཡིན་ལ། དེའི་ལན་=་249གཅིག་ནས་གཅིག་བ%ད་དང་མ�ན་པས་ [d214b] ཞེས་*་བ་xོས་

ཏེ་ ས་གཞི་ཆེན་པོ་�ད་ཅིག་མའི་ངང་གིས་Vང་བ་ནས་�ད་ཅིག་མ་o་མ་ལས་ས་གཞི་ཆེན་པོའི་ད*ིབས་དང་ཁ་དོག་ཅི་འ{་བར་འUང་བ་�ད་ཅིག་མ་aི་མ་ལ་ཡང་

 
246 p. omits ། 
247 p. adds ། 
248 d. དེ་  
249 p. adds ། 



第 61-62偈 摂大乗 114 

ས་གཞི་ཆེན་པོའི་ཁ་དོག་དང་ད*ིབས་o་མ་དང་འ{་བ་ཤ་དག་250བ%ད་མར་འUང་བས་ན། ཁར་251སང་oར་མཐོང་བའི་ས་ཉིད་དི་རིང་ཡང་བདག་གིས་དེ་མཐོང་ངོ་

�མ་པའི་pོ་eེ་M།ེ དེ་བས་ན་དེ་J་Tའི་pོ་ [p248b] ཇི་Dིད་ཡོད་@ི་བར་=་སངས་Cས་@ི་ཞིང་དག་པར་མི་འ`ར་རོ། ། 

 

55.3.1.3 仏土清浄の方法 
འོ་ན་ཇི་Jར་*ས་པས་སངས་Cས་@ི་ཞིང་དག་པར་འ`ར་ཞེ་ན། དེའི་aིར། 252  དེ་བས་ན། 253 ཡོངས་?་ཤེས་པས་འདི་དག་པའོ་ (tasmāt 

parijñāyainam)ཞེས་254 xོས་ཏེ། དེ་Jར་ཇི་Dིད་=་ས་གཞི་ཆེན་པོ་སེམས་ལ་Vང་བ་ཡོད་པ་དེ་Dིད་=། སངས་Cས་@ི་ཞིང་cོང་བ་ལ་བར་ 255 =་གཅོད་པ་ཡིན་

པར་256ཤེས་པར་*ས་ནས། ཅི་ནས་@ང་ས་གཞི་ཆེན་པོ་J་Tར་སེམས་ལ་Vང་བར་མ་`ར་ཅིང་257ས་258ཆེན་པོ་ལ་ཆགས་པའི་སེམས་�ང་བར་*་Mེ། ཆགས་པའི་སེམས་

�ངས་ནས259། སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་དག་པའི་མཚན་ཉིད་སེམས་ལ་Vང་བར་260འ`ར་ཏེ། སངས་Cས་@ི་ཞིང་ནི་དེ་Jར་cོང་ངོ་། ། 

 

55.3.2 世親釈の註釈 
དེ་བས་ན་བར་ཆད་*ེད་པར་ཡོངས་?་ཤེས་ནས་(tasmād antarāyakaraṃ parijñāyainam)ཞེས་*་བ་ལ་སོགས་པ་ཇི་Dིད་=་སེམས་ལ་ས་གཞི་

ཆེན་པོ་261J་Tར་ཡོད་པར་Vང་ཞིང་། ཡོད་པར་ཆགས་པ་ཡོད་པ་དེ་Dིད་=་སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་དག་པར་*་བ་ལ་བར་=་གཅོད་པ་ཡིན་པར་ཤེས་ནས། ཡོད་

པར་ཆགས་པ་�ང་བར་*་Mེ། དེ་ལ་ཡོད་པར་ཆགས་པ་�ངས་ན། སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཤེལ་(ི་ཁ་དོག་ལ་ [214b6] སོགས་པ་262དག་པའི་མཚན་ཉིད་=་སེམས་ལ་Vང་

བར་འ`ར་ར2ོ63། ། 

 

(第 56-60偈 中略) 
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61-62.1 偈文 [L171.20-23, N4_57.31-58.3] 

mahāyānasaṃgrahavibhāge dvau ślokau. 

gotraṃ dharmādhimuktiś ca cittasyotpādanā tathā, 

dānādipratipattiś ca nyāmāvakrāntir eva ca, (19_61) 

sattvānāṃ paripākaś ca kṣetrasya ca viśodhanā, 

 
250 p. 8ག་ 
251 p. ཁ་ 
252 p. omits ། 
253 p. omits ། 
254 p. adds 0་བ་ 
255 p. པར་ 
256 p. བར་ 
257 p. ཞིང་ 
258 p. adds གཞི་ 
259 p. ན 
260 d. �ང་བར་ 
261 p. པོར་ 
262 p. པར་ 
263 p. ཏེ་ 
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apratiṣṭhitanirvāṇa bodhiḥ śreṣṭhā ca darśanā.(19_62) 

 

チベット訳 [pPhi273a5-a6, dPhi247b4-b5] 

ཐེག་པ་ཆེན་པོ་བHས་པའི་=མ་པར་ད0ེ་བའི་ཚ*གས་I་བཅད་པ་གཉིས་ཏེ།  

 རིགས་དང་ཆོས་ལ་མོས་པ་དང་། །དེ་བཞིན་སེམས་ནི་བ9ེད་པ་དང་། ། 

�ིན་ལ་སོགས་པ་བ�བ་པ་དང་། །9ོན་མད་པ་ལ་འbག་ཉིད་དང་། ། 

སེམས་ཅན་=མས་ཡོངས་aིན་0ེད་དང་། །ཞིང་ནི་=མ་པར་�ོང་བ་དང་། ། 

མི་གནས་h་ངན་འདས་པ་དང་། །0ང་iབ་མཆོག་དང་8ོན་པའོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.654c29-655a1] 

次説八法攝大乗。偈曰 

性信心行入 成淨菩提勝 

如是八種事 總攝諸大乗 

 
61-62.2 世親釈 [L171.24-172.1, N4_58.10-13] 
etena daśa-vidhena vastunā kṛtsnaṃ mahāyānaṃ saṃgṛhītaṃ. tatra sattvānāṃ 

paripācanaṃ bhūmi-praviṣṭasya yāvat saptamyāṃ bhūmau veditavyaṃ. kṣetra-

pariśodhanam apratiṣṭhita-nirvāṇaṃ cāvinivartanīyāyāṃ bhūmau trividhāyāṃ. śreṣṭhā 

bodhir buddha-bhūmau. tatraiva cābhisaṃbodhi-mahāparinirvāṇa-sandarśanā veditavyā. 

śeṣaṃ gatārtha. 

 

チベット訳 [pPhi273a6-a8, dPhi247b5-b7] 

དངོས་པོ་=མ་པ་བ ་པོ་འདིས་ཐེག་པ་ཆེན་པོ་མཐའ་དག་བHས་ཏེ། །དེས་སེམས་ཅན་=མས་ཡོངས་I་aིན་པར་0ེད་པ་ནིས་ལ་{གས་པའི་ས་བNན་པའི་བར་ལ་རིག་པར་0འོ། །ཞིང་ཡོངས་

I་�ོང་བ་དང་། མི་གནས་པའི་h་ངན་ལས་འདས་པ་ནི་Pིར་མི་oོག་པའི་ས་=མ་པ་གIམ་ལའོ། །0ང་iབ་མཆོག་ནི་སངས་Yས་Tིས་ས་ལ་8ེ། མངོན་པར་Sོགས་པར་0ང་iབ་པ་དང་། h་

ངན་ལས་འདས་པ་ཆེན་པོ་8ོན་པ་ཡང་དེ་ཉིད་ལ་རིག་པར་0འོ། །pག་མ་ནི་དོན་གོ་བར་ཟད་དོ། ། 

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.655a2-655a9] 

釋曰。此以八事總攝一切大乗。八事者。一種性如性品説。二信法如信品説。三發心如發心品説四行行如

度攝品説。五入道如教授品説六成熟衆生。謂初七地七淨佛國土。謂第八不退地。八菩提勝謂佛地。菩提

有三種。謂聲聞菩提。縁覺菩提。佛菩提。佛菩提大故爲勝。於此佛地示現大菩提及大涅槃故。已説八法

攝大乗。 
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61-62.3 安慧釈 [pTsi253a3-254a6, dTsi218b5-219b6] 

61-62.3.1 偈文の註釈 

61-62.3.1.1 大乗について 

ཐེག་པ་ཆེན་པོས་vན་བnས་པས་.མ་པར་ད*ེ་བའི་ཚFགས་?་བཅད་པ་གཉིས་ཏེ་(mahāyānasaṃgrahavibhāge dvau ślokau)ཞེས་*་བ་ལ་

264དེ་Jར་ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་བདག་ཉིད་ཆེན་པོ་དང་tན་པ་.མས་ནི་ཉན་ཐོས་དང་རང་སངས་Cས་@ི་ཐེག་པ་ལ་བ5ེན་ནས། །k་ངན་ལས་འདས་པའི་གནས་?་འUང་

བར་མེད་པ་ནི་མ་ཡིན་ཏེ། །ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་བདག་ཉིད་ཆེན་པོ་ཉིད་@ིས་མི་གནས་པའི་k་ངན་ལས་འདས་པའི་གནས་?་འUང་བར་*ེད་དོ། །དེ་བས་ན་ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་

བདག་ཉིད་ཆེ་བའི་འོག་f།265 ཐེག་པ་ཆེན་པོ་བnས་པའི་�བས་བཤད་དོ། ། 

དེ་ལ་ཐེག་པ་ཆེན་པོ་ཞེས་*་བ་ནི་266ཤེས་རབ་@ི་ཕ་རོལ་f་aིན་པ་Mོང་�ག་བC་པ་ [d219a] ལས། �ད་ག་ཅད་267ལ་སོགས་པ་ལ་*་བས་ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་དོན་

བWོད་ན་དཔག་f་མེད་མོད་@ི་འོན་@ང་དཔག་f་མེད་པ་དེ་དག་བnས་ན་ཆོས་.མ་པ་བCད་@ི་ནང་=། ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་དོན་མ་}ས་པར་འ=ས་པ་ན། ཆོས་.མ་པ་

བCད་ལ་ཐེག་པ་ཆེན་པོ་ཞེས་*འོ། ། 

དེ་ལ་ཆོས་.མ་པ་བCད་བnས་པའི་དོན་@ང་རིགས་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔས་p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་f་སེམས་བeེད་ནས་མོས་པ་Pོད་པའི་སར་*ང་

Xབ་སེམས་དཔའི་Pོད་པ་ཕ་རོལ་f་aིན་པ་yག་བuབས་ཏེ། དེའི་འོག་f་ས་བsའི་རིམ་ [p253b] (ིས་268བLོམས་ནས་སངས་Cས་@ི་ས་མངོན་=་*ས་པ་Mེ། དེ་.མས་

ལ་ཐེག་པ་ཆེན་པོ་ཞེས་*འོ། ། 

 

61-62.3.1.2 八種の法 
རིགས་དང་(gotraṃ)ཞེས་*་བ་ལ། རིགས་ཞེས་*་བ་དང་ས་བོན་ཞེས་*་བ་དང་�ལ་པ་ཡོད་པ་ཞེས་*་བའི་དོན་གཅིག་Mེ། དོན་=་ན་cིན་པ་ནས་ཤེས་

རབ་@ི་ཕ་རོལ་f་aིན་པའི་བར་=། ཕ་རལོ་f་aིན་པ་yག་གི་ས་བོན་ཡོད་པ་ལ་རིགས་ཞེས་*་Mེ། འདི་ནི་རིགས་ལ་གནས་པ་ཞེས་*་བའི་དོན་བMན་ཏེ། ཆོས་.མ་པ་

གཅིག་གོ  ། ། 

ཆོས་ལ་མོས་པ་དང་(dharma-adhimuktiś ca)ཞེས་*་བ་ལ། དེ་Jར་ཐེག་པ་ཆེན་པོའི་རིགས་ཡོད་པས། ཟབ་ཅིང་C་ཆེ་བའི་ཆོས་ལ་ 269 སེམས་

གཅིག་f་དད་པ་ནི་ཆོས་ལ་མོས་པ་ཞེས་*་Mེ། 270 འདི་ནི་ཆོས་.མ་པ་གཉིས་སོ། ། 

དེ་Jར་སེམས་ནི་བeེད་པ་དང་(cittasya-utpādanā tathā)271ཞེས་*་བ་ལ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའི་རིགས་@ང་ཡོད། ཟབ་ཅིང་C་ཆེ་བའི་ཆོས་ལ་

ཡང་མོས་པར་འ`ར་བས་དེའི་འོག་f། བདག་དང་སེམས་ཅན་ཐམས་ཅད་ལ་ཕན་པར་*་བའི་aིར་p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་ཐོབ་པར་`ར་ཅིག་ཅེས་xོན་ལམ་འདེབས་པ་

ནི་སེམས་བeེད་པ་ཞེས་*་Mེ། འདི་ནི་ཆོས་.མ་པ་ག?མ་Mེ། དེ་ཡན་ཆད་@ིས་རིགས་ལ་གནས་པས་p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་f་སེམས་བeེད་དེ་ཞེས་*་བའི་དོན་�ས་སོ། 

cིན་ལ་སོགས་པ་uབ་པ་དང་(dānādipratipattiś ca)272ཞེས་*་བ་ལ། དེ་Jར་p་ན་མེད་པའི་*ང་Xབ་f་སེམས་བeེད་ནས་མོས་པ་Pོད་པའི་སར་

cིན་པའི་ཕ་རོལ་f་aིན་པ་ནས་ཤེས་རབ་@ི་ཕ་རོལ་f་aིན་པའི་བར་=། ཕ་རོལ་f་aིན་པ་yག་བuབ་པ་ནི་ཆོས་.མ་པ་བཞི་Mེ། དེས་ནི་*ང་ [d219b] Xབ་f་སེམས་

བeེད་ནས་མསོ་པ་Pོད་པའི་སར་ཕ་རོལ་f་aིན་པ་yག་uབ་ཅེས་*་བའི་དོན་བMན་ཏོ། ། 

 
264 p. ། 
265 p. omits ། 
266 p. ། 
267 p. aད་ག་ཆད་ 
268 p. Tིས་ 
269 d. ཡང་ 
270 d. omits ། 
271 d. ། ། 
272 d. ། ། 
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eོན་མེད་པ་ལ་འ�ག་པ་དང་(nyāmāvakrāntir eva ca)273ཞེས་*་བ་ལ་གAང་བ་དང་འཛFན་པ་ལ་མངོན་བར་ཆགས་པ་ནི་eོན་ཏེ། ས་དང་པོར་

གAང་བ་དང་འཛFན་པ་ལ་མངོན་པར་ཆགས་པ་�ངས་པས་ན། མོས་པ་Pོད་པའི་སར་ཕ་རོལ་f་aིན་པ་yག་བuབས་[p254a]པས་ས་དང་པོ་ཐོབ་པའི་aིར་eོན་མེད་པ་

ཞེས་*འོ། །འདི་ནི་ཆོས་|འོ། ། 

སེམས་ཅན་.མས་ནི་xིན་*ེད་དང་(sattvānāṃ paripākaś ca)274ཞེས་*་བ་ལ། དེ་ནས་ས་གཉིས་ནས་བwམས་ཏེ། ས་བ=ན་པ་མན་ཆད་ན་*ང་

Xབ་@ི་aོགས་དང་། ཕ་རོལ་f་aིན་པའི་ཆོས་.མས་@སི་སེམས་ཅན་བMན་པ་ལ་མ་དད་པ་.མས་ནི་བMན་པ་ལ་དད་པར་*ེད། བMན་པ་ལ་དད་པ་.མས་ནི་དགེ་བ་ལ་

བཀོད་ནས་ཡོངས་?་xིན་པར་*ེད་དེ། འདི་ནི་ཆོས་yག་གོ  ། ། 

ཞིང་ཡང་ཡོངས་?་cོང་བ་དང་།275མི་གནས་པའི་k་ངན་ལས་འདས་(kṣetrasya ca viśodhanā, apratiṣṭhitanirvāṇa)276ཞེས་*་བ་

ལ། དེ་ནས་aིར་མི་tོག་པའི་ས། ས་བCད་པ་དང་། ད�་པ་དང་། བs་པ་ལ་ནི་སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་cོང་བ་དང་མི་གནས་པའི་k་ངན་ལས་འདས་པའི་ལམ་ལ་

གནས་པར་*ེད་ད།ེ འདི་ནི་ཆོས་བ=ན་ནོ། ། དེ་སངས་Cས་@ི་ཞིང་ཡོངས་?་cོང་བ་ལ་ནི་Vོད་@ི་འཇགི་5ེན་ཤེལ་དང་གསེར་ལ་ སོགས་པའི་ཁ་དོག་f་Vང་བར་*ེད་

པའོ། །མི་གནས་པའི་k་ངན་ལས་འདས་པའི་ལམ་ནི་ཤེས་པ་དང་�ིང་Wེ་གཉིས་ཏེ། �ིང་Wེས་འཁོར་བ་ཡོངས་?་མ་བཏང་ན། k་ངན་ལས་འདས་པ་འབའ་ཞིག་ག་ིaོགས་

ལ་མི་གནས་སོ། །*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་སེམས་ཅན་(ི་དོན་=་འཁོར་བ་ན་གནས་@ང་ཡེ་ཤེས་@ི་མ�ས། འཁོར་བའི་ཉེས་པས་མི་གོས་པས་ན། འཁོར་བ་ན་མི་གནས་སོ། ། 

*ང་Xབ་མཆོག་@ང་.མ་པར་Mོན། །(bodhiḥ śreṣṭhā ca darśanā)ཞེས་*་བ་ལ། དེ་ནས་ས་བs་གཅིག་པ་སངས་Cས་@ིས་�་ག?མ་ཐབོ་པས་ན་

*ང་Xབ་པ་ཞེས་*་བ་ལ། *ང་Xབ་པ་ནས་&མ་(ི་�མས་?་འ�ག་པ་དང་། �མས་ནས་འUང་བ་དང་། ཁབ་ནས་Uང་ཞིང་རབ་f་འUང་བ་བMན་པ་ལ་སོགས་པ་བMན་

ནས་མངོན་པར་སངས་Cས་པ་དང་། ཆོས་@ི་འཁོར་ལོ་བ�ོར་བ་དང་། k་ངན་ལས་འདས་པའི་བར་དག་Mོན་པར་*ེད་དེ་དེ་ནི་ཆོས་བCད་པའ།ོ ། 

དེ་ [d220a] བས་ན་ཐེག་པ་ཆེན་པོ་ཞེས་*་བ་ [p254b] ཡང་མདོར་བnས་ན། རིགས་ནས་བwམས་ཏེ། ཡོངས་?་k་ངན་ལས་འདས་པའི་བར་དག་བMན་པ་

ཐེག་པ་ཆེན་པོ་ཞེས་*འོ། ། 

 

第 63偈 五種の菩薩 
63.1 偈文 [L172.1-5, N4_60.29-61.1] 

bodhisattvavibhāge daśa ślokāḥ. 

ādhimokṣika ekaś ca śuddhādhyāśayiko 'paraḥ, 

nimitte cānimitte ca cāry apy anabhisaṃskrte, 

bodhisattvā hi vijñeyāḥ pañcaite sarvabhūmiṣu.(19_63) 

 

チベット訳 [pPhi273a8-273b2, dPhi247b7-248a1] 

0ང་iབ་སེམས་དཔའ་=མ་པར་ [p273b] ད0ེ་བའི་ཚ*གས་I་བཅད་པ་བ ་8ེ།  

གཅིག་ནི་མོས་པ་དང་oན་པ། །pག་པའི་བསམ་པ་དག་པ་གཞན། ། 

མཚན་དང་ནི་མཚན་མེད་དང་། ། [d248a] །།མངོན་པར་འN་0ེད་མེད་Cོད་པ། ། 

D་པོ་འདི་དག་ས་[ན་ལ། །0ང་iབ་སེམས་དཔའ་ཡིན་ཤེས་0། ། 

 

 
273 d. ། ། 
274 d. ། ། 
275 d. ། ། 
276 d. ། ། 
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波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.655a9-655a11] 

次説菩薩五人差別。偈曰 

信行及淨行 相行無相行 

及以無作行 差別依諸地 

 

63.2 世親釈 [L172.6-7, N4_61.2-61.3] 

tatra nimittacārī dvitīyāṃ bhūmim upādāya yāvat ṣaṣṭhyāṃ. animittacārī saptamyāṃ. 

anabhisaṃskāracārī pareṇa. śeṣaṃ gatārthaṃ. 

 

チベット訳 [pPhi273b2-b3, dPhi248a1-a2] 

དེ་ལ་མཚན་མ་ལ་Cོད་པ་ནི་ས་གཉིས་པ་ནས་བxང་8ེ་ས་¡ག་པའི་བར་Nའོ། །མཚན་མ་མེད་པར་Cོད་པ་ནིས་ས་བNན་པ་ལའོ། །མངོན་པར་འN་0ེད་པ་མེད་པར་Cོད་པ་ནི་དེ་ཡན་ཆེད་

དོ། །pག་མ་ནི་དོན་གོ་བར་ཟད་དོ། །  

 

波羅頗蜜多羅訳 [T1604.31.655a12-655a15] 

釋曰。菩薩有五人差別。一信行人。謂地前一阿僧祇劫。二淨心行人。謂入初地。三相行人。謂二地至六

地。四無相行人。謂第七地。五無作行人。謂後三地已説菩薩五人差別。 

 

63.3 安慧釈 [pTsi254b1-255b6, dTsi220a1-221a5] 

63.3.1 偈文の註釈 

63.3.1.1 徳について 

*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མ་པར་ད*ེ་བའི་ཚFགས་?་བཅད་པ་བsའ་ོ(bodhisattvavibhāge daśa ślokāḥ)ཞེས་*་བ་ལ། གང་=་*ང་Xབ་@ི་aོགས་

(ི་ཆོས་བuབ་པ་དེས་ཡོན་ཏན་.མ་པ་གཉིས་ཐོབ་Mེ། ཡོན་ཏན་གཉིས་ནི་བuབ་པའི་ཡོན་ཏན་དང་། རབ་f་བoགས་པའི་ཡོན་ཏན་ནོ། དེ་ལ་uབ་པའི་ཡོན་ཏན་ལ་

ཡང་%་མ�ན་པའི་ཡོན་ཏན་དང་,ལ་བའི་ཡོན་ཏན་དང་སེམས་ཅན་ལ་མངོན་=་J་བའི་ཡོན་ཏན་ག?མ་ནི་འདི་ཡན་ཆད་=་བཤད་ཟིན་ཏོ། ། ད་ནི་*ང་Xབ་སེམས་

དཔའ་.མ་པར་ད*ེ་བ་མན་ཆད་@ིས་རབ་f་བoགས་པའི་ཡོན་ཏན་Mོན་ཏོ། ། 

 

63.3.1.2 五種の菩薩について 

དེ་ལ་མོས་པ་Pོད་པའི་ས་ནས། ས་བs་.མས་ལ་aེ་ན་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་=་ཡོད་པ་དང་། ས་དེ་དག་ལ་གནས་པའི་*ང་ [220a4] Xབ་སེམས་དཔའ་.མས་@ི་

མཚན་ཉིད་ཇི་J་T་ཡིན་པ་བMན་པ་ནི། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མ་པར་ད*ེ་བ་ཞེས་*་Mེ། དེ་ཚFགས་?་བཅད་པ་བsས་བMན་ཏོ། ། 
*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་|་པོ་ནི། །ས་.མས་vན་=་ཤསེ་པར་*་277(bodhisattvā hi vijñeyāḥ pañcaite sarvabhūmiṣu)ཞེས་*་བ་ལ། ས་

བsའི་Mངེ་=། མོས་པ་Pོད་པའི་ས་བMན་ཏེ་ས་བs་གཅིག་པོ་དེ་དག་ལ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མ་པ་|་ཞིག་ཡོད་པར་ཤེས་པར་*འོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

 

 
277 d. ། ། 
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63.3.1.3 第一の菩薩 勝解をもつもの 
གཅིག་ནི་མོས་དང་tན་པ་དང་།(ādhimokṣika ekaś ca)ཞེས་*་བ་ལ། *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མ་པ་|་པོ་གང་ཡིན་པ་དེ་ནི་Mོན་ཏོ། ། དེ་ལ་གཅིག་ཅེས་

*་བ་ནི་མོས་པ་Pོད་པའི་ས་བཞི་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ཞེ་*་Mེ། མོས་པ་Pོད་པའི་ས་བཞི་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་ནི་མོས་པ་དང་tན་པའི་

*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ཞསེ་*འོ། ། 
ཇི་Jའི་aིར་མོས་པ་དང་tན་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། དེའི་ཚ�་ཆོས་@ི་ད*ིངས་vན་=་འ_ོ་བའི་མཚན་ཉིད་མངོན་?མ་=་མ་*ས་@ི། [p255a] ཆོས་@ི་ད*ིངས་vན་=་འ_ོ་

བའི་མཚན་ཉིད་ལ་དད་ཅིང་ཡིད་ཆེས་པ་ཙམ་ཡོད་པའི་aིར་རོ། ། 

 

63.3.1.4 第二の菩薩 清浄なすぐれた意欲をもつもの 
bག་པའི་བསམ་པ་དག་པ་གཞན་278(śuddhādhyāśayiko 'paraḥ)ཞེས་*་བ་ལ། གཞན་ཞེས་*་བ་ན2ི79 *ང་Xབ་སེམས་དཔའ་གཉིས་པ་ནི། །ཞེས་*་

བའི་དོན་ཏོ། །ས་དང་ [d220b] པོ་ལ་�གས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་ནི་bག་པའི་བསམ་པ་.མ་པར་དག་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ཞེས་*་Mེ།  

ཅིའི་aིར་bག་པའི་བསམ་པ་.མ་པར་དག་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། དེའི་ཚ�་ཆོས་@ི་ད*ིངས་vན་=་འ_ོ་བའི་མཚན་ཉིད་5གོས་པ་དང་། བདག་དང་གཞན་(ི་དོན་~ན་?མ་

ཚEགས་པའི་སེམས་དང་tན་པ་bག་པ་ཞེས་*་བ་ལ། མཐོང་བས་�ང་བར་*་བའི་ཉོན་མོངས་པ་དང་། ཤེས་*འི་zིབ་པ་�ངས་པའི་aིར་.མ་པར་དག་པ་ཞེས་*འོ། ། 

 

63.3.1.5 第三の菩薩 因相において行じるもの 
མཚན་མ་དང་ནི་(nimitte ca)ཞེས་*་བ་ལ། །ས་གཉིས་པ་ཡན་ཆད་ས་yག་པ་མན་ཆད་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་མཚན་མ་དང་བཅས་པའི་*ང་

Xབ་སེམས་དཔའ་ཞེས་*་Mེ། 

ཅིའི་aིར་མཚན་མ་དང་བཅས་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། ས་གཉིས་པ་ལ་ནི་280 འདི་ནི་ཉན་ཐོས་@ི་ཐེག་པ། འདི་ནི་རང་སངས་Cས་@ི་ཐེག་པ། འདི་ནི་ཐེག་པ་ཆེན་པོའོ་ཞེས་

ཐེག་པ་ལ་.མ་པ་V་ཚEགས་?་འ*ེད་པའི་མཚན་མ་Pོད་པའི་aིར་རོ། ། 

ས་ག?མ་པ་ལ་ནི་bན་ཅིག་eེས་པའི་འཇིག་ཚEགས་ལ་J་བའི་མཚན་མ་�ངས་སོ། ། 

ས་བཞི་པ་ལ་ནི་nག་བoལ་དང་vན་འUང་གི་བདེན་པ་ལ་གནོད་པའི་.མ་པར་མཐོང་བ་དང་། འགོག་པ་དང་ལམ་(ི་བདེན་པ་ལ་ཞི་བའི་.མ་པར་མཐོང་བའི་

མཚན་མ་ཡོད་པའི་aིར་རོ། ། 

ས་|་པ་ལ་ནི་བཟོའི་ལས་@ི་གནས་.མ་པ་V་ཚEགས་ལ་འ�ག་ཅིང་5ོག་པ་vན་=་འUང་ངོ་། ། 

ས་yག་པ་ལ་ནི་5ེན་ཅིང་འ,ལེ་ཏེ་འUང་བ། མ་རིག་པའི་�ེན་(ིས་འ=་*ེད་ལ་སོགས་པ་}གས་བཞིན་པ་དང་། མ་རིག་པ་འགགས་པས་འ=་*ེད་འགག་པ་ལ་སོགས་

པ་}གས་ལས་བ�ོག་པ་ལ་5ོགས་པའི་མཚན་མ་ཡོད་པས། [p255b]ས་དེ་དག་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་མཚན་མ་དང་བཅས་པ་ཞེས་*འོ། ། 

 

63.3.1.6 第四の菩薩 無因相において行じるもの 
མཚན་མ་མེད་(animitte)ཅེས་*་བ་ལ། ས་བ=ན་པ་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་མཚན་མ་མེད་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ཞསེ་*་Mེ། ཇི་J་མཚན་

མ་མེད་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། ས་དེ་ལ་གནས་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་དེས་ས་yག་པ་མན་ཆད་ལ་འUང་བའི་མཚན་མ་ཐམས་ཅད་�ངས་པའི་aིར་མཚན་མ་མེད་པ་ཞེས་

*འོ། ། 

 

 
278 d. ། ། 
279 d. ། 
280 p. ། 
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63.3.1.7 第五の菩薩 無造作において行じるもの 
མངོན་པར་འ=་མི་*ེད་ལ་Pོད་281(anabhisaṃskrte) [d221a] ཅེས་*་བ་ལ། aིར་མི་tོག་པའི་ས་བCད་པ་དང་། ད�་པ་དང་།282 བs་པ་ལ་གནས་པའི་

*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ལ་ནི། མངོན་པར་འ=་མི་*ེད་པ་ལ་Pོད་པའི་*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་ཞེས་*་Mེ། ཅིའི་aིར་དེ་ག?མ་ལ་གནས་པ་ལ་མངོན་པར་འ=་མི་*ེད་པ་ལ་

Pོད་པ་ཞེས་*་ཞེ་ན། དེའི་ཚ�་བདག་དང་གཞན་(ི་དོན་uབ་པ་དང་། .མ་པར་མི་5ོག་པའི་ཏིང་ངེ་འཛFན་ལ་wོལ་འབད་མེད་པར་�ན་(ིས་mབ་པ་ཉིད་=་གནས་པས་

མངོན་པར་འ=་མི་*ེད་པ་ལ་Pོད་པ་ཞེས་*འོ། ། 

*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་|་པོ་ནི། །ས་.མས་vན་=་ཤེས་པར་*་(bodhisattvā hi vijñeyāḥ pañcaite sarvabhūmiṣu)283ཞེས་*་བ་ལ་མོས་

པ་Pོད་པའི་ས་ཡན་ཆད་ས་བs་པ་མན་ཆད་ས་བs་གཅིག་.མས་ནི་8*ང་Xབ་སེམས་དཔའ་.མ་པ་|་ཞིག་ཡོད་པར་ཤེས་པར་*འོ་ཞེས་*་བའི་དོན་ཏོ། ། 

  

 
281 d. ། ། 
282 p. omits ། 
283 d. ། ། 
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『大乗荘厳経論』第 19章「功徳品」(第 47偈～第 63偈) 現代語訳 
 

第 47偈 四種の考察 
47.1 偈文 [L168.16-18, N4_41.4-6]284 

考察(paryeṣaṇā, 尋思, 求知)285の分類についての一偈がある。 

名称と事態についての、相互に偶然であること(āgantukatva)の考察と、またこの場合

における、二種類のものの仮説についての、単なる仮説であること

(prajñaptimātratva)286の考察である。(19_47) 

 

47.2 世親釈 [L168.20-25, N4_41.7-11] 

四種類の諸法の考察とは、1)名称の考察(nāmaparyeṣaṇā名求)、2)事態の考察(vastuparyeṣaṇā, 物

求)、3)自性の仮説の考察(svabhāva-prajñapti-paryeṣaṇā, 自性求)、4)区別の仮説の考察(viśeṣa-

prajñapti-paryeṣaṇā, 差別求)である。そのうち、名称は事態において偶然であることの考察が、

「名称の考察」と知るべきである。事態は名称において偶然であることの考察が、「事態の

考察」と知るべきである。その両者の結合したとき、自性と区別の仮説について、単なる仮

説であることの考察が、「自性と区別の仮説の考察」と知るべきである。 

 
284 『摂大乗論』第三章(入所知相分第四)に同じ偈がある。 
MSg 3.16 チベット訳 [N2_67] 

མིང་དང་དངོས་གཉིས་ཕན་sན་N། །�ོ་<ར་ཡིན་པར་ཡོངས་I་བཙལ། ། 
བཏགས་པ་=མ་པ་གཉིས་པོ་ལ། །དེ་ཙམ་ཉིད་N་བཙལ་བར་0། ། 

MSg 3.16 玄奘訳 [T1594.31.143b29] 
名事互爲客 其性應尋思 
於二亦當推 唯量及唯假  

MSg 3.16 世親釈 真諦訳 [T1595.31.210c04] 
名義互爲客 菩薩應尋思     
應觀二唯量 及彼二假説 

285 考察(paryeṣaṇā)については『菩薩地』に以下のように見られ、ここと同じ四種を挙げる。 
BBh 1.4 [T111.5-6, W53.6-8] catasraḥ paryeṣaṇāḥ katamāḥ. 
1)nāmaparyeṣaṇā, 2)vastuparyeṣaṇā, 3)svabhāvaprajñaptiparyeṣaṇā ca, 4)viśeṣaprajñaptiparyeṣaṇā ca. 
四つの考察(paryeṣaṇā)とは何か。 
1)名称(nāman)の考察(名尋思) 2)事態(vastu)の考察(事尋思) 3)自性の仮説(svabhāvaprajñapti)の考察
(自性仮立尋思) 4)差異の仮説(viśeṣaprajñapti)の考察(差別仮立尋思)である。 

286 「単なる仮説」という表現は『菩薩地』の以下の箇所にも見られる。 
BBh 1.4 [T111.8-11, W53.9-16] tatra nāmaparyeṣaṇā yad bodhisattvo nāmni nāmamātraṃ paśyati. 
evaṃ vastuni vastumātradarśanaṃ vastuparyeṣaṇā. svabhāvaprajñaptau svabhāvaprajñaptimātra-
darśanaṃ svabhāvaprajñaptiparyeṣaṇā. viśeṣaprajñaptau viśeṣaprajñaptimātra-darśanaṃ 
viśeṣaprajñaptiparyeṣaṇā. 
「名称の考察」とは、菩薩が名称について、単なる名称(nāmamātra)であるとみることである。同様
に、事態について、単なる事態(vastumātra)と見ることが「事態の考察」、自性の仮説について、単な
る自性の仮説(svabhāvaprajñaptimātra)と見ることが「自性の仮説の考察」、差異の仮説について、単
なる差異の仮説(viśeṣaprajñaptimātra)と見ることが「差異の仮説の考察」である。 

ここでは仮説だけでなく名称、事態についても単なる名称、単なる事態という表現で尋思について述べら
れるが、『大乗荘厳経論』では、名称と事態との関係性として述べられ、相互に偶然であること(āgantukatva)
と述べられているという点で違いがある。 
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47.3 安慧釈 [pTsi239b4-241b6, dTsi206a5-207b5] 

47.3.1 偈文の註釈 

47.3.1.1 四種の考察 

「考察(ཡོངས་?་ཚEལ་བ་, paryeṣaṇā)の分類についての一偈がある」という場合、〔菩薩は〕このよう

に区別して説明される四種類に通じているのである。言葉によって衆生に法を説くことに

通じているように、自分(菩薩)自身の心についてもまた、法の性質とは何であるかを考察し

て示す。したがって、法の四種類の性質の考察が一偈で示される。 

そのうち、法の四種類の考察とは、「1)名称の考察、2)事態の考察、3)自性の仮説の考察、
4)区別の仮説の考察」である。これらの考察は、勝解行地(མོས་པ་Cོད་པའི་ས་, *adhimukti-caryā-bhūmi)

のときに、求められると、理解すべきである。 

 

47.3.1.2 名称と事態 

「名称と事態は互いに偶然であることの考察」という場合、「名称」とは、それによって

壺とか、布とかと言表する〔言葉〕(能詮)を、「名称」という。「事態」とは、壺のように水を

そそぐに相応しいものと、布のように着るのに相応しいと言表される(所詮の)法について、

「事態」という。このように、壺などの水をそそぐこと相応しい事態に対して、壺と呼ばれ

る名称での仮説は、ただ名称であって、〔そこには〕壺という自性はないのであり、すべて

の名称は偶然に仮説され、外的に付加されただけで仮説したものだと知ることが「名称の考

察」といわれる。 

すべての名称は偶然であるのはどうしてわかるのか。もし名称が偶然ではなく、まさに壺

の自性であるならば、火と熱は同一の自性であるから、火が無とされるならば、熱も無とな

るのと同様に、壺が壊れるすなわち無とされるならば、名称も無くなることにならなければ

ならないが、壺が壊れても名称は無にならないのであって、名称は、後に存在するのであり、

デーバダッタが死ぬつまり無になっても、デーバダッタの名は無になることはないのであ

って、名称が後に存在するから、名称と事態は同一の自性ではないのである。 

このように、壺という名称に対して、食べ物をいれる丸いもの、とてもやせたやせた人、

水を注ぐに相応しいものというように多様に仮説されていても、偶然で、外的に付加された

ものにすぎないような仮説であると知るとき、事態の考察であるといわれる。意味の上から

いって、壺の事態も壺の名称とは同一の自性ではないと知る。 

壺の事態と名称の二つは、なぜ同一の自性でないのか。もし、名称と事態の二つが、同一

の自性だとすれば、名称が無とされることによって、事態自身もまた無になるという誤りに

なる。例えば、出家していないときに、在家という名称が立てられ、出家のときは、在家と

いう名称が無とされ、事態も無にならなければらない。名称が無になっても、後に事態はあ
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るから、名称と事態の二つは、同一〔の自性〕ではない。 

 

47.3.1.3 自性と区別 

「またこの場合における、二種類のものの仮説についての、単なる仮説であることの考察

である」という場合、このような言表するもの(能詮の)名称と、言表されるもの(所詮)の壺な

どの事態の二つは、相互に結合したときに、「自性の仮説」と「区別の仮説」がある。 

 そのうち、「自性の仮説」とは、地は堅さを相とすると仮説し、水は湿りけを相とすると

仮説し、抵触をもつから色と仮説し、感受を本性とするから受と仮説する。このように、諸

法の自相は、それぞれの仮説され、それらもまたただ仮説のみが有るだけであって、地は堅

さを相とすること、水は湿りけを相とすることが成立していないと知るならば、「自性の仮

説の考察」であるといわれる。 

このように、自相について言説されたそれらの同じ法についても、無常であると苦である

と有漏であると無漏であると有為であると無為であると有色であると無色であると欲界繫

であると無色界繫であるなどは「区別の仮説」といわれる。それらの「区別の仮説」もただ

名称、ただ言葉だけであって、自性が有るのではないと知ることが、「区別の仮説の考察」

であるといわれる。 

 

47.3.2 世親釈の註釈 

そのうち、「事態において、名称は偶然であるという考察は」という場合、事態は壺など

であり、名称とは「壺」という言葉であり、壺の事態について、「壺」という名称が仮説(言

説)されるのであり、それはただ名称であって壺の自性〔を表すの〕ではなく、偶然な命名と

しての言説したにすぎないと、という考察し知ることが、名称の考察といわれる。 

「名称において、事態は偶然であるという考察は」という場合、名称とは、「壺」という

言葉を指す。この言葉により言表されるもの(所詮)である事態もまた、水を注ぐに相応しい

壺であるが、壺と言表するもの(能詮)である名称において、壺と言表されるもの(所詮)である

事態が仮説であることも偶然で、偶発的に仮説されたのであり、名称と事態の二つは同一の

自性ではないと考察することが、「事態の考察」と知るべきである。 

「その両者が結合したとき、自性と区別の仮説」という場合、「両者が結合する」とは、

言表するもの(能詮)である名称と、言表されるもの(所詮)である事態の二つが結合するのであ

る。つまり、この二つの結合によって、「堅い」などの法の自相の仮説と、生と滅などの共
相(Cིའི་མཚན་ཉིད་, *sāmānya-lakṣaṇa)の仮説の二つともが、ただ仮説としてあるにすぎないのであっ

て、自相もまた、自性として成立していないと知ることが、自性の〔仮説の〕考察といわれ

る。共相もまた、ただ仮説にすぎないのであって、自性が有るのではないと知ることが、区
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別の考察といわれる。 

経荘厳第 7巻の解説が終わった。 

 

第 48偈 四如実遍智 
48.1 偈文 [L168.24-27, N4_42.26-28] 

如実遍智(yathābhūta-parijñāna, 如実知, 如実遍智)の分類について十偈がある。 

すべてのものは認得しえないもの(anupalambha,不可得)であるから、四種類の〔如〕実

〔遍〕智であり、賢固な者たち(菩薩)がすべての利益(artha)を成就するために、すべての

地において〔如実遍智が〕生じる。(19_48) 

 

48.2 世親釈 [L168.28-169.2, N4_42.29-43.1] 

諸法についての四種類の如実遍智は、名称の考察に関するものと、事態の考察に関するも

のと、自性の仮説の考察に関するものと、区別の仮説の考察に関するものとである。それは

また、名称をはじめとするこのすべては認得しえないもの(不可得)であるから〔如実遍智で

ある〕と知るべきである。後半部分は、如実遍智のはたらきの偉大なることを説いている。 
 

48.3 安慧釈 [pTsi241a4-241b8, dTsi207b5-208b1] 

48.3.1 偈文の註釈 

48.3.1.1 如実遍智についての総論 

「如実遍智の分類についての十偈がある」という場合、このように信解行地(མོས་པ་Pོད་པའི་ས, 

*adhimukti-caryā-bhūmi)において、名称と事態と自性と区別を考察したならば、初地(ས་དང་པོ, 

*prathama bhūmi, *ādibhūmi)において、名称と事態と自性と区別は空性を特質とすると遍智す

ることになる。それ故に如実遍智が十偈によって説かれる。 

「すべてのものは認得しえないもの(དམིགས་?་མེད་པ, *anupalaṃbha, 不可得)であるから、四種類

の〔如〕実〔遍〕智であり」などという一つの偈文によって、四如実遍智の特質とはたらき
の偉大性(བདག་ཉིད་ཆེན་པོ་ *māhātmya)が説かれた。その場合、四如実遍智とは、名称の考察に関す

る如実遍智と、事態の考察に関する如実遍智と、自性の考察に関する如実遍智と、区別の考

察に関する如実遍智である。 

 

48.3.1.2 如実遍智についての各論 

その場合、あらゆる名称は事態がなく空であり、認得しえないもの(不可得)と知るならば、

名称の考察に関する如実遍智であるといわれる。 

壺などのあらゆる事態もまた、自性がなく空であり、認得しえないもの(不可得)と知るな
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らば、事態の考察に関する如実遍智であるといわれる。 

地の自相、つまり堅いなどのあらゆる自相は、自性がなく空であり、認得しえないもの(不

可得)と知るならば、自性の考察に関する如実遍智であるといわれる。 

生と滅などの諸法(共相)も、自性はなく空であり、認得しえないもの(不可得)と知るならば、

区別の考察に関する如実遍智であるといわれる。このように、偈文の前半によっては如実智

の特質が説かれた。 

 

48.3.1.3 如実遍智と菩薩の十地 

「堅固な者たち(菩薩)が、すべての利益を成就するために、すべての地において〔如実遍

智が〕生じる287」という場合、初地から始まって十地までを「すべての地」というのである。

「堅固な者たち」つまり諸菩薩は、十地すべてにおいて、自利と利他を成就するために、四

如実智が生じて、それらについて修習する。 

偈の後半によっては、如実智のはたらきの偉大なることが説かれる。 

このように、初地において、すべての法の無我について知るその智慧は、すべての束縛か

ら解放する方法であり、それによってすべての束縛から解放される。 

 

第 49偈 三つの因相 
49.1 偈文 [L169.3-4, N4_43.19-20] 

束縛するもの(bandhana, 能縛)は、まさに住処(pratiṣṭhā, 住持)と受用(bhoga)と種子(bīja)の

因相(nimitta)である。  

一方、依り所を伴う心心所(cittam-caitta)は、ここに種子を伴って束縛される(bandhyante, 

所縛)。(19_49) 

 

49.2 世親釈 [L169.5-8, 4_43.21-23] 

そのうち、「住処という因相(pratiṣṭhā-nimitta)」とは器世間(bhājana-loka)である。「受用に

とっての因相(bhoga-nimitta)」とは色などの五境（色・声・香・味・触）である。「種子という

因相(bīja-nimitta)」とは、それら（住処と受用）の種子であるアーラヤ識(ālaya-vijñāna)である。

ここにおいて、つまり三種の因相において、依り所を伴う(sāśraya)心・心所は束縛される。

またそれら（住処と受用）の種子であるアーラヤ識も〔束縛される〕。さらにいえば、依り所

とは眼など〔六根〕であると知るべきである。 

 
287 チベット訳は偈文と相違がある。安慧釈のチベット訳は、བ8ན་པ་ཐམས་ཅད་དོན་�བ་Pིར། ས་[ན་N་ནི་9ེ་བར་0ེད(すべての教
説(？)の利益を成就するために、すべての地において生じる)となっており、བ8ན་པ་は dhīraの誤訳の可能性
がある。 
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49.3 安慧釈 [pTsi241b8-242b6, dTsi208b1-209a5] 

49.3.1 偈文の註釈 

49.3.1.1 能縛について 

そのうち束縛するのは何であり(能縛)、それにより何が束縛されるのか(所縛)を示そうとし
て、「束縛するものには、住処(SAVBh:གནས་, MSABh:Bེན་དག་, pratiṣṭhā)と受用(ལོངས་Cོད་, bhoga)と種子

(ས་བོན་, bīja)の因相がある」などという。そのうち、束縛とは、住処という因相と、受用にとっ

ての因相と、種子という因相である。 
そのうち「住処という因相」(pratiṣṭhā-nimitta)とは、器世間(Vོད་@ི་འཇིག་5ེན་, *bhājanaloka)である。

因相(nimitta)と境(&ལ་, *viṣaya)というのは同じ意味であるから、器世間とはアーラヤ識(vན་གཞི་.མ་

པར་ཤེས་པ་, *ālayavijñāna)による所縁の境であるから、器世間のことを住処という因相といわれる。

それゆえ三十論などでも、アーラヤ識は住処を識知するもの(གནས་.མ་པར་རིག་པ་, *sthāna-vijñaptika)

であると説かれる。 

「受用」とは、眼識から意識までの六識のことを受用という。六識の因相つまり境と

は、色・声・香・味・触の五境である。 

「種子という因相」(bīja-nimitta)とは、アーラヤ識のことをいう。アーラヤ識とは、住処と
受用などの因相の沈澱したものである習気(བག་ཆགས་, *vāsanā)の依り所(གཞི་)というから、種子と

いう因相といわれるのである。 

 

49.3.1.2 所縛について 

それにより何が束縛されるのかと問う。それゆえ「依り所(5ེན་, āśraya)を伴う心心所」とい

った。前述のその束縛によって、依り所と心と心所の三つが束縛されるという意味である 
そのうち、「依り所(5ེན་)」という語によって、眼根から意根までの六根をもつ身体のこと

をいう。意味の上では色蘊のことをいう。意根はまたこの文脈では、染汚意(ཉོན་མོངས་པའི་ཡིད་ལ་, 

*kliṣṭa-manas)のことをいう。 

「心」の語によって、八識のことをいう。五蘊の中では識蘊のことをいう。 

「心所」の語によって、受蘊と想蘊の二つと、触(རེག་པ་, *sparśa)と作意(ཡིད་ལ་*ེད་པ་, *manaskāra)

などの 51の心所のことのいう。意味の上で説かれているのは、その束縛(三つの因相)により、

五蘊が束縛されるという意味である。 

何において束縛され、どのように束縛されるのかと問う。それゆえ、「ここに種子を伴っ

て束縛される」といった。何において束縛されるのか。ここに、つまり三界において束縛さ

れるという意味である。 

どのように束縛されるか。住処という因相の習気と、受用にとっての因相の習気をアーラ

ヤ〔識〕において蓄積することによって、習気が断じられず、つまり習気をともなっている
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かぎり、解脱はないから、このように束縛される。 

 

49.3.2 世親釈の註釈 

「そのうち住処という因相とは器世間である」という場合、「住処」とは器世間について

いうのであり、それら(器世間)はまさにアーラヤにとっての住処であるから、住処という因

相といわれる。 

「受用にとっての因相」という場合、「受用」とは眼識から意識までの六つをいうのであ

り、それらの因相と対象とは色から触までの五つである。 

「それらの種子である」という場合、住処と受用の二つの種子という因相であり、依り所
となるのがアーラヤ識である。なぜならアーラヤ〔識〕は一切法の種子の依り所(གཞི་)となる

からである。 
 

第 50偈 因相の修習 
50.1 偈文 [L169.9-10, N4_45.16-17] 

  現前に立てられた因相(nimitta)288と、自ら立っている〔因相〕とがある。 

  すべてを消している(vibhāvayan)289智者は、最高の菩提を得る。(19_50)290 

50.2 世親釈 [L169.11-17, N4_45.18-25] 

 このように分別しない者は、このような順序による、と〔偈頌に補って〕語られるべきで

 
288 勝呂[1989]によれば、この偈の前半 purataḥ sthāpitaṃ yac ca nimittaṃ yat sthitaṃ svayaṃ.の解釈につ
いて、『大乗荘厳経論』の世親釈と、『摂大乗論』の世親釈、無性釈では解釈が異なるとする。前者は「現前
に立てられた相(purataḥ sthāpitaḥ yac ca nimittaṃ)」「それ自体で確定している相」(yat sthitaṃ svayam)と
語順通り釈しているが、『摂大乗論』世親釈、無性釈では「現前に(purataḥ)確定している(sthitaṃ)」「立て
られた(sthāpitaṃ)」と語順を無視した無理な読み方をしており、不可解であるとしている。 
289 vibhāvayan の訳については、小谷[1980]の補註 1 に詳細に検討されている。vi√bhū の causative であ
り、to think of, to aware of, see, observe minutelyを意味し、漢訳でも「観察」と訳されることもあるが、
玄奘訳は「不分別」とされている。またチベット訳では =མ་པར་འཇིག་པ་であり、「破壊」を意味する。偈や註釈
の意味からすると、観察する仕方、あるいは観察内容を、より具体的に表現するために採用された訳語で
はないかと指摘している。また長尾[1987]は『摂大乗論』3.6の注(p.27, 注 2)にて、bhūの使役相に認識す
るの意があり、vi-はその否定とみて、「分別しない」と訳したとする。『大乗荘厳経論』のチベット訳にも
言及し、rnam bśig naすなわち「止滅せしむる」というのは生起(saṃbhava)の反対語として破壊(vibhava)
の語があるなどに徴して、「存在せしめない」と理解しうるだろうと述べ、分別しないという偈の内容と抵
触しないとしている。	
290 『摂大乗論』第三章(入所知相分第四)に同じ偈がある。 
MSg 3.6 チベット訳 [N2_61] 

མཚན་མ་གང་ཞིག་མNན་བཞག་དང་། །གང་ཡང་བདག་ཉིད་གནས་པ་=མས། ། 
[ན་ལ་fོ་oན་མི་Bོག་ན། །0ང་iབ་དམ་པ་འཐོབ་པར་འJར། ། 

MSg 3.6 玄奘訳 [T1594.31.142c12-13] 
現前自然住 安立一切相     
智者不分別 得最上菩提 

MSg 3.6 世親釈 真諦訳 [T1595.31.202b12-13] 
現住及安立 一切相思惟 
智人不分別 故得無上覺 
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ある。そのうち、「現前に立てられた因相」とは、聞・思・修の実践により所縁とされたも

のであり、妄想されたものである。「自ら立っている〔因相〕」とは、本来所縁となってい

るものであり、努力せずに妄想されたものである。それの消滅(vibhāvana)は、消え去ること

(vigama)であり、所縁とならないこと(anālambanībhāva)であり、分別しないこと(akalpana)であ

る。 

 その方法は、因相の対治である。その両者には順序がある。というのは、立てられた〔因

相の消滅〕が先にあり、自ら立っている〔因相の消滅〕が後である。その場合、四顛倒を伴

った人我の因相(pudgala-nimitta)を消滅させている行者は、声聞の菩提か独覚の菩提を獲得す

る。すべての法の因相を消滅させているものは大菩提〔を獲得する〕。これによって、如実

遍智が、どのように束縛を遍智して解脱を導くのか、それが明らかにされた。 

 

50.3 安慧釈 [pTsi242b6-244a8, dTsi209a5-210b6] 

50.3.1 偈文の註釈 

50.3.1.1 二種の因相 

諸法を知り、修習することにより、束縛から解放されることになる方法を説示しようとし

て、因相とは何かを示す。 

我所とは依り所(གནས་)であり、すべての依り所(བBེན་པ་)を壊したとき、「最高の菩提が得られ

る」といった。 

「現前に立てられた因相」というのは、先に聞・思・修などの実践にしたがって、行者が、
腐臭や腐敗や骸骨などの因相を率爾に(འzལ་N་, *sahasā)現前に思念し、妄想して立てられたもの

が、現前に立てられた因相といわれる。 

率爾に思念し立てられたものではなく、諸の衆生が、無始爾来の流転において、注意や努

力の必要なしに、壺や服などを自然に心に現われることが、「自ら立っている〔因相〕」と

いわれる。つまり諸の堅固な菩薩291は、現前に立てられた因相と、自ら立っている因相の二

つを消滅させる。つまり空であり不可得の特質のもとにとらえられて、そこに存在する事態

を分別〔にすぎない〕という仕方で修習するならば、菩提を得て、最高の菩提を得ることに

なるという意味である。 

 

 
291 ここでチベット訳は 0ང་iབ་སེམས་དཔའ་བBན་པ་=མས་「諸の堅固な(བBན་པ་, dhīra)菩薩」となっているが、偈では「智
者(fོ་oན་, dhīmat)」である。世親釈で言い換えている可能性もあるが、チベット訳が dhīmānと dhīrānを取
り違えている可能性もある。dhīmānは単数であるが、dhīrānは複数であり、「諸の」と複数の =མས་がつい
ているのも説明がつく。しかし、dhīrānなら accusativeであり文法上は合わない。 
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50.3.1.2 因相の修習のしかた 

その場合、修習の順序もあり、最初は現前に立てられた因相を空として消滅させる。その
修習を空として消滅させ、その後に自ら立っている諸事態(དངོས་པོ་, *vastu)を空として消滅させ

る。どのように〔修習するのか〕といえば、このように腐臭と腐敗などのこれらが、心心所

において、ただ現われているに過ぎず、自性をもって成立しているものとして存在している

ものでなく、同様に壺や服などのこれらもまた、心心所において現われているに過ぎず、自

性をもって成立しているものとして存在しないというように修習するのである。 
そのうち声聞と独覚は、常・浄・我・楽の人我(གང་ཟག་, *pudgala)を空として消滅させ修習す

るならば、声聞の菩提と独覚の菩提を獲得する。 
諸菩薩は、人と法の二つを空として消滅させ修習するならば、最高の無上菩提(f་ན་མེད་པའི་0ང་

iབ་མཆོག་)を獲得することになる。 

 

50.3.2 世親釈の註釈 

50.3.2.1 二種の因相 

「このように分別しない者は、このような順序によると〔偈頌に補って〕語られるべきで

ある」とは現前に立てられた因相とともに、自ら立っている因相の二つについて修習すると

いう順で、最初に現前に立てられた因相、つまり骸骨などを空として消滅させることによ

り、それについて分別しない者といわれる。次に、壺などの自ら立っている因相を空として

消滅させるのであり、それについて分別しない者といわれる。 

「聞と思と」などという場合、現前に立てられた因相という意味を説明する。現前に立て

られた因相というのは、行者による、聞と思と修の三昧の対象についていう。骸骨などの因

相にすぎないものが、率爾に心によって妄想され、立てられる。 

「本来所縁となっているものであり」という場合、自ら立っているものは、率爾に思念し

た、つまり現前に立てられたのではないのであって、無始爾来の流転において、注意や努力

の必要なしに、心に自然に現われているものである。つまりそれは壺などであって、本来的

なものとして心によって妄想されて、心の外に存在するように現われる。 

 

50.3.2.2 因相の修習のしかた 

「それの消滅は、消え去ることであり、所縁とならないことであり、分別しないことであ

る」292という場合、その二つ(人我と法)を空として消滅させる方法とは、現前に立てられた因

相と本来立っている〔因相〕との二つが心に現われることから離れて、心に現われないもの

 
292 この箇所はチベット訳が本論の世親釈とやや異なるが、tasya vibhāvanā vigamo 'nālambanībhāvaḥ 
akalpanāの引用であるので、訳はそれに合わせた。 
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とされることによって、それについて存在していると分別することを断ずることである。つ

まり無分別への方法で修習することが確立したといわれる。 

「その方法とは、因相の対治である」という場合、空として消滅させることによって無分

別への方法でまさに修習することが、因相をとらえることすべてを無として消滅させる方

法である。 

現前に立てられたものと、外に自ら立っているものと、などという場合、この二つを空と

して修習する順序は、最初に現前に立てられた因相、つまり骸骨などを空として消滅させる

のである。どのように消滅させるかといえば、これらの骸骨などの現れを、ただ心における

現れにすぎず、真に存在するのではないとして消滅させるのである。 

〔次に〕壺などの、諸の自ら立っているものを空として消滅させるのである。どのように

消滅させるかといえば、骸骨などは心に現れたに過ぎず、自性があるのではないように、こ

れらの壺などもまた心に現れたに過ぎず、自性があるのではないというように〔空として消
滅させる〕「その場合、四顛倒(Pིན་ཅི་ལོག་བཞི་, catur-viparyāsa)を伴った人我の因相(གང་ཟག་གི་མཚན་མ་,	

pudgala-nimitta)を消滅させている行者」などという場合、常・楽・浄・我を伴う人我につい

て、存在すると把握することを空として消滅させることにより修習する行者は、声聞の菩提

と独覚の菩提を獲得することになる。 

「すべての法の因相を消滅させているものは、大菩提〔を獲得する〕」という場合、人我

の因相と法の因相の二つを空として消滅させることにより修習する行者は、無上菩提を得

るという意味である。 

 

50.3.2.3 三偈(第 48、49、50偈)の要約 

「それによって、如実遍智が、どのように束縛を遍智して、解脱を導くのか、それが明ら

かにされた」293という場合、上述の三つの偈が、説いたことの要約の意味は、1)どのように

衆生は束縛されているのかを知る、2)束縛を知って、何によって束縛から解脱することにな

るのかを知る、3)如実遍智の特質とは何か、その三つの意味があきらかにされた。 

そのうち、「住処と受用と種子の」(19_49)などという一偈によって、束縛とは何かを知る

ことがあきらかにさされた。 

「現前に立てられた因相と」(19_50)などという一偈によって、遍智によって解脱する方法

とは何かがあきらかにされた。 

最初の偈頌「すべてのものは認得しえないものであるから」(19_48)という一偈によっ
 

293 この箇所はチベット訳が本論の世親釈とやや異なり、そのまま訳せば「それらによって、どのように束
縛を遍智し解脱することになるかと、如実遍智と、それらが説かれた」となっているが、etena yathā 
bandhaṃ parijñāya mokṣāya saṃvartate yathābhūtaṃ parijñānaṃ tat paridīpitaṃの引用であるので、訳は
それに合わせた。 
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て、如実遍智とは何かがあきらかにされた。 

 

第 51偈 智のはたらき 
51.1 偈文 [L169.18-19, N4_47.3-4] 

真如を所縁とし、二取を離れており、麁重の集積(dauṣṭḥulya-kāya)を直接知(pratyakṣa, 現

量)する智が、それを滅するために(tat-kṣaye)、智者たちにはあると考えられる。(19_51) 
 

51.2 世親釈 [L169.20-23, N4_47.5-8] 

これ（この偈）によって、どのように、三つの自性を遍智することによって、依他起性を滅

するために〔智が〕起こるのかが明らかにされた。「真如を所縁とする」ことにより、円成

実性を遍智し、「二取を離れる」ことにより、遍計所執〔性〕〔を遍智し〕、「麁重の集積

を直接知する」ことにより、依他起〔性〕〔を遍智する〕。まさにその麁重の集積であるア

ーラヤ識を滅するために〔智が〕起こる。「それを滅するため」とは、その滅を目的として

ということである。 
 

51.3 安慧釈 [pTsi244b2-245a3, dTsi210b7-211b1] 

51.3.1 偈文の註釈 

51.3.1.1 真如について 

三つの特質を遍智することにより、アーラヤ識における煩悩〔障〕と所知障の習気の存在

を断ずることにより解脱することになるというそのことを説こうとして、「真如を所縁とす

る智は」などという。その場合、真如とは空性である法界といわれる。空性を所縁とする智

慧によって、円成実相を直接知するという意味である。 

 

51.3.1.2 二取について 

「二取を離れる」という場合、二取とは所取能取の二つ、あるいは遍計所執の人我と遍計所

執の法の二つであり、兎の角のように相がないと知るとき、遍計所執相を直接知する、とい

う意味である。 
 

51.3.1.3 麁重の集積について 

「麁重の集積を直接知する」という場合、麁重の集積とは、煩悩〔障〕と所知障を伴ったア
ーラヤ識のことをいう。アーラヤ識はすべての煩悩〔障〕と所知障の依り所(Bེན་)であり、も

ろもろの誤った分別の依り所(གནས་)であるとしるならば、依他起〔相〕を直接知することにな

る。 
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51.3.1.4 三性の直接知 

「それを滅するため、〔智が〕智者たちにはあると考えられる」というのは、このように、

菩薩は三つの特質を直接知するから、アーラヤ識である依他起相について、煩悩〔障〕と所

知障を何もかも滅し清浄にして、解脱を得ることになると考えられるという意味である。 
 

51.3.2 世親釈の註釈 

「麁重の集積を直接知することにより」という場合、麁重の集積とは、煩悩〔障〕と所知

障のことをいう。アーラヤ識はすべての顛倒の因であると知るならば、依他起相を直接知す

ることになるという意味である。 

「それを滅するために」などというのは、麁重の集積であるアーラヤ識における煩悩［障］

と所知障を滅するために、三つの特質を直接知するという意味である。三つの特質を直接知

するならば、アーラヤ識における随眠の存在を滅することよって、解脱を得ることになると

いう意味である。 

 

第 52偈 因相と無因相 
52.1 偈文 [L169.18-19, N4_48.6-7] 

真如(tatathā)を所縁とする智は、異ならないもの(anānātva)として修習されたものである。 

存在する〔対象〕と存在しない対象についての直接知であり、また分別から自在である

といわれる。(19_52) 
 

52.2 世親釈 [L169.20-26, N4_48.8-13] 

「異ならないものとして修習されたものである」〔というのは〕、因相(nimitta)と真如(tatathā)

の二つを異ならないものとして見るからである。これによって声聞の無因相(animitta)よりも

菩薩の無因相の方がすぐれていることが明らかにされた。というのは、彼ら(声聞)は因相と

無因相との二つを異なるものと見て、あらゆる因相を思索することなく、また無因相の界

(dhātu)を思索することによって、無因相に到達する。しかし菩薩たちは、真如と別なものと

して因相を見るのではなく、因相がそのまま無因相であると見るのであり、それゆえ彼ら(菩

薩)のその智は、「異ならないものとして修習されたものである」。また「存在する対象」であ

る真如について、また「存在しない対象」である因相ついて「直接知であり、また分別から

自在であるといわれる」〔というのは〕分別のとおりにあらゆる対象が成立しているから、

分別から自在であることが得られているからである。 
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52.3 安慧釈 [pTsi245a4-246b8, dTsi211b1-213a4] 

52.3.1 偈文の註釈 

52.3.1.1 声聞と菩薩の正智の違い 

 その場合、聖声聞らもまた四顛倒を伴う人我は空であると知る正智を修習するから、聖声

聞には正智がある。聖声聞には正智があるが、菩薩たちに正智があることとのどんな違いが

あるのかと問うから、正智の違いを示そうとして、「真如を所縁とする智は、異ならないも

のとして修習されたものである」などという。 

 この偈によって、声聞たちの無因相についての修習より、菩薩たちの無因相についての修

習がすぐれていることを示している。どのようにかと問う。聖声聞たちは、因相と無因相の
二つを異なるものと修習する。そのうち、因相というのは、流転(འཁོར་བ་, *saṃsāra, 生死, 輪廻)に

ついていう。無因相というのは、涅槃(h་ངན་ལས་འདས་པ་, *nirvāṇa)についていう。 

 

52.3.1.2 声聞の修習のしかた 

〔声聞は〕流転については、生と老などの苦を伴うから、非寂静294の本性として作意する。

涅槃については、一切の苦を断じているから、寂静の特質として作意する。流転は断じよう

と欲して、涅槃は直接知しようと欲する。 

 

52.3.1.3 菩薩の修習のしかた 

そのうち、「真如を所縁とする智」というのは、諸法の自性としては涅槃の特質をもつもの

として、〔つまり〕所縁を空性において見る智についていう。つまり菩薩たちは、因相つま

り流転と、真如を所縁とする智つまり涅槃の二つは、違いがなく一味であると見ることによ

って、流転の空性が涅槃であると修習するのであり、声聞の無因相についての修習よりもす

ぐれているのである。 

 

52.3.1.4 流転の空性が涅槃である教証(『無尽意経』引用) 

それ故に、『聖なる無尽意経』にも、「法界と流転界と涅槃界は等しい。法界と衆生界と一切

 
294 寂静、非寂静について 
 第 11章の偈文において、円成実相(pariniṣpannalakṣaṇa)について、「有と無が等しいこと、寂静でなく寂
静 で あ る こ と 、 無 分 別 で あ る こ と 」 と い う 。 ([L65.6-7, N2_94.26-27]abhāvabhāvatā yā ca 
bhāvābhāvasamānatā. aśāntaśāntā 'kalpā ca pariniṣpanna-lakṣaṇaṃ(11_41)) 
 その「寂静」について世親釈では、「偶然的な諸随煩悩により「非寂静」であり、本来的に清浄であるこ
とから「寂静」である」(aśāntā cāgāntukair upakleśaiḥ śāntā ca prakṛtipariśuddhatvāt.) 
という。 
 安慧釈では、「空性が偶然的な汚染と混在しているから「非寂静」であり、本来的に輝いていて清浄であ
るから「寂静」である」([pMi208a8,dMi188a4]8ོང་པ་ཉིད་�ོ་<ར་5ི་tི་མ་དང་འtེས་པས་ན་མ་ཞི་བའོ། །རང་བཞིན་5ིས་འོད་གསལ་ཞིང་དག་པའི་རང་བཞིན་

ཡིན་པས་ན་ཞི་བའོ། །)といい、「空性」と関係させて述べられる。 
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法界は等しい。なぜ等しいかと問うならば〔答える〕。空性という点で等しいから、それは

等しいのである」295などと説かれるのである。 

 

52.3.1.5 菩薩は声聞よりどのようにすぐれているか 

このように因相と真如に違いはないと修習することにより、どのように、声聞などの無因相

を修習することよりもすぐれているのか、と問う。「存在する〔対象〕と存在しない対象に

ついての直接知であり、また分別から自在であるといわれる」という。つまり因相と真如は

違いがないと修習するから、存在する対象を直接知することになり、存在しない対象も直接

知することになる。そうであるから、衆生が何をどんなふうに考えようと、それらは、その

ように成立することになる。つまり、空なる虚空より家財の雨が降りますようにと考えて

も、家財の雨がふることになるから、まったく「分別から自在であるといわれる」という。

それゆえ声聞の無因相よりも菩薩の無因相を修習することがすぐれているのである。 
 

52.3.1.6 存在と非存在 

 そのうち、「存在すること」とは、円成実相である法界についていう。法界を直接知した

ならば、存在することを直接知したという。 

 そのうち、「存在しないこと」とは、所取と能取の遍計所執の因相についていう。遍計所

執は自性はなく、また直接知したならば、存在しないことを直接知するという。 

 

 
295『無尽意経』(Akṣaya-mati-nirdeśa-sūtra, fོ་dོས་མི་ཟད་པའི་མདོ་, 無尽意菩薩経、無尽慧所説経)には以下のように述
べられる。 
[B70.24-30] 
ཆོས་Tི་ད0ིངས་དང༌། བདག་གི་ཁམས་དེ་ནི་མsངས་སོ། །ཆོས་Tི་ད0ིངས་དང༌། འདོད་པའི་ཁམས་དང༌། གxགས་Tི་ཁམས་དང༌། གxགས་མེད་པའི་ཁམས་དེ་ནི་མsངས་སོ། །ཆོས་Tི་ད0ིངས་
དང༌། འཁོར་བའི་ཁམས་དང༌། h་ངན་ལས་འདས་པའི་ད0ིངས་དེ་ནི་མsངས་སོ། །ཆོས་Tི་ད0ིངས་དང༌། སེམས་ཅན་5ི་ཁམས་དང༌། ནམ་མཁའི་ཁམས་དང༌། ཆོས་ཐམས་ཅད་Tི་ཁམས་དེ་ནི་
མsངས་སོ། །དེ་ཅིའི་Pིར་དེ་མsངས་ཞེ་ན། 8ོང་པ་ཉིད་N་མsངས་པས་ན་དེ་ནི་མsངས་སོ། །མཚན་མ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། aོན་པ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། མངོན་པར་འN་མི་0ེད་པར་
མsངས་པ་དང༌། 9ེ་བ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། འkང་བ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། དངོས་པོ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། ཆོས་ཐམས་ཅད་ཐ་དད་པ་མེད་པར་མsངས་པ་དང༌། �ིབ་པ་མེད་
པར་མsངས་པ་དང༌། ནམ་མཁའི་ཁམས་I་མsངས་པ་དང༌། h་ངན་ལས་འདས་པའི་ད0ིངས་I་མsངས་པས། དེ་དག་མsངས་པའོ། །འNས་0ས་Tི་ཁམས་ལ་འbག་པ་དང༌། འNས་མ་0ས་Tི་
ཁམས་ལ་འbག་པ་ཚད་མེད་དེ། གང་བ8ན་པ་དེ་ལ་ཆོས་Tི་ད0ིངས་Tི་sལ་5ི་`ོ་ནས་འbག་པ་འདི་ནི་0ང་iབ་སེམས་དཔའི་ཁམས་ལ་མཁས་པ་ཞེས་0འོ། ། 
[T397.13.197a13-18] 『大方等大集經』卷第二十八「無盡意菩薩品」第十二之二(宋涼洲沙門智嚴共寶雲譯) 
法界我界無二無別。法界欲界色界無色界我界生死界涅槃界無二無別。法界虚空界。一切法界我界空界。無
相無願無作不出不生無所有等如涅槃。虚空涅槃。及一切法等。無有二。如是無量有爲法界入無爲界。能如
是知如是説者。是名菩薩知界方便。 
[チベット訳の現代語訳] 
法界と我界は等しい。法界と欲界と色界と無色界は等しい。法界と流転界(生死界)と涅槃界は等しい。法界
と衆生界と虚空界と一切法界は等しい。なぜ等しいのかと問う。空性という点で等しいから、それは等し
いのである。無因相という点で等しく、無願という点で等しく、無作という点で等しく、無生という点で
等しく、無起という点で等しく、無存在という点で等しく、一切法に区別がないという点で等しく、無覆
という点で等しく、虚空界という点で等しく、涅槃界という点で等しいから、これらは等しいのである。
有為界に入り、無為界に入ることを量ることがない。なぜそう説くのかといえば、法界の方便の門に入る
ということが、菩薩界に通暁していることだと知るべきだからである。 
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52.3.2世親釈の註釈 

52.3.2.1 流転の空性が涅槃である 

「因相と真如とは異ならないものと見るならば」という場合、因相とは流転の法についてい

う。真如とは、あらゆる法が、本質として、涅槃の特質、つまり空性であることをいう。流

転と涅槃の二つが同じ自性であると見る場合に、「因相と真如とは異ならないとみる」とい

う。意味の上では、流転と自性が空であることがまさに涅槃であり、涅槃というのはまた、

流転の空性以外に、別のものが存在するのではないと見ることである。それゆえ、菩薩が無

因相を修習することは、声聞が無因相を修習することは違うのである。 

 

52.3.2.2 声聞の修習のしかた  

「彼らは、因相と無因相とを異なるものと見て、あらゆる因相を思索することなく、無因相

の界を思索することによって」というのはつまり、彼ら声聞は、因相つまり流転と、無因相

つまり涅槃との二つを異なるものと見る。どのように異なるものと見るのか。流転は、生と

老などのさまざまな苦を伴う寂静でない自性をみて、涅槃は、生と老などの諸の苦を断じた

寂静の自性をみる。それゆえ、流転は断じようと思索し、涅槃は直接知しようとして、涅槃

界を思索する。 

 

52.3.2.3 菩薩の修習のしかた  

「菩薩は、真如とは別のものとして因相を見るのではなく、おなじ因相がそのまま無因相で

あると見る」という場合、諸菩薩によれば、真如の空性のことを無分別の因相という。流転

の法以外に存在するとは見ない。因相つまり流転をまさに空性の自性であるとみることに

よって、流転と涅槃の二つを一味であると見るから、流転もまた断じず、涅槃もまた把握し

ない方法で修習する。それゆえ、流転と涅槃とは異なるものでないと修習することにより、

声聞の無因相と菩薩の無因相の修習とは違うのである。 

 

52.3.2.4 存在と非存在 

 「存在する対象である真如について」という場合、真如とは空性についていうのであり、

空性は存在する対象であると直接知して見るという意味である。 

 「存在しない対象である因相ついて直接知し」という場合、因相とは所取と能取などであ

り、所取能取の諸因相は存在しない特質であると直接知して見るという意味である。 

 

52.3.2.5 分別から自在であること 

どのように「分別のとおりにあらゆる対象が成立している」か、という場合、このように、
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存在しない対象も直接知する。存在する対象も直接知する。何らかの考えたことそれぞれ

が、そのとおりに成立することになる。それゆえ「分別から自在であることが得られる」と

いう。 

 

第 53偈 真実と非真実 
53.1 偈文 [L169.18-19, N4_48.6-7] 

愚者たちには、真実が覆われ、非真実がすべての点で現れる。 

しかし、菩薩たちには、それ(非真実)を棄てて、真実がすべての点で現れる。(19_53)296 

 

53.2 世親釈 [L169.20-26, N4_48.8-13] 

これ(この偈)によって、愚者たちには、自然に(svarasena)非真実である因相だけが現れて、真

実である真如は〔現れ〕ないように、そのように菩薩たちには、自然に真実のみが現れて、

非真実は〔現れ〕ないと示された。 

 

53.3 安慧釈 [pTsi246b8-247a8, dTsi213a4-213b3] 

53.3.1 偈文の註釈 

53.3.1.1 生死即涅槃に対する反論と答え 

反論。もし、流転が涅槃の自性であるなら、すべての衆生に涅槃があるから、すべての衆生

が涅槃を見ることが道理であるはずだが、なぜ見ないのかと考えて〔反論する〕それゆえ、

「愚者たちには、真実が覆われ、非真実がすべての点で現れる」という。 

 

53.3.1.2 凡夫はどのように真実が覆われているか 

というのは、まさに流転が涅槃の自性であるけれども、愚かな凡夫たちは、我と法について

の執着の習気による覆いによって、真実が覆われている。空性において存在する法を見ず、

真実ではないもの、〔つまり〕所取と能取という存在しない諸法が心において現れて、〔それ

が〕見られる。たとえば無知により覆われているので、存在する縄を見ず、縄において、蛇

 
296 『摂大乗論』第九章(果断分第十)に同じ偈がある。 
MSg 9.3 チベット訳 [N2_103] 
0ིས་པ་=མས་ལ་ཡང་དག་བ�ིབས། །ཡང་དག་མ་ཡིན་[ན་Q་gད། ། 
དེ་བསལ་1ཡང་དག་ཐམས་ཅད་N། ། 0ང་iབ་སེམས་དཔའ་=མས་ལ་gང་། །  
1 d. བ#ལ་ 
MSg 9.3 玄奘訳 [T1594.31.149a09-a10] 
諸凡夫覆眞 一向顯虚妄  
諸菩薩捨妄 一向顯眞實 
MSg 9.3 世親釈 真諦訳 [T1595.31.248c29-249b14] 
於凡夫覆眞 於彼顯虚妄  
於菩薩一向 捨虚顯眞實 
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を自性とするもの、〔つまり〕存在しない蛇を見るようにである。 

 

53.3.1.3 菩薩にはどのように真実が現れるか 

「しかし、菩薩たちには、それ(非真実)を棄てて、真実がすべての点で現れる」という場合、

菩薩たちは人我と法の執着がないので、真実である空性つまり存在する法が心において現

れ、〔それが〕見られる。真実ではないもの、〔つまり〕所取と能取のようなものは捨てられ

て、心に現れない。例えば、枕から離れた人が、存在する縄を見て、存在しない蛇を見ない

というようにである。 

 

53.3.2 世親釈の註釈 

 「自然に(svarasena)」という場合、愚者たちにとっては、所取と能取などの存在しない法

は、努力せず、心において現れるという意味である。 

 「自然に真実のみが現れて」という場合、菩薩たちには空性の法が、心において努力せず

に現れて、〔それが〕見られるという意味である。 

 

第 54偈 転依 
54.1 偈文 [L170.9-10, N4_50.24-25] 

存在しない対象(因相)と存在する対象(真如)との二つには、現れないことと現れること

とがあると知るべきである。 

これが、依り所の転回であり解脱である。欲するままになせるのだから。(19_54)297 

 

54.2 世親釈 [L170.11-14, N4_50.26-51.1] 

「存在しない対象」つまり因相が「現れないこと」と、「存在する対象」つまり真如が「現

れること」が転依(āśraya-parāvṛtti)であると知るべきである。というのは、それ(転依)によって、

それ(因相)が現れないことと〔真如が〕現れることがあるからである。そしてまさにそれが、

「解脱」であると知るべきである。なぜか。「欲するままになせるのだから」。というのはそ

 
297 『摂大乗論』第九章(果断分第十)に同じ偈がある。 
MSg 9.3 チベット訳 [N2_103] 
དོན་མེད་པ་དང་དོན་ཡོད་པ། ། མི་gང་gང་བར་ཤེས་པར་0། །  
གནས་ནི་གཞན་N་Jར་པ་དེ། ། འདོད་ད�ར་?་Pིར་ཐར་པ་ཡིན། །  
MSg 9.3 玄奘訳 [T1594.31.149a11-a12] 
應知顯不顯 眞義非眞義 
轉依即解脱 隨欲自在行 
MSg 9.3 世親釈 真諦訳 [T1595.31.248c29-249b14] 
不顯現顯現 虚妄及眞實 
是菩薩轉依 解脱如意故 
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の時、自立するものとなる。自己の心において自在である。まさに本来的に因相は起こらな

いから。 

 

54.3 安慧釈 [pTsi247a8-248a2, dTsi213b3-214a4] 

54.3.1 偈文の註釈 

54.3.1.1 対象について 

聖者たちに空性のみが現れ、因相が現れないことを示すために、そのことを成立させるた

めに、「存在する対象と存在しない対象には、現れないことと現れることとがあると知るべ

きである」などという。つまり、存在する対象は空性であり、存在しない対象は所取と能取

の諸因相である。菩薩たちには、存在する対象が心において現れて〔それが〕見られるので

あって、存在しない対象である諸因相は心において現れず見られないと知るべきであると

いう意味である。 

 

54.3.1.2 転依について 

「これが、依り所の転回であり解脱である。欲するままになせるのだから。」という場合、

空性つまり存在する法が見られて、因相つまり存在しない法が見られるとき、依他起相にお
いてアーラヤ識という依り所(གནས་)が他のものに転回するといわれる。その依り所の転回に

ついて、解脱、涅槃といわれるものもまた、同じ依り所の転回のことをいうと知るべきであ

る。 

なぜ、転依が解脱であるといわれるのか。たとえば、ある人が束縛を離れるならば欲する

ままになせるようにである。その依り所を転回するとき、心において自在を得る。つまり事
態(དངོས་པོ་, *vastu)が何であるかを見ても、貪と瞋の束縛は起こらずに為すから、解脱するとい

われる。 

 

54.3.2 世親釈の註釈 

54.3.2.1 解脱について 

「というのは、それ(転依)によって、それ(因相)が現れないことと〔真如が〕現れることが

あるからである。そしてまさにそれが、「解脱」であると知るべきである」という場合、空

性を見て諸因相を見ない心を獲得することを離れることが、涅槃であるとしられるという

意味である。 

「なぜか。欲するままになせるのだから」という場合、存在と非存在の対象を見ることに

ついて、なぜ解脱というのかと問う。そのとき、欲するままになせるから解脱であるといわ

れる。 
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54.3.2.2 自在について 

欲するままになせることの意味を示そうとして、「というのはその時、自立するものとな

る。自己の心において自在である。まさに本来的に因相は起こらないから。」という。つま

り心に因相が起こっているあいだは、束縛されるのである。 

空性である存在する対象を見ることによっても、因相などの存在しない対象を見ること

によっても、心に自在を得る。つまり貪と瞋などに支配されないようになり、心が虚空のよ

うに住し、束縛する因相が心のどこにも起こらないから、そのとき解脱するといわれる。 

 

第 55偈 仏土清浄 
55.1 偈文 [L170.15-16, N4_52.9-10] 

相互に同じ種類のものとして大いなる対象(artha)が、あらゆる点で現れている。 

〔それは〕障げを為すものである。それ故、遍智して断じるべきである。(19_55) 
 

55.2 世親釈 [L170.17-20, N4_52.11-13] 

これは、土を清浄にする方法(kṣetra-pariśodhana-upāya)としての如実遍智である。「大いな

る対象」とは器世間であり、相互に起こっている、つまりこれがそれと同じである、という

ように「同じ種類のものとして現れている」。そして、そのように現れているから、仏土を

清浄にすること(buddha-kṣetra-pariśuddhi)に対して「障げを為すもの」となる。「それ故」障

げを為すものと「遍智して」そのように現れているものを「断じるべきである」。 

 

55.3 安慧釈 [p248a2-248b5, dTsi214a4-214b6] 

55.3.1 偈文の註釈 

55.3.1.1 仏土清浄の障害 

いま、一つの偈によって、どのような方法で仏土(སངས་Yས་Tི་ཞིང་, *buddha-kṣetra)が清浄になる

のか、仏土清浄の方法をあきらかにするために、「大いなる対象(artha)が、あらゆる点で

現れている」などという。大いなるの語は、器世間である大地のことをいう。あらゆる時

に、刹那においても、アーラヤ識から、大地のようなものとしての現れが生じるとき、心

からそのようなものとして現れるかぎり、そのかぎりは、大地もまた谷やいばらや石など

があり不浄なものとして現れ、金などの宝の色をもって現れないから、仏土を清浄にする

ための障害となる。 
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55.3.1.2 障害の理由に対する反論 

反論がある。もし、その大地が刹那ごとに心に現れるならば、衆生たちはなぜそう思う

のか。昨日すでに見たその大地を、私はそれを今日もまた見ていると思う知が生じるだろ

うという反論がある。それ答えて、一つ一つ連続しつつ、等しいからという。つまり大地

が刹那ごとに徐々に現れることにより、前の刹那に大地がある種の形や色をもって生じ、

後の刹那にも前とただ同じ色や形をもった大地が連続して生じるから、昨日みた大地と同

じものを、今日も私はそれを見ているのだと思う知が生じるのである。それ故、そのよう

な知がある限り、仏土は清浄にならないのである。 

 

55.3.1.3 仏土清浄の方法 

では、どのような方法で仏土を清浄にするのかと問う。だから「それ故、遍智して」とい

う。このように、大地が心における現れとして存在する限り、その限りは仏土を清浄の障げ

になると知るべきであるから、なんとしてでも、大地のようなものが心において現れず、大

地に対する執着の心を断じるべきである。執着の心を断じることにより、清浄の特質をもっ

た仏土が心に現れることになる。仏土はそのように浄化される。 
 

55.3.2 世親釈の註釈 

「それ故、障げを為すものと遍智して」という場合、心に大地のような存在が現れて、存在

するという執着がある限り、その限りは仏土を清浄にすることに対して妨げとなると知っ

て、存在するという執着を断じるべきである。それについて存在するという執着を断じて、

仏土が水晶などの色の特質をもって心に現れることになるのである。 

 
(第 56-60偈 中略) 

 

第 61-62偈 摂大乗 
61-62.1 偈文 [L171.20-23, N4_57.31-58.3] 

大乗を包摂することを弁別して二偈がある。 

1)種姓(gotra)と、2)法への勝解(dharma-adhimukti)と、3)心を発すこと(cittasya-utpādana)

と、4)布施などの実践と、5)決定に入ること(nyāma-avakrānti)と(19_61)、 

6)諸衆生の成熟と、7)土(kṣetra)を清浄にすること(viśodhana)と、8)無住処涅槃(apratiṣṭhita-

nirvāṇa)と、9)すぐれた菩提と、10)示現(darśana)とである。(19_62) 
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61-62.2 世親釈 [L171.24-172.2, N4_58.10-13] 

これら十種の事態によって大乗のすべてが包摂されている。そのうち、衆生を成熟さ

せるとは、入地の者についてであり、七地までにおいてと知るべきである。土を清浄に

すること(kṣetra-pariśodhana)と、無住処涅槃(apratiṣṭhita-nirvāṇa)とは、不退転(avinivartanīya)

の三種の地(第八地以上)においてである。すぐれた菩提は仏地においてである。まさにそ

こに(同じその仏地)おいて、現等覚や大般涅槃を示現すると知るべきある。残りは意味が

明瞭である。 

 

61-62.3 安慧釈 [pTsi253a3-254a6, dTsi218b5-219b6] 

61-62.3.1 偈文の註釈 

61-62.3.1.1 大乗について 

「大乗を包摂することを弁別して二偈がある」という場合、そのように大乗の偉大性をも

つもの(菩薩)たちは、声聞独覚乗による〔ように〕涅槃に住して生じないのではない。大乗

の偉大性によって、無住処涅槃に住するものとして生じるのである。それゆえ、大乗の偉

大性のつぎに、大乗を包摂するという主題を説明する。 
そのうち「大乗」というのは、『十万頌般若』のなかで、�ད་ག་ཅད་298などのことをいうの

だから、大乗の意味を説明するとき、量ることはできないが、それらの量ることができな

いものを包摂して、八種の法の中に大乗の意味を残らずふくめるならば、八種の法をさし

て大乗という。 

八種の法は略説すれば、種姓に住する菩薩は無上菩提に対する心が生じるから、信解行地

において菩薩行である六波羅蜜を実践する。その後、十地の順に修習し、仏地を現証する
(མངོན་N་0ས་པ་, *saṃmukhī-kṛtya)。それらのことを大乗という。 

 

61-62.3.1.2 八種の法 

「種姓と」という場合、種姓というのと種子というのと可能性というのは同じ意味である。

意味の上でいえば、布施から般若波羅蜜までの六波羅蜜の種子があることを「種姓」という。

これは種姓に住するということの意味を示した。一つめの法である 

「法への勝解」という場合、そのように大乗の種姓があることによる、深く広大な自利利

他の法に対して、一心に信じることが、「法への勝解」ということである。これが二つ目の

法である。 

「心を発すことと」という場合、菩薩の種姓もあり、深く広い法への勝解も生じたそのあ

 
298 p. aད་ག་ཆད་, 訳出できず。  
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とで、自分と一切衆生を利益ために無上菩提を得られるようにと誓願することを「心を発

す」という。そのために種姓に住することによって、無上菩提についての心が生じるのであ

る、という意味を語る。 

「布施などの実践と」という場合、そのように無上菩提に対して心を発すことにより、信

解行地において布施波羅蜜から般若波羅蜜までの六波羅蜜を実践することが、四つめの法

である。それにより、菩提に対して心を発すことにより勝解行地において六波羅蜜を実践す

るという意味を示した。 

「まさに決定に入ることと」という場合、所取と能取についての執着は過失であり、初地

に入るときに、所取と能取について執着が除かれるとき、勝解行地において六波羅蜜を実践

することにより初地を得るから、決定というのである。これが五つ目の法である。 

「諸衆生の成熟と」などという場合、これにより二地から始まり七地まで、菩提分と波羅

蜜の諸法によって、教説を信じていない衆生たちには教説を信じさせ、教説を信じている者

たちに善を植えて、成熟せしめる。これが六つ目の法である。 
「土を清浄にすることと、無住処涅槃と」という場合、これによって不退転(Pིར་མི་oོག་པ་, 

*avinivartanīya)の地、第八、九、十地おいて仏土清浄と無住処涅槃の道に住するという。これ

が七つめの法である。その仏土清浄においては、器世間が玻璃や金などの色として現れると

いう。無住処涅槃の道は、智慧と慈悲の二つである。慈悲によって流転を捨てることなく、

ただ涅槃側のみに住しないのである。菩薩は衆生の為に流転に住しても、智慧の力によっ

て、流転の過失に覆われないならば、流転に住しない。 

「すぐれた菩提と示現」という場合、それによって第十一地の三仏身を得るから菩提とい

う。菩提によって、母胎に入り、胎内から生まれ、宮殿から出て出家し説法するなどと示現

することよって現等覚し、法輪を転じて、〔般〕涅槃にいたるまでを示現する。これらが八

法である。 

これによって大乗ということをまとめると、種姓から始まり、般涅槃にいたるまでを説く

のが大乗という。 
 

第 63偈 五種の菩薩 
63.1 偈文 [L172.1-5, N4_60.29-61.1] 

菩薩を区分して十偈がある。 

第一は勝解をもつもの (ādhimokṣika)、他は清浄なすぐれた意欲をもつもの

(śuddhādhyāśayika)、因相において〔行じるもの〕と、無因相において行じるものと、ま

た無造作(anabhisaṃskrta)において行じるもの。 

諸菩薩はすべての諸地におけるこれら五者であると知るべきである。(19_63) 
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63.2 世親釈 [L172.6-7, N4_61.2-61.3] 

そのうち因相において行じるものとは、第二をはじめとして第六に至るまでの諸地におい

てである。無因相において行じるとは、第七〔地〕においてである。無造作において行じる

ものは、その後(第八地以降)である。残りは意味がわかる。 

 

63.3 安慧釈 [pTsi254b1-255b6, dTsi220a1-221a5] 

63.3.1 偈文の註釈 

63.3.1.1 徳について 

「菩薩を区分して十偈がある」という場合、菩提分法を実践するとき、そのことにより二
種の徳を得るのである。二つの徳とは、実践の徳(བ"བ་པའི་ཡོན་ཏན་, *prayoga-guṇa)と称讃の徳(རབ་Q་

བUགས་པའི་ཡོན་ཏན་, *praśaṃsā-guṇa)である。そのうち、実践の徳について、さらに等流の徳と、離繫

の徳と、衆生に現前する徳の三つだが、この三徳は既に説明した。いまは以下の菩薩の区分

によって称讃の徳を説く。 

 

63.3.1.2 五種の菩薩について 

そのうち、勝解行地から十地について解釈するとき、菩薩として存在することと、それら

の地に住する菩薩の特徴をどのようであるかを示すことが「菩薩を区分して」といわれるの

である。それが十偈であると説く 

「諸菩薩はすべての諸地におけるこれら五者であると知るべきである」という場合、十地

に加えて勝解行地が説かれ、それら十一の地に、五種の菩薩がいると知るべきであるという

意味である。 

 

63.3.1.3 第一の菩薩 勝解をもつもの 

「第一は勝解をもつもの」という場合、五種の菩薩とは何であるかを説く。そのうち、

「第一」というのは、四勝解行地に住する菩薩をいう。四勝解行地に住する菩薩は、勝解

をもつ菩薩であるという。 

なぜ勝解をもつというのか。その場合、法界の遍行する特質(ཆོས་Tི་ད0ིངས་[ན་N་འdོ་བའི་མཚན་ཉིད་, 

*dharmadhātoḥ sarvatraga lakṣaṇa)299を現証していないが、法界の遍行する特質を信頼し(དད་པ་, 

*śraddhā)、ただ領解していること(ཡིད་ཆེས་པ་, *saṃpratyaya)があるからである。 

 
299 法界の遍行する特質(ཆོས་Tི་ད0ིངས་[ན་N་འdོ་བའི་མཚན་ཉིད་, *dharmadhātoḥ sarvatraga lakṣaṇa)というように、「法
界遍行」というひとまとまりの概念と考えて訳した。『中辺分別論』第 2 章第 14 偈に、「遍行の意味
(sarvatragārtha)と、最高の意味と、等流の最高の意味と、無所有の意味と、相続に差異がないという意味
と」([N34.19-36.6]sarvatragārthe agrārthe niṣyandāgrārtha eva ca, niṣparigrahatārthe ca santānābheda eva 
ca.)とあり、世親釈において「初地によって、〔菩薩は〕法界の遍行の意味に通達する。それによって、自
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63.3.1.4 第二の菩薩 清浄なすぐれた意欲をもつもの 

「他は清浄なすぐれた意欲をもつもの」という場合、他というのは、二番目の菩薩である。

初地に入った菩薩のことを清浄なすぐれた意欲をもつ菩薩という。 

なぜ清浄なすぐれた意欲といわれるのか。その場合、法界の遍行する特質に通達し、自利
利他円満(~ན་?མ་ཚEགས་པ་, *saṃpad)の心をもつことが、「すぐれた」(bག་པ་, *adhi)といわれる。見所

断の煩悩と所知障を断じているから、「清浄」という。 

 

63.3.1.5 第三の菩薩 因相において行じるもの 

「因相において」という場合、第二地から第六地までに住する菩薩のことを、因相を伴う

菩薩という。 

なぜ因相を伴うといわれるのか。第二地においては、これは声聞乗である、これは縁覚乗

である、これは大乗であると、乗について異なる種類に区別して因相を行じるからである。 

第三地においては、倶生起の有身見の因相を断じる。 

第四地においては、苦と集諦について損害の行相をもって見て、滅と道諦について寂静の

行相をもって見る因相があるからである。 

第五地においては、様々な種類の工巧処に入り、一切の分別が起こる。 

第六地においては、縁起を、無明によって〔諸〕行などの順観と、無明を滅するが故に〔諸〕

行滅するなどという逆観とにおいて現観する因相があるから、これらの地に住する菩薩に

ついて、因相を伴うという。 

 

63.3.1.6 第四の菩薩 無因相において行じるもの 

「無因相において」という場合、第七地に住する菩薩について、無因相の菩薩という。ど

うして無因相というのか。その地に住するその菩薩は、第六地までにおいて生じるすべての

因相を断じるから無因相という。 

 

63.3.1.7 第五の菩薩 無造作において行じるもの 

「無造作において行じる」という場合、不退転の地である第八、第九、第十［地］におい

て住する菩薩のことを無造作において行じる菩薩という。なぜその三つ［の地］において住

する〔菩薩の〕ことを無造作において行じるというのか。そのとき、自他の利益を成就し、
無分別の三昧に、努力せず(uོལ་འབད་མེད་པར་)、無功用に(£ན་5ིས་Rབ་པ་, *anābhoga)住するから、無造作に

 
他の平等であることを納得する。」 (yad uta sarvatragārthe, prathamayā hi bhūmyā dharma-dhātoḥ 
sarvatragārthaṃ pratividhyati, yenātma-para-samatāṃ pratilabhate.)というように、初地において法界の遍
行の意味に通達するということが述べられ、ここでも同様のことが述べられていると考える。 
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おいて行じるというのである。 

「諸菩薩はすべての諸地におけるこれら五者であると知るべきである」という場合、勝解

行地から十地までの十一の地には、五種の菩薩がいると知るべきであるという意味である。 


